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    　　　　　　序章　星の子どもたち


    



    　望まれてないのにこの地上に生まれ出て、死ぬ必然性もないからなんとなく生きてる。誰かに必要とされたことも、愛されたこともない。どうしても生きなきゃいけないのかな。ただ面倒くさいだけなのに。


    



    　今日もまたヴィクトルはそんなうずきをおなかの底に抱えて読書に集中できなくなり、部屋のなかをしばらくうろついてから、父母を覗のぞくことにした。


    　部屋を出て、離宮一階の広間へ忍び足で潜入する。カーテンの陰から部屋の中央を覗くと、父の白い身体と母の黒い身体が毛の長い絨じゆう毯たんの上でもつれあっていた。


    　目の先で母を弄もてあそぶ肥え太った中年男が神聖リヴァノヴァ帝国皇帝アリヴィアン四世なのだと思うと、ヴィクトルの内心の嘲ちよう笑しようは止まらなくなる。


    　──こんな浅ましい豚が、この世界の頂点とはね。


    　思わず口こう腔こうからほとばしりそうになった笑い声を、ヴィクトルはゆっくりと嚥えん下げする。飲み干した喉のどの奥が熱い。


    　──野良犬と同じじゃないか。


    　湧わき上がってくるものは嘲あざけりだけだ。十五歳のヴィクトルにとってふたりは、街をうろついている発情期の犬と大差なかった。


    



    　ステファノ歴一七八二年、十一月、神聖リヴァノヴァ帝国首都パグラチオン──。


    



    　ため息がこぼれる。


    　──やれやれ。皇帝とはいっても所詮は生き物、ただの動物というわけか。


    　そう嘲ると、おなかの底にくすぶる違和感が嘲ちよう笑しようの色で上書きされて、少し軽くなったように思えた。


    　気づかれないよう、足音を忍ばせて広間から抜けだしたところで、ポドコフという下男とすれ違った。訝いぶかしそうな下男の目に構うことなく離宮の廻かい廊ろうを渡った。凍いてつく夜風が差し込み、白色人種の父親と、黒色人種の母親から受け継いだヴィクトルの褐色の肌を月明かりに浮き立たせた。


    　それほど大きな建物ではない。皇帝がお忍びで愛人のもとへ通うために、昔からあった離宮に最近手を入れただけのものだ。ヴィクトルは二階の自室に戻ると、燭しよく台だいに火を灯ともし、天井まで届く書架の並びを見やる。威圧感さえある整然とした背表紙の列から、昨日まで読んでいた物理学の参考書を抜き取って机の前に座った。


    　このところヴィクトルは数学と物理学に入れ込んでいた。世界の森しん羅ら万ばん象しようを数式を以もつて解き明かしていく冒険に心を躍らせ、無作為に見える物理現象がわずか一行の数式で表現されるエレガンスに酔いしれた。数学の問題を解いている時間は、皇帝を籠ろう絡らくするために母が駆使した手て練れん手て管くだが脳裏をかすめることもなく、蒼あおく冷え切って一切の感情の入らない、まるで月面にいるみたいな数式の世界に没入することができた。


    　体力の限界まで数式の海を泳ぎ抜けてから、ベッドにひとり潜り込んで目を閉じた。


    　疲れ切って、すぐにも寝てしまえるはずなのに、夜の闇に父親の白い身体と母の黒い身体が映し出され、愚かしい動作を再現する。


    　──バカばかりだ。辟へき易えきする。


    　ヴィクトルはぎゅっと目を閉じて、けがらわしい父母を闇から追い立てる。


    　──いなくなれ。ぼくの目に映るな。


    　ヴィクトルは毛布をすっぽりと頭からかぶり、生物から漏れ出る臭気を弾道学の難問で上書きする。


    　数式はいい。冷たくて、乾いていて、心がない。文句もウソも嘲りも、ひとことの言葉も発しない。格式も作法も必要とされず、臭気を発することもなく、ただ単純で美しい解がひとつある。


    「起きるんだよ、ヴィクトル。急いで支度しな」


    　夢想は、いきなり部屋へ押し入ってきた母親の押し殺した声で霧散した。胸元の大きく露出した高価そうな繻しゆ子す織おりの寝間着を着込んだ母親が、慌てた様子でベッドへ歩み寄ってくる。


    「あんたが広間を覗のぞき見してたって、ポドコフのバカが陛下に告げ口しちまってさ。陛下が怒って大変なんだよ。本当なのかい？」


    「通りすがりに偶然、見ちゃっただけ」


    　母親はため息をついて、ヴィクトルの頭をこづく。


    「あんたバカだねえ……。そこらの親父ならともかく、相手が悪すぎんだろ。あれじゃ言い訳しても通用しないよ。ともかく急いで着替えるんだ。わかってるね、絶対にお顔を見ちゃいけないよ。足だけ見て、覗いてたことを詫わびて、額を床にこすりつけるんだ」


    「なんでそんなこと」


    「そうしなきゃ死刑だからさ！　いいかい、絶対に陛下に口答えするんじゃないよ。大丈夫、やったこともやってないことも陛下の仰おつしやるとおり、全部認めて謝れば、殺されはしないだろうから」


    　考える間もないほど急せかされ、ほとんど無理やりに着替えさせられて、ヴィクトルは先ほどの広間へ連れていかれた。


    　アリヴィアン四世は寝間着すがたでソファーに腰を下ろし、パイプをふかしながら不機嫌そうに、床へ這はいつくばるヴィクトルへ片目を送った。


    「これまで何度も覗きをしていたそうだな」


    　ヴィクトルは額を床にくっつけたまま、質問に答えた。


    「覗きではありません。通りがかっただけです」


    　釈明すると、傍かたわらに跪ひざまずいた母親が小声で、


    （陛下に口答えしちゃダメだってばさ。陛下の仰ることは全部正しいんだ。たとえ間違ってたとしても）


    　無茶苦茶だな、と思いながら、ヴィクトルは言い直す。


    「でも通りすがりながら見ていたので、そうですね、覗きました」


    「何度目だ。十回くらいか」


    「はい。十回目です」


    　本当は今日が三回目だが、釈明しても仕方なさそうな雰囲気だ。けだるい沈黙がしばらくヴィクトルの頭上に降りおりて、それから皇帝の宣告が届いた。


    「貴様を国外追放に処す」


    　どきん、とヴィクトルの心臓が鳴った。


    　皇帝はつづけて母親を見やり、


    「お前は残れ。追放はこいつだけだ。仕送りはくれてやる、だが儂わしが良いというまで帝国へ足を踏み入れるな。わかったな？」


    「はい」


    　ヴィクトルは黙って拝命する。おなかの底が、またうずく。


    「下がれ」


    　母親のため息を片耳で聞いた。もしかしたら皇帝の裾に取りすがり、身を挺ていして「追放だけはやめてくれ」などと懇こん願がんするかと思ったが、そんな様子はない。


    　自室に戻ったヴィクトルは荷造りをはじめた。ほどなくして執事がヴィィクトルの部屋を訪れて、挨あい拶さつした。


    「ご理解ください、陛下も太子を苦しめることが本望ではありません」


    「わかってるよ。ぼくがここにいると、いろいろ面倒なんでしょう？」


    　その問いかけに、執事はただ沈黙で答えた。


    　皇妃は私生児ヴィクトルの存在を憂うれえていると聞いている。皇帝と皇妃の間には皇位継承権一位たるヴラドレン皇太子がいるが、男子は彼ひとり。もしもヴラドレンの身になにかあったなら、急進派の工作次第でヴィクトルが太子として認められ、次期皇帝候補として担ぎ上げられる。だから「皇妃がヴィクトルの命を狙っている」などという噂うわさも絶えない。


    　だがお偉方の思惑などどうでもいい。心配事はただひとつ。


    「この本、全部持っていきたいんだけど」


    「荷馬車を手配します。このくらいであれば持っていけるでしょう」


    「良かった。なら文句ないや。ところで追放先は？」


    「決まっておりません。ご希望はおありですか？」


    　ジェミニは少し考えて答えた。


    「ガルメンディア王国王都ラランディア」


    　グレイスランドにおける「花の都」。歴史と文化、紳士と淑女の街。そしてなにより、ここ皇都パグラチオンからとても遠い。


    「かしこまりました。新しい戸籍を用意して、旅券を手配いたします。明後日には出しゆつ立たつできましょう」


    　執事はただ黙礼だけを返し、部屋をあとにした。


    



    　朝霧のなか、迎えの箱馬車と荷馬車二台が離宮前にやってきた。


    　荷馬車に蔵書を詰め込んで、旅立ちの支度を整えたヴィクトルは見送りに出てきた母親へ作り笑いを投げた。


    「じゃあね、母さん」


    　母はなにやら複雑そうな表情で、ヴィクトルの笑顔を見ていた。それほど愛情を注がれた記憶はないし、母は皇帝の威光を振りかざして遊ぶことに夢中で、ヴィクトルを顧かえりみる時間はほんのわずかだった。


    　いい機会だと思い、ずっと母に尋ねたかったことをヴィクトルは尋ねた。


    「ぼくは生まれてきて良かったのかな」


    　母親は首を傾かしげ、両の手のひらを広げて、素直な返事を息子へ届けた。


    「お前が生まれてこのかた、良いことのほうが少ないね」


    「やっぱり、いないほうが良かった？」


    「どっちでも構わないよ。どうせもう二度と会うこともないしさ。これからはお互い好きにやろうね」


    「さすが母さん。賛成。それじゃ、お互いの自由に」


    　おざなりに片手を振り、ヴィクトルは箱馬車に乗り込んだ。


    　雨が降ってきた。御ぎよ者しやが手た綱づなを叩き、二頭の馬がひづめを鳴らした。ヴィクトルは馬車の後部の窓から、後方を覗のぞいてみた。しのつく雨のとばりに遮さえぎられ、母のすがたはもう見えなかった。


    　ヴィクトルは座席に座り直し、執事が手配してくれた偽にせの旅券を眺めた。


    　ジェミニ。


    　旅券には、そんな名前が書いてあった。口のなかで転がしてみる。過去のイヤな出来事をすべて忘れ去り、新しい生活をはじめるには、名前から新しくするのも悪くない。


    「ぼくは、ジェミニ」


    　言葉に出して、違和感がないことを確認した。ヴィクトルはジェミニになった。


    



    　ジェミニの新しい住居は、王都ラランディアの中心街シテイと「メガロダウン」と呼ばれるスラム地区の境界付近のアパートメント三階だった。住民はほとんどが店持ち商人や勤め人など中流の市民層であり、貧乏ではないが金がありあまっているわけでもない、いわゆる「第三身分」の人々だった。


    　部屋は最低限の家具を備えた質素なものだが、十五歳の少年がひとり暮らしするには充分な広さがあった。持ってきた本を居間の床に積み上げると文字どおり足の踏み場がなくなった。大きな本棚を買わねばならなかった。


    　ジェミニはひとり、街へ出た。


    　十二月のラランディアの大気は石炭ストーブの煤ばい煙えんでひどく汚れていて、重く毛け羽ばだった匂いが鼻の粘ねん膜まくを刺してくる。道行く人々はほとんどが暗あん灰かい色しよくの服を着て、帽子をかぶり、うつむいて歩いていた。ジェミニの着ていた薄茶色の上着はすぐに煤すすけた暗灰色に染まってしまった。しばらく石畳の上を歩いて、みんながうつむいて歩いているのは路上のこいつを避けるためだったのだと理解しながら馬ば糞ふんまみれの靴底を石畳にこすりつけた。


    　家具屋を求めて、はじめての街をさまよいながら、ジェミニは道行く人が時折、うさんくさそうに自分を見ていることに気づいた。皇都パグラチオンにいたころは離宮住まいだったから街を出歩いた経験も少ないのだが、それにしても投げかけられる視線には敵意すら感じる。


    　ジェミニは路上の物乞いやゴミ拾いをしている貧民たちを観察し、道を歩く一般市民たちの風ふう体ていと比較して、それからショーウインドウに映った自分の外見をよくよく眺め、敵意の正体が人種差別であることに気づいた。


    　貧民たちの肌色は黄土色だったり青銅色だったり黒色だったり、様々の血の入り交じった肌の色をしているが、身なりの良い一般市民は一様に白色人種だ。いまの世界において身分を示す唯一の指標は身につけている衣服であり、ジェミニのそれは申し分のないものだがしかし、肌の色がブルート──複数の人種のハーフ──だ。加えて白銀の髪に白銀の瞳。こんな外見をしているものはいまこの通りに自分ひとり。つまりジェミニへの敵意の正体は「雑種ブルートの分ぶん際ざいで、ずいぶんいい身なりをしてやがる」といったところか。


    　──つまらないやつらだな。


    　グレイスランド文化の粋すいともいえる紳士淑女たちだが、中身は存外、無粋らしい。辟へき易えきとしながらジェミニは家具店を見つけ、本棚を四つ買って小切手で支払い、配送の手続きを済ませ外へ出た。


    　直接の危害を加えられることはなかったが、初日からいきなり不愉快な外出だった。できれば部屋のなかで本を読んで過ごしていたいと思ったが、生まれ育った離宮と違ってここには召使いもおらず、自分のことは自分でやらなければならない。


    　自室に戻り、運び込んだ荷物が雑然と散らかったままの室内を見回して、ジェミニはため息をひとつついた。


    　──家来が欲しいな。教養のある家来が。


    　小遣い程度の金額で働いてくれる雑用係みたいな人間がいると助かる。大人は使いにくいから、自分より年下の子どもがいい。だがバカな子の相手はイヤだから、できれば教養があると助かる。


    　ジェミニは一計を案じて、アパートの大家の部屋へ挨あい拶さつに出かけた。世間話の合間に、自分には一千冊近い蔵書があり、興味のある子どもは自由に読んで良い、という話を割り込ませた。話好きの大家はたちまち自分の友人へその話を広め、三日後にははじめての訪問客がジェミニの部屋を訪れた。


    「……………………」


    　そこそこ身なりの良い、十二歳くらいの少年は、難しそうな革張り表紙の本が詰まったジェミニの本棚を黙って見つめた。


    「こういう本、興味あるかい？」


    　ジェミニは確率論の参考書を少年に差し出した。少年は受け取ることもなく、首を左右に振って尋ねた。


    「冒険小説、ないの？」


    「ないね。小説なんて読んでるとバカになるよ」


    　去っていく少年の背中を見送って、ジェミニはにやにや笑っていた。


    



    　一か月が経ち、ジェミニの部屋を訪れた子どもは二十人を超えていたが、その難解な蔵書に興味を示す子どもは誰ひとりいなかった。たまに大人がやってくることもあったが、自分より遙はるかに年上の人間は家来にはならないので入室を断った。運命の相手がジェミニの部屋を訪れたのは、もう来るものもいなくなっていた三か月後のことだった。


    



    　ドアをあけたジェミニは、まずたじろいだ。


    　目の前にいたのはこれまでの身なりの良い少年とは異なる、あちこち擦すり切れてほころんだ布着を着込んだ貧民だった。


    「…………ルカ・バルカ。本、読みたくて」


    　決まり悪そうに、目つきの悪い少年はジェミニから顔を背そむけながら告げる。ろくに食事も摂れないのだろう、痩やせこけて顔色が悪く、指先でつついたら倒れてしまいそうだ。生きているだけで精いっぱいな状態なのに、本が読みたいというのか。


    　追い払おうかと思った。


    　けれど黒髪の隙すき間まから覗のぞく紅くれないの眼光に、なにかただならない凄みがあった。年齢を尋ねると十歳だという。自分のコレクションの価値を理解するには幼すぎるが。


    「…………まあ。読みたいなら。どうぞ」


    　自分の知らない誰かに促うながされるように、ジェミニはルカ少年を招き入れた。


    「……………………」


    　幽鬼みたいに音もなく、ルカは本棚の前に突っ立ち、黒く波打つ背表紙の羅ら列れつを見やる。


    「……興味、ある？」


    「ある」


    　子どもを招き入れるようになって三か月目、やっと出会った即答だった。ただし。


    「あるけど、字、読めない」


    　ルカの言葉に、ジェミニは驚く。


    「字が読めない？　なのにぼくの本を読みたいの？」


    　ルカは恥ずかしそうに唇を噛かんで、けれどきっぱり頷うなずく。絶句して言葉が継げないジェミニへ、ルカは顔を上げ、紅の眼光をたぎらせた。


    「頭良くなりたいんだ。勉強して、まともな職にありつきたい」


    「……………………」


    「窓のある部屋を借りて、妹と一緒に住みたい。だから、字の読み方、教えて」


    　ルカは生き真ま面じ目めな表情で、そんなことを頼んでくる。


    　ジェミニは額に手を当て、しばらくルカを見下ろしてから、ぽかんとひらいていた口から笑い声をこぼした。


    「ははは。きみ、面白いね。ははは」


    「……………………」


    「合格。合格だよ。うん、ぼくの思惑とは異なるけれど、悪くないかもしれない」


    　何年かぶりにジェミニは声を出して笑った。


    「いいよ。字の読み書きを教えてあげる」


    「……ほんとに？」


    　前のめりになるルカに、ジェミニは立てた人差し指を突き立てた。


    「ただし、条件がひとつ」


    「う、うん」


    「ぼくの家来になること。それでいいなら、読み書きを教えてあげる」


    「……………………」


    「なに、そんなに無茶な要求はしないさ。ただ、ぼくが必要としたときに、行動で報むくいてほしい。ぼくが望むのはそれだけだ」


    　ルカにはまだ、ためらいが垣かい間ま見えた。初対面の人間から隷れい属ぞくを強いられれば、躊ちゆう躇ちよするのも当たり前か。


    「警戒しなくていいよ。ぼくはただ、教養のある家来が欲しいだけ。バカは嫌いでね。きみは身なりは悪いけど、賢そうだし向上心がある。ぼくについてくれば出世できるよ。窓のある部屋どころか、お城にだって住めるかもしれない」


    　ルカは黙ってジェミニの微ほほ笑えみを見上げ、そしてようやく頷うなずいた。


    　ジェミニは早速、ルカを自分の机に座らせて、紙と鉛筆を手渡す。


    「簡単だよ。まずはひとつずつの文字の読み方からいこう。いいかい？　これがαアルフア。これがβヴイタ……」


    　家庭教師のようにルカの傍かたわらに突っ立って、ジェミニは声に出しながら、文字を紙に書き写していく。ルカは黙って、文字を見つめる。


    「……声に出して。α。β。γガマ……」


    「……α。β。γ……」


    　ジェミニの言葉を復唱しながら、ルカは紙の上の文字を見つめ、懸命にその形状と音を記憶していく。


    　窓から夕暮れの光が差し込んできた。ふたりの周囲は蜂はち蜜みつみたいな黄金色に染まった。ルカの鉛筆が蜂蜜色の紙の上を滑るたび、新しい文字が生まれ出いでる。


    「δゼルタ……。εエプシロン……。ζゼタ……」


    　静けさのなか、ジェミニとルカの声だけが響いていた。


    　ふたりの少年は寄り添うようにして学習をつづけた。日が落ちて、ガス灯に明かりが点ともり、二十六文字の読み方と書き方をすべて記憶したルカは、ジェミニに顔をあげて礼を言った。


    「……ありがと。……妹が待ってるから、帰らないと」


    「うん。また来なよ。きみならきっと、半年もすればぼくの本が読めるようになる」


    　ジェミニに褒ほめられて、ルカはぎこちなく微ほほ笑えみを返すと、部屋をあとにした。


    　見送ったジェミニは不思議な高こう揚よう感にとらわれて、自室に戻った。


    「うん。悪くない人材だ」


    　ジェミニはひとり頷うなずきながら、良い家来に会えたことをうれしく思った。


    



    　それからルカは週に二、三度、ジェミニの部屋を訪れるようになった。ジェミニはルカのために街の書店で子どもむけの単語練習帳と絵本を何冊か買い込み、プレゼントした。戸惑いながらも受け取ったルカは、基本的な単語の綴つづりを覚え、辞書を引きながら絵本を読み、ゆっくりと確実に読める本の段階を上げていった。


    　ルカがはじめてジェミニの革表紙の本に手を出したのは、部屋を訪れてから二か月弱、七十五日目のことだった。ルカは記憶力が良く、一度辞書で引いた単語は二度と忘れなかった。ジェミニの予想を遙はるかに上回るペースで語ご彙いを増やしたルカが最初に選んだ本は、古代の将軍ハルニベルの戦記だった。


    「戦記物か。渋いチョイスだね。なぜその本を？」


    「なんとなく。面白そうだから」


    「質の良い戦記や伝記には、先人の積み上げた知識が結晶化されてる。手っ取り早くこの世界の仕組みを知るには良い選択だよ」


    　ルカはさっそく辞書を片手に読みはじめた。はじめのうちは何度も何度も辞書を引く必要があったが、徐々にその回数は減っていき、ルカは本の世界にのめり込んだ。


    「この本、貸してくれない？」


    　日が落ちて帰る時間になったとき、ルカは名な残ごり惜しそうにそんなことを頼んでくる。古本屋に売れば、貧民が一か月は食べていける高価な本だ。だがジェミニは寛容に、辞書と一緒に貸してあげた。


    「あ、ありがとう！　お、おれ、いつか絶対恩返しするから！」


    「期待してるよ、家来くん」


    　顔を興奮で真っ赤にしたルカは、ずた袋に高価な本と辞書を押し込むと、弾むような足取りでアパートをあとにした。


    　ルカの読書ペースは日を追うごとに上がっていった。七百ページ超もある『ハルニベル戦記』を三週間かかって読み切ったあとはハルニベルのライバルであった将軍の伝記を十六日かかって読み切り、そののちは古代から中世まで主だった王や皇帝や将軍の伝記をむさぼり読んだ。


    　読むほどに、ルカの語ご彙い、知識、思考力は増していき、もともと鋭かった眼光に深みのようなものも加わってきた。これまで見えていなかった社会のすがたが、良質な本を通して見えるようになってくる。


    　ジェミニはルカの成長を最も近くから見守り、ときに手助けし、ときに自分の望む方向へ誘導した。


    「数学も面白いよ」


    　ルカと出会って一年が経ち、著名な伝記と戦記をほとんど読破したころ、ジェミニは足し算、引き算、掛け算、割り算を覚えるための入門書をルカに手渡した。


    「複雑な世界を単純で美しい数式に置き換える芸術が数学だ。まずはその本を理解するといい。きみならきっと、高等数学の世界へ辿たどり着ける」


    　ルカは怪け訝げんそうに算数の本を眺め、なかをひらいた。見たことのない数字の羅ら列れつに、やや面食らう。


    「一日に三十分ずつでも、数学の勉強時間を入れておくといい。わからないところはぼくが教えてあげる。これからの社会で出世したいなら数学を体得するのが近道だから」


    　ジェミニに導かれ、ルカはぎこちなく頷うなずいて、机の上に入門書を広げた。


    



    　ふたりが出会ってから二度目の冬が来た。


    　ジェミニは十七歳、ルカは十二歳になっていた。


    「ジェミニは、目的、あるのか」


    　いつものようにふたり、同じ部屋で本を読んでいるとき、ルカは唐突にそう尋ねた。


    「目的……？」


    　ソファーに腰を下ろし、砲学の解説書を読んでいたジェミニは、ルカへ顔を上げる。


    「いや、ないならいいけど」


    　決まり悪そうにルカはそう言って、机の上の弾道学の参考書に目を戻そうとする。


    「目的、か。そういえば考えたこともないな……。言われてみれば、ぼくには生きる目標がなにもない」


    　ルカは横目を送る。ジェミニは背もたれに背を預け、天井を見上げて長い足を組んだ。


    「きみには、窓のある部屋に住んで、妹の病気を治したい、という目的がある。そのために勉強しているわけだ。だがぼくは学識はあるが、その学識を使ってなにがしたいのかわからない。ただ無意味に知識をむさぼり食って、難解な数式を解いているだけだ。ぼくの人生にはベクトルがない」


    　ジェミニはそんなことを呟つぶやきながら、難しそうな顔をして腕組みしている。どんな複雑な数学問題もこのうえなく楽しそうに解くジェミニが珍しく、答えを探しあぐねている。


    　ルカはジェミニの黙考を眺めて、


    「目標がないやつなんていっぱいいる。ジェミニだけじゃない」


    「そうだろうけど。若じやつ干かん、納得がいかない」


    「……………………」


    「……きみは軽けい蔑べつするかい？　目的のないぼくの人生を」


    　問われてルカは目をぱちくりしばたたき、肩をすくめる。


    「……別に。なにしようがジェミニの自由だろ。好きにすればいい」


    　不審そうなルカの答えを受けて、ジェミニは珍しく表情を真剣にする。


    「ぼくはなにをすればいい？」


    　ルカは眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。


    「そんなの、おれに聞かれても」


    「おそらくぼくの内側からは、人生の目的なんてものは芽生えてこない。伝記になるような偉人賢人と比較して、情熱、といったものが欠けている。こちらから他者に対して働きかけをしたくないし、社会に対して不満も要求も全くない。このままこの部屋で本に埋もれて老人になってひっそりと死ぬのが目的といえば目的だ。しかし……なんだろう、この気持ちは。きみの指摘を受けたせいか、なにか釈然としないものがぼくの内部をうごめいている」


    　ジェミニはソファーから立ち上がり、顎あごを親指と人差し指で支え、うろうろと室内を歩き回りながら、まるで他ひ人と事ごとみたいに自分の内面を言葉に置き換えていく。


    「おそらく、ぼくの能力が出口を求めているのだろう。シリンダ内の爆発の連鎖がやがて巨大な機械兵を駆動させるように、ぼくの内圧が高まっている。ぼくはもう十七歳だ、これまで積み上げてきた学識を使って、なにかしらの大業を成し遂げたいと思っても不思議ではない」


    　ぴたり、とジェミニは足を止め、顎に添えた手を放して、さらに真剣な顔でルカに向きあった。


    「けれど、やりたいことがない」


    　ルカの目線は、珍獣を眺めるそれに変わった。さらにジェミニは言葉を継ぐ。


    「きみが決めてくれないか。ぼくの生涯を捧げる目的を」


    　ルカの口が半分ひらく。


    「なんでおれが」


    「ぼくには決められないから」


    「そんなもん、他人に決めてもらうもんじゃねえだろ。ないならないで別に困らねーし」


    「それは納得いかない」


    　ルカはあきれ顔で、偉そうにふんぞり返ってわけのわからないことをのたまうジェミニを遠く見やる。


    「どうせやるなら、無駄に巨大な目標がいい。自分では思い描くこともできないくらい、小っ恥ずかしい、バカみたいな、ぼんくらの子どもが見るような巨大な夢を抱いだきたい」


    　ジェミニはこれ以上ないほど真剣な表情で懇こん願がんする。


    「ぼくにバカみたいな夢をくれ、ルカ。ぼくの無目的を指摘した責任を取りたまえ」


    「わけわかんねえよ。そんなもん自分で見つけろって」


    「できないんだよ。ぼくは数式を解くのは得意だが、最初に問題を与えられないとなにもできない。いまの場合、ぼくの人生の主題テーマが与えられていないから、その先に進むことができないという状態だ。ぼくに主題を投げつけてほしい。ぼくの人生をかけてきみがくれた主題を達成してみせる」


    　ますます意味がわからなくなり、ルカは何度も断るのだが、断るほどジェミニはこちらに歩み寄り、褐色の美しい顔立ちをルカに近づけ、懇願してくる。


    「お願いだルカ、きみならできる。いや、きみにしかできない」


    「近い、顔、近い」


    「きみにしかできない仕事だ。きみがくれたベクトルへ、ぼくのすべてを注ぎ込もう」


    　もはやジェミニの顔は額同士がぶつかるほどに接近していた。あまりにもうっとうしくて、ルカはなげやりに言った。


    「じゃあ、あれだ。エデンを焼き払え。あいつら腹立つから」


    　ほう、とジェミニは呻うめいて、ようやく顔を離し、また顎あごを親指と人差し指で支え、部屋のなかをうろうろしはじめた。ようやく距離が空いたことに安心し、ルカはまた机に向きなおって読書を再開した。


    　二分間ほどの黙考を経て、ジェミニはいきなり歓声をあげた。


    「素晴らしいよ、ルカ！　確かにその夢はいま現在見るものとして最高に大きい！」


    　不意を打たれ、ルカはびくりと背筋を伸ばす。


    　ジェミニは凄せい絶ぜつな笑みをたたえ、ルカを正面から見み据すえる。


    「エデンを滅ほろぼす！　あまりに文明レベルに差がありすぎて、つい彼らを神々のように絶対不可侵のものとして受け入れてしまっていたが、言われてみれば彼らは倒すべき敵だ！　ぼくがすべての能力を費やして打倒するに値する、強大すぎるほど強大な敵じゃないか！　ぼくの行く道が見えた、きみのおかげだ、ぼくはいまここに、生まれてきた意味を見いだしたのだ！」


    　かつてないほどジェミニは興奮していた。いつも物静かなこの男の内側にこれほどの熱が宿っていたことに驚きつつ、ルカはなだめる。


    「うん、おい、ちょっと落ち着け。なんとなく言ってみただけだ」


    「いや、この胸の高鳴りは本物だ。物心ついてからこれまでずっと退屈していたけれど、いまはじめて世界が輝いて見える。おおげさではなく、今日ここに生まれ落ちた気分だ。感謝するよルカ、きみはぼくに生きる意味を与えてくれた！」


    　自分の台詞せりふに感極まったのか、ジェミニは両手を広げてルカを抱きしめた。慌ててルカは暴れる。


    「な、なにしてんだてめえ！　放せっ!!」


    「普遍的な友情の表現だよ。照れることはない、大いに誇りたまえ。きみはもしかしたらいまこの瞬間、後世に語り継がれる英雄を産み落としたのかもしれないのだよ」


    「わけわかんねーよ!!　暑苦しいから放せ!!」


    　ジェミニは微ほほ笑えみをたたえ、もがくルカを放そうとしなかった。これまで常に腹の底に横たわっていた違和感が消えていくのを感じていた。


    「変だぞお前っ!?　おかしなもん拾い食いしただろ!?　もう二度と触るんじゃねえっ!!」


    　ようやくジェミニの抱ほう擁ようから解放されて、ルカは顔を真っ赤にしてジェミニに人差し指を突き立て怒りを表明する。しかしジェミニは聞いていない。


    「ぼくはエデンを滅ほろぼすゲームに没頭しよう。できればきみも手伝ってくれ。ふたり手を携たずさえ、あの腹立たしいエデン人を三千メートルの高みからすべて追い落とす作業に没頭しようじゃないか」


    　歓喜に浸りながら、ジェミニは再び両手を広げてルカににじり寄る。ルカはただ恐怖に顔を歪ゆがめ、ジェミニの魔の手から逃げ惑った。


    



    「災厄の魔王」ルカ・バルカと「褐色の皇帝」ジェミニ。


    　千年にひとりと称される巨大な軍事的才能がふたつ、同じ時代、同じ場所に居合わせただけでも奇跡的だが、さらにそのふたりが少年期において巡り合い、ジェミニはルカに字を教え、ルカはジェミニに目的を与えたという偶然を、そののち多くの歴史家が真実か否か検証することになる。


    　後世の歴史作家による捏ねつ造ぞうだ、とする意見が大半を占めるなか、とある詩人はこの奇跡について次のように詠うたった。


    



    『この星はときに、自みずからの望む針路へ時代を転換させるべく、偉大な使命を負った一対の人間を地表面に産み落とす。


    　朝と夜が相あい容いれないように、南北の回帰線が決して交わらないように、光が闇を産むように、ルカは溶岩流であり、ジェミニは氷河だった。ルカは直感であり、ジェミニは理論だった。ルカは愛を以もつて、ジェミニは数式を以て戦った。


    　なにもかも相あい反はんするふたりは友人として巡り合い、互いが互いを産み落としたのち、倒すべき宿敵として眩まばゆいばかりの才能と才能の相そう克こくを世界史に刻む。ふたりの出会いも、共闘も、裏切りも、対立も、すべてこの星の望んだとおりであり、そこに些さ末まつな人間の思惑は入りようがない。


    　人間と社会の発展のために、この星は手段を選ばない。あらゆる手段を尽くして進歩を志向する。ルカとジェミニはこの星の手のひらで踊ったに過ぎない。ふたりの死闘が吐き出した数十万の屍しかばねを踏み越えて、この星は飽くことなく次の朝を求め、新たな宿命を抱いだいた星の子どもたちは生まれ出る』──。

  


  
    



    　　　　　　一章　旅路


    



    「お前の相棒はおれだからな。忘れんなよ。また一緒に機械兵に乗ろうぜ」


    　ミズキはそう言って、ぐじゅっ、と洟はなをすすり、目に涙をいっぱい溜ためて、ルカ・バルカにしがみついてきた。


    　ルカは苦笑いしながら、ミズキの背中を両手でぽんぽん叩く。


    「また会えるんだから泣くことねーだろ。ラランディアに戻ったら手紙書くよ。姫さまによろしくな。おれもアステルも元気だって伝えてくれ」


    　うー……と変な唸うなり声をあげながら、ミズキは涙と鼻水に汚れた顔を持ち上げる。ミズキのむこうに、七月の港町の青空と紺こん碧ぺきの湖がきらめいていた。


    



    　ステファノ歴一七八九年、七月二十日、ガルメンディア王国、港町ロンゴリア──。


    



    　ヴィヴィ・レインを捜す八十日近い旅を経て、ミズキとのお別れのときだった。


    　夏の太陽が照らし出すロンゴリア駅は、大勢の人々で賑わっていた。乗り合い馬車が来るのを待ちながら、ミズキは名な残ごりを惜しむ。


    「おれだけ近衛このえ連隊に戻るの、ほんと申し訳ないけど……でも……おれ、殿下のこと、放っておけないから……」


    　ミズキはもごもごと口を動かし、不器用そうに謝る。


    「だから、それでいいんだよ。おれもお前が姫さまの近くにいるの、ありがたいし。なんかまた、お前を通じて姫さまに会えそうな気がするんだよな、なんとなく」


    　ルカはミズキの頭をぽんぽん叩き、両肩に手を置いて身体を離し、笑いかける。


    「頼むぜ相棒。姫さま、頭いいし、優しいし、この国をよくしてくれるひとだ。お前がしっかりお守りしないと。姫さまもお前が付いてればきっと心強いし」


    「……うん。……わかってる……」


    　ミズキはまたぐじゅっ、と鼻を鳴らして、喉のどの奥から声を絞り出す。ガルメンディア王国王女ファニアとは今年の四月、機械兵ヴェガに乗って撤退戦を共にし、ルカは王女とふたりきりで二泊三日を過ごして、ファニアのことが大好きになった。だからミズキが王女のもとへ戻ることは、寂しいけれどありがたくもあった。


    　それからミズキはルカの傍かたわらの少女にしがみつく。


    「最初、お前のこと、うぜー……って思ってたけど、いまはちょっと違うかも」


    　しがみつかれた少女アステル・エアハートは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せて、


    「え、そんなこと思ってたの？　気づかなかった」
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    「……うん。……その……頭はともかく、根はそんなに悪いやつじゃないのかな、って……」


    「なんかよくわかんないけど。でもあんたも元気でね。あたしのこと忘れないでね」


    　そう言ってアステルは笑顔でミズキをぎゅっと抱きしめる。


    　清潔な白いブラウス、胸元に赤いリボン、鮮やかな赤いスカート、白いベルベットの靴を身につけたアステルは、良家の女学生といった佇たたずまい。涙で服が汚れるのも構わず、自分の胸にぎゅうぎゅうミズキの顔を押しつける。


    「ぶーっ！　ぶ──っ！」


    「あはは。ちっちゃくてかわいい。お人形みたい」


    　ミズキは窒ちつ息そく寸前で手足をばたつかせるが、アステルはただ笑うだけで抱き寄せる手を放さない。


    「殺す気か！　あと、おれ、男だぞ！　気安く胸に押しつけるんじゃねえ！」


    　ようやく解放されたミズキが目くじらを立てるが、アステルはけらけら笑って相手にしない。


    



    　†††


    



    　第七次テラノーラ戦役がルカの密ひそかな活躍によって勝利に終わってから三か月以上が経っていた。


    　王女ファニアに敵対するクラウディオ枢すう機き卿けいの策謀によって王女付き近衛このえ連隊を辞めたルカは、ミズキとアステルを伴い、義妹シルフィに頼まれた捜し人「ヴィヴィ・レイン」に関する手がかりを求めてレオカディオ繋けい留りゆう塔とう付近の探索に出かけた。アステルの話では、エデンの誇る最強の機械兵「ミカエル」をこの繋留塔から飛行戦艦に積み込んだという。


    　ミカエルは「わたしを御そうともくろむならば、ヴィヴィ・レインを連れてこい」とアステルに告げたそうだ。それならミカエルの痕こん跡せきを追えば、ヴィヴィ・レインに辿たどり着けるのではないか。そう当たりをつけてレオカディオ繋留塔付近の街や村で聞き込みをつづけ、ひとづてに手がかりを追っていった結果、ガルメンディア王国領、ダス・フロレス平原北端の寒村、ダモー村で成果が得られた。


    　村の年老いた羊飼いが、九年ほど前、エデンの輸送船が墜落したのを目撃していた。羊飼いは高齢であり、記憶はかなり曖あい昧まいだったが、ルカがシルフィと出会った輸送船の事故からそう遠くない日時なのは間違いなかった。目撃者は羊飼いとその孫のみ。「わしより孫のほうがよく覚えている」との言葉を受けて、息子を訪ねてここロンゴリアまでやってきた。


    　ロンゴリアで交易船の積み込み作業に従事している孫は、事故のことを尋ねるとイヤそうに顔を歪ゆがめた。


    「面倒には関わりたくない。あの事故のあと、偉いさんが兵隊引き連れてやってきて。殺されると思ったから、なにも見てない、って言ったんだ。もし正直に話してたら、殺されたかもしれない」


    　ルカはこの二十歳の青年に口を割らせるため、残り少ない旅費の半分を割いた。三か月前に魔獣ベオウルフを商人に売って稼いだ金は、これでほとんど底をついた。金を受け取って、青年はいかにも大たい儀ぎそうに声を潜めた。


    「輸送船の残ざん骸がいは、王国軍が回収した。積み荷も、乗っていた人間も、全部王国兵が持っていっちまった」


    　青年の話では、事故の翌日、巨大なエデンの飛行戦艦が現れ、輸送船の残骸へ長いワイヤーを垂らしているのを目撃した。ワイヤーを伝って地に降り立つエデン人のすがたも見た。当時はまだ十一歳だったから、エデン人への恐怖から逃げた。その一週間後に勇気を出して墜落現場を見に行くと王国軍も輸送船の残骸もきれいさっぱり消えていた……とのこと。以上がルカとミズキとアステル、八十日間の三人旅の成果だった。


    



    　†††


    



    　王都ラランディア行きの乗合馬車が、街道のむこうに見えてきた。


    　ルカはミズキに笑いかける。


    「結構な成果だぜ。なんせこれまで手がかりの欠片かけらもなかったから。エデンの飛行戦艦まで出てきたってことは、かなり重要な積み荷だったはずだ。そして王国軍のなかに、墜落事故のことを知っている人間が必ずいる。九年前、積み荷の回収作業に関わった人間を探っていけば事故の全容が掴つかめるはず。それがわかっただけでも進歩だよ」


    「……うん。なら良かった。……お前なら絶対、ヴィヴィ・レインに会えるよ。応援してる」


    　寂しそうに告げて、ミズキは名な残ごりを惜しみながら、二頭引きの馬車に乗り込んだ。


    　ルカとアステルはふたり並んで笑顔で手を振り、王都へ戻るミズキを見送った。


    　街道の人並みに紛まぎれて馬車が見えなくなって、アステルは両手を腰に当ててふんぞり返る。


    「さーて、っと、ふたりきりだね。これからはこんな美少女とふたり旅なんだから喜びなさいよ野蛮人」


    「うるせえ黙れバカ女、お前が行く当てないっていうから一緒にいてやってんだ、お前こそ感謝しろ」


    「なにそれ勘違いやめて。こっちだって、ヴィヴィを捜すのに都合いいから一緒にいてあげてるんだから。ヴィヴィ捜しにメドがついたらいなくなるんでそこんとこよろしく。んで、これからどうすんの？」


    「どうすっかなあ。もう金がない。旅は中断して稼がないと」


    「へえ、お金、自分で稼ぐんだ。どんな仕事するの？」


    　答えてルカは思案する。顔に入れ墨があるからまっとうな仕事は難しい。以前は軍隊に入隊して駐ちゆう屯とん地生活を送ることができたが、いまはアステルがいる。女は軍隊に入れないから、同じ手は使えない。となると。


    「傭よう兵へいか、盗賊だな」


    「うっわ。引いた。さすが野蛮人。盗賊経験あり？」


    「ない。でも本格的に食いっぱぐれたらやるしかねえな。盗賊だと聞こえが悪いから、義賊、みたいな。貧乏人を搾さく取しゆして偉そうにふんぞり返ってる貴族から、おれたちの財産を取り戻してやるぜ！　……とかきれいごと言いながら、悪知恵使って金稼ぐ感じ」


    「なんか乱暴でやだー。平和的な仕事ないの。のほほんとしてるやつ」


    　懐ふところ事情もわきまえず、アステルは勝手なことをのたまう。そんな仕事ができるならとっくにやっている……と返事しようとして、ルカはひらめく。


    「お前、人造人間的な芸とかない？　人間業じゃない感じの、大道芸っぽいやつ」


    　ルカは少年時代、旅芸人の一座にいた。呼び込みもやったし、楽器も弾けるし、曲芸師じみた技も幾つか持っている。


    　アステルはきょとんとしてから、人差し指を顎あごの下に当てて中空を見上げる。


    「オーバードライブはあるけど……。でもあれやっちゃうと一日動けなくなるから、やだな」


    　アステルの肉体は、一分間に体内エネルギーを圧縮して放出する「オーバードライブ」が可能だ。戦場でこれを使えば、局地戦に必ず勝てる。だがすべてのエネルギーを放出した肉体は、そのあと丸一日動かなくなってしまう。一日ずっとアステルの介抱に付きあわされるのはできれば勘弁してほしい。


    　しばらく思案して、ルカはなんとなく、気になっていたことを尋ねた。


    「お前さ、歌、うまくない？」


    「歌？」


    「道すがら、たまになんか鼻歌で歌ってただろ。あれ、エデンの歌か？　聞いたことない歌だけど、なんか、いいなーって思ってた」


    　旅の途中、荷馬車の荷台に寝っ転がったアステルが、星を見上げながら歌を口ずさんだことがあった。ルカはその未知の旋律と声質の美しさに、思わず聴き惚ほれていた。御ぎよ者しや台に座ってロバの手た綱づなを握っていたときも、アステルは不思議な鼻歌を歌っていた。ルカもミズキも黙って顔を見合わせ、ふたりしてその歌に聴き入っていた。透明で、どこか切なくて、聴いていると気持ちがきれいになる歌だった。


    「あ──……。はいはい。うん。なんか、歌ってた」


    「ひとごとみたいだな」


    「なんかね、あたしもよくわかんないんだけど。あたしを造るときに、生活に必要な知識とかを予あらかじめ埋め込んでおいたらしいの。そのなかに歌が紛まぎれ込んでるのかも。あたしもどこで覚えたのかよくわかんない歌が、ときどきふいっと湧わいてくる」


    　ルカはしみじみとアステルを眺めて、駅の人混みから離れた原っぱに連れていき、試しに思い切り歌ってみるよう促うながした。


    「よくわかんないけど。では歌います」


    「腹に力入れて、本気で歌ってみろ。声、張り上げていいから」


    　周りにひとはいない。誰か通りかかったとしても、どっかのお調子者ということで受け流してくれるだろう。


    　こほん、と咳せき払いしてからアステルは目を閉じ、胸に手を当てて自分のなかにはじめから埋め込まれていた歌を歌った。


    　アステルの歌声が解き放たれた瞬間、ルカは思わずのけぞった。


    　──なんだこいつ!?


    　人間でないことは知っているが、改めていま、アステルが地上の常識からかけ離れた存在であることを思い知らされる。


    　夏空へ駆けあがっていくアステルの歌声は、透明で、澄んでいて、しっかりと芯があり、まるで翼が生えているみたいに飛ひ翔しよう感があった。聴いているだけで心の内側がこの空みたいに晴れ上がっていく。


    　そしてこの旋律。民謡でも童歌でもオペラでもない、ルカがはじめて聞く音の流れだ。八小節を一パートとして、静かな最初のパート、ゆっくりと高まる二番目のパート、一気に登りつめる三番目のパート。それを二回繰り返してから、一度これまでと異なるパートを挟んで、三度目に最高の高まりが訪れる。自然に人間の感覚に作用する構成なのだろう、その三度の高まりがとても心地よい。


    　歌が終わって、ルカは我に返り、真顔で拍手してしまっていた。


    「……おい。……これ、使えるぞ。絶対行ける。軍隊なんか、入る必要ねえ」


    「あ、そう？　あたし、歌うまい？」


    「うまいとか下手へたとか、そういう次元じゃねえ。なんつうか、楽器よりすげえ」


    「ていうか、ひとがいるんですけど」


    　気がつけば、駅から三百メートルほど離れているにもかかわらず、ルカの周りに十数名のひとが集まってきていた。農民や町人、交易商人たちは魂を抜き取られた表情で、口々にリクエストを浴びせてくる。


    「いまの、もう一回聴かせてくれ。天国にいるみたいだった」「違う歌、あるのか？　それも聴いてみたい」「聴いたことない歌だ。おれはグレイスランドを一通り回ったが、こんな歌、どこにもないぞ」「頼む、もう一回」


    　かなり遠くまで伸びる声質らしい。でなければあれだけ離れた場所にいたひとびとが寄ってくるはずがない。たちまち熱狂的な手拍子が湧わき上がり、次の歌を求める。なにごとかとさらなるひとが集まってきて、アステルの面前に三十名以上の人垣ができてしまった。


    　アステルは人垣を指さし、傍かたわらのルカへ戸惑いの表情をむけて、


    「どうすんの、これ？」


    「うん、歌うしかないな。同じ歌でも違う歌でもどっちでもいいから歌え。あとのことはおれに任せろ」


    　アステルとひそひそ密談を交わし、ルカはかぶっていたハンチング帽子を片手に持って抜け目なく口上を放った。


    「歌ってもいいが、おれらも商売だ、気に入ったならこっちもよろしくー」


    　おひねりを催促する意味でハンチング帽をひらひら振りながら、アステルに歌うよう促うながす。


    　いつも気丈夫なアステルだが、さすがに面食らった様子。増えていく人垣を前にして、胸のリボンを強く握って、硬い表情のまま歌い出せない。


    　ルカは小声でささやく。


    「いいから自信持って歌え。金になる。金があればどこにでも行けるし、好きなもん、なんでも食えるぞ」


    「……ほんとに？　お金稼げる？」


    「あぁ。立派な仕事になる。平和的でのほほんとしたお前の仕事だ」


    「……しょうがないなあ。どうなっても知らないよ」


    　アステルはまだ不安そうだったが、目を閉じ、前とは違う歌を歌った。


    　ほぉ……。と観衆の間から感嘆が漏れる。


    　声そのものが光を帯びて、アステルの周囲を輝かせているかのよう。


    　歌声と旋律と、そしてアステルの容姿もまた観衆を魅了していた。


    　金色の髪と白い肌と翡ひ翠すい色の瞳は、絵本に出てくる天使そのもの。清潔感のある白いブラウスと赤いスカートが夏空によく映えて、そこに透明で繊せん細さいな歌声までが伴い、油断するとルカでさえ魂を抜き取られそうになる。


    　観衆たちはもはやまばたきさえ忘れて、恍こう惚こつとした表情でエデンの歌姫に酔いしれていた。三度目の旋律の高まりが終わり、アステルが口を閉じて目をあけると、しばしの静寂のあと雷鳴のような拍手喝かつ采さいが七十名近い観衆から湧わき上がった。


    　ルカも聴衆たちと一緒に陶然とした表情で拍手を送り、我に返って慌てて空っぽのハンチング帽を片手に聴衆の面前を回った。


    　おひねりは、帽子からあふれ出した。こぼれたものをポケットに詰め込みながら、聴衆の熱狂的なアンコールを受ける。


    「おいおい、これ、とんでもないことになるぞ」


    　結局アステルは全部で四曲を歌うはめになり、最後に「喉のど渇いた」のひとことで野原のコンサートは終了となった。


    　次はいつどこでやるんだ。これほどの歌い手がなぜこんな野原で歌っている。彼女はちゃんとした演奏会場で歌うべきだ。宮廷音楽家に見み初そめられれば、一生贅ぜい沢たくができるぞ。商人や町人やお節介な女房連中から口々に問い合わせを受けながら、ルカはアステルの手を引いて逃げるようにその場を離れた。


    　──このカネでリュート買おう。


    　逃げながら、ルカは決意した。


    



    　騒ぎを避けるため、おひねりの一部で馬車に乗って隣の駅へ移動して、駅員に楽器を扱う店がこの辺にないか尋ね、ふたつ先のカランダ駅の商店街を教えてもらった。また馬車に乗って目的の店を訪ね、手ごろな値段の六弦リュートを買った。


    　店を出ると教会の晩鐘が鳴った。もう夕暮れだった。これまでの旅の大半は野宿だったが、いまはお金があるから宿に泊まれなくもない。でも。


    「今日も野宿でいいか？　ちぃっとこれ、練習したいしさ」


    「えー。ベッドで寝たいなー。あ、野菜スープ鍋するなら野宿でもいいけど」


    「おっけーおっけー、今日は好きなもん食え」


    　鍋料理に必要なものを調達し、野宿する場所を探すため街道を歩いた。道の両側は穀物畑や葡ぶ萄どう畑が青々としていて、土の地肌が見える場所では、野宿を決め込んだ旅人たちが焚たき火の準備をしていた。街道沿いは馬に乗った交通警察が巡回しているので治安も良く、悪漢に襲われる危険も少ない。


    　ほどなくして道を横切る小川に出会った。水量は少なく、ところどころ河かわ床どこが剥むき出しになり、狭い河原かわらがあった。


    　ふたりは誰もいない河原に降りて、野宿の準備をはじめた。さっき調達した薪まきを並べ、麻袋から鍋を取り出して川の水を汲くむ。日が暮れて空に星がまたたきはじめたころには焚き火が熾おこり、四脚の鉄具の上で鍋が煮え立っていた。


    　ルカはリュートを調弦し、一弦から六弦までアルペジオでつま弾いてみる。ずいぶん久しぶりだから指がおぼつかない。しばらく単音でルートを辿たどってから、右手にピックを握って和音を奏でてみた。やはり左手の運指がぎこちない。


    「練習し直さないとな」


    　ひとりごちて、昔の記憶を頼りにコードを取り戻していく。旅芸人の一座にいたころ、粗野な団員の手荒な指導を受けて弾かされた楽器だ。いやなことを思い出すため長いこと手に取らなかったが、いまはあのときの苦労に感謝しよう。


    　基本的なコードを運指できるようになるのに、一時間少々かかった。アステルはその間ずっと鍋に付きっきりで、でき上がった豚の脂肉と野菜のスープをパンに浸して食べていた。もぐもぐ口を動かしながら、


    「あんた野蛮人のくせに、楽器弾けるんだね」


    「素人しろうと芸だから期待すんな。……よしバカ女、小さい声でいいから昼間の歌、歌ってみてくれ。こいつで曲つけるから」


    「へー。そんなことできんの？」


    「繰り返すが、素人芸だ、期待するな。でもうまくいけばこの稼ぎだけでずっとヴィヴィ捜しの旅つづけられるぜ」


    　ふーん、と興味なさそうにアステルは鼻から息を抜いて、焚たき火の近くに座ったまま、声量を抑えて歌いはじめた。


    　ルカはアステルの歌に耳を澄まし、コードを探る。だが言ったとおり素人芸のためうまく音が掴つかめず、何度もアステルに歌い直しを頼む。


    「めんどくさーい」


    「うるせえ黙れこれも仕事ださっさと歌え」


    「おなかすいたー」


    　すぐに飽きて鍋をつつきはじめるアステルを急せかし、何度かの歌い直しを経るうちに自分でも歌えるようになってきた。旋律を覚えてしまえばアステルは歌わずに済む。ルカはひとり、歌のベースラインを確かめながら和音を形成していき、ほどなくしてコード進行を解明した。試しに流して弾いてみる。


    「そこそこ、さまになってる気がする。よしアステル、準備できたぞ、立ち上がって本気で歌え」


    「まだ待って、ジャガイモもう少しで煮えるから」


    「いつまで食ってんだよ!?　ジャガイモ食ったら歌え、あとおれのぶん残しとけ」


    　アステルは知らん顔でお椀わんにジャガイモを入れてスープと一緒にかきこむと、ようやく立ち上がってくれた。


    「あーあー。こほんこほん」


    　エデンの歌姫は声の調子を整えて、胸に片手を添える。ルカもリュートの指板に左手を当てて、右手にピックを握り、はじまりのＣコードを奏でる。


    　夜空にはもう七月の星座がまたたいていた。ぬるい夏の夜風が川かわ面もを滑り、夏草の香りと虫の音を運んできて、それからアステルの声が風のなかに放たれた。


    　喧けん噪そうがないせいだろうか、アステルの歌は野原のときよりいまのほうが、遙はるかに澄んで聞こえた。歌詞の内容は、遠くにいて会いたくても会えないひとを想うものだった。適度な倍音を含み、透明でよく伸びる声が夜空を昇っていく。


    　リュートが寄り添うと、歌声がより鮮やかになった。昼間よりもずっと歌のうちにアステル本人の感情が流れていて、伴奏に絡まる声には気品さえ伴っていた。


    　ふと指板から顔を上げた。


    　焚き火を挟んで、アステルは目を閉じ、片手を胸に当てて歌っている。


    　星ほし屑くずの光が降りおり、アステルは蛍ほたるの群れをまとったように淡く、夏の河原かわらから浮き立っていた。


    　──シルフィ。


    　亡くした義妹シルフィの面おも影かげがアステルと重なりあった。歌詞の内容がシルフィへの気持ちに同調して、不覚にも指先へ切なさがこもる。


    　──なんだこれ……。


    　演奏するうち、ルカは自分の内面が変化するのを感じた。


    　ルカの心のなかはいつもどこかすさんで毛け羽ばだって、おなかの一部が常に重い。そういう痛みや重い澱よどみがアステルの歌声に洗い落とされて、代わりに清せい冽れつな水流が身体の内側を巡っていくかのよう。経験したことがないほど気持ちが良くて、知らず、この歌が終わらないことを祈っていた。


    　歌が終わり、ふたりきりの河原は再び、川のせせらぎと虫の音、薪まきの爆はぜる音だけになる。


    　アステルは翡ひ翠すい色の瞳をひらき、両手を腰のうしろに回し、やや頬ほおを赤らめ、ルカから目線を外してすねたように、


    「なんか……まあ、悪くないかも」


    「……うん。……捨てたもんでも、ないかな」


    　ルカもややぎこちなく応じる。


    　アステルのいまの気持ちがなんとなくわかった。ふたりで同じ音楽を奏でていると、なんだかお互いがひとつに溶け合ったような、奇妙な一体感があるのだ。音楽が終わって、我に返ったいま、その自分の感想が変に気まずい。お互いに相手のことをいままでと同じ目で見られない。


    　アステルは頬を赤らめたまま、胸の前で腕組みし、爪つま先さきでとんとん砂じや利りを踏みながら、不機嫌そうに言う。


    「もう一回、歌ってあげてもいいけど？」


    「……あ、あぁ。いいぜ。練習しないと」


    　ルカは速くなる鼓こ動どうを悟られないよう、仏ぶつ頂ちよう面づらを作り直してリュートを握る。


    　そしてまた歌が生まれる。


    　アステルの歌は、前よりさらに良くなっている。ルカのリュートもアステルに呼応するように、和音に切なさと繊せん細さいさが加わる。


    　まるでまぐわうように、歌とリュートが絡み合う。響き合う音の粒子たちが、ふたりの気持ちを旋律のうちでひとつにする。


    　──アステル。


    　言葉にせず、名前を呼んだ。すると歌声がもっと高く、伸びやかに、星空に響いた。


    　最後のコードが鳴りやんだあと、再び深すぎる静寂が戻ってくる。


    　音楽の余よ韻いんのなかに、アステルの吐息があった。


    　夢が終わり、ルカは気まずそうに、ちらりと片目でアステルを見上げる。


    　軽く息をつきながら、頬ほおを赤らめ、瞳を潤ませてアステルは少し口をあけてルカを見下ろしていた。


    　ふたりの目が合った。


    　いま経験した感覚を相手も共有していることが、それだけでわかった。


    「ル……」


    　桜色の唇がひらき、アステルはなにか言いかけた。


    　ルカの心臓がなぜか跳ねる。


    　次の言葉を放とうとした直前、アステルはいきなりきつく唇を引き結び、また胸の前で両手を組んで、真っ赤な顔を背そむけ、つん、と顎あごをあげた。


    「べ、別に！　こんなの普通だし！」


    　不器用そうな怒鳴り声が、深すぎる静寂を蹴け散らした。ルカはどぎまぎしながら、


    「な、なに怒ってんだよ。なにも言ってねーよ」


    「怒ってないもん！　あたし、普通だし！　あんたなんかなんとも思ってないし！」


    「わかってるよ、わざわざ言うな。お、おれだってお前なんかなんとも思ってねえ……」


    「ああそう、良かった！　忘れないでよね、あたし、ヴィヴィを見つけたいからあんたと一緒にいるだけだし！　ほかに理由なんかないし！」


    「だから、わかってるって！　そうだよ、ヴィヴィ見つけるには金稼がなきゃ、って話だ。なんで怒らなきゃいけねーんだよ」


    　ふん、とまたアステルは鼻を鳴らし、じいっと川かわ面もに目を落としながら、ぎこちない命令口調を発した。


    「ほ、ほかの歌もあるんだから。さっさと次の曲、作りなさいよ」


    「あ、あぁ。そうだな。全部で四曲、知ってるんだよな。よし、そんなら次の歌、歌え」


    　アステルはいきなり真っ赤な顔をルカにむけ、両手に腰を当てて怒鳴る。


    「命令しないで！」


    「いちいち怒鳴るな！　はいはいわかった、歌ってください歌姫さま。座ってていいから」


    　アステルは座り直し、水筒の水を飲んでから、次の歌を小声で歌った。


    　ルカは再びコード探しをはじめる。何度か歌い直しを頼むと、さっきと同じように不機嫌そうにため息をつきながら、アステルは何度も何度も同じフレーズを歌い直した。


    　曲ができるたび、アステルは立ち上がって歌い、ルカはリュートを弾いた。夜が更けるほどに星の奥行きが深くなって、ふたりの音楽は良くなっていった。


    　曲が終わるたびに怒鳴りあい、そして歌がはじまるとふたりの旋律は互いを慈しむように優しく絡まり合った。歌が終わり、余韻のただなかに互いの吐息を聞いてから、また不器用そうに顔を背そむけ、ときに怒鳴り、なじり、それから笑った。


    「なんで怒ってんの。変な顔」


    「お前が怒るからだろうが。お前の顔のが変だぜ」


    「あはは。あはは」


    「……なにが面白いんだよ」


    「わかんない。でも楽しい。あはは。あはは」


    「お前、ほんと、変なやつだなあ……」


    　呆あきれながらアステルを見やりつつ、ルカも自然に笑っていた。アステルの知っている四つの歌すべてにリュートの旋律が重なったのは、日付が変わって一時間後のことだった。


    



    　朝の光が照らし出すカランダ駅近くの市場でルカはリュートのケースを地面に置いて、樽たるの上に腰掛けた。


    　朝の市場は両耳を押さえたくなるほど騒々しい。食材を運び込む荷馬車の群れ、今日の売り物の仕入れにくる呼び売り商人、店の主人と大声でやりとりしながら、今日の献立に悩む女房たち。子どもたちは笑い声をあげながらあちこち駆け回り、生魚の陳列ケースを野良猫が狙い、見習い奉公の小僧たちが露店の呼び込みの声を張り上げ、紙かみ芝しば居い屋や大道芸人がそこかしこで演目を披露して、うるさすぎて普通の声では会話ができず、誰もがみんな大声を張り上げて会話するしかない。


    　アステルは遠い目で賑やかすぎる市場の様子を眺め、ルカに問いかける。


    「これ、あたし歌っても聞こえないと思うんですけど」


    「ん？　なんか言ったか？　聞こえない」


    「こんなんじゃ！　歌っても！　聞こえないって！」


    　周りの騒音に負けまいとアステルは声を張り上げる。大声でわめきたてる群衆をルカも思案顔で見やり、大声で答える。


    「でもまあ、やってみようぜ！　ここがダメだったら、場所変えればいいだけだし！」


    「そだね！　たくさんひといないと、お金稼げないもんね！」


    　ふたりで頷うなずき、ルカはリュートを構えた。


    　アステルが歌いはじめる。


    　ひとり、ふたり、道行く人間が足を止める。歌うほど、人垣が増えていく。周囲はこのうえなく騒がしいのに、アステルの歌声は騒音を透過して、聴衆の内面に浸透していた。


    　拍手喝かつ采さいはやまなかった。曲が終わるたびにおひねりが投げ込まれ、四曲を奏で終わったときにはケースいっぱいに小銭が入っていた。


    　撤収しようとすると、名な残ごりを惜しむ聴衆に囲まれて、またしても前と同じような問い合わせが入る。適当に受け流して場を去ろうとしたところ、富裕商人とおぼしい、胸元や指先に高価な装身具を身につけた壮年男性がルカの手首をつかまえて、興奮した口調で問うた。


    「その娘はなんだ。パトロンはいるのか」


    「パトロン？　……あぁ、貴族のスポンサーね。いないよ、おれたち、ただの流しだ」


    「もったいない！　その子なら王立劇場だって夢じゃない！　……申し遅れた、わたしはバークレー商会会長、ワドナ・バークレー。名前くらいは聞いたことがないかね？」


    　差し出された右手を握り返しながら、ルカは商人の風ふう体ていを爪つま先さきから頭まで見回した。指輪のダイヤも真珠のネックレスも大粒で、金の入れ歯まで嵌はまっている。


    「遠隔地貿易の大手だ。大商人にこんなとこで会えて光栄だよ」


    　ワドナの周囲の用心棒が、うさんくさそうにルカを見やる。ワドナの話では、二百人から成る隊商を引き連れてゼノビアへ入る途中だそうだ。示されたほうを見ると、確かに大規模な隊商が街道沿いに待機しているのが見えた。


    　ワドナはせっかちそうに、話を進める。


    「もし良かったらその娘をわたしに預けないか？　謝礼は払う。かねてからベルトラン伯爵が優れた歌い手をご所しよ望もうなのだ、その娘ならきっとお眼鏡めがねにかなう」


    　へえ……とルカは考えた。ウソをついている様子はないし、確かにアステルの歌は、貴族のお眼鏡にもかなうだろう。それならそれで……アステルにとっては良い話だ。


    　アステルは商人の話を聞くことなく、ルカの手を引っ張る。


    「ねえ、早く行こうよ。あの屋台の肉団子と、梨の蜜煮が食べたい」


    「うん。ちょっと待て。聞いて損する話じゃない。お前も聞け」


    　小首を傾かしげるアステルへ、ワドナは前のめりになり、熱意を瞳に燃え立たせる。


    「きみはこんなところで歌うべきじゃない。王立劇場の大ホールこそきみにふさわしい舞台だ。王侯貴族を前に歌いたまえ、ベルトラン伯がパトロンになったならきみは一生安あん泰たいだ、歌だけ歌って毎日贅ぜい沢たくして暮らしていけるぞ！」


    　アステルはきょとんとした表情でその話を聞き、ルカへ問いかける。


    「意味わかんない」


    「お前を欲しがる貴族がいるんだと。貴族って、気に入った画家とか作家とか音楽家を自分のとこで囲い込んで、見栄張るんだよ。そのベルトラン伯ってのに気に入られれば、もう住むとこも心配しなくていいし、毎日好きなだけうまいもんが食える。友達だっていっぱいできるし、一生遊んで暮らせるぜ」


    「へー」


    「わたしの屋敷に来なさい。明日にでもベルトラン伯のお屋敷へ行こう。心配はいらない、さ、来たまえ」


    　アステルは目をぱちくりしながら傍かたわらのルカを指さし、


    「こっちは？」


    「ん？　あ、リュート弾きか。あまりいい腕じゃないな。伯爵に会えるのは、きみだけだよ」


    「……って言ってますけど」


    　アステルはまたルカに向きなおる。ルカは肩をすくめるしかない。


    　アステルの幸せを考えたなら、この商人についていったほうがいいのは明らかだ。


    　大貴族の保護下に入れば、きれいなドレスも着られるし、固い地面にそのまま寝転ぶ野宿ではなく天てん蓋がい付きのベッドでお菓子を食べながら眠れるし、素材の怪しい肉団子なんかじゃなく分厚いステーキに香辛料をたっぷり振って食べられる。飢える恐れも、凍死の恐れも、その日の寝床を探す苦労も、狼や強盗に怯おびえることも、なにもない。ただ毎日遊んで暮らす夢のような生活があるのみ。アステルは貴族の庇ひ護ご下へ入るほうが、幸せになれる。


    「……うん。行ったほうがいいぜ。ワドナさんについていけば、貴族生活ができる。これからずっと、なんの心配もなく暮らせるから」


    「……へえ。……そうなんだ」


    「……あぁ。そうだ」


    「……へえ。……じゃあそうしようかな」


    「決まりだね！　きみ、手切れ金だ、受け取ってくれ。安心しなさい、この娘を近いうちに必ず王立劇場の舞台にあげてみせるから！」


    　ワドナはルカの手に、金貨を三枚握らせた。それから従者に命じて豪勢な馬車を呼び寄せ、アステルの手を引いて乗り込む。


    　馬車の座席に座ったアステルは、窓越しにルカを振り返った。ルカははにかみながら、手を振った。


    「じゃあな。貴族の前じゃ、礼儀正しくしとけ。スカートはいたままあぐらかくなよ。あと、手づかみで肉食うのやめろ」


    「……別に。……そんなことしないし。……じゃあね」


    　御ぎよ者しやが手た綱づなを叩き、馬車はゆっくりと進みはじめた。


    　雑踏に佇たたずんで、ルカはアステルの乗った馬車が通りの彼方かなたに消えていくのを見送った。


    　馬車が見えなくなって、ルカはひとり、は──っ、と息をついた。


    「やれやれ。うるせえのがいなくなってせいせいしたぜ」


    　アステルの消えていった方角を見ながら独り言を言って、麻袋を肩に担ぐ。


    「牛より食うし、偉そうだし、文句ばっかつけるし。いやー、ほんと、いなくなって良かった、あんなやつ」


    　自分へむかってそんな言葉を棒読みで読み上げ、手のひらの金貨三枚を見る。


    「今夜はいい宿に泊まれるな。三年はカネの心配しなくて済むし、ラッキー……」


    　ぶつぶつ独り言を言いながら、ぐず、っと鼻の下を指でぬぐった。


    　ひとりになるのは慣れている。シルフィを失ってから、ずっとひとりでやってきた。だから全然、なんとも思わない……はずなのに。


    　また顔を上げて、アステルの馬車が消えていった方角を見やる。


    「……行くにしたって、ちょっとくらいためらってもいいだろ、バカ女」


    　そんなことを呟つぶやいた瞬間。


    　アステルが消えていった通りの彼方かなたに粉ふん塵じんが立ち上った。


    　粉塵のさなかから、うわあ、きゃあ、と旅人たちの悲鳴が聞こえ、道いっぱいに通行していた荷馬車が突風を浴びたように左右に傾く。


    　ぎょっと見ひらいたルカの目の前に、粉塵を蹴け立てたアステルがいきなり出現し、手のひらを突き出す。


    「金貨！」


    「え」


    「もらった金貨、出して！」


    　勢いに押され、ルカは金貨三枚をアステルの手に握らせる。


    　再びアステルは馬も及ばぬ高速機動オーバードライブで商人の馬車がいるはずの道のむこうまで疾走していくと、砂さ塵じんの尾を曳ひきながらまばたきする間にルカのもとへ帰ってきた。


    「返してきた！」


    「おま」


    　問いかけようとした瞬間、ルカはアステルの肩に担ぎ上げられた。アステルは馬車と反対方向へ顔を上げて、


    「逃げる！」


    　きっぱり言って、ルカを担いだまま逃げ出す。わけがわからないまま四十秒ほどアステルの高速機動を体験し、失神寸前で、


    「ドライブ終了～」


    　ぺたり、と街道の赤土に全身を投げ出し、アステルはうつぶせに倒れ込んで動かなくなった。


    　ルカは地に降り立って、動かないアステルの背中をしばらく見下ろし、問いかける。


    「……なにしてんの、お前？」


    「うっさい黙れ野蛮人。なにしようがあたしの自由でしょ」


    「……………………」


    「ぼさっと突っ立ってないで起こしなさいよ。あたし動けないんだから」


    　アステルの不機嫌そうな声が届いた。


    「……バカだろ、お前」


    　ルカは思わず吐き捨てる。せっかく貴族生活が送れるチャンスなのに、わざわざ自分からこんな流浪生活に戻ってきやがった。


    「これから二十四時間、あたしの世話、よろしく」


    　道にうつぶせになったまま、アステルはそんなことを言う。ルカはわざとらしくため息をついて、アステルの身体に手を回し、とりあえず仰向けにした。


    　アステルはいつもと変わらない偉そうな表情で、


    「おなかすいた。肉団子食べたい」


    「……わかったよ。さっきのおっさんが戻ってくるとやべえから、前の駅で食おう。肉団子、あるかわかんねーけど」


    「梨の蜜煮も食べる」


    「食い物のことしか考えねえのかよ。おんぶするぞ、我慢しろ」


    「変なとこ触んなよ、野蛮人」


    「かけらも興味ねえよ、バカ女」


    　悪態をつきながら、アステルを抱え上げて、おんぶする。そういえばはじめて会ったときも動けないアステルをおんぶした。


    　アステルの両手がルカの胸の前に回る。両膝ひざの裏を手で支えて立ち上がった。


    「前の駅まで遠いなあ。荷馬車にでも乗せてもらえるといいけど」


    　愚ぐ痴ちを言いながら、アステルをおんぶしてのたのたと街道を歩く。


    　アステルは黙っている。ルカはなんだか気まずくて、鼻歌など歌ってみる。突然、アステルは顎あごを前に突きだし、ルカのこめかみに自分のこめかみを押し当てた。


    「疲れたから寝る」


    「おう、寝ろ」


    　アステルは目を閉じた。そして眠っているふりをしながら、首を傾けてルカのこめかみに自分の頬ほおを押しつけ、胸の前に回した両手に力を込めた。


    



    　干し草を運ぶ荷馬車が通りかかったので、五ベリエ払って荷台に乗せてもらった。辿たどり着いた駅前の屋台で大きな肉団子の入ったスープと梨のジャムをたっぷり塗ったパンを買った。アステルは椅い子すに座らせると上体を支えられず、くにゃりと崩れ落ちてしまうため、駅舎の石灰壁に背中をもたれかからせて地面に直接座らせ、ルカはその傍かたわらに腰を下ろし、木のスプーンで肉団子を持ち上げる。アステルは口を大きくひらいて、


    「あーん」「おらよ」


    　ルカは肉団子をアステルの口に入れてやる。もぐもぐしながらアステルは満足そうに、


    「おいひい」「食いながら喋しやべんな」「あーん」「おらよ」


    　飲み込んだのを見届けて、ルカはふたつめの肉団子をスープと一緒にアステルの口に投入する。あの商人についていけば高い肉を贅ぜい沢たくに使って最高の香辛料で味付けしたビーフシチューが食べられただろうに、アステルは得え体たいの知れない肉団子とわずかに塩が入っただけの薄いスープをおいしいおいしいと言いながら笑顔で食べる。


    「なんか疲れた」


    　そう言って、ルカの肩に自分の頭を預け、上体ごとルカにしなだれかかる体勢で、


    「あーん」「お前、いま、ものすげえ怠けものに見えっぞ」「しょうがないじゃん、身体動かないんだし。あーん」


    　目を閉じて、甘えるように口をひらく。ルカはやや赤面しながら、つややかにひらいた桜色の唇へ肉団子を放り込む。アステルの柔らかさや匂いや体温が、記憶のシルフィと全く同じで、なんだか懐かしく、照れくさい。肉団子を食べ終わって、次は梨ジャムのパンをちぎって、指先で持ち、アステルの口へ運んだ。

  


  [image: ]


  
    　んふー、と喉のどの奥で笑いながら、アステルは満足そうにパンを咀そ嚼しやくする。


    「梨の蜜煮が食べたかったんだけど」「ないもんはしょうがねえだろ」「これからどうする？」「そだな。さっきのおっさんが戻ってくるといけねえから、針路変えるか。ブラス街道を南下してサウスランド大街道に出よう。そっちはまだヴィヴィ捜ししてないし」「おっけー」「とりあえず今日は、この街の宿に泊まろうぜ」「やった、ベッドで寝られる！」


    　食事を終えたアステルを背負い、ルカは宿まで歩いていった。宿の女将おかみはルカの顔の入れ墨を一いち瞥べつすると「今日は満室だ」と追い払った。二十分歩いてもう一軒の宿に寄ったが、対応は同じだった。放免囚を嫌がる宿は多く、ルカはこういう仕打ちには慣れていた。


    「わりーな。今日も野宿でいいか？」「キャベツ鍋するなら」


    　ルカは笑って、食材と必要なものを買い込み、街道をしばらく歩いて雑木林のたもとを洗う小川を見つけ、昨夜と同じく砂じや利りの河原かわらに野営した。


    



    　夜が来て、星が降り、またルカに甘えながらキャベツ鍋をおなかいっぱい食べて、アステルは河原に仰向けに横たわった。ルカが毛布をかけてくれる。


    「お休みー」「あぁ。お休み。明日は動けよ」


    　ルカはそう言って、焚たき火を挟んだ対面で、同じく毛布にくるまった。


    　仰向けに寝転び、悠久の星たちを見上げながら、アステルは笑顔をたたえていた。


    　今日はオーバードライブしてからずっとルカに世話を焼いてもらった。ルカは愚ぐ痴ちをぶつぶつこぼしながら、動けないアステルを気遣ってくれた。崩れ落ちそうになるたび上体を支え、食べ物を飲み込み終えるのを待ってから次のスプーンを運んで、「だらしねえ」とか文句を言いながら口についた食べかすを指先でぬぐった。


    　胸の奥がぽかぽか温かい。幸せな気持ちが身体の外へあふれ出てしまいそう。あの商人についていったら、お金に困ることはないだろうけど、きっと一生、こんな気持ちは味わえなかっただろう。たとえ貧乏でも、住むところが決まっていなくても、こっちのほうが楽しいから、これでいい。


    　──戻って良かった。


    　自分の選択が間違っていなかったことを確信し、寝返りを打って、こちらに背をむけて眠るルカを見る。ルカはとっくに熟睡らしく、すこやかな寝息が川のせせらぎの狭はざ間まにあった。


    「野蛮人、起きてる？」


    　問いかけてみる。ルカの寝息が返事だ。んふー、とアステルは変な声で満足そうに笑って、少し声量を落とした。


    「ルカ」


    　はじめて名前を呼んでみた。反応はない。んふふ、とにやにや笑って、アステルは小さな声で言ってみた。


    「ありがと、ルカ」


    　こんな楽しくて幸せな気持ちをくれて、ありがとう。


    　ルカは寝息を立てるだけで反応なし。


    　アステルはまた仰向けに戻って、星を見上げた。


    　こうやってずっと、ヴィヴィを捜す旅をつづけたいな、と思った。


    　ルカとふたりで、ずっと。


    　ようやく腕に力が入りはじめた。指で星をすくうように夜空へむかい、右手を差し伸べてみた。


    『２４４８』


    　右手の甲に、アステルの残り日数を示す数字が蒼あおく浮き出ていた。


    　あぁ、と呻うめき声が出そうになり、呑のみ込んだ。


    　そうだった。いつまでもずっとふたりで旅するのは、無理だ。


    　あと二千四百四十八日後、この身体は空間に溶けて消えるから。


    　──そうだった。あたし、七年しか生きられないんだ……。


    　生まれたときから受け入れていた事実だ。辛つらいとも悲しいとも思ったことはない。はじめからそういうふうに、この意識が設定されているから。


    　──うん。そう。別に辛くなんかない……。


    　自分に言い聞かせる。けれどなぜか、胸が苦しい。おなかが痛い。心のどこかが、そんなのいやだ、とささやいている。


    　──もっと生きていたい……。


    　アステルは唇をきつく引き結び、寝返りを打ってルカに背をむけ、頭から毛布をすっぽりかぶった。


    　──ルカと一緒に、ずっと歌っていたい……。


    　そんな心の声を、アステルは目を閉じて遮断しようとする。けれど鳴りやまない。


    「あたし、人造人間だもん。普通の人間とは違うもん」


    　小声で自分に言い聞かせる。


    「強いし、歌もうまいし、ミカエルだって動かせるし。いろんな能力があるから、人間より寿命が短いのは仕方ないの」


    　声に出して、自分に言い聞かせる。けれどおなかの底に溜たまったなにかが、ひどく痛い。


    　アステルは胎たい児じのように身体を丸め、痛みに耐えた。心のささやきが鳴りやむことを祈ったが、心はいつまでも、叶わない希望をささやいていた。


    



    　翌日からふたりは針路を変えて、ノースランド大街道とサウスランド大街道を結ぶブラス街道を南下していった。目的地がある旅ではないので、風の吹くまま気の向くまま、気に入った街で数日過ごし、また旅に出て、良さそうな場所があったら野宿をした。お金がなくなると駅や市場で歌を歌って稼ぎ、騒ぎ立てる聴衆から逃げるようにしてその場を離れ、ヴィヴィ・レインの手がかりを求めて歩きつづけた。


    



    　八月四日、ふたりはブラス街道からサウスランド大街道へ入った。


    　ここから西を目指せば、王女ファニアやミズキがいる王都ラランディアまではおよそ二百キロメートル、東を目指して同じくらいの距離をいけば、ゼノビア都市連合との国境線をなすバール川へ辿たどり着く。


    　ふたりはふたつの街道の交差点で、東西を見比べて迷った。


    「さて、どっち行くか」


    「棒で決めようよ」


    　アステルは麻袋から調理用の木の棒を取り出し、地面に立てて、指を放した。棒の先が示したのは。


    「東！」


    「おっけー。行こうぜ」


    　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、ふたりは王都ラランディアへ背をむけ、東へ歩きはじめた。


    　日が傾いて、ふたりの影が行く手に長く伸びたころ、城じよう塞さい都市ウルキオラの高い城壁が見えてきた。聖都カルロビバリやラランディアのような巨大城塞ではなく、住民が一万人未満、外周十二キロメートルくらいの中規模都市だ。空から堀ぼりにかかった跳ね橋には、商人や旅人が列を作って検問を待っていた。城塞への入り口はあそこひとつらしい。


    「今夜はあの街に泊まりたいな。入れるといいけど」


    「うん。久しぶりにベッドで寝たいねー」


    　ルカとアステルは連れだって、城門前の長い列に並んだ。ルカは顔の入れ墨のために、こうした城塞都市への入城を断られることが多々あった。九割方、断られるだろうと思いながら、一時間ほど待って城門のアーチ内へ入り、検査官に身分証明書と旅券を差し出した。


    　いかにも強こわ面もての検査官は、椅い子すに座ってルカとアステルの書類を確かめる。ちなみにアステルの旅券と身分証明書はふたつとも、闇ブローカーに高い金を払って作った偽にせ物ものだ。バレるなよ、と祈っていると、検査官の顔が書類から持ち上がり、じろじろとアステルの風ふう体ていを上から下まで眺めた。アステルはやや不快そうに口をへの字に曲げて、黙ってその視線を受けている。


    　旅券に入城を許可する検査官のサインが為なされ、ふたりは呆気あつけないほど簡単に城塞内へ入れた。


    「えらくあっさり入れたな。たいがい、入れ墨のこと聞かれるのに。なんで入れたんだろ」


    「知らない。でも、なんかヤな感じだった、あのおっさん」


    　アステルは不機嫌そうに言い捨てる。ルカもやや不穏なものは感じていたが、とりあえず気にしないことにする。


    「ものものしいな、この街。守り固めすぎ」


    　全周十二キロメートルほどの城壁に囲まれた街は、石造りの塔や門、隔壁が街路の折々に現れては通行を扼やくしていた。敵が城内に侵入してきたときの備え……というよりも、領主側が住民に睨にらみを利かすためのものではないか。塔にも石門にも銃眼が穿うがたれ、いつでも撃てるとばかりに街路を見下ろしている。


    　狭い街路の両脇はほとんどが石造りの建物で、華やかなのれんや看板を掲げた商店がジグソーパズルみたいにじぐざぐに入り交じり、往来は活気があって呼び売り商人や見習い奉公の掛け声も賑にぎ々にぎしい。広場には青空市場があり、肉や魚を焼く香ばしい匂いが漂ってきて胃袋を刺激する。空腹もあり、ふたりは思う存分、ミートパイ、揚げたウズラ、串焼きの羊肉、練乳をかけたイチゴなどなど、屋台での食事を楽しんだ。


    　市場にも、石畳の街路にも、塔や中門の上にも、要所要所にカスコート銃で武装した衛兵が配置されている。平時だというのにいずれの銃も着剣しており、いつでも戦える態勢だ。また、領主が雇った私兵だろうか、衛兵とは異なる黒地に赤い線を施した兵士たちが三、四人で徒党を組んで、わが物顔で往来を闊かつ歩ぽし、下品な歌を歌っている。


    『ウルキオラの娘を見かけたら　口説き文句は一切不要　ただ征服せよ』


    　歌を聴く住民の顔に、明らかな憤激が宿る。夜道を改めてよく見ると、太った女房連中や老婆はいるが、若い女性がほとんどいない。そのためアステルがやたらと目立つ。


    　もしかすると面倒くさい街に入ってしまったかもしれない。トラブルに巻き込まれるのは勘弁だ。夕食も終わったし、さっさと宿を決めてベッドに潜り込んでしまいたいが。


    「満室だ」


    　顔の入れ墨を一いち瞥べつし、宿の主人はルカを追い払う。次の宿も、その次の宿も、どこへ行っても結果は同じだった。


    「来なきゃ良かった、この街……」


    　とっぷりと夜も更けて、ルカはさすがにへこんだ気分でウルキオラの街区をさまよう。すでに城門は閉まって跳ね橋も巻き上がっているから街の外に出ることもできない。


    「なんか感じ悪いね、ここ」


    　アステルも文句をつける。城じよう塞さい都市とは一種の独立国家であり、おのおのが域内にしか通用しない独自の条例を持ち、領主の個性によって著しく性格が異なる。ここウルキオラの街は、どちらかというと閉鎖的で排他的な気質のようだ。


    「今夜も路上で寝るしかねえかな……」


    「やれやれ、だね」


    　アステルはおどけた口調でそんなことを言う。


    「ごめんな、ベッドで寝れなくて……」


    　ルカは思わず弱気になって、自分と一緒にいるために宿にも泊まれないアステルに謝った。


    　アステルは両目をぱちくりしばたいて、


    「うわ、びっくり。あんたがあたしに謝るの、はじめて聞いた」


    「そりゃ……だって、おれのせいだし……」


    　いたたまれなくて、声が自然に翳かげる。アステルは嫌そうに顔をしかめ、


    「調子くるうからやめなさいよ。あんた、野蛮人なんだから。偉そうにふんぞり返って卑ひ怯きようなことでも考えてりゃいいの」


    「………………」


    「そうだ、路上演奏しようか。そしたらさ、この間の商人みたいに、歌を気に入ってくれたひとが泊めてくれたりするかも！」


    　アステルは元気よくそんなことを言う。はっきりと言葉にはしないけど、アステルが態度で励ましてくれているのがわかって、ルカも弱気を振り払い、いつものように返事した。


    「……やめとこう。衛兵多いし、変な兵隊もいるし。目立つとマズイ雰囲気だ」


    　実際、街路ですれ違う私兵は、夜が更けるにつれ酔っ払っているものも増えてきた。アステルとすれ違いざま、口笛や指笛を吹くものもいる。彼らの背後には領主がいて、領主には領主権という城じよう塞さい内でのみ通じる恐るべき独裁権がある。問題を起こしても得はない。


    　しかし避けようとしても、トラブルというものはむこうからもやってくる。さっきからこっちの背後をつけている四人の私兵はおそらく、面倒くさい連中だ。


    「ちっと走るぞ、アステル」「へ、なんで？」「いいから」


    　ルカはアステルの手を引いて走った。オーバードライブを使用しない限り、アステルの力は普通一般の少女と変わらない。閉鎖された城塞都市で問題を起こせば逃げることができなくなるため、トラブルの予兆を早めに嗅かぎ取り、すぐ逃げるのが得策だ。


    　こっちが走ったとたん、むこうも走った。ばたばたと追いかける足音が背後に迫る。おそらくこの街では、私兵によって日常的にこういうことが行われているのだろう。夜道に女性がいなくなるわけだ。


    　ルカとアステルは細い露地に入って、迷宮のように入り組んだ建物の隙すき間まを通り抜け、少し広い道に出て、繁盛していそうな酒場を見つけた。私兵たちはまだ追ってきている。人混みに紛まぎれるしかなさそうだ。


    　扉をあけた途端、酒と汗と煙草タバコの匂いがむわっと押し寄せてくる。店内に立ちこめた紫煙のただなか、百ほどの眼光が一斉にルカとアステルに注ぎ込まれ、会話が若じやつ干かん、鎮しずまった。


    　天井の梁はりから吊つられた角灯の光、木の樽たるのテーブルが三つ、小さなカウンターのむこうに仏ぶつ頂ちよう面づらの主人がひとり。フロアでは五十人くらいの客が立ったまま飲んでいた。ほとんどが身なりが悪くて体格の良い労働者階級の男たちだ。いきなりやってきた放免囚の入れ墨をいれた少年と、それに似つかわしくない天使じみた少女へ、世間話のために生きているような連中の目線が吸着し、ついにはすべての会話がやむ。


    　気まずい雰囲気のなか、ルカは注がれる目線を無視してアステルの手を引いてカウンター前に辿たどり着く。


    「エールふたつ」


    　静寂のなか、ルカの注文の声がひどく響く。主人が仏頂面で、安いエールを注いだ木のジョッキをふたつ、ふたりの前へ差し出した。


    　受け取ってルカは、こちらを見つめる百ほどの眼光へ自分から挨あい拶さつする。先手必勝。


    「ごきげんよう。おれたち、旅のものだ。変な兵隊が、この子を追っかけてきてる。助けてくれないか」


    　言葉ののち、店内の静寂はさらに深くなった。眼光のなかに戸惑いが閃ひらめいている。


    「身を隠したい。この子だけでもいい。匿かくまってくれ」


    　男たちが顔を見合わせる。ルカの見立てでは、この街は領主と住民が対立している。領主の思いどおりにはならない、という気概のようなものが、労働者たちの顔つきや体格から感じられた。


    「面倒はごめんだ。出ていってくれ」


    　ルカの背後から、店主のそんな言葉が届く。こっちを見ている労働者たちの表情には、どこか年若い旅人への哀れみと同情があった。関わりたくはないが、私兵の横暴を放置するのも面白くない様子。


    「わかった、出ていく。だけどこの子だけ、カウンターのうしろに隠してやってくれ」


    　ルカの思惑とは裏腹に、年老いた店主は乾いた目つきでアステルを見やるだけで、受諾しない。何度もこういうトラブルの経験があるのだろう。私兵に逆らうことは領主に逆らうということだ。見ず知らずの旅人を匿うのはデメリットしかない。


    （あたし、あの兵隊やっつけてもいいんだけど）


    　アステルが苛いら立だたしそうに、ルカにささやく。


    （やめろ。この街から出られなくなる）


    　顔の入れ墨と、無駄に可か憐れんな容姿。ただでさえ目立つふたりだ。人相書きが出回れば、城外への脱出は困難を極める。ここは穏便に済ますのが最善なのだが。


    　そうこうしている間に、入り口の扉がひらき、四人の私兵が店内へ入ってきた。ルカとアステルはとっさに身を屈かがめ、立ち飲みする労働者たちの陰に隠れる。


    　私兵はいずれもひげをたくわえ、大柄で、目つきが悪く、腰に剣を吊つっていた。常日ごろから戦闘訓練に明け暮れているうえ、背後に領主のいる連中だ。住民が関わり合いを避けるのはわかる。


    「女の子が来なかったか。年は十代後半くらい、金髪で、白いブラウスに赤いスカートをはいてる」


    　兵のひとりが大声を張り上げる。労働者たちは知らん顔で樽たるテーブルに肘ひじをつく。顔にたくさんの刀傷をつけた兵士がさらに声を荒らげる。


    「ベルトラン伯が連れてこいとさ。なんでも天使みてえに歌がうまいとかなんとか。隠したらどうなるかわかってんだろ？　なに黙ってんだ、返事くらいしやがれっ！」


    　ルカとアステルは樽テーブルの陰に隠れてその言葉を聞く。ベルトラン伯とはどこかで聞いた名前だ……と記憶を探って、アステルを連れていこうとした商人がパトロンとして挙げた名前だと思い出した。どうやらここ城じよう塞さい都市ウルキオラは、その大貴族の領地らしい。


    （こりゃまた、めんどくせーことになってきた……）


    　もしかすると、ルカとアステルの特徴が、あの商人によってベルトラン伯爵に伝わっていたのかもしれない。城門の検査官は、ルカとアステルの外見を確認したうえで城内に入れ、伯爵に報告したのではないか。そして伯爵の意向をうけた私兵が、アステルを求めてこうして捜索している……としたら。


    （めんどくせー……）


    （なになに、どういうこと？）


    （たぶん、だけど。ここの領主、さらってでもお前を飼いたいらしい）


    （なにそれ。絶対イヤ）


    （……だわな。……どうやら、相当問題のある伯爵さまらしいし……）


    　さっきから店内の男たちは、私兵たちに脅おどされても何食わぬ顔で、ルカとアステルを隠したままにしてくれている。懲ちよう罰ばつは恐ろしいが、自分から領主に従うつもりもない様子。彼らは私兵たちにバレないように移動して、ルカとアステルが身を隠している樽たるの周囲に壁を作ってくれていた。


    （ありがと……）


    　ルカは小声で、壁を作ってくれた男たちに感謝する。だがめざとい兵士がずかずか、こっちへ歩み寄ってきた。


    「おいそこ、なに固まってる。どけっ」


    　ちっ、とルカは舌打ちした。これ以上ここにいると、壁になってくれた男たちの迷惑になる。アステルの手を引いて逃げようとした刹せつ那な。


    「黙って聞いてりゃ偉そうにしてんじゃねえぞ、飼い犬ども！」


    　酒場の一角からそんな怒鳴り声があがった。兵士がそちらを睨にらみつけると、今度は別の一角から新たな罵ば声せいが届く。


    「クソ貴族の犬は壁むこうへ帰れ！　酒がまずくならあ！」


    　兵士のひとりが怒りもあらわに腰の剣を抜いた。もうひとりが表へ出て呼び子を吹く。たちまち闇のなかから幾つもの呼び子が呼応して、他の私兵たちが群れなして駆けつけ、酒場へ飛び込んでくる。


    　新あら手ての到来に、酒場の男たち全員が殺気を帯び、怯ひるむどころか怒声はますます激しくなる。十二人に膨れあがった私兵は抜刀し、対する労働者たちは店の半分に寄り集まって、椅い子すや割れたワインボトルで武装する。


    「やってやろうじゃねえか、こいつら生きて帰すな！」


    「お前たちのしていることはベルトラン閣下への重大な反逆罪だ！　縛り首は覚悟しているんだろうな!?」


    「いつまでもやられっぱなしじゃねえぞ！　お前らがおれたちにしたこと、全部この場でつぐなわせてやる！」


    　怒号と罵声が、樽の陰に隠れたままのルカの頭上に交差する。


    （こりゃ殺し合いになる。はじまったら逃げっぞ）


    　ルカは傍かたわらのアステルにささやきかける。しかしアステルは気に入らなそうな表情で、頷うなずきを返さない。いやな予感が走る。


    （……おい。……変なこと考えんじゃねえぞ）


    （だって。店のお客さんたち、あたしたちをかばってくれてるんだよ？）


    （そうだけど。でも、やっちまったら取り返しがつかねえ。この街から出られなくなる）


    （………………）


    　アステルは不機嫌そうに鼻から息を抜いて、いきなり立ち上がって片手をあげ、睨にらみ合う両者の間に割り込んだ。


    「はいはーい。そのひとたちが捜してるの、あたしでーす」


    　馬鹿野郎！　とルカは怒鳴るが、アステルは平気な顔で大柄な私兵の面前へ歩み寄って、ひげ面づらを見上げる。


    「領主のところに連れてってくれるんでしょ。いいよ、行こう」


    「……………………」


    「ただ、条件がひとつ。わたしのいとこも一緒に。彼の楽器がないと、あたし歌えないの」


    　立ち尽くすルカをアステルは指の先で示し、兵士に頼む。


    　兵士は鋭い目つきでアステルの容姿と服装を確認し、それから店の客たちに向きなおった。


    「……この場は退く。だがお前ら、覚えていろよ。今夜の代だい償しようは高くつくぜ。……お前たちふたり、ついてこい」


    　アステルはルカに頷きかける。ルカも渋い表情で頷くしかない。兵士十二人はルカとアステルを取り囲んで酒場から出た。店にいた労働者たちはまだ納得のいかない表情で、兵士につづいて酒場から通りへ出てくる。


    「その子を無事に返せよ！　傷でもつけたらただじゃおかねえぞ！」「なにかされたらおれたちに言うんだぞ、倍にして返してやるからな！」


    　自分を犠ぎ牲せいにして騒ぎを鎮しずめてくれたアステルに、労働者たちは申し訳なく思っている様子だ。平気そうにニコニコと手を振るアステルに、ルカは小声で問いかける。


    （んで、どうすんだよ、これから）


    （さあ？　このまま領主のとこまで行ってもいいけど。ヤバいときはやっちゃうから、あとのことよろしく）


    　ルカは口をへの字に曲げるしかない。目立ちすぎてしまうため、アステルの能力は可能な限り隠しておきたいのだが。


    　──問題はどこでオーバードライブを使うか、だ……。


    　──使ったら即、この街から逃げないと。


    　アステルの能力を開示したなら、人の口の端はにのぼるのは避けられない。噂うわさが広まれば大貴族の興味をますます引いてしまう。使ったと同時にこの街から逃げられる場合にのみ使いたい……。


    　思案しようとしたルカの目の前に、私兵のひとりの野太い腕が伸びてきて、いきなりアステルの両腿ももを抱きかかえた。


    「行こうかお嬢ちゃん。逃げないように、屋敷まで抱っこしていってやるからな」


    　毛むくじゃらの大男は右手でアステルを担ぎ上げ、自分の肩へアステルの臀でん部ぶを下ろした。酒臭い息が間近から、アステルに降りかかる。


    　アステルを抱き上げた兵士はにんまり笑い、左の手のひらをアステルの太ふと股ももに滑らせる。


    「閣下に会う前にボディチェックが必要だ。おれに任せとゲボォォ!!」


    　言葉尻じりは、口のなかにめりこんだアステルの靴底に消えた。


    「バカ……っ!!」


    　ルカの嘆きは、もう遅い。


    　地に降り立ったアステルの髪が、ふわりと持ち上がる。翡ひ翠すい色の瞳が、内側から発光する。


    　私兵たちが呆気あつけにとられて、アステルを見やる。


    「その前に、あたしがチェックしてあげる」


    　下から突き上げたアステルの拳こぶしが、触った兵士の腹部から入り、横おう隔かく膜まくに食い込む。


    「腹筋、柔らかい」


    　首を前に突き出して両目を剥むき、呼吸が止まった兵士の鼻面づらへ、アステルはしなやかな動作で上段回し蹴げりを見舞う。


    「反応、鈍い」


    　アステルの倍ほども背丈のある大男が、鼻血を吹き上げ、くるくる回転しながら吹っ飛んで酒場の煉れん瓦が壁に激突し、力なく崩れ落ちる。


    「大きいけど、弱い」


    　冷たく言い捨てて、アステルは残った兵士たちを見み据すえ、それから一気に彼らの間を走り抜けた。


    　ガス灯が照らし出す夜道を、白銀の風がじぐざぐに爆はぜる。兵士たちの目にはかろうじてアステルの残像が映るのみ。そして風が消えたのち、兵士たちは自分の身体が軽くなっているのを感じる。


    　アステルはルカの傍かたわらに突っ立って、十一本の剣を一本ずつ、片手で路上に突き刺しはじめた。高く硬い響きと共に、刀身の根元までが石畳の継ぎ目に食い込んでいく。呆ぼう然ぜんとそれを見つめる兵士たちは、深々と地に突き刺さっているのが先ほどまで自分の手にあった長剣であることに気づいた。


    　すべての剣を人間の力では抜き取れないほど深々と地へ食い込ませてから、アステルは私兵たちと労働者たち、双方へ呼びかけた。


    「条件同じにしてあげたから。好きなだけケンカしていいよ」


    　きっぱりと言い切ってルカのほうをむき、そろえた右手の指先を自分のこめかみにあてる。


    「あとのこと、よろしく」


    「……ったく」


    　崩れ落ちるアステルの身体を、ルカは背中で受け止めた。そして労働者たちへ声をかける。


    「同じじゃねーよな、条件」


    　それだけ言って、アステルを背負ったままルカは逃げ出す。


    　残された私兵十一名と労働者五十数名は、我に返って再び視線を衝突させた。


    　もはや兵士の手に剣はない。両者とも、おのれの肉体が武器だ。だがルカの言うとおり条件は同じではない。


    　じりっ、と一歩下がったのは私兵たちだった。下がったぶん、殺気立った男たちが寄せてくる。私兵たちが強こわばった顔を見合わせる。労働者のひとりが、号令をかけた。


    「やっちまえ！」


    　同時に荒くれものたちが私兵に襲いかかる。兵士たちはなすすべなく、住民たちの怒りに呑のみ込まれる。いくら私兵たちが日ごろから戦闘訓練に明け暮れているとはいっても、五倍以上の敵が相手では太た刀ち打ちできない。手ひどく殴られるもの、頭を抱えて地にうずくまるもの、軍服を引き裂かれながら懸命に遁とん走そうするもの……。夜の街路は二分も経たずに、勝利に酔いしれる群衆たちで埋まっていた。


    　そして逃げたはずのルカとアステルは、その群衆の中心で胴上げされていた。


    「だから！　おれらに構うな！　放っといてくれ！」


    　五歩ほど逃げたところでめざとい住民に見つかって強引に連れ戻されてしまった。その隣でアステルもまた、力の入らない身体を三度四度、空中へ放り上げられている。


    「ちょっとー。やめてー。目が回るー」


    　オーバードライブを使ったため、アステルは抵抗できない。気が済むまで胴上げされてからようやく地に降り立つことを許されたが、熱狂した労働者たちが顔を寄せ付けてきて解放してくれない。


    「お前らのおかげだ！　こんな気分のいい夜は久々だぜ、おごらせてくれ！」


    「あいつらいつもやりたい放題で、いつか仕返ししてやるってみなで決めてたんだ！　最高だぜ、朝まで飲もう！」


    「あの子すごいな！　勝利の天使さまだぜ！　お前の恋人か？　いいな、うらやましいぜ！」


    　酒臭い息を間近から吹きかけられながら、ルカはなんとかアステルを取り戻して自分の背中に背負い直すと、冷静になるよう呼びかけた。


    「うれしいのはわかった！　わかったから落ち着いてくれ！　……おれらは今日の宿をなんとかしたい。それと、明日にはこの街を出たいんだ、協力してくれ」


    　静かに、諭さとすように言うと、あばた面づらの男が応えた。


    「任せとけ、若旦だん那なに紹介してやる。悪いようにはならねえよ。その子、具合悪いみたいだな。善は急げだ、いまから行くぞ！」


    　ルカの返事より早く群衆のほうが「おう!!」と歓声をあげ、それからアステルを背負ったルカを取り囲んで、妙な歌を歌いながら行進が勝手にはじまった。


    「おいおい。なんだかおおげさなことになってきたぜ……」


    　背中のアステルにささやきかけると、アステルは呑のん気きそうに、


    「おなかすいた……」


    　ルカは渋い表情で、先導する住民の背中を見る。どこに連れていかれるのかわからないが、ともかく今日は一刻も早く休みたい……。


    



    　ほどなくして折れ曲がった細い小路に入った。古い石造りの建物が密集した住民居住区だ。ガス灯の明かりはなく、先導する町人の角灯が一行の影を壁面に揺らす。相変わらず二十名以上の労働者たちが品のない歌を歌っているため、女房たちが二階三階の窓から顔を突き出し、抗議のわめき声をあげる。


    　と、あばた面の足が止まった。


    「着いたぜ、ここだ！」


    　案内されたのは、壁面全体に蔓つる草くさが絡まった四階建ての一軒家だった。周囲の建物に圧迫されて、身をよじるように上階を重ねていったような細くて高い石造り。住民たちのリーダーが住む家にしてはなんだか貧相にも見える。


    　あばた面が表のドアをノックすると、ほどなくして大柄な男がドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせた。


    「ようガヴー、今夜の英雄を連れてきたんだ！　若旦那に会わせてやってくれ！」


    　労働者たちが口々に、ガヴーという大男に今夜のアステルの活躍について話してきかせる。ルカはアステルを背負ったまま、ガヴーを観察した。


    　──ブルート……かな。


    　肌の色は黒色人種のものだ。見たこともないほど図体が大きい。鍛きたえ上げられ、盛り上がった筋肉が薄い部屋着越しにはっきりとわかる。凄みのある青銅色の瞳、剃そり上げた頭部に、角灯の光がてらてらと反射している。


    　一連の話を聞き終え、ガヴーは無言のまま、じろりとルカを見やった。


    「ふたり、入れ。お前たち、帰れ」


    　ルカとアステルを招き入れ、飲み騒ぐ労働者たちは追い払う。


    「良かったなお嬢ちゃん、若旦那に会えたらきっとよくしてくださるぜ！」「困ったことがあったらおれたちに言えよ、なんだってやってやるからな！」


    　上機嫌の労働者たちはアステルへ口々に感謝を述べて、おのおの家路に就いた。


    　ガヴーに導かれ、一階の客間に通された。ずっと背負っていたアステルを古びたソファーに座らせて、自分もその傍かたわらに身を投げ出し、ルカはようやく一息つく。


    「どこにも泊まれなくて困ってたんだ、助かるよ。ありがと」


    「名は」


    「おれはルカ・バルカ。こっちがアステル・エアハート。ふたりとも流れ者だ」


    「主人に取り次ぐ。待ってろ」


    　無表情を崩すことなくそれだけ言って、ガヴーは二メートル近い巨きよ躯くを屈かがめて扉のむこうへ消えていった。


    　はぁぁ、と長い息をついて、ルカはようやくありついたソファーに上体を預けた。


    　室内は質素で、調度品の類たぐいも一切なく、ソファーとテーブルと書棚、小物入れがあるくらい。


    　ついつい書棚に目を走らせる。背表紙を見ると、なんだか変なコレクションだった。


    　──偏屈なやつだな、その若旦だん那なっての。


    　小説の類いは一切なく、歴史や地理や政治経済の解説書、それに数学と物理学の問題集が大半を占める。こういう蔵書を収めていた人間を過去にひとりだけ知っているが、若旦那とはまさかあの男ではなかろうか。


    　──まさかな。


    　──そうじゃありませんように。


    　悪い予感を吹き消して、ルカは今日の出来事を振り返る。


    「最低」と断言できる一日だった。


    　目立つのは避けたかったのに、アステルのオーバードライブを敵を含めた大勢の人間に目撃され、しかも立ち位置がすっかり住民側に組み込まれてしまった。貴族にも住民にも味方するつもりはなく、ただこの街で一夜のベッドが得られれば良かったのだが、気がつけば完全に領主を敵に回してしまっている。


    　さらに。


    　──こっちの人相もバレた。この街から出られなくなる……。


    　いまや城門を通って堂々と外へ出るのは不可能だ。城じよう塞さい都市ウルキオラは、その高い城壁によってルカとアステルを閉じ込める牢ろう獄ごくと化した。なんとか脱出手段を講じなくては、いずれ領主側に発見されてアステルを奪われる。


    　──城門からは出られない。なら城壁を跳び越えるしかないが……。


    　城壁は高さ二十メートルほど。アステルがルカを抱えてオーバードライブを用いたなら、跳び越えることはできるかもしれない。だが跳び越えたあと、着地する先は深さ十メートルほどの空から堀ぼりの底だ。さらに空堀を跳び越えて街道に出るしかないが、恐らくそのへんでアステルは力尽きる。その先はルカがアステルを背負って逃げるしかないが、その過程で必ず追っ手に追いつかれるだろう。


    　──よっぽど準備しないと無理だ。協力してくれる人間がいないと……。


    　だから「若旦だん那な」に期待するしかない。労働者たちから人望はある様子だし、世話好きなお人好よしであると良いのだが。


    「ついてこい」


    　おもむろにガヴーが戻ってきて、無表情のまま告げた。傍かたわら、アステルはソファーに身を横たえてすでに熟睡している。


    「こいつ、動けないんだ。明日、挨あい拶さつさせるから今夜はおれだけじゃダメかな」


    「構わない。主人もそう言ってた」


    「……へえ」


    　なにやら悪い予感がする。ルカはガヴーの背中を見ながら狭く細い階段を上っていき、三階のドアの前に辿たどり着いた。ガヴーが部屋の内へ呼びかける。


    「ルカ・バルカをつれてきた」


    「うん。ルカひとりを入れてくれ」


    　ドアのむこうから、品の良い青年の声が届いた。


    　あぁ……。


    　その声を聞いて、ルカは予感が現実となったことを知る。


    　ガヴーに促うながされて、ルカはひとり、若旦那の居室に足を踏み入れた。


    「なにも言わないで。目下のきみの計画をすべて当ててみせるから」


    　机にむかって身を屈かがめ、書き物をしながら若旦那はルカに背をむけて告げた。


    「……………………」


    　ルカは気に入らなさそうに口を歪ゆがめ、若旦那の細い背中を見る。


    　燭しよく台だいが琥こ珀はく色の光のうちに照らし出す、うしろで束ねた長い銀髪。賢者みたいな薄紫色の長いローブ。ルカのほうを一切見ることなく、書き物机にむかったままで、若旦那はとうとうと自分の推理をまくしたてた。


    「領主側にも住民側にも、どちらに味方をするつもりもなかった。きみはただアステルという少女と旅をつづけたいだけだ。できれば今夜の騒ぎをなかったことにして、早々にこの街から逃げ出してしまいたい。そのためには協力者が必要だ。若旦那なる人物がお人好しであることを期待して、彼の協力を取り付け、うまいこと検問をかいくぐって街の外へ逃げよう……。きみの卑ひ怯きようでけがらわしい思考をトレースすると以上のようになる。正解の場合は沈黙を以もつて応えよ」


    「………………」


    「断る」


    　きっぱりと言い切ってから、若旦那はようやくルカのほうを振り返った。


    　編んで束ねた白銀の長い髪。すべてを見透かす白銀の瞳。白色人種と黒色人種の混じった褐色の肌。女性と見まがうような中性的な顔立ちに、約五年ぶりに再会したジェミニの凄せい艶えんな笑みが咲いていた。


    　あぁ、やっぱりこいつ、怒ってるんだな。ルカはそれを理解した。


    「きみは一生、この街に閉じ込められていればいい。我が家の地下室を提供してあげよう。きみが日の光を浴びることなく腐っていくさまを頬ほお杖づえついて観察したい。ところでなんだその顔の入れ墨は。かっこいいと思っているのか？　それがラランディアの流行なのか？　きみのファッションセンスに意見するつもりもないが、そんなものを顔に入れているくらいなら全身を黒一色に塗りたくってごまかしたほうがまだかっこいいと思わないかね」


    　語調は落ち着いているが、言葉はひどいしその奥に怒りがありありと表れている。


    　頭を掻かきながら、詫わびた。


    「五年前、なんにも言わずにいなくなったのは、謝る。なんせ急だったし。辞書も借りてた本も、勝手に持っていっちまったしな」


    　十二歳のとき、義妹シルフィを冬の路上で凍死させ、ルカは「ヴィヴィ・レインを見つけて」というシルフィの願いを叶えるため旅に出た。その際、シルフィのことで頭がいっぱいで、ジェミニに別れの言葉を告げるのを忘れていた。さらに、借りていたアリヴィアン一世の戦記物と辞書を勝手に麻袋に突っ込んで持っていってしまった。ジェミニに会いたくなかった理由はそれだし、ジェミニの怒りの出どころもそこだろう。
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    「おれが全部悪い。すまん。本と辞書はなくしちまったけど、新しいの買って返すから勘弁してくれ」


    「なんだそれは。きみはぼくがそんなことで怒っていると思っているのか。残念ながらぼくはきみのことなどどうでもいいのだよ。なにしろきみがいなくなったって寂しいなんてちっとも思わなかったからね」


    「そうか、そりゃ良かった。ところで困ってんだ。昔のよしみで助けてくれ」


    「断る。さっさと領主に見つかって殺されたまえ」


    「連れがいるんだよ。動けないんだ。そいつだけでもなんとか、この街から逃がしてやってくれないか。お前、見たとこ、この街の不満分子の親玉だろ？　領主に敵対してんなら、おれら助けないと住民も納得しないぜ？　おれとアステル、この街のひとたちにすっかり気に入られちまったみたいだし」


    「いやだうるさい黙れきみの言葉がぼくの耳を腐らせる、いいから出ていけ薄情者恩知らず薄汚い本泥棒」


    　罵ば倒とうの雨あられを浴びながら、明らかに機嫌の悪いジェミニをなだめたり、脅おどしたり、あやしたり、泣きついたり、すごんでみたり、すぐ謝ったり、言葉を尽くして頼み込むこと十数度。ようやくジェミニは鼻を鳴らし、背もたれに上体を預け天井を仰あおいだ。


    「あぁ疲れた。これ以上きみの相手をしているとぼくの品格が損なわれてしまう。仕方ないから助けてやってもいい。だが条件がひとつ。初対面のときに、きみがぼくと交わした約束を果たしてくれ」


    　約束……？


    　ルカは記憶を探り、少年期の言葉を思い出した。


    『ぼくの家来になること。それでいいなら、読み書きを教えてあげる』


    『ぼくが必要としたときに、行動で報むくいてほしい。ぼくがきみに望むのはそれだけだ』


    　ルカは心中で長々とため息をつく。軽率にそんな約束をしてしまった昔の自分が恨めしい。


    　もちろんジェミニがしてくれたことを考えたなら、約束を果たす必要はあると思う。


    　だけど正直ルカは、ジェミニが苦手だった。


    　字を教えてくれて、本を貸してくれたことは感謝しているし、いまの自分があるのはジェミニのおかげだといっていい。だがしかし、ジェミニを知れば知るほど、彼が抱え込んでいる闇の深さが伝わってきて、心が凍えてしまうのだ。


    　普段は親しげな態度で接するものの、ジェミニは結局のところ、他人を道具としてしか見ておらず、それなりに付き合いのある人間が相手でも、利用価値がないとわかるや否やその場で切り捨てる。ジェミニへ踏み込めば踏み込むほど、冷たく乾いた虚うつろな風が強まって、それに呑のみ込まれてしまいそうになる。ジェミニの家来になったなら、利用されるだけ利用されて、こちらの価値を絞り尽くされたところで捨てられる未来が目に見える。


    　だがしかしいま、城じよう塞さい都市に閉じ込められてしまった現状を鑑かんがみたなら、あまり近づきたくない人間にも近づかざるを得ない。


    　──しょうがねえかな……。この街にいる間だけ、こいつの言うこと聞いとくか。


    　──街を出たら、あとはこいつから逃げ回ってればいいし。


    　心算を終えて、ルカは肩をすくめた。


    「……わかったよ。お前の家来になる」


    「その言葉に偽りはないね。たとえこの街をあとにしても、きみは一生、ぼくの家来だよ？」


    　とても気乗りしないが、まあ、口先だけ合わせておけばいいだろう。


    「あぁ。おれは一生、ジェミニの家来だ」


    　適当に返事すると、ジェミニはルカの目の奥まで覗のぞき込む。こいつのことだからきっとおれの心算は全部お見通しだろう。口先だけの約束に拘こう束そく力があるはずもなく、破ったとしても法で罰せられるわけではない。ただお互いの上下関係を言葉で確認しただけだ。


    「……いいだろう。きみに協力する。この街から脱出するための手段を講じよう。明日からは忙しくなる、一階を貸してあげるから今日はもう休みたまえ。厨ちゆう房ぼうは勝手に使っていいから」


    　短く告げて、ジェミニは再び書き物机に向きなおった。ルカは礼を言って部屋を出て、あてがわれた一階の客間に戻った。


    　アステルはソファーに横になってすっかり熟睡だった。身体に毛布がかけてある。ガヴーがかけてくれたのだろう、外見に似合わず親切な男だ。


    　ルカはソファーの隣の座椅い子すに疲れた身体を投げ出し、天井を仰あおいだ。


    　そしてジェミニの狙いを類推してみる。


    　はじめにいきなりジェミニがルカの内面を見抜いたように、ルカもまたジェミニの内面をある程度まで見透かしていた。


    　──あいつははじめから、なんらかの目的があってこの街に腰を据すえたはず。


    　王都ラランディアにいたはずのジェミニがなぜここ、城塞都市ウルキオラにいるのか。


    　人嫌いで引きこもりだったくせに、なぜここでは若旦だん那ななどと呼ばれ人望を集めているのか。


    　いまのジェミニには明らかに、きな臭い匂いがある。


    『エデンを滅ほろぼす！』


    　ルカの脳裏にはさっきから、昔のジェミニの言葉がよぎっていた。


    『ぼくの行く道が見えた、きみのおかげだ、ぼくはいまここに、生まれてきた意味を見いだしたのだ！』


    　あのときの晴れやかなジェミニの笑顔が、なぜかいま繰り返し思い出される。


    　まさかとは思うが、あいつは本気で、あの夢を追い求めてこの街でなにか企たくらんでいたのではなかろうか。傲ごう慢まんで欲深な領主、不満を溜ため込んだ住民、城壁と隔壁と円塔で内部をくまなく監視された城塞都市……。ジェミニの求める条件が、ここウルキオラにはそろっていたのではないか。


    　──そこにおれとアステルが現れた。


    　──アステルの能力については、ガヴーからすでに聞いているはず……。


    　ジェミニは自分の目的のために利用できると睨にらんだ。だから「家来になる」などという口約束で満足したふりをし、アステルを自みずからの懐中に取り込んだ……のではないか。


    　──うさんくせえ……。


    　できれば関わりたくないが、しかしこの街を出るにはジェミニに頼るしか手がない。


    　──さっさと逃げたいな、こんな街……。


    　可能な限り穏便に、騒ぎに巻き込まれることなく、静かに自然に街を出ていきたい。そしてまたアステルと一緒に自由で呑のん気きな捜索の旅をつづけたい。ささやかな祈りを抱いだきながら、ルカは眠りの底へ落ちていった。


    



    　三階では、ジェミニが肘ひじ掛け椅い子すに座ったまま、燭しよく台だいの炎を睨みつけていた。


    　書き物もやめて、ただ揺らめく炎だけを無言で見み据すえている。


    　ルカが部屋を出ていって約一時間半が経っていた。ジェミニはそれからずっと黙考しながら報告を待っていた。


    　ようやく階段をのぼる足音がし、ガヴーが顔を覗のぞかせた。ジェミニは冷たい横顔を彼にむける。


    「どうだった？」


    「本当だった。剣が十一本、石畳に刺さってた」


    　ふむ、とジェミニは鼻息で返事する。ガヴーが報告をつづける。


    「ガヴーの力でも抜けなかった。住民が集まって、宴会がはじまってた。勝利の女神がやってきた、とみんな言ってた」


    　ふむ……とジェミニはさらに考え込む。


    「噂うわさは本当だね。四か月前、カルナタカの決戦に少女のかたちをしたエデンの先進兵器アークが紛まぎれ込み、人間離れしたすさまじい戦闘力をふるって王国軍の勝利を呼んだ、と聞く。少女は顔に入れ墨のある少年と一緒にいて、その少年が王女を救った、という話も……。ルカとアステルだよ。彼らが第七次テラノーラ戦役を王国の勝利で終わらせたのだ」


    　ジェミニはあらゆるコネを用いて、ガルメンディア王国とその周辺勢力に関する最新情報を集めていた。そのおかげでいま自分の手元に転がり込んだのが、第七次テラノーラ戦役における真の英雄だと見抜くことができた。


    　──王女とふたりで敵中突破し、王国を勝利に導いた顔に入れ墨のある少年……。


    　──それがきみとはね、ルカ。


    　叙じよ勲くんものの戦功をあげながら貴族たちの嫉しつ妬とと反感を買い、近衛このえ連隊を追い出されてしまった悲劇の英雄。ガルメンディア宮廷においてその存在は知らぬものはないと聞くが、市民たちはいまだルカの名前も知らない。彼がいかなる功績をあげて王国を救ったのか、知っているのは王侯貴族のみ。


    　突出した戦闘力を持つ先進兵器、アステル。


    　王女を救いながら存在を消された悲劇の英雄、ルカ・バルカ。


    「非常に使える」


    　褐色の肌に、妖しい笑みが咲く。


    「腰が抜けるほどに重要な駒こまがふたつ、今夜むこうから転がり込んで、ぼくの家来になってくれた」


    　一瞬にしてジェミニの頭ず蓋がいのうちに、ルカとアステルの存在を中核とした新たな計画が組み上がる。


    「明日、ベロニカのところへ行ってくるよ。きみはここでルカたちを監視していてくれ。アイディアを思いついた。非常に面白くなってきた、存在しない神に感謝したい気分だ」


    　ジェミニは久しぶりに高こう揚ようしていた。これほど気持ちが高ぶるのは五年前、「エデンを滅ほろぼす」という生涯の目的を手に入れたとき以来だ。奇くしくも二度とも、ルカがこの興奮を運んできてくれた。


    「どうやらぼくらは双星のようだよルカ・バルカ。いくら離れてもまた接近し、軌き道どうをともにする運命らしい」


    　片手で顔を覆い、くふふ、とジェミニは笑う。


    　明日から忙しくなる。時代を揺るがす大きな波が、ここ城じよう塞さい都市ウルキオラを起点として発生するだろう。


    　──民を目覚めさせる。まずはそこからだ。


    　この三年、ウルキオラの街に腰を据すえて積み上げてきた藁わら束に火を点けるときがきた。ジェミニは凄せい艶えんに笑みながら、燭しよく台だいの揺らめく炎を見つめていた。


    



    「あーん」


    　楽しそうにひらいたアステルの口のなかへ、スプーンを入れる。


    　温かい野菜スープが身体の内側にじんわり沁みて、アステルの笑顔を生む。


    「あんたさ、なにげに料理うまいよね」


    　窓から差し込む朝日が、清潔に磨かれた板張り床に落ちていた。透明な光に包まれ、ソファーに並んで腰掛けて、かいがいしくアステルに給仕しながら、ルカは口をへの字に曲げる。


    「久しぶりに厨ちゆう房ぼうなんて使えたからさ。張り切っちまった」


    　ジェミニ家の厨房には石の竈かまどがあって、にんじん、じゃがいも、たまねぎ、それと大きな丸パンがあった。厨房は好きに使え、と言われていたのでお言葉に甘え、野菜たっぷりのスープを作って朝食にした。昨夜遅くにオーバードライブを使用したアステルは、今夜遅くまで身体が動かない。今日は一日、アステルの世話に忙殺されそうだ。


    「パンも食べたい」「あいよ」


    　ちぎった丸パンをスープに浸し、指先でつまんでアステルの口へ持っていく。ぱくっ、と閉じたアステルの唇が、ルカの指ごとパンを捕食する。


    「コイかよ、バカ。落ち着いて食え」


    　ののしりながら慌てて指を引っこ抜いた。アステルは素知らぬ顔でもぐもぐ口を動かす。指先にアステルの唇の感触が残り、ルカの心臓がどきどきと鳴る。


    　アステルに食事させていると、幼年期、義妹シルフィと一緒に寝起きしていたころをどうしても思い出す。シルフィが成長していたら、いまのアステルと同じ容姿になっていただろう。叶うことのなかった夢が、いま現実に目の前にある。


    「おいひい。あーん」「指、食うなよ……」


    　ソファーに隣り合って座っているアステルは、すっかりルカにしなだれかかって口をひらく。幸せな気持ちが表情に出ないよう、あえて仏ぶつ頂ちよう面づらを装ってアステルの口にパンを放り込んでいると、ジェミニが入ってきた。


    「おはよう。よく眠れたかね」


    「おかげさんで。厨ちゆう房ぼう、勝手に使った。こいつがアステル。昨日無理したから、今日は一日、身体が動かねーんだ」


    　アステルは顔だけジェミニへ持ち上げて、愛想よく微ほほ笑えむ。


    「あたし、アステル・エアハート。泊めてくれてありがとう」


    　ジェミニは口元のみの笑みを返すと、アステルの面前に片膝ひざをついた。


    「気軽にジェミニとお呼びください、アステル。わたしこそ美しいご令嬢をお招きできて光栄の至り。身体が回復するまで、どうかごゆっくり休息のほどを」


    　気取った口調でそう告げると、アステルは満足そうに微笑みを返し、ルカのほうを振り向いて、


    「あんたの友達っていうから絶対礼儀知らずだと思ってたけど。全然違うね」


    　うるせえ黙れこいつは外そと面づらがいいだけで内側じゃなに考えてるかわかんねーから気をつけろ、という言葉を呑のみ込み、ルカはジェミニに問いかける。


    「んで、作戦は決まったのか？　おれら、なにすりゃいい？」


    「少なくとも一週間、この家から出ないでほしい。ベルトラン伯の私兵が、アステルを求めて近隣を捜索すると予想される。我が家にも当然来るだろう。地下に隠し部屋があるから、やつらが来たらそこへ退避してくれ。ほとぼりが冷めてから、きみたちを逃がす方策を講じよう」


    「…………わかった。一週間だな。ここに匿かくまってもらえるだけでありがたいよ。幸い、本もあるし」


    　ルカは書棚に詰まったジェミニの蔵書を見やる。本さえあれば一か月でもここにいて平気だ。


    「わたしは少し出かけてくる。一階は好きに使っていい。そこの呼び紐ひもを引っ張ればガヴーが来るから。それでは」


    　短く告げると、ジェミニは長ローブの裾を翻ひるがえして客間をあとにした。


    「いいひとじゃん」


    　アステルは屈くつ託たくなく、ジェミニが消えていった扉を見つめる。


    「愛想良すぎて、うさんくせー……」


    　ルカはまた気に入らなそうに呟つぶやく。ジェミニは絶対に良からぬことを企くわだてているはずだが、現状、ジェミニの保護下にいるしか方策がない。


    「はい、食事再開。あーん」


    「……お前はお気楽だな……」


    　ルカは苦く笑んで、スプーンの先をアステルの口へ運んだ。


    



    　それから一週間、穏やかで平和なふたりきりの時間が、ジェミニ家一階の客間にあった。


    　家の外には出られないが、夜にはベランダに出て外気を吸ったり星を見上げたりできた。


    　ほとんどの時間、ルカは本を読んでいた。ジェミニのコレクションは厳選されて質が高く、少年期の懐かしい匂いがした。読書に疲れると身体を鍛きたえたりリュートを練習したり、食事を作ったりした。


    　アステルはごろごろ、だらだらと猫みたいに気まぐれに生活していた。厨ちゆう房ぼうで好きなものを作ったり、日だまりで昼寝したり、ルカのリュートに合わせて歌ったり。隣の居間ではガヴーが待機していて、呼び紐を引っ張ると用向きを聞いてくれた。


    「お風呂入りたい……」


    　八月十一日の夜、アステルのお願いに、ガヴーは中庭に木の樽たるを置いて、中を水でいっぱいに満たした。


    「はいれ」


    　アステルは大喜びでガヴーにお礼を言い、星空を見上げながら夜の入浴をたっぷり一時間近くも楽しむことができた。


    「あんたも入りなさいよ」


    　入浴を終えたアステルが寝間着に着替え、ルカに言った。石せつ鹸けんの良い香りが室内に漂って、鼻び孔こうに心地よかった。


    「風呂かー。めったに入らねーなー」


    　いつもは濡れ布ふ巾きんで身体を拭くだけなのだが、入浴という贅ぜい沢たくもたまにはいいかも。読んでいた本を閉じて、中庭に出て服を脱ぎ捨て、樽の水に身体を浸けた。


    「は──……。気持ちいー……」


    　思わずそんな声を漏らし、樽たるの縁に後頭部を預けた。八月の夜気は生あたたかくて、ぬるい水風呂が心地よい。


    　石の塀に囲まれた狭い中庭から、背の高い建物に区切られた狭い星空を見上げる。


    　虫の音を聞きながら八月の星座たちをぼんやりと仰あおいでいると、不意に、その星座が王女ファニアの瞳に変わった。


    　ずきん、とルカの胸がうずく。


    　──どうしてっかな……。


    　うずいたついでに、そんなことを思ったりする。


    　──また会いたいな……。


    　しょうもない思いだと自分でもわかっている。殺人犯の入れ墨を顔にいれた貧民と、やがてこの国の頂点に君臨するお姫さまが、友達みたいに気軽に会えるわけがない。きっともう二度と会えないし、言葉を交わすこともない。


    　星空に、機械兵ヴェガの肩に立って泣きながら微ほほ笑えむファニアの表情が映じる。あのとき穿うがたれた胸が、またずきずきとうずく。ルカの背に回った王女の細い背と、感謝の言葉と、甘い香りと華きや奢しやな身体の柔らかさが、記憶のむこうから舞い戻ってくる。


    　ベオウルフの鞍あん上じようで、ずっとファニアの身体を抱きかかえ、追っ手から逃げた。追っ手の目をくらますため、加速したベオウルフからファニアを抱いて飛び降りた。王女を背負って川岸へ降り立ち、洞どう窟くつでふたりきりの一夜を過ごした。稀き覯こう本ぼんを燃やし、その火で濡れた身体を温めながら、眠らないためにずっと言葉を交わしていた。そののちルカはがらにもなく自分の命をかけて王女を守り、さらにはカルナタカの戦いで戦役そのものを勝利で終わらせることに成功した。おかげでファニアはいま、ガルメンディア王国の希望の光として活躍している。


    　──めちゃくちゃ偉いひとだからな。


    　──おれなんかが三日間も一緒に過ごしただけでも奇跡なんだよ。


    　あれから四か月近くが過ぎ去り、あの三日間を振り返るとあまりに絵物語じみていて、本当に現実だったのか疑わしくも思える。


    『お兄ちゃんは優しいね』


    　痩やせた馬に背中合わせで乗ったとき、おどけてそんなことを言いながら、ファニアはルカの肩に自分の頭を委ゆだねて眠った。王女が自分を信頼してくれていることがうれしくて誇らしく、同時に、淡い気持ちが内面から湧わき上がってくるのを感じた。


    　いま、水風呂に入りファニアを想っていると、あのときと同じ感情がまた心のなかから湧いてくる。


    　心地よくて、もどかしく、ひどく苦しい。


    　また会いたい。ひとことのお別れも告げずに近衛このえ連隊を辞めてしまったから、せめて気持ち良く別れられるよう、お互い笑顔でさよならを言えたらそれでいい。


    　そんなことを考え、水で顔を洗って自分の手のひらを見つめ、苦く笑う。


    　──なんだよ、おれ。えらく感傷的だな。


    　──ファニアはもう、おれのことなんて忘れてるし。


    　それが当たり前だ。毎日のように何百人の貴族と引いん見けんし、これから社交界デビューする新しい紳士淑女に謁えつ見けんの栄を与え、また毎日のように外国からの来らい賓ひんを迎えて舞踏会や晩ばん餐さん会を開催する多忙な王女が、わずか三日間をともに過ごした貧民などいつまでも記憶しているわけがない。


    　──きっともうすぐ、外国の王族とか有力貴族とかと結婚するんだろうな。


    　ファニアは十七歳。王侯貴族であれば、とっくに結婚していておかしくない年齢だ。きっとすでに求婚の申し出は数多くあるだろう。王侯の婚姻は国家戦略であり、本人の気持ちなどはじめから無視される。ガルメンディア王国にとってより有用な結びつきを得るために、最善の花婿を王や側近が物色している最中のはず。


    　──それが王族にとって当たり前なんだよ、うん……。


    　ルカは自分自身をそう戒いましめて、ファニアへの想いを断ち切ろうとする。けれど分ぶん不ふ相そう応おうだとわかっているのに、うずきは大きくなる一方だ。


    　──好きでもない男と一緒になって、ファニアは幸せなのか？


    　──せめて自分で納得したひとと一緒になれたらいいのに……。


    　そんな考えがまた持ち上がって、ルカはまた水で顔を洗った。そんなこと、自分が文句をつけたって意味がない。身分が違いすぎる。口出しする立場ではない。


    　──なんか今夜、おかしいな、おれ。


    　空想が飛躍しているのを自覚した。ここにいると現状を忘れてしまいそうになるが、いまは領主に追われている身なのだ、もっと地に足を着けないと。


    　そして改めて自分の状況を顧かえりみたなら。


    　──すっかりジェミニの世話になっちまった……。


    　この一週間、食事もベッドも睡眠も、完全にジェミニに依存した。さすがにこの恩を踏みにじって逃げるのも後味が悪い。ジェミニの思惑に協力する必要はあるだろう。


    　だが……。


    　──おそらくジェミニは、この街の反体制派の首しゆ魁かいだ。


    　それは間違いあるまい。私兵と問題を起こした市民たちが真っ先にここに駆け込んだのは、ジェミニであれば領主から守ってくれるからだ。


    　──ジェミニの配下になれば、大貴族と敵対することになる……。


    　貴族に敵対するということはつまり、その元締めである王侯と敵対するということだ。


    　──このままだとファニアが敵になっちまう……。


    　それを思うと、ルカの胸はまた痛みに呻うめく。互いに命を預け合った敵中突破の過程においてルカはファニアの想いを知ってしまっている。


    『変革の在り方にこそ注意を払わねば、社会は地獄になります』


    　暴力による革命の気運が高まっていることについて、ファニアはそんなことを言った。いまは時代の過渡期であり、権力は徐々に王から民へ移されていくだろう。けれど煽せん動どう者のやり方はあまりに暴力的で性急で稚ち拙せつ過ぎ、やがて破は綻たんするのが目に見えている。法制を整備し、数十年単位の時間をかけて、市民意識を成熟させつつ権力を民へと移い譲じようしていくべきだ……。それが王女の見解だった。


    　しかし、ルカの視線から現在の王国を眺めてみれば、ファニアの意見は現状とはかけ離れている。民が隠し持っている感情をファニアは知らない。


    　飢えにより子どもを失った母親、戦争や賦ふ役えきに駆り出され、十数年かけて開かい墾こんした田畑が荒れ放題になった農民、無理やりに戦わされた戦場で怪け我がを負い、職場を追い出されて救貧院に入った男たち。子どもを育てるために、自分自身を売り物にする女性たち、玩がん具ぐとして貴族に買われる少女たち、窓や竈かまどの数にまで税を課され、王と教会と領主の三者に稼ぎの八割を奪い取られる市民たち。納税ができなければ、王の権威を後ろ盾だてにした徴税請負人がやってきて、家も土地も持ち物も、さらには家族までも金に換えて持ち去ってしまう。


    　どの都市のどの街角も、少しの間佇たたずんだだけで、住民の悲嘆はすぐに耳に入ってくる。


    　王政の床下に渦巻く負の感情のすさまじさを、ファニアは肌で知らない。


    　このところ、街道沿いの街のいたるところに、王政を揶や揄ゆする風刺画が貼られている。字が読めない民でも内容を理解できるよう、王や王妃が市民の屍しかばねのうえで舞踏する絵や、豚のすがたとなった王妃が幾千の農民を踏みにじるすがた、貴族たちの贅ぜい沢たくのせいで民衆が飢えに苦しむ様子がわかりやすく描かれていた。王政に対する不満を口にするものも公然と出はじめ、野心にあふれる文士たちは「人権」という最近発明された概念を小冊子にまとめ、市民たちひとりひとりに権利があることを謳うたいはじめている。


    　──この流れはもうすぐ、堰せきを越える。


    　いまはまだこれまでの秩序に支配されて、人権という奔ほん流りゆうは王政の堰に止められている状態だ。だがルカの見立てでは、堰が破れるのは時間の問題だ。溜たまりに溜まった民衆の怒りの激流はいずれ王国を襲うだろう。


    　そのときファニアは、どうするのだろう。


    『背負うよ、全部』


    『わたしは王族だから。全部背負うためにここにいるの』


    　ファニアとふたりで同じ馬の鞍くらに背中合わせでまたがったとき。


    　王国はもう終わりだ、逃げたほうがいい、というルカの提案を、ファニアはそんな言葉で断った。気高いファニアは、どれほどの激流を目の前にしようが逃げることはないだろう。王侯の誇りを以もつて時代の荒波に立ち向かい、そして──波に呑のまれる。


    　──ダメだろそんなの。


    　ルカは自分の想像を打ち払う。そんな未来は勘弁してくれ。ファニアには幸せになってほしいし、彼女の願うようにこの社会が変革されていったなら、それに優るものはない。


    　──どうにかなんねえかな。おれになにかできたらいいのに……。


    　いまはジェミニの温情にすがるしかない身分でありながら、ルカはそんなことを思ってしまう。ここにいたら王政に敵対するしか道はないにもかかわらず、ルカは王政と民衆が融ゆう和わする道を黙考する。


    　そのときいきなり。


    「おや風呂とは優雅だね。ぼくも一緒に入るとしよう」


    　真横からそんな声が降ってきて、ルカは悲鳴をあげかけた。


    　ルカたちが客間生活を送った一週間、ずっと外出していたジェミニはそんなことを言いながら、賢者じみた長ローブを脱ぎ捨てる。まさかこの小さな樽たるに裸で入ってくるつもりか。


    「入んな！　出るからちょっと待て！」


    　ルカは慌てて、樽の縁に足の裏を乗っける。ジェミニは笑顔で、


    「遠慮はいらない。男同士、裸で語り合おうじゃないか。なんならガヴーも一緒に」


    「この樽でか!?　お前らふたりでやってろ、おれはいいから！」


    　慌てて樽から出て、布ふ巾きんで身体を拭っていると、ジェミニが告げる。


    「ちょうど良かった、きみの衣装を調達してきたんだ。それに着替えてくれたまえ」


    「……衣装？」


    「きっと似合うよ」


    　怪け訝げんそうなルカの前に、ガヴーが真っ黒な衣服を差し出した。


    　革ブーツに黒ズボン、白の革ベルト、裾の長い黒の上衣。黒一色の布地に白の縁取りと銀ボタン、それから黒の長マント。


    「なんだこれ。軍服？」


    「今夜の仕事に必要なのだ。別の部屋ですでにアステルにも着替えてもらっている。さ、急いでくれ」


    　ジェミニに急せかされ、ルカは怪訝に思いながらもその場で黒一色の軍服に着替えた。質の良い生地で、肌触りも心地よい。客間に戻り、長マントを羽織って鏡台の前に立ってみると、なんだか魔王みたいな出いで立ちだ。


    「気に入ってくれたかね？」


    「よくわかんねーけど。タダでいいならもらってやる」


    　これだけ良い仕立ての服なら、この街を逃げ出したあとで質屋に売れば、数か月分の旅費になるだろう。


    「喜んでプレゼントするよ。よく似合っている。アステルも準備できたかな？」


    　ほどなく、新しい衣装に着替えたアステルが得意満面の表情で客間に戻ってきた。


    「すっごいステキ！　なんかお姫さまみたい！」


    　ルカとほぼおそろいの上衣、ズボン、革ブーツだが、アステルのは白一色で、赤い縁取りと赤のベルト、金ボタンが施されている。羽織っている長マントは表が白、裏地が赤。アステルの言うとおり、見てくれだけは高貴な姫騎士といった感じだ。


    「うむ、素晴らしい！　ふたりでこうして並んでいると、闇の王と光の天使、といった佇たたずまいだね。きっとみんな喜んでくれるよ」


    　感嘆するジェミニに、ルカが問う。


    「……んで？　これ着てどうする」


    　ジェミニは肘ひじ掛け椅い子すに腰を下ろすと、長い睫まつ毛げの下、白銀の瞳を輝かせる。


    「この一週間、きみたちをこの街から逃がすための方策を講じてきた。最初に言ったように、これには長い時間と入念な仕込み、有力者への根回しが必要だ。そして現在、きみ自身の決断が必要な段階に至っている。今夜はきみに確認を取るために戻ってきたのだ。どうしてもこの街から出たい、その気持ちに偽りはないね？」


    　改めてそんな当たり前を問われても、肩をすくめるしかない。


    「……あぁ。そりゃ、すぐにでも出ていきたいさ」


    「そのために、きみはあらゆる献身を厭いとわない。間違いないね？」
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    「……まあ、そりゃ、おれにできることならなんでもやるよ」


    「きみにしかできない仕事をやってもらいたい。それがひいては、この街の住民のためにもなる。……引き受けてくれるかな？」


    　なんだか悪い予感がする。かなりの汚れ仕事を押しつけられそうな気配だ。しかしこうして一週間も仮住まいをさせてもらったのだし、お返しはしなければならないだろう。でないとこれから一生、ジェミニに顔向けできない。


    「言ったろ。できることはなんでもやるって。で、どんな汚れ仕事だ？　安心しろよ、便所掃除でもドブさらいでも、死体洗いだってやってやる」


    　ジェミニはいきなり跪ひざまずき、ルカの両手を取って、真しん摯しな目線を間近から向ける。


    「ありがとう。きみに心から感謝する」


    「なんなんだよ。手握んな。前置きはいいからさっさとなにすればいいか教えろ」


    「きみの仕事はこうだ。ぼくの傍かたわらに突っ立って、住民たちが『うお──』と言ったら片手を突き上げ『うお──』と応える。以上」


    　ルカはきょとんとジェミニの要望を受け取る。意味がわからない。ジェミニはますます真剣に、顔を近づける。


    「練習しようか。うおー」


    　ジェミニの気合いの抜けた雄おた叫けびを黙って受け止め、ルカは五秒間ほど黙考してから、片手を軽く突き上げて、いかにもやる気なさそうに、


    「うおー」


    　ふぬけた声をあげ、片手を突き上げた。


    「うん、悪くない。アステルも一緒に」


    「え、あたしも？　なんかバカっぽくてイヤなんだけど」


    「そんなことないよ。一緒にやるとすごくかっこいいよ。さあ、声を合わせて。うおー」


    「うおー」


    　ジェミニとルカとアステルは三人並んで、ふぬけた声と一緒に片手を突き上げる。ガヴーは腕組みをしながら、うおーと叫ぶ三人を無言で冷たく眺める。何度か練習して、ジェミニが両手を叩いた。


    「うむ、悪くない。では出かけるとしよう」


    　促うながされ、ジェミニのあとに従って、ルカとアステルは一週間ぶりに戸外へと出ていった。


    「なんか、静かだな」


    　三階建て、四階建ての石造りが密に立ち並んだ狭い露地を歩き抜けながら、ルカはそのことに気づいた。ここに来たときはもっと騒がしかった印象だが、今夜はまるでもぬけの殻からみたいに静まり返っている。


    　露地を抜けて広場に出た。ここも人っ子ひとり見当たらない。くしゃくしゃになったビラが十数枚、石畳の上で夜風に流されていた。


    　と、遠くから歓声が聞こえた。目線を持ち上げると、視界を遮さえぎる隔壁のむこうの夜空が、赤く明滅している。歓声はそちらから聞こえてくる。


    「……火事？」


    　火の粉こを従え夜空へ舞い上がっていく煤ばい煙えんが見て取れた。風のなかに硝しよう煙えんが香る。


    「急ごう。目的地は上町だよ」


    　ジェミニの話では、城じよう塞さい都市ウルキオラは住民たちの住む「下町」と、貴族の住む「上町」に区分けされているそうだ。下町と上町は隔壁で区切られていて、住民が上町に移動するには隔壁を穿うがつ市門を通るしかない、とのこと。


    　十分ほど歩いて、その市門前に辿たどり着いた。石造りの市門の左右には円塔が据すえられ、銃眼が下町にむかい穿たれている。


    　が、それより目を引くのは。


    「……おい。死んでっぞ」


    　円塔のてっぺんの櫓やぐらに、上体をだらりと垂らした死体が引っかかっていた。両手を地にむかって差し伸べ、矢の刺さった背中をこちらに向けている。


    　目を戻せば、市門の門もん扉ぴはひらかれており、閂かんぬきが破壊されていた。行く手には住民や衛兵、私兵の骸むくろが十数体、石畳に赤い染みを広げている。


    「……なんだこれ。戦ったのか」


    　ルカはジェミニを問い詰める。ジェミニは素知らぬ顔で、


    「説明している時間はない。急ごう」


    　急ぎ足で市門を通り抜ける。普段なら検問が敷かれているはずだが、そんなものはない。ただ鈍器で殴打されたとおぼしい無む残ざんな兵士の骸が四つあるのみ。


    「暴動か。住民が蜂ほう起きしたんだな？」


    　ルカはジェミニの背に問いかけた。ジェミニは応えず、ただ急ぎ足を前へ送る。


    　市門を抜けて上町に出ると、情景は一変した。


    「…………っ!!」


    　下町に比べると広い街路に、教会や庁舎や石造りの邸宅が建ち並んでいて、窓から炎を吹き上げていた。燭しよく台だいや絵画や高級そうな絨じゆう毯たん、カーテン、銀食器を抱え込んだ住民たちが夜の底を駆けずり回り、盗品を運ぶための荷馬車の奪い合いが始まっている。いがみあう声、罵ば声せい、悲鳴、獣じみた歓声。完全に統制を失った数百名もの暴徒の群れがルカの眼前にうごめいていた。


    「……お前の仕し業わざか」


    　ルカは傍かたわらのジェミニに問いかける。


    「数十年の長きにわたる悪政が生んだ当然の帰結さ。それより領主館へ急ごう」


    　ジェミニは略奪品をさらに仲間内で奪い合う暴徒たちを冷笑しながら横目で眺め、急せかす。


    　ジェミニがなにを企たくらんでいるのかわからない。が、ともかく状況を見極めよう。ルカはジェミニの背を追いながら早足で街路を歩き抜ける。


    　夜空の底で炎が躍っていた。熱風が吹き付けてきて、半分燃えたビラが道の先から飛んでくる。下町でもこのビラが夜風に舞い飛んでいるのを見た。少し気になり、ルカは踏みにじられたビラを拾い上げ、歩きながら確認する。


    　質の悪い紙に風刺画が印刷されていた。


    　王女の衣装に身を包んだ豚を、長マントを翻ひるがえした少年が踏みつけにしていた。その少年の顔には、稲妻のように屈折した入れ墨がある。


    「…………？」


    　風刺画に描かれている少年の衣装は、いま自分が着ているものと全く同じであることに気づいた。また別のビラを拾い上げてみると、今度は同じ少年が王女の冠をつけた豚の首を片手に掲げていた。


    『救国の英雄を追放し、自分の手柄に変えた豚王女』


    『恩知らずの豚王女に制裁を』


    『武器を取れ市民たち、淫いん売ばい王女を殺せ』


    　少年の口元には、そんな台詞せりふが書かれていた。どうやらこの豚は、王女ファニア・ガルメンディアを描いたものらしい。一方、切り落とした王女の首を誇らしげに掲げる少年は、現在のルカと全く同じ風ふう体ていをしている。


    「なんだこりゃ。どういうことだ」


    　ルカもさすがに混乱する。状況の変化に頭が追いつかない。


    「この街から出たいのだろう？　ぼくの言うとおりにしたまえ。とにかく急ぐんだ、黙ってついてくればきみの望みは叶う」


    　ジェミニは相変わらず艶えん美びに笑いながらルカを振り返る。ルカはただジェミニを睨にらみつけ、傍かたわらのアステルに小声で告げる。


    「わけわかんねーけど……まず状況を掴つかみたい。しばらくなにもするな」


    「うん……」


    　アステルはこくんと頷うなずいて、突然、ルカと手を繋つないだ。


    「な、なんだよ」


    「……なんとなく」


    　アステルは決まり悪そうにそう言って、繋いだ手に力を込める。もしかすると心細いのかもしれない。ややどぎまぎしながらも、ルカもふりほどくことはしなかった。いまこの街に、味方と信じられるのはアステルだけだ。どんな状況に陥ったとしても、アステルと離れないようにしよう。


    「……離れるなよ」


    　うん、とアステルは小さく頷うなずき、ルカと歩調をそろえた。


    　進むほど、群衆のわめき声は大きくなる一方だ。そのうち小高い丘の上に建つ、周囲を石垣で囲った豪壮な館が見えてきた。十数人の住民たちが野太い丸太を抱え、閉ざされた鉄の門もん扉ぴに打ち付けていた。


    　一千人以上の民衆が、領主館を取り囲んで蛮声をあげていた。これまで一方的に踏みつけられてきた恨みの声が殷いん々いんと石垣に投げつけられる。


    　──これは、誰も止められない。


    　興奮した暴徒の群れを統制するのは不可能だ。門が破られた瞬間、彼らは館内へ押し入って、待ち構えた私兵たちとの戦闘になる。流血は避けられない。


    　ジェミニは暴徒の群れへ割って入った。たちまち住民たちが気づく。


    「若旦だん那な!!」「おいみんな、若旦那が来てくださった!!」「旦那、頼む、あんたが先頭に立ってくれ!!」


    　住民たちの信望が変に厚い。ジェミニのことだから住民のなかにサクラを仕込んでいるかもしれない。そしてルカは若旦那を呼ぶ声のなかに、妙な声が混じっていることに気づいた。


    「おい、あの黒マント、もしかしてビラに描かれてた……」「顔に入れ墨がある!!　救国の英雄ルカ・バルカだ!!」「おいおい、白マントはあの娘だ、戦場の天使さまだ!!」「剣を十一本も石畳に突き刺した天使アステル嬢!!」「勝利の女神アステル嬢が来てくださった!!」


    　たぶんサクラだろう。予あらかじめジェミニに言い含まれていた台詞せりふを叫んで、住民たちの間を触れ歩いている。


    　住民たちのルカの名を呼ぶ声が高まっていく。若旦那を圧倒し、一千名近い暴徒たちが口々にルカとアステルの名を唱和しはじめた。


    　嵌はめられたことに、ルカは気づく。


    「てめえ……!!」


    　ジェミニの背へ怨えん嗟さを投げる。ジェミニは横顔をこちらへむけて、艶あでやかに笑う。


    「あらゆる献身を厭いとわない、と言ったよね。できる仕事はなんでもする、と」


    「こんな話は聞いてねえ」


    「恩返ししてくれたまえ。ぼくの望みに行動で報むくいるんだ、家来くん」


    　いつのまにか、領主館の表門の前へ辿たどり着いていた。丸太を抱えた男たちが手を止めて、ジェミニとルカとアステルを見やる。


    「若旦那……!!　この方々が、もしや……!!」


    「英雄ルカと天使アステルですかい!?」


    　ジェミニはにっこり笑って応える。


    「ああ、そうだ。救国の英雄ルカ・バルカと戦場の天使アステル・エアハートが我々を救いに来てくださった!!　喜べみんな、勝利はぼくらのものだ！」


    　ジェミニが高らかに宣言すると、一千名以上の群衆の吠ほえ猛たける声が唱和した。


    「ルカ・バルカ!!　ルカ・バルカ!!」「テラノーラ戦役の真の英雄がおれたちの味方だ!!」「あれがアステル嬢だ、なんて美しい!!」「あれでものすごく強いんだ!!　疾風みたいに駆けて、目にも見えない早はや業わざで敵を倒す!!」


    　ルカは遠い目で熱狂する群衆を見やってから、傍かたわらのジェミニへ殺気のこもった双そう眸ぼうを突き立てる。


    「……………………」


    　怒りが大きすぎて、言葉が出てこない。無言の抗議へ、ジェミニはひょうひょうと答えた。


    「この一週間、有力者の間を回ってきみの評判を言いふらしてきた。街頭に講談師を立たせ、悲劇の英雄ルカ・バルカの隠された功績を紙かみ芝しば居い風に話して聞かせるとみんな熱狂してね。それから風刺漫画家に頼んで、きみと王女をモチーフにした風刺画を二千枚ほど刷って街中にばらまいておいたよ。アステルの評判は放っておいても広がっていたから、ぼくはもっぱら街のみんなが真の英雄ルカ・バルカの存在を知ることに注力してきた。その結果がこれだ、みんなすっかりきみに心酔しているよ、いまや街一番の人気者だね、うらやましい」


    「……………………」


    「さあ、では練習の成果を見せるときが来た。みんなの声に応えるんだ、うおー」


    　我が家で練習したように、ジェミニが片手を突き上げる。


    　暴徒の群れが夜空を突き上げる大だい音おん声じようでそれに応える。ルカは凍いてついた眼まな差ざしをジェミニに突き立てたまま、微動だにしない。


    「どうしたんだい、ほら、みんなを励まさないと。うおー」


    　ジェミニは笑いながらルカとアステルを促うながすが、ルカはすっかり凍てつき、アステルは完全に怯おびえて、ルカの手を握ったまま動けない。ただジェミニのあげる掛け声に、黒い雷雲みたいな暴徒たちの鯨げい波はが応える。


    「やってやる、貴族なんか怖くねえぞ!!」「こっちには英雄ルカと天使アステルがいるんだ!!　必ず勝てる、みんな、ルカを信じろ!!」


    　住民たちは口々にルカとアステルの名を呼び、お互いを励ますようにして、再び丸太を鉄扉に打ち付けはじめた。館を取り囲んだ住民たちがリズムに合わせてルカの名を歌う。


    「我らはルカと共に戦う!!　勝利を我らに!!」「貴族を殺せ!!　王族を殺せ!!　豚どもには断頭台をくれてやれ!!」


    　おそらくは誰かが予あらかじめ作詞作曲した歌だろう。サクラに歌わせて民衆の唱和を呼び込み、暴徒の一体感を高める狙いだ。歌に歌われる自分の名前を聞きながら、ルカの焼き切れた脳のう髄ずい神経は煙をあげて灰へ帰す。もはや思考力を失ったまま、鉄扉の閂かんぬきが砕け散る音を聞き、目の前を猛然と駆け抜けて館内へ突入していく暴徒たちのすがたを見、待ち構えていた百名近い私兵たちがカスコート銃を斉せい射しやする音を聞いた。


    　硝しよう煙えんと血の香りが鼻び孔こうを撫なで、蛮声と銃声と悲鳴が交差し、一時間ほどでそれらがやむまで、ジェミニとルカとアステルは破壊された門の脇に佇たたずんでいた。


    「やったぞ、伯爵を討ち取った!!」「おれたちの勝ちだ!!　ざまあみろこの野郎!!」


    　高らかな声があがり、槍やりの穂先に領主ベルトラン伯の首を突き刺した暴徒たちが快かい哉さいをあげながら戻ってきた。ジェミニが呆あきれ顔で、暴徒に声をかける。


    「おやおや、討ち取ってしまったのかい。殺してはいけない、と言ったはずだけど」


    　槍の穂先から伝ってくるベルトラン伯の血を片手に受けて、暴徒は誇らしげに応えた。


    「殺すな、とは聞いてたが、こいつの顔見てたらムカついてきてよ！　つい殺しちまった、ガハハハ!!」


    　毛むくじゃらの大男は得意げに穂先の首を高く掲げると、みなへむかって声を張り上げる。


    「こいつを肴さかなに今夜は朝まで飲もうぜ!!　ガハハハ!!」


    　暴徒たちは大歓声でそれに応えると、意い気き揚よう々ようと略奪品のワインやウイスキーやビール樽だるをあけ、そこかしこで宴会をはじめた。館内から分厚い土地台帳が何冊も持ち出され、次々に燃やされていく。熱の赴おもむくまま、明日のことなどなにも考えていない狂騒だった。


    「………………これからどうする気だ」


    　ようやくルカはぽつりとひとこと、ジェミニに尋ねた。ジェミニは力強く頷うなずいて、


    「ここから十二キロメートル離れた場所で、ウルキオラ連隊二千名が駐ちゆう屯とんしている。連隊長はベルトラン伯の息子、小ベルトラン伯。たぶん朝には、この街を包囲するだろうね」


    「………………」


    「連隊を撃退できたなら、次は王国軍がやってくる。全部で一万名くらいじゃないかな。総司令官は恐らく、王女ファニア・ガルメンディア」


    「……………………」


    「宿命の対決だね。盛り上がってきた。命を救われながら、きみを追放した豚王女に復ふく讐しゆうしてやるといい」


    「…………おい」


    「うん」


    「…………おれは、ファニアと敵対するつもりはねえぞ」


    「はははは！」


    「なに笑ってんだてめえ!?」


    「だって、もう手遅れだよ!?　暴動起こして領主殺して、王族がぼくらを許すはずがないじゃないか！」


    「お前がやったことだ！　おれとアステルを巻き込むな！」


    　怒鳴りつけると、ジェミニは笑顔を保ったまま、感情のない言葉を届ける。


    「きみはぼくの家来だよ」


    「……………………」


    「きみをどうしようとぼくの自由だ。きみはぼくの持ち物だから」


    　ルカはただ黙ってジェミニを睨にらみつける。ジェミニの笑みから、虚うつろで乾いた冷たい風が吹き付けて、真夏なのにルカの体温を下げる。


    「むしろ感謝してほしいくらいだけど。宿のベッドで眠ることもできない流れ者が、わずか一週間で街の救世主になったのだから」


    「誰もそんなこと頼んでねえ」


    　ジェミニは冷ややかに微ほほ笑えみながら、


    「約束は守るよ。きみがやることをやってくれたなら、街から出られるようにしてあげる」


    「……そりゃ助かる。で、いつになる？」


    「王国軍を撃退したなら、大手を振ってこの街を出られる」


    「……………………」


    「ウルキオラ連隊の攻撃をしのぎ、王国軍を相手に持ちこたえれば、王政の衰退を感じ取り、必ずほかの都市でも暴動が起きる。王国軍はこの街にだけ関わっていることはできなくなり、包囲を解かざるを得ない。そのとき堂々と街を出たまえ」


    「……………………」


    「さて、明日から忙しくなるぞ。連隊相手に戦うとなると策が必要だ。きみはいまや住民たちにとって希望の光なのだから、先頭に立ってみなを引っ張っていかないと。戦いに負けたら、きみもアステルもこの街を出るどころか断頭台行きだからね」


    　ルカの肩をぽんと叩き、ジェミニは領主館内へ歩み去った。


    「……………………」


    　心中に吹きすさぶ凍いてつく風を怒りの熱でしのぎつつ、ルカはジェミニの背を見送った。アステルが不安そうに、


    「なにがなんだかわかんないんだけど」


    「……ジェミニに嵌はめられた。これ以上ないくらいに」


    　小首を傾かしげるアステルに、ルカは横目を送る。


    「おれとお前は反乱の首謀者にされちまった。もうじきファニアがおれたちを捕らえに、この街に来る」


    　ルカは彼方かなた、王都ラランディアのある西方の星空を遠望した。ここからラランディアまでわずか二百キロメートルほど。一両日中に、ウルキオラ暴動の首謀者、ルカ・バルカの名前がファニアの耳に入るだろう……。

  


  
    



    　　　　　　二章　英雄


    



    　見上げるアーチ型の天井一面が、極ごく彩さい色しきの聖堂画に埋まっている。垂れ落ちる豪勢なシャンデリア、黄金の天使像、聖人像、視界の果てまでまっすぐ居並ぶ背の高い採光窓、大理石の床、天鵞絨ビロードの絨じゆう毯たん、あらゆる調度品が金と銀と水晶で飾り立てられ、幾重にも光を増幅し、まるで空間そのものが虹であるかのよう。


    　ラランディア宮殿の心臓部、「水晶の間」。


    　いまここには宮廷貴族や廷臣たち、将軍、司教、詩人、歌手、芸術家、資本家、富裕商人などが一千人ほど群れなして、謁えつ見けん式後の歓談に興じていた。


    　今日の謁見式でエデン大使から贈られた最新の「目録カタログ第二十五版」の写しが着飾った貴族たちの手から手へ渡り、十数人のグループが新たな目録を囲んで、前回との変更点や今回新たに登録された「先進兵器アーク」について飽くことなく議論を重ねていた。事情通の宮廷貴族が、集まった貴婦人や田舎いなか貴族たちに現状を説明する。


    「第七次テラノーラ戦役の戦勝により、エデン評議会から贈られたのは二万五千ＧＰグレイスポイント。王国は現在、累るい計けい七万三千ＧＰを所有していることになります。累計ＧＰをどう配分して戦力を強化するかが、今後の王国の趨すう勢せいに深く関わってくるわけです」


    　王と謁見して社交界デビューを果たしたばかりの貴族令嬢が、目録を見て首を傾かしげる。


    「この、熾天使セラフイム級機械兵ミカエルって、いきなり戦場に落ちてきてブールセ参謀総長を戦死させた機体でしょう？　二百二十五万ＧＰって、よくテラノーラ慈善同盟は払えたわね」


    「いろいろ訳ありらしい。エデンは実験を兼ねて格安で慈善同盟に貸したとかなんとか」


    「ずいぶん恣し意い的なのね。エデンは慈善同盟に味方したくせに、どうして王国の夜会に平気で来てるわけ？」


    「エデンはあくまで地上の要請に従って先進兵器を平等に贈与してる、って建前を通しているんだ。こっちだって本音じゃ追い払いたいけど、それをやったら先進兵器は手に入らなくなるから、我慢して友人として振る舞っている。すべては先進兵器のため、ってわけ」


    　説明している宮廷貴族は、日ごろからラランディア宮殿内を歩き回って貴族はおろか衛兵や侍女や下男からも噂うわさ話を収集し、その情報量で面識をさらに広げる人間だった。宮廷という魔ま窟くつにおいて、知人の数というものは最上の武器となる。生きるために情報を収集しているだけあって、知識もそこそこにあり、貴族令嬢が問いかけた根本的な疑問にもすらすらと答えることができる。


    「この国は戦争してポイントを貯めてエデンから景品をもらってるのね。つまり、ガルメンディア王はエデン評議会の臣下、ってこと？」


    　おう、と周りにいた壮年貴族たちが顔をしかめ、貴婦人たちは扇で顔を隠して互いに目配せをしあう。聞いてはならない言葉を聞いてしまったが、しかしその答えも気になった。


    「おいおい、言葉を選んでくれたまえ。エデン大使はあくまで戦勝祝いとしてＧＰグレイスポイントを王に献上しているのだよ。王も返礼として、貴金属や家畜や奴ど隷れいをエデンに贈っている。主人や部下ではなく、対等な立場に立った贈答品の交換だよ」


    　ふーん……と貴族令嬢は気に入らなそうに話を受け止めた。体裁はそういうことになっているようだが、実態はエデンから投げ与えられる玩がん具ぐを地上の君主たちが取り合っているに過ぎない。エデンはそれを見物して笑っている。


    　と、王の間へつづく扉がひらき、世襲貴族のイシドロ伯爵が王女の入廊を告げた。


    　たちまちざわめきが静まり、みなの目が大回廊の突き当たりに注がれる。


    　衛兵がうやうやしく扉をひらくと、金銀宝玉に飾り立てられた空間を、さらなる光のさざなみが遡そ上じようした。


    　おぉ……と感嘆のため息が、居合わせた一千人の口から漏れる。


    　肩と鎖骨のあらわな薄紫の夜会服。布地には綾織りや絹や金糸を散らし、白絹の手袋、胸元に金銀のネックレス、頭には白銀のティアラ。しかし身につけたあらゆる宝玉は、内側から発光するかのごとき王女の美び貌ぼうの増幅器に過ぎない。ひとびとが惹ひきつけられるのは生まれたてのような肌であり、光の加減で白銀と薄紫の間を揺れ動く長い髪であり、伸びやかな肢し体たいと小さな顔と千の星座の折り重なった瞳であった。


    　おのれの美しさを恥じらうように、王女ファニア・ガルメンディアは絡みついてくる二千の瞳のどれとも決して目線を合わせることなく、長い裳も裾すその衣きぬ擦ずれを曳ひき、光の繭まゆで自みずからを包み込む。


    　透明で淡く、凜りんとしながらどこか面おもはゆそうに、みなの注視に対し頷うなずきだけを返しつつ、王女は今日の主賓、エデン大使グレゴリオ・オナシス公爵へ歩み寄った。


    「本日のご訪問に心より感謝をいたします、グレゴリオ公。どうか今夜は心ゆくまでお楽しみください」


    　背筋をぴんと伸ばし、王女の威厳とともにねぎらうと、グレゴリオもうやうやしく左足を一歩引き、頭こうべを垂れて右手を胸の前で流した。


    「こちらこそ歓待に感謝します。ガルメンディア王家にますますの繁栄がありますよう」


    　長い白銀の髪に中性的な顔立ち、それから冷たい紅眼。ミドルレイクの中心、エデン特区を取り仕切るグレゴリオ公自らが王国へ足を運んでいるという事実が、ガルメンディア王の面めん子つを立てている。


    　グレゴリオ公の挨あい拶さつが終わり、頃合いを見計らっていた宮廷楽団が、優美な舞踏曲を奏ではじめた。事前の取り決めどおりに、公爵が王女を誘う。


    「よろしければ」


    「喜んで」


    　ファニアの挨あい拶さつからこの舞踏まで、謁えつ見けん式前に廷臣たちが話し合って決めた儀式の一環だ。居合わせた一千人の貴族や有力者たちは、ガルメンディア王女とエデン公爵の舞踏を見て、両者の蜜月が揺るぎないことを自みずからの生活圏に戻って触れ回るだろう。


    　ファニアは細い背中を公爵に支えられ、彼と見つめ合い、その胸に抱かれながらフロアに円舞を幾重にも描く。居合わせたひとびとは王女のひとつひとつの足運びと、しなやかに湾曲する背中と、公爵の手に委ゆだねられた細い腕の儚はかなさを陶然と見つめる。


    　ファニアがステップを刻むほどに、光の波紋がフロアに爆はぜる。その透明な瞳が憂うれいと切なさを込めて持ち上がるたび、大気が掃き清められ、新たな光の繭まゆが王女と公爵を包み込んでいくかのよう。天井の聖堂画も金銀の調度品もシャンデリアも、王国の総力を結集して築き上げられた水晶の間そのものがいまや、王女の美を天上のそれへ昇華する舞台装置に成り果てる。


    　女神そのものの王女のすがたに貴族たちが魂を抜き取られるなか、ただひとり、ファニアだけが醒さめていた。


    　──踊ってやっているのだぞ。


    　踊りはじめた当初から、グレゴリオ公の無言の声が聞こえている。


    　むろん、そんなものが直接耳に響くわけではない。ただ繋つないだ右手から、背中に回された左手から、押しつけられる胸板から、見つめ合う彼の瞳の底から、そんな声が絶えず聞こえてくる。
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    　──けがらわしい地上の猿が。


    　紅眼の奥が、そうささやいている。


    　──どれほど着飾ろうが貴様などボス猿の娘、ただのメス猿よ。


    　一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そく、いちいちそんな無言の声が伝ってきて、不快でならない。表情にだけはそれを出さないよう、無表情を保ちながら、ファニアは一刻も早く曲が終わることを祈った。


    



    　拷ごう問もんのような舞踏が終わり、グレゴリオ公から解放されて、ほっと一息つける……はずもなく、次はラランディア宮殿を訪れている領地持ちの大貴族、いわゆる世襲貴族たちと歓談しなければならない。彼らの体面を保つために、がんじがらめの作法に則のつとり、近くを通りかかったなら必ずこちらから言葉を掛け、掛けられた世襲貴族はそれぞれの爵位に応じて黙礼なり答礼なり手の甲への接せつ吻ぷんを返す。二百年近い時間をかけて廷臣たちが築き上げてきた宮廷作法が王族と貴族の間で取り交わされて、両者は秩序がいまも維持されていることを作法のなかで確認する。この「型」から外れることは事件であり、事件が起きたならそれはたちまち退屈に倦うんだ貴族たちの口から口へ跳び回って歪ゆがんだ内容が増幅される。


    　今夜はそんな事件が起きた。


    「これはこれは殿下、本日もお美しい！　殿下の御前では宝玉さえ色を失いますな！　リヴァノヴァ皇太子が一ひと目め惚ぼれするのも無理からぬこと！」


    　現王の弟、クラウディオ枢すう機き卿けい。派手な赤い司祭服、小太りではげ頭、温和な笑みを常にたたえる四十八歳はそう言って、おおげさに両腕を掲げる。ファニアは表情を崩さず、


    「皇太子とお会いしたことはありません」


    「いやいやいやいや、殿下の肖像画を見ただけでもう惚れ込んでしまったともっぱらの評判ですぞ。近々、なにやら理由をつけてこちらへおいでになるとか。リヴァノヴァとガルメンディアが婚姻で結ばれたなら、グレイスランドにとってこれ以上の僥ぎよう倖こうはありますまい！」


    　クラウディオは勝手に決めつけると、ひとしきり社会情勢について私見を述べて、それからいかにも忠臣顔で声を潜めた。


    「昨今は卑ひ賤せんのやからが妙なビラを配布しておりましてな。あまりに品がなく、こうした場に持ち出すたぐいのものではありませんが、やや気になるものを見つけまして。殿下さえよろしければお目にかけたく、持参しました。もちろん無理にとは申しませんが……」


    　面倒なことになることを直感しつつも、ファニアは枢機卿の体面を保つために、表情を崩すことなく答えた。


    「構いません。興味がありますわ」


    　枢機卿は胸ポケットから紙片を取り出し、丁てい寧ねいな手つきで広げて、両手でうやうやしくファニアへ献上する。


    　豚の首を片手に掲げた少年の絵だった。


    　少年の顔には稲妻のように屈折した入れ墨。首だけの豚は王女のティアラをかぶっている。


    　少年と豚の傍かたわらに、ご丁てい寧ねいにも人物名が記載してあった。豚はファニア。少年は。


    　──ルカ・バルカ。


    　ずきん、とファニアの胸の奥が痛んだ。


    　表情に出すまいと、ファニアはその痛みを呑のみ込む。


    「なるほど」


    　それだけ答えて、なに食わぬ顔で枢すう機き卿けいにビラを返した。


    「描いた人物の品性が伝わりますわ」


    　皮肉で答えると、周囲にいた貴族たちがさざ波のように笑う。いまのやりとりはきっと、明日には侍女や下男を含めた宮殿中の人間が知ることになるだろう。枢機卿はいかにも申し訳なさそうに頭こうべを垂れて、


    「近衛このえ兵でありながら協定違反を繰り返し、追放となったあの少年……ルカと申しましたか、彼はいまや反乱分子のリーダー格のようですな」


    「……………………」


    「ウルキオラ辺りの反社会的勢力が、大量にこうしたビラを印刷して街道沿いの街にばらまいておるようです。全くけしからん話ですが、看かん過かするわけにもいきますまい。芽のうちに積みませんと、ゴキブリと同じで増える一方。忠心から申し上げて、早急になんらかの手を打つべきかと」


    　しゃあしゃあとそんな言葉を紡つむぐクラウディオ枢機卿を、ファニアは遠く見つめた。


    　──本心にもないことをすらすらと……。


    　なにもしていないフリをしているが、陰であらぬ噂うわさを流してルカを追放せざるを得ない状況を作ったのが、このクラウディオ枢機卿だ。王位を狙う枢機卿は、ことあるごとにファニアを貶おとしめる噂を流し、評判を傷つけてきた。そのくせにいま王女の面前でこんなことを告げてくる。辟へき易えきした気持ちを飲み干して、無表情を崩さずに答えた。


    「なにものであろうと、陛下への反抗がもしあらば、対処の必要はありましょう」


    「仰おつしやるとおりでございます」


    「卿の忠心を疑ったことはありません。興味深いものを見せていただきました。今後ともますます、陛下のために励まれますよう」


    　ねぎらいの言葉を掛けて、黙礼を確認し、ファニアは踵きびすを返して他の諸侯たちへ挨あい拶さつへまわった。


    　再び型に嵌はまった挨拶と答礼の作法を繰り返しながら、しかし頭ず蓋がいのうちには否応なく、ルカがファニアの首を掲げ持つ風刺画が浮かび上がってくる。


    　──ルカ、あなたはわたしを恨んでいますか？


    　いつのまにか自問している。


    　──わたしを憎むから、反乱勢力に加わったのですね……。


    　無理もないと思う。そうされても仕方ない。恩に対して仇あだで報むくいたのは自分なのだから、恨むな、というほうが無理だ。


    　わかっているけれど、しかし、心が軋きしむ。


    　王侯は決して感情を表に出してはならない。いかなる事態に立ち会っても超然とした態度を崩さないことが王の威厳へ繋つながり、臣下を服従させる。だからファニアは懸命に痛みを抑え付け、素知らぬ顔を維持したまま、あまたの貴族たちの体面へ王侯の光輝を撫なでつけていく。


    　なにも変わらないこと。変える必要がないこと。神の代理人たる王の権威は未来永えい劫ごうつづくということ。ファニアはひとりひとりの身分に応じた挨あい拶さつと礼節を通して、その事実をいまここにいる一千人へ伝えていく……。


    



    　コルセットの締め付けから解放され、自室で部屋着に着替えたのは午後十一時のことだった。着替えを手伝った侍女を下がらせ、ひとりになって、ファニアは無言でベッドへ倒れ込み、天てん蓋がいを群れ飛ぶ天使の浮き彫りを仰あおぎ見る。


    「……………………」


    　一日で唯一、就寝前のこの時間だけが、ファニアがひとりの少女に戻ることのできる時間だった。


    　抑え続けていた感情がようやく、喉のど元へこみ上げる。表情が切なく歪ゆがむ。ファニアは両手で枕を掴つかんで、自分の顔に押し当てた。


    「……どうしてこれほど動揺しているの？」


    　顔を覆い隠したまま、自分に問いかける。


    「……落ち着きなさい。感情を制御できないと」


    　自みずからを諭さとし、枕を顔に押し当てたまま、深く呼吸した。


    　──ルカが追放されたのは、わたしが未熟だったからだ……。


    　カルナタカの戦いが勝利で終わった直後。ファニアはこみあげてくる感情を抑えることができず、機械兵ヴェガの肩に立ってルカと抱ほう擁ようし、感謝の言葉を投げた。王族が貧民と抱擁するなど前ぜん代だい未み聞もんであるため、その様子を見ていた兵士たちが口々に噂うわさし、翌日にはラランディア宮殿でその話を知らないものはいなくなった。ルカと二晩をふたりきりで過ごしたことも明らかになり、悪意のあるものたちによって噂はたちまち尾ひれがつけられ、ふたりの関係はふしだらなものとして決めつけられた。ファニアがルカを擁よう護ごすれば「やはり特別な関係だから下げ賤せんのものをかばうのだ」と噂が広がり、ついに擁護もできなくなって、ルカは自分から近衛このえ兵を辞めてしまった。


    　人前でルカと抱擁してしまったことがすべての失敗のはじまりだった。


    　あのときファニアは感情を抑え、超然と兵たちを見下ろしていなければならなかったのだ。王の仮面のわずかな綻ほころびを、ひとびとは喜ぶ。傷口を押し広げ、悪意を詰め込み、噂うわさ話に翼を与える。その結果ファニアの権威は傷つけられ、英雄と讃たたえられるべきルカが不ふ逞ていの輩やからとして追放される。


    　──もう失敗しない。


    　──いかなる状況に陥っても、わたしは私情を抑え込まなければ。


    　それが王族としての在り方だ。人間的感情から遠く離れた、神の代理人として振る舞わなければ、悪意のあるものたちにつけ込まれる。本当は人間であることがバレてはならない。


    　だから。


    　──ルカが敵として立ちはだかったとしても、動揺しない。


    　──ただ静かにその事実を受け止めよう。


    　ファニアは枕を顔から外して、遠い目で天てん蓋がいの天使たちを見つめた。しかし理性がいくら自分にそう言い聞かせても、いたたまれない気持ちは消えてくれない。


    　眠れないまま、どうしてもファニアはルカのことを思い出してしまう。


    　──わたしのホワイト・ナイト。


    　心が勝手に、そうささやく。


    　そのささやきに気づいて、ファニアは顔を赤らめ、また枕で顔を隠す。


    　──なにしてるの、わたし。


    　──バカみたい……。


    　自分を揶や揄ゆしながらも、けれど自然に、ルカとふたりでたどった四月の旅路に心が舞い戻る。


    　青ひげに掴つかまって磔はりつけにされ、心細くて泣きそうなとき、ベオウルフの背に乗って駆け込んできたルカ。鞍あん上じようで彼の胸に抱かれて夜道を駆け、走るベオウルフからふたりで飛び降りた。ふたりきりの洞どう窟くつで一晩を過ごし、いろいろな話をした。貴族の子弟の堅苦しい話とは全然違って、ざっくばらんで楽しかった。ルカには堅苦しい宮廷作法などなにもなく、自然な庶民の言葉でスラムの様子を教えてくれた。言葉は粗野だけれど、心根は紳士のそれだった。あのときのルカの立場であれば、ファニアを自分のものにすることも、敵に売ることもできたはずなのに、ルカがしたことは大切な本を五冊、火にくべてファニアを温めることだった。


    　あの洞窟で、凍えないためにルカにすがりついて眠った記憶が甦よみがえってくる。


    　火が絶えて、眠ったら死んでしまうというのに、疲れ切っていたルカは早々に寝てしまい、生き延びるためにファニアは彼の背に腕を回し、互いの体温で温めあった。


    　彼の胸に耳を当て、心音を聴いた。


    　同じ人間のリズムだった。


    　身分なんて虚飾だと思った。彼は最下層の貧民かもしれないが、内面は王侯貴族より遙はるかに高潔だった。


    　そして、カルナタカの戦い。


    　負けるはずだった第七次テラノーラ戦役は、ルカの献策によって勝利で終わった。


    　囚とらわれていた王女を救い出したばかりか、敗色濃厚な戦況をただの一手で覆くつがえしてみせたのだから、ルカの功績は突出している。七次に及んだテラノーラ戦役における、最大の功労者といって過言ではない。


    　自分の知らない自分に次々に出会えた、三日間の逃避行。


    　自分のことを強いと思っていたけれど、本当は弱かった。涙なんて流さない、と思っていたけれど、簡単に泣きそうになったし、最後には泣き笑いまでしてしまった。本当の自分は弱くて泣き虫で感情的な人間だった──。そのことがわかっただけでも、ファニアはルカとミズキとアステルに感謝したかった。


    　旅が終わった直後、ファニアはルカとミズキを騎士の身分に取り立て、アステルを自分の侍女として登用するつもりだった。燃やした本のお返しに自分の個人図書室の鍵かぎをルカにあげようと思っていたし、そうしたら時々図書室でルカと一緒になれるかもしれないと思った。


    　──ふたりで静かに同じ本を読んで、感想を話し合ったり……。


    　そんな夢想を、ファニアはいまも抱いだく。良い紅茶をいれて、お菓子を食べながら、本の内容をふたりで読み解いていく……。きっと素敵な時間だっただろうな、と思う。


    　けれどもう、その夢は叶わない。


    　ルカ・バルカはいまや、風刺画においてファニアの首を掲げ持つ、反乱勢力の首しゆ魁かいにまでのしあがってしまった。おそらくは、戦役を勝利に導きながら追放された悲劇の英雄、とでも見出しをつけてルカを売り出した出資者がいるのだろう。めざとく賢い出資者であれば、ルカの境遇が反権力キャンペーンの「偶像」として適任であることに気づくはず。


    　しかしルカは、どういう気持ちでその立場に立っているのだろうか。


    　もしかすると、やはり。


    　──わたしが憎いから、だろうか……。


    　どうしてもそれが気になる。憎まれても仕方ないとわかっているが、けれど心のどこかが、ルカが自分を憎むはずがないとさえずっている。


    　──ルカの精神は高潔だ。宮廷にいる貴族よりも、騎士よりもずっと……。


    　──彼はわたしの評判を傷つけないために自分から近衛このえ連隊を出ていった……。


    　──わたしのために、自分を犠ぎ牲せいにしてくれた。だから、憎んではいないはず。


    　身勝手な考えかもしれない。けれどそうじゃないか、と思ってしまう。自問は堂々巡りを繰り返し、答えは出ない。いたたまれなくなり、気づくとファニアはベッドから起き上がってクローゼットへ歩み寄っていた。


    　きらびやかな夜会服や仰ぎよう々ぎようしい大礼服、流行のシュミーズドレスが居並んだなかへ手を突っ込み、奥に隠していた汚れた軍服をファニアは手に取る。


    　旅の間、ルカが貸してくれた彼の上衣だった。


    　頬ほおを赤らめながら、ファニアは上衣を胸の前で抱きしめ、自みずからの心の奥を覗のぞき見る。


    　──また、ルカに会いたい……。


    　覗き込んだ心の奥には、そんな想いがひとつあるだけ。


    　──ルカに会って、謝りたい。


    　──それから、彼がわたしを憎んでいないことを確かめたい。


    　──そうしたら、あとはもう、なにも望まない。


    　──わたしは王女としての道を歩もう。


    　たとえその道がルカの道と対立するものであったとしても。


    　──王道を行こう。


    　ルカの軍服に顔を埋めた。洞どう窟くつの夜の記憶が戻ってくる。胸の奥が、あの夜を思い出して動どう悸きする。みじめな行為だとわかっているが、あるはずもない残り香を軍服のどこかに求める。


    　──ルカ……。


    　ベオウルフの鞍あん上じようで、彼の胸に抱かれていた記憶が戻ってくる。漆黒の闇のなか、追っ手もかかっているというのに、ファニアはあのときなぜか安心して、ルカに身体を預けていた。ずっとこうやって走っていても構わない。そんなことさえ思った。


    　──会えないままは、辛つらい……。


    　甘い追想に耽ふけっていた、そのとき。


    　ドアがノックされ、副官の声が扉のむこうから届いた。


    「夜分失礼します。先ほど急使が届き、早急にお耳にいれたいことが」


    　我に返り、ファニアは慌ててルカの上衣をクローゼットに隠し、部屋着の裾を整えて咳せき払いし、告げた。


    「どうぞ」


    　入室した副官、ウーゴ男爵はうやうやしく一礼し、事件を告げる。


    「昨夜未明、城じよう塞さい都市ウルキオラにて暴動が発生し、街は住民によって占せん拠きよされました。領主ベルトラン伯が惨ざん殺さつされ、亡なき骸がらがさらし者に。現在、小ベルトラン伯が自らの連隊を率いてウルキオラを包囲しております」


    　ファニアは表情を引き締めて、頷うなずきを返す。城塞都市をひとつ奪取したということは、かなり大規模な暴動だ。領主が惨殺されたというのも前ぜん代だい未み聞もん。ベルトラン伯の治政のひどさは聞き及んでいたが、ファニアが思っていた以上に住民の怒りがすさまじいのだろう。早急に王国軍を招集し、暴動を収束させねば、火は各地に燃え移る恐れがある。


    「すぐに王の間へ参ります。あなたは近衛このえ連隊将校を集めてください」


    「御意。それで……お耳にいれたいことが」


    「？」


    「暴動の首謀者は、ルカ・バルカです」


    　潜めたウーゴ男爵の言葉に、ファニアの目が見ひらかれる。


    「アステル・エアハートの名前も、その傍かたわらに」


    　ファニアは自分の足が震えるのを感じる。


    　感情を飲み干せ。ファニアの理性が、そう命じる。


    　ファニアはかろうじて頷うなずきを返す。


    「……わかりました。大たい命めいを仰あおぎましょう」


    　ウーゴのうしろにいた侍女たちが入室し、王に謁えつ見けんするためのイブニングドレスをファニアにあてがっていく。衣装を身にまといながら、ファニアは動揺が表に出ないよう、意志の力を寄せ集めて無表情を取り繕う。


    　──ルカ、あなたはなにをしているの？


    　──本心から、王政に盾たて突くつもりですか？


    　ファニアの心のざわめきが収まらない。城じよう塞さい都市をひとつ乗っ取り、さらに領主を殺したとあっては、もう後戻りできない。王も決して反乱の首謀者を許さないだろう。ここ二百年において最大規模の反乱を主導しているのが、よりによってルカだというのか。


    　あの洞どう窟くつで、ルカと抱き合って眠っているときに見た、あまりに現実的な夢の記憶が舞い戻ってくる。


    　奇妙なほど細部が整った、普通の夢とは手触りの異なる──まるで未来を先触れするかのような夢。


    『ルカ・バルカに栄光あれ』


    『王女ファニアを殺せ、ルカ・バルカ』


    　数万人の汚れた兵士の隊列がそんな歌を歌っていた。その先頭で、二十代くらいとおぼしい青年ルカが、魔獣ベオウルフの手た綱づなを取っていた。


    『きみの思いどおりにはさせない、ファニア』


    『きみの王国を破壊してやる』


    　青年ルカのそんな言葉に、同じく二十代くらいに成長したファニアの声が応じた。


    『わたしは王政を守ります、ルカ・バルカ』


    　数万人の兵士たちがファニアの声に罵ば声せいを返し、革命の歌を歌っていた。


    　たかが夢だ。しかしファニアの意識に絡みついて離れない。ことあるごとに脳裏に舞い戻って、意識の内壁を掻かきむしる。


    「全権をお前に委ゆだねる、ファニア」


    　着替えを終えて駆けつけた王の間にて、寝起きのガルメンディア王は半分あくびをかきながら大命をくだした。


    「首謀者ルカ・バルカの首を持ち帰れ」


    　ファニアは王の御前に跪ひざまずき、拝命する。


    「御心のままに」


    　持ち上げたファニアの表情は、軍司令官のそれに変わっていた。


    　たちまち王国中の貴族に急使が派遣され、各連隊の動員が開始された。反逆者ルカ・バルカの名前は、ガルメンディア王国を越えて、グレイスランド列強へ広がっていった。


    



    　†††


    



    「攻めてこないね」


    　門塔の頂部に造られた櫓やぐら、いわゆる「門楼」に佇たたずんだジェミニは遠眼鏡とおめがねで敵を監視しつつ、にやにや笑いながらそう言った。


    　その傍かたわら、漆黒の兵装に身を包んだルカも気に入らなそうに、朝靄もやのむこう、平原に展開するウルキオラ連隊二千名の布陣を肉眼で確認する。


    「……………………」


    　無言のルカへ、ジェミニはあくまで楽しそうに語りかける。


    「バカ息子としては王国軍が来る前に制圧したいはずだけど」


    　城じよう塞さい都市ウルキオラを包囲するバカ息子こと小ベルトラン伯は、攻めてくる気配がない。地平線から生まれたての太陽が、五つの兵団に分かれた連隊の影を平地の起伏に長くしていた。


    　八月十一日夜に発生した暴動は、十四日朝現在、相変わらず住民側が城塞内を制圧したまま動きがない。


    　ジェミニとルカが佇んでいる石造りの門塔の直下が城門だ。跳ね橋は巻き上げられており、敵は空から堀ぼりにいったん降りてから門を攻撃するしかない。全周十二キロメートルの城壁内に八千人の住民が立てこもって、敵の攻撃を待ち受けている。


    　敵ウルキオラ連隊の野戦砲は三門。いずれも大型の鋳ちゆう造ぞう青銅砲であり、砲撃を開始すれば一日経たずに城壁を破壊することもできるはずだが、撃ってくる気配がない。


    「バカ息子にとってこの街は自分の家だものね。ぼくらごときを相手に、大事な城壁を壊すこともない、と考えてくれてるのかも」


    「……………………」


    「となれば、跳ね橋の留め具を破壊して強引に橋を下ろさせ、機械兵で城門を突破してくる線かな。ヘルヴォール型が二機、あっちで待機してる」


    　ジェミニが指さす方向に、下級三隊サードランク大天使アークエンジエル級機械兵「ヘルヴォール型」が二機、膝ひざをついて駐機しているのが豆粒くらいに見て取れた。周囲にはそれぞれ五十名ほどの随ずい伴はん歩兵を従えて、平原の朝靄に濡れている。


    　兵団の後方に、兵へい站たんを支えている軍付き商人の市場が見えた。あの市場が敵連隊の食料庫であり弾薬庫だ。あそこを焼き払えばこちらの勝ちだが、商人を敵に回せば今度はこっちが兵站を確保できない。焼き払うのではなく、こちらにも商品を供給させるよう仕向ける必要がある。


    　ふふふ、とジェミニは唇の先だけで笑い、ルカを振りむく。


    「今日あたり来るはずだけど。忙しくなるね。せめてバカ息子連隊には勝たないと。ぼくらが勝てば、暴動は一気に飛び火する。この国はめちゃくちゃになる」


    　ルカの仏ぶつ頂ちよう面づらは変わらない。返事もない。ジェミニは小首を傾かしげ、


    「そろそろ機嫌を直してくれないかな」


    「……………………」


    「きみには先頭に立ってみなを鼓こ舞ぶしてほしい。ぼくからのお願いだ。やってくれると信じているよ」


    　ルカはジェミニへ顔をむけることもなく、


    「カネを出してるのは誰だ」


    　質問する。ジェミニは微ほほ笑えんだまま、平原の風に吹かれている。


    「仕送りで生活しているお前に、なぜこんなことができた。お前の資金力じゃ、住民を手なずけることも、風刺画を印刷してばらまくことも、たった一晩で暴動を成功させることもできるわけがねえ。どっかのろくでもねえ大貴族が、お前のうしろにいるだろ」


    　ジェミニは薄い笑いを張り付けたままルカの質問を聞き終えて、目線を敵軍に戻す。


    「きみの賢さを気に入っているけど、無駄な方向に発揮されると面倒くさいね」


    「お前が反体制派の貴族とつるんでるなら、おれは関わりたくない。ファニアと敵対するつもりはねえからな。いいからさっさとスポンサーの名前を言え」


    「知ってもきみにメリットはないよ」


    「クラウディオ枢すう機き卿けいあたりか？　おれを近衛このえ連隊から追い出した張本人だ。味方する義理はねえな」


    　ジェミニは肩をすくめ、冷たい光を瞳に宿す。


    「きみはもっと大きなものを見るべきだ」


    「……………………」


    「いまこのとき、ぼくらは歴史の転換点に立っているのかもしれないのだよ？　それだけでわくわくしないか？　ぼくらの手で世界を変えられるかもしれないというのに、それが誰のカネによるものか、なんて些さ末まつすぎるよ。利用できるものを利用してなにが悪い？」


    「気に入らねーんだよ。お前のやりくちも、お前のうしろにいるやつも、それからいいようにお前に利用されてるおれ自身も」


    　ジェミニは困ったように眉まゆを寄せて、肩をすくめる。


    「だったらどうする？　きみだけで敵軍に投とう降こうしてみるかい？　大好きな王女殿下に会って許しを乞えばなんとかなるとでも？　もうすでに個人の好き嫌いで解決できる問題ではなくなっていることくらい、きみにはわかると思うけど」


    「もう一回言うぞ。ファニアと戦う気はない。世界を変える、とか興味ねえ。お前が勝手に仕立て上げた舞台で踊るつもりは、おれにはこれっぽっちもねえ」


    「約束と違うよ、家来くん。きみにできることはなんでもするはずだけど」


    　ルカはジェミニを睨にらみつけ、繰り返す。


    「……アステルとも相談しなきゃいけない。なにより、お前に嵌はめられたままファニアと戦う決断をしたくない」


    　ジェミニは訝いぶかしげに眉まゆをくゆらせると、しげしげとルカを眺めて、にこりと笑う。


    「きみは噂うわさどおり、王女殿下と特別な関係なのかな？」


    「な……」


    「それとも、きみが惚ほれているだけ？　ファニア、ファニアとずいぶん親しげな呼称を繰り返しているけれど」


    　絶句したルカの顔が、みるみるうちに真っ赤になる。


    「……なわけねーだろ！　おれ、ド貧民だぞ！　身のほどくらいわきまえてっし！」


    「ふむ」


    「ふむってなんだ、てめえ、変な勘違いしてんじゃねーぞ!?　お、おれは殿下のこと、いいひとだから尊敬してて、きっと社会をよくしてくれるから信頼してるってだけで……」


    　しどろもどろで返答するルカをジェミニは楽しげに見下ろし、


    「ぼくも興味を惹ひかれてきた。噂に聞くだけで、王女殿下に会ったことはないから。きみがそれほど心酔するということは、きっとそれなりの人物なのだろうね」


    「……心酔ってのか知らねーけど……いいひとだよ。あのひとなら、いまのおれたちの話を聞いてくれるはずだ。あのひとにむかって引き金を引いたら、後戻りできなくなる。おれたちにメリットはなにもない」


    「ふむ」


    　またジェミニは鼻から息を抜いて、なにやら黙考をはじめた。どうせろくでもないことを考えているのだろうが、ルカは邪推さえ面倒になり、ただ平原の敵連隊を再び遠く見やる。


    　城壁の外は二千の敵、内にはなにを考えているのかわからない腹黒策士と統制の利かない暴徒の群れ。


    　いつの間にこんなややこしい事態に巻き込まれてしまったのか、おのれの運のなさを嘆きたくもなる。


    　──ベッドで寝たくてこの街に入っただけなのに、こんなことになるなんて……。


    　愚ぐ痴ちを飲み干し、これからのことを考えた。ジェミニの言いなりになるのは面白くないが、ともかく目の前の敵連隊に勝たなくては状況がひらけないことは確かだ。


    「籠ろう城じようじゃ勝てねーだろ。城外に友軍はいるのか」


    　問うと、ジェミニはさも当然と言わんばかりに胸を張った。


    「森に騎兵二十騎が隠れてる。こっちが合図したらいつでも相手の背後を襲えるよ」


    「そんだけ？」


    「うん。充分だと思うけど」


    「お前さ……。戦場で戦ったこと、ある？」


    「ない。味方のうち、兵を率いて戦った経験があるのは、きみとガヴー、それに森の騎兵隊長だけだよ」


    　ルカは絶望の目線を虚こ空くうに持ち上げる。こいつは本は読んでいるが、銃剣と弾丸と砲弾が行き交う本物の戦場を知らない。たかが二十騎の騎兵を埋まい伏ふくさせたというだけで悦に入っている。


    　呆あきれつつも、気になっていたことを尋ねた。


    「見た感じ、住民のなかにお前が雇った傭よう兵へいが紛まぎれてるだろ。そいつら全部で何人だ」


    「めざといね。ぼくが直じき々じきに選んで鍛きたえた兵士を三十人、この街に住まわせていた。たった一晩で街を乗っ取れたのは彼らの活躍によるものだよ。傭兵というより、ぼくの親衛隊というべきかな。ちなみに隊長はガヴー」


    「機械兵乗りはいるのか」


    「元機械兵整備工がひとりいるよ。肝心の機械兵は、城内にないけど」


    　ルカは鼻を鳴らし、こちらの戦力とむこうの戦力を比べてみる。こっちはプロの兵士が三十人に、埋伏した騎兵二十騎、それに戦闘訓練を受けていない男性住民が三千数百人ほど。敵連隊が本気で攻め寄せてきたなら一日と持たない戦力だ。


    「勝ち目ねーよ」


    「はははは。諦あきらめが早いね！」


    　なにが楽しいのか、ジェミニはほがらかに笑って立てた親指を前へ突き出す。


    「勝ち目あるとすれば……あいつらの内側だな」


    　ルカは平原に布陣するウルキオラ連隊へ顎あごをしゃくって、話をつづける。


    「連隊の兵士は、この街から徴集された住民や農民だろ？　親兄弟や知人が城内に立てこもってることを知ってるはずだ。戦いになったとき、銃をむけられっかな。貴族に命令されたって、肉親や顔なじみを撃てるもんじゃねえ」


    　ふふふ、とジェミニは喉のどの奥で笑い、頷うなずく。


    「いかにも、そこに期待しているよ。彼らの良心に訴えかけるビラもすでに用意してある。ぼくの紙爆弾の威力は、きみも思い知ってくれたよね？」


    　ルカは気に入らなそうにジェミニを睨にらむ。確かにこいつのビラのおかげで、こんな立場に立たされてしまった。ジェミニの作る風刺画は、時代の空気が的確に織り込まれて、わかりやすく面白いからひとの口に乗りやすい。だが。


    「どうやって敵陣に撒まく？」


    「そこまで考えてない」


    　こいつはバカだか頭がいいのか全くわからない。


    「それで？　ぼくらと一緒に戦ってくれるかい、家来くん？」


    「……目の前の連隊と戦うところまでは協力してやる。だが王国軍が来て以降は約束できない。言ったとおり、おれはファニアとは戦えない」


    　ジェミニは鼻を鳴らし、肩を軽くすくめた。了承の印らしい。


    「王国軍は現在、各駐ちゆう屯とん地から連隊を呼び集めているところだ。集結が終わってここに来るまで、早くて十日間前後と見てる。戦えないというなら、きみとアステルには、住民の士気を保つ仕事を頼みたい。特に女性たちは、現状が不安で心配なんだ。彼らに歩み寄り、励ましてくれたまえ。頼むよ」


    　ルカは口をへの字に曲げて返事に変え、ジェミニをその場に残して門塔を降りた。ジェミニには借りがあるし、住民を励ますくらいはしなければ。


    　アステルを探してぶらぶらと城内を歩いていると、ルカに気づいた住民たちが手を振ったり歓声をあげたり、駆け寄って握手を求めたりする。顔の入れ墨という特徴があるから、目立ちやすいのだ。彼らはルカを「悲劇の英雄」と信じて疑っていない。辟へき易えきした気持ちが表情に出ないよう気を配りながら、適当に歓声をいなしつつ、ちんたら歩く。


    　領主館の敷地内の広場で、男性住民たちがカスコート銃の射撃訓練を行っていた。弓を扱うには長期に及ぶ肉体の鍛錬が必要だが、銃は発射手順を覚えれば貧弱な肉体でも簡単に撃てる。領主館の地下貯蔵庫に二百丁余りのカスコート銃が隠されていたらしく、新しい武器を手に入れた住民たちは嬉き々きとして装そう填てんの仕方、照しよう準じゆんの付け方、発砲の仕方など、指南役ガヴーの指導を受けていた。二列の横陣を組んだ住民の間から紙袋を割るような発砲音があがり、青白い硝しよう煙えんが夏空へ溶けてゆく。


    　その広場の一角に女性たちが溜たまっていた。目を送ると、白い軍服を身につけたアステルがいる。ルカのすがたに目を留め、真顔で手を振る。


    「あ、こっちこっち！　あんたもみんなの話聞きなさい！」


    　するとアステルを囲んでいた年増の女房や若い女性たちが、ルカを見て歓声をあげ、一斉に手を振った。ルカは棒立ちのまま戸惑う。アステルが同い年くらいの少女三人を連れて走り寄り、真剣な表情でルカの手を取った。


    「みんなを元気づけないと！　あんたそういう立場なんだから、早く！」


    「おい、おれはそういうの全然……」


    「若旦だん那なからお話聞きました！　すごいかたなんですよね！」「ファニア王女とも仲良しだとか……！」「お話聞かせてください！　わたしたち、本当に、ルカさんが来てくれてうれしいんです！」


    　顔の入れ墨のおかげで宿にも泊まれなかったのに、いまは見知らぬ少女たちがあこがれに目をきらきらさせながらルカを誘う。ずっと他人から蔑さげすまれ、嫌われるのが当たり前だったから、こんなに好意をむけられるとどう対処していいかわからない。


    　ほとんど強制的に女性たちのおしゃべりの場に連行されて、領主の食料貯蔵庫から運び出したとっておきの干し肉や塩漬け肉や小麦の白パン、赤ワインなどを振る舞われ、第七次テラノーラ戦役における活躍について話をせがまれた。


    「……別に。成り行きで王女を守るはめになって、死ぬのイヤだから戦って……。最後は王女が旗振って勝った。終わり」


    　顔を赤らめながらぶっきらぼうにそう言うと、女房たちが黄色い歓声をあげる。


    「謙けん虚きよだねえ！　うちの旦だん那なみたいに話大きくして威張り散らしたりしないんだ!?」「紙かみ芝しば居いで見たよ！　青ひげ連隊相手にお姫さまを守り抜いたんだろ!?」「アステルと一緒に一万人くらいの敵をやっつけたんだってね！　あんたたちがいてくれて良かったよ、あたしたちみんな心配で心配で！」


    　のしかかってくるような勢いに気け圧おされ、ルカはただ引きつった顔をあらぬ方向へ背そむけ、


    「……話が大きくなってる。……一万人相手に戦ってねえ……」


    　しどろもどろに返事すると、傍かたわらのアステルがルカへ頼む。


    「みんなの話を聞いてあげて。かわいそうなんだよ。あたし、なんかちょっと、いろいろ頭に来てるし……」


    　いつも能天気そうなアステルが珍しく、表情に憤いきどおりをにじませていた。すると女房たちの表情にもたちまち怒りや悲しみが宿り、口々に領主側の蛮行を訴えかけてくる。


    「あたしたちだってこんなことしたくなかったさ！　でもほかにどうしようもなかったんだよ！」「ここの領主の言いなりになってたら、まともな生活もできない、家族は兵隊に取られちまう、口答えしただけで牢ろう屋や送り！　家畜のほうがマシだよ！」「外にいる兵隊だって、中身はわたしたちの息子だよ!?　どうして貴族の都合で家族が殺し合わないといけないのさ!?」


    　重税、労役、徴兵。いまの時代、どの街へ行っても民衆は似たような窮状に苦しめられている。しかしここ城じよう塞さい都市ウルキオラは、領主ベルトラン伯の領主権が行き過ぎていたようだ。


    　女房たちの話によれば、ベルトラン伯は気に入った女性住民を妾めかけとして囲い込むことを好んでいた。女性が話を断ったなら、さまざまな嫌がらせを周囲の家族や友人に対して行い、妾となるしか生きる道がなくなるように追い込んで、自分に奉仕させていた。館に入ったまま帰ってこない女性を心配し、引き取りに赴おもむいた男たちは、領主に命じられて互いに決闘させられたり、過酷な賦ふ役えきに従事させられたり、反逆罪で投獄されたりした。


    　領主は住民の人格を踏みにじろうと、領主権を王政に保障されており、罪に問われることはなかった。徴税請負人は領主権を振りかざし、私兵の暴力を用いて力尽くで住民たちの私財を差し押さえ、女性や子どもを取り上げた。財産だけでなく家族の人生まで弄もてあそばれてきた恨みが、今回の暴動に繋つながっているのだ。


    　ルカは暗あん澹たんとした気持ちになる。


    　大切なひとがそんな目に遭あえば、命を賭として逆らうのも当たり前だ。もしもシルフィが貴族の慰なぐさみ者にされようとしたら、自分だって命がけで抗あらがい、どんなに相手が強かろうが戦っただろう。目の前にいるひとたちは、実際にそんな苦しみを味わわされている。想像さえ及ばないがきっと、自分の肉体が引き裂かれるより痛かったに違いない。


    「わたしたち、間違ってるのかい？　黙って貴族の言いなりになってりゃ良かったって、あんた思うかい？」


    　領主にひとり娘を弄もてあそばれ、自死させてしまったという女房が涙ながらにそう尋ねる。


    　ルカは目線を翳かげらせ、首を左右に振る。


    「……領主がおかしい。くるってる。そんなやつの言いなりになる必要ない」


    　ぽつりと、けれどきっぱりと言い切ると、女房たちの間からすすり泣きが漏れた。広場の発砲音が、夏空にまた高く響いた。


    「むこうはなにしても良くて、こっちは口答えしただけで罰を受けるっておかしいよ。ファニアはそんなの、正しいと思ってるのかな」


    　アステルがそんなことを聞いてくる。単純な質問だが、すぐに答えるのは難しい。


    　体制に逆らい、王侯貴族に反旗を翻ひるがえすこと。


    　それは「悪」なのだろうか。


    　既存の秩序を破壊し、自分たちに都合の良い新しい秩序を打ち立てること。


    　それは「正義」なのだろうか。


    　理想のために戦った結果、敵味方問わず罪もない人間の手足がもぎ取られ、命が奪われることは、悪だろうか、正義だろうか。


    　なにが正義で、なにが悪なのだろう。


    　いや、そもそもそれは、正義とか悪とかの二元論で語るべき問題なのだろうか。


    　ルカはそんなことを考えてしまう。答えは出ない。目線を上げると、濃い夏空を大きな入道雲がくりぬいていた。大きすぎるなにかが地上の争いを眺めて笑っているような、あまりに清潔な白だった。


    　──どこに行こうとしてんのかな、おれ。


    　自問したそのとき不意に、シルフィの最さい期ごの言葉が耳の奥に響いた。


    『おにいちゃんは、弱いひとや、困ってるひとのために、戦うひとだと思うの』


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、お兄ちゃんが変えるの』


    　自分には遠い話だと思っていたのに、いま、そうしたひとたちが自分を頼って、泣きながら窮状を訴えかけてくる。まるであのときシルフィには、いまのルカの状況が見えていたかのように。


    　──おれがこのひとたちのために戦えば、シルフィは喜んでくれるかな。


    　そんなことを思う。


    　──おれのこと、誇りに思ってくれるかな。


    　シルフィに恥じないように行動したい。シルフィを亡くしてからずっと、ルカはそのことを胸に留めて生きてきた。なにかを決断しなければならないとき、ルカのよりどころはシルフィだった。四か月前にファニアを守って敵中突破したのも、胸の中のシルフィがそうするようにささやいたからだ。


    　いまの自分がどうするべきか。シルフィなら、なんて言うだろう。


    　自問して、すぐに自じ嘲ちようする。


    　──答えなんて、とっくに出てんだよな。


    　入道雲を見上げながら、ルカはそう思った。天頂にさしかかるほど大きな白に、シルフィの笑顔が透けていた。


    『わたし、そんなおにいちゃんが大好き』


    　最さい期ごの言葉がまた、風のなかに響いた。


    



    　教会の鐘が乱打されたのは昼下がりのことだった。


    　ガヴー、アステルと共に、戦闘になった際の細かい作戦について協議していたルカは、慌てて朝方にジェミニと語った門塔に登った。


    　門楼にはジェミニと共に、五人の傭よう兵へいがカスコート銃を構えていた。ルカは石の柵から身を乗り出し、平原を見渡す。


    「来やがった」


    　真っ青な軍服に身を包んだウルキオラ連隊が軍楽隊の伴奏と共に前進を開始していた。


    　先頭には熟練兵とおぼしい散兵が五十名ほど。陣形を組まず、各自が戦況を判断して自在に動く厄やつ介かいな兵科だ。その後ろから巨大な鉄てつ鎚ついを両手で持った大天使アークエンジエル級ヘルヴォール型機械兵が二機、それぞれ五十ずつ随ずい伴はん歩兵を従えてつづく。あの鉄鎚は城門を破壊するためのものだ。城門前に辿たどり着きさえすれば、機械兵の本領が発揮されるだろう。


    　さらに背後から歩兵五百名の五列縦陣が行進してくる。残り千五百名の歩兵は平原に展開したまま動きがなく、三門の野戦砲も沈黙したままだ。司令官である小ベルトラン伯は鎮圧後のことを考え、城じよう塞さいの防御施設の破壊を極力行わない方針らしい。


    　ルカはジェミニから遠眼鏡とおめがねを奪い取り、兵の表情を観察する。


    「砲撃が来ないのは助かるぜ。散兵と随伴歩兵はプロだがうしろの歩兵はやる気ねーな。あれ、徴集兵だろ？　自分らの家族や知り合いと戦うことがわかってるツラだ」


    　前進する歩兵五百の周囲を、軍曹や槍そう騎き兵へい、曹長、中隊長が取り囲んでいる。兵が逃走したならその場で射殺できる構えだ。


    　ルカ自身も戦列歩兵として、敵の砲弾が降ってくるなかを何度も前進させられたから、わかる。いま城門へむかってくる兵の顔は明らかに戸惑い、強こわばっていて、味方に殺されるのがイヤだから仕方なく前進している。


    「戦意が高いのは散兵と機械兵小隊だ。あいつらやっつければしばらく持ちこたえられる。ガヴー、アステル、手はずどおり頼むぜ。おれは跳ね橋の操作が終わったら降りる。最初が肝心だ、ガツンとやってやれ」


    　命じると、白い軍服に白いマントを翻ひるがえしたアステルが無邪気そうに笑う。


    「んじゃ、行ってくるねー。ガヴー、よろしく！」


    　ガヴーは無言で頷うなずき、巨大な十字鉾ほこを片手で肩に担いで、アステルと一緒に身を翻す。事前の打ち合わせどおり、彼らの持ち場は城門手前の広場だ。


    　そのときなんとなく気になって、アステルの背中に声を掛けた。


    「アステル、あの身体にぴったりした服、その下に着てるのか？」


    　ん？　とアステルは振り返り、また笑った。


    「プラグスーツ？　着てない。暑いし」


    　アステルの荷物にはいつも、エデンから墜おちてきたときに着ていた、あの不思議なスーツが入っている。しなやかなのに防弾性があって、撃たれても弾丸の衝撃を拡散してしまう。戦いのときには着ていたほうがいいのだが。


    「大丈夫かよ。あれなしで撃たれたら、怪け我がくらいするんじゃねえの？」


    「んー、したことないからわかんない！　でもたぶん大丈夫だよ、人造人間だし」


    　こいつ、テキトーだなあ……と呆あきれながらも、まあきっとアステルのことだから大丈夫だろう、と思い直した。


    「ガヴー、さっき言ったとおり、アステルはオーバードライブしたあと一日動けなくなる。稼働時間短いんだ、回収頼むぜ」


    　荒く削った黒こく曜よう石せきみたいな巨きよ躯くがルカを振り返り、奥まった瞳に戦士の色をたぎらせて、また無言の頷きが返る。


    「ガヴーって見た目は怖いけど中身は親切なんだよ！　お風呂入れてくれるし、料理もできるし！　頼りにしてるね！」


    　アステルがそう言ってガヴーを見上げて微ほほ笑えむ。ガヴーはただ無言の頷きを返し、ふたり並んで階段を下りていく。さっき戦術について話した感じから、ガヴーは戦闘経験が豊富な優れた戦士だとわかった。この城内では数少ない、戦力として見込める男だ。


    　目を平原に戻すと、散兵たちが空から堀ぼりに梯子はしごを投じて降りはじめていた。城壁の壁塔から、カスコート銃の取り扱いを覚えたばかりの住民が銃撃を仕掛ける。


    　はじめから期待していないが、それにしても全く当たらない。カスコート銃の弾はまっすぐ飛ばないし、指揮を執れる人間もいないから斉せい射しやもできない。各自が勝手にぱらぱらと撃つだけでは当たるはずもなく、またひどいものになると撃つ前に弾丸が銃口からこぼれ落ちてしまっていたりする。先込めの滑かつ腔こう銃じゆうだから、撃ちおろしの際は布きれを滑り止めとして弾丸と一緒に詰める必要があるのだが、布を忘れているのだろう。敵散兵はそれを見て自信を強め、空から堀ぼりの底を歩き抜けて、巻き上げられている跳ね橋のたもとへ這はい上がっていく。


    　ジェミニは悠然と直下の様子を見やりながら、


    「やはり跳ね橋を狙ってくるね」


    「うまいこと引っかかってくれるといいけど。タイミングが大事だぜ」


    　ルカもジェミニと並んで石の柵から直下を眺め、跳ね橋に取り付いた散兵たちが垂直に立った状態の欄らん干かんをよじ上り、鎖の留め具へノコギリを当てたのを確認した。


    　まさに留め具が破壊されようかというところで、ルカは後方を振り返って怒鳴る。


    「いまだ、橋を下ろせ！」


    　合図を受けた兵が、城門前の広場にいる別の兵士にむかって小旗を振った。事前の打ち合わせどおり、兵士は巻き上げ機のストッパーを外し、乱暴に跳ね橋を下ろす。


    　勢いよく鎖が解かれ、取り付いていた散兵もろとも木製の橋げたが自由落下じみた勢いで倒れ、空堀に架かった。


    　敵が歓声をあげる。留め具を破壊したと思ってくれたようだ。待機していたヘルヴォール型二機が勇ゆう躍やく、随ずい伴はん歩兵を従えて跳ね橋を渡り、城門の鉄柵の前へ辿たどり着いた。


    　一機が進み出て、鉄製の落とし格ごう子しへ鉄てつ鎚ついを叩き込みはじめた。体長五メートル半、三千八百馬力の巨人が間断なく繰り出す打撃に、落とし格子が軋きしみはじめる。城門や堡ほう塁るいや堅けん牢ろうな歩兵陣の破壊こそが機械兵の本領。ごーん、ごーんと弔ちよう鐘しようじみた音が響くたび、格こう子しが歪ゆがみ、地に突き立った鉾ほこがずれて、軋みながら内側へ膨らんでいく。


    　ついに落とし格子が倒壊し、機械兵二機を先頭にして、散兵五十名と随伴歩兵百名が蛮声をあげながら城内へ突入してきた。さらにその後方から歩兵五百名がつづく。


    「よし、橋を巻き上げろ!!」


    　五百名が橋に足を踏み入れようとした直前、ルカは再び号令を発する。


    　兵士が今度は巻き上げ機で橋を巻き上げる。留め具の破壊されていない跳ね橋が、再び橋げたを持ち上げる。五百名は空堀を前にして動きが止まる。城内に突入した敵連隊兵は孤立した格好だ。


    「おっけ、行ってくる！」


    　ここまではうまくいった。あとは城内の敵兵をぼこぼこにするだけ……だが相手も幾多の戦場で生き抜いてきた熟練兵、そう簡単じゃない。ルカは息せき切って門塔内の階段を駆け降りて、城門前の広場へと降り立った。


    　すでに住民側と敵歩兵及び機械兵二機の戦闘がはじまっていた。広場を囲んだ円塔や隔壁の頂部から住民たちがカスコート銃を撃ちおろしているからこっちが有利なはずなのだが、相変わらず命中しないし、相変わらず銃口の先から弾丸がこぼれ落ちて、あまり頼りにならない。


    　地上ではガヴーの指揮する親衛隊三十名が先頭に立って、真っ青な軍服を着た敵へ銃撃を浴びせ、銃剣を交わしていた。こちらはなかなかさまになっている。敵も精鋭だが、ガヴーの戦闘力が突出しているのはひと目でわかった。


    　いかつい鉄製の十字鉾ほこの鉾先をガヴーは軽々と腰のうしろまで回し、棒きれを振り回すように一気に横へ薙なぐ。巻き込まれた熟練兵が四、五人まとめて夏空へ弧こ線を描く。腰の引けた敵の面前へ歩み寄り、また無造作に薙ぎ、青い軍服が波なみ飛沫しぶきみたいに宙を舞う。海を割る聖者みたいに、ガヴーはひとり、青い軍服の波飛沫を蹴け立て敵群を行く。


    　ルカも五年間の従軍経験があるが、これほど単体で強い戦士を見たことがない。あの勢いなら機械兵だって倒せるのではなかろうか。そんなことを思っていると、ヘルヴォール型が一機、ガヴーの面前まで進み出た。


    　ガヴーは逃げる様子も見せず、奥まった瞳にヘルヴォール型を映し、真正面から対たい峙じする。


    　正気かよ。


    　呆あきれた刹せつ那な、ソーマエンジンが猛たけり、ガヴー目がけて上段から鉄てつ鎚ついが振り下ろされた。


    　石畳が砕け散る。二メートル近い巨きよ躯くが横ざまに跳び、片膝ひざをついて敵機を睨にらむと、ヘルヴォールの膝を目がけて十字鉾を薙ぐ。


    　ガキィ、と鈍い金属音。ヘルヴォール型の五メートル半の巨体がわずかに揺れるが、膝は壊れない。ガヴーは巨体に似合わぬ俊敏さで横へ移動しながら敵操縦士の死角へ入り、膝への一撃を狙う。単座機の視界が極度に狭いことを知っているものの動きだ。恐ろしいことにガヴーは機械兵と一対一でまともな勝負に持ち込んでいる。


    　だが敵随ずい伴はん歩兵が黙っていてくれない。ガヴーを目がけて銃撃し、銃剣を突き付けてくる。さすがに歩兵と機械兵が連携されると個人で太た刀ち打ちできるはずもなく、ガヴーも劣勢を余よ儀ぎなくされる。


    　せっかく敵を城内に閉じ込めたものの、それでも戦力はむこうが上だ。跳ね橋が巻き上げられても敵熟練兵は焦りの色も見せず、二機の機械兵を盾たてにして銃撃を防ぎながら着実に拠点を確保していく。


    　隔壁上に十名ほどの住民が立てこもって、盛んに銃撃を浴びせていた。ベルトラン伯が住民蜂ほう起きに備えて築いた隔壁であり、効果的に敵だけを狙える位置にあった。しかし機械兵が壁の根元に鉄鎚を見舞うとたちまち倒壊し、不幸な住民十名が悲鳴もあげずに瓦が礫れきに埋もれた。たちこめる粉ふん塵じんのさなか、機械兵の巨影が悪魔みたいにうごめいて、ほかの住民たちに怯おびえが伝でん播ぱする。


    　広場を駆ける青が増えていく。地に倒れているものは、軍服を着ていない住民たちがほとんどだ。


    　やはり機械兵を駆逐せねばどうしようもない。こちらは円塔や建物の高層階に陣取って上方から銃撃できるのが強みだが、機械兵は建物そのものを破壊してしまう。ガヴーが配下の親衛隊を指揮して機械兵に接近しようとしているが、相変わらず随伴歩兵に掣せい肘ちゆうされるとなすすべがない。


    　ルカは周りを見回し、広場の一角に積み上げた土ど嚢のうの背後に走り込んだ。アステルは事前の打ち合わせどおり、純白の軍服とマントに身を固め、短剣を片手に出番を待っていた。


    「機械兵が邪魔だ。頼むぜアステル、お前じゃなきゃできない」


    「……あのさ」


    「？」


    「動けなくなったあと、あんたがごはん食べさせてね」


    　なにを言ってるのかわからなくて、ルカは首を傾かしげる。アステルは顔を赤くして、うつむいて目線を外し、


    「ほ、ほかのひとだと、やりにくいじゃん。あんたなら、その、慣れてるからさ」


    「あ、あぁ。そういうこと。……別にいいけど」


    　どうやら見知らぬ他人に介護されるのがイヤらしい。普段は態度がでかいくせに、しょうもないところは気にするみたいだ。


    「さて、行ってこようかな」


    「おぉ。味方に撃たれんなよ」


    　ルカは広場を見回しながらそう言った。さっきから気になっていたのだが、一部の住民が平気で白はく兵へい戦せんのただなかへ発砲していて危なっかしい。乱戦中の味方を助けようとして撃っているのだろうが、カスコート銃の命中率では照しよう準じゆんなどあてにならず、敵味方が入り乱れているなかへ発砲したなら味方にも当たってしまう。


    　ルカの心配をよそに、ゆらり。


    　アステルは土嚢から顔を出すと、白いマントを翻ひるがえして広場へ歩み出た。


    　見栄えすることを目的にジェミニが選んだ軍服だけあって、戦場へ紛まぎれ込むと本当に天使みたいにその場から浮き立って見える。


    　散歩するように広場のただなかへ歩いていき、すうっとひとつ息をついて、それからふわりとうしろで束ねた金の髪が持ち上がる。


    　羽織ったマントが、白い筋となる。


    　一いつ颯さつの風が随ずい伴はん歩兵の分厚い壁を吹き抜け、ヘルヴォール型機械兵の背面ハッチがいきなり吹き飛ぶ。


    　驚きよう愕がくして振り向いた操縦士の目に、白はく皙せきの美び貌ぼうが映り込む。


    「エンジン切らずに、降りて」


    　ハッチに掛かっていた鉄製の閂かんぬきが無む残ざんにひしゃげていることと、搭乗席内を覗のぞき込む少女の片手に短剣が握られていることを確認し、操縦士は慌ててソーマエンジンを駆動させたまま地面へ飛び降りる。


    「ガヴー！」


    　アステルの呼びかけに、ガヴーが無言の頷うなずきを返す。アステルはふわりと地へ降りたって、随ずい伴はん歩兵を二十人ほどまとめて吹き飛ばす。打ち合わせどおり、機械兵を操縦できる親衛隊員がひとり、信じられないものを見る目でアステルを見やってから、仲間の手を借りてヘルヴォール型の背面ハッチへ片手をかけた。


    　一機を鹵ろ獲かく。


    　もう一機はいままさに、住民が立てこもる円塔の基部を破壊しようと、鉄てつ鎚ついを持ち上げていた。あれが振り下ろされたなら、また勇敢な住民が瓦が礫れきに埋もれる。


    　アステルの翡ひ翠すい色の瞳が再び静かに輝く。踵かかとの下に火花が爆はぜる。


    　転瞬、随伴歩兵たちが四方八方に吹き飛ばされ、白銀の稲妻が背面ハッチを直撃する。


    　ハッチの隙すき間まに突き立った短剣が閂かんぬきを飴あめみたいにぐにゃりとねじ曲げ、アステルは左手で強引に扉そのものをもぎとる。


    　操縦士の背中へ先ほどと同じ要請を送ると、相手は恐怖に顔を歪ゆがめ、両手をあげて地面へと飛び降りる。


    　アステルは背面ハッチに片足を乗せたまま、広場の一角、土ど嚢のうのむこうのルカを確認する。


    「お仕事終了。あとよろしくー」


    　手を振ると、ルカが慌てて土嚢の陰から飛び出してくる。


    「早くねえか!?　でもよくやった！」


    　地上からルカが怒鳴り、差し出された腕のなかへアステルは力なく落下する。


    「うわっ！」


    　アステルを全身で抱きとめ、ルカはほっと一息ついた。まだ一分間は経過していないはずだが、空腹だったのかもしれない。


    「よくやったぞ。あとでいっぱいメシ食わせてやっから」


    「うん」


    　アステルはしどけなく、ルカに全身を預けている。なんだか安心して、ルカは左手をアステルの髪に突っ込み、撫なでた。


    「ルカ」


    「うん？」


    　はじめてアステルに名前を呼ばれ、若じやつ干かん戸惑う。


    「人造人間も、撃たれると死ぬのかな」


    「おれに聞かれても……え？」


    　ルカは右手が生温かいことに気づいた。アステルの背に回していた手をそっと外すと、ぬるぬるした真っ赤な液体が手のひらに付着していた。


    「え……？」


    　アステルの両膝ひざが崩れる。マントに穴が開いている。慌ててマントを剥はぎ取ると、軍服の背に弾だん痕こんがひとつ開いていて、血がそこから流れ出ていた。


    　アステルの長い睫まつ毛げが閉ざされている。苦しそうな表情で、ぴくりとも動かない。


    　撃たれている。


    　弾痕は右肩けん甲こう骨こつの下あたり。人間なら肝臓のある場所だ。


    「アステルっ!!」


    　ルカの悲鳴に、アステルは応えない。握った手に力がない。


    「衛生兵!!　衛生兵……っ!!」


    　焦って、いるはずもない衛生兵を呼ぶ。気づいた住民が担たん架かを持って駆けつけ、傷ついたアステルを乗せる。


    「アステル、しっかりしろ、死ぬなっ!!」


    　ルカは懸命に呼びかけるが、アステルは返事しない。苦しそうな表情で、腕をだらりと垂らし、ただ傷口からとめどなく出血している。


    「ルカさん、機械兵を……っ!!」


    　ジェミニの親衛隊員がルカに呼びかける。事前の打ち合わせでは、アステルによって鹵ろ獲かくした機械兵二機のうち一機をルカが操縦する手はずだった。住民たちがロープの先端に付いたかぎ爪づめをハッチの縁に引っかけて、早く搭乗するようルカを促うながす。


    「くそ……っ!!」


    　ルカは血走った目で戦場を睨にらみつける。アステルを介抱してあげたいが、戦いに負けてしまっては元も子もない。


    「待ってろアステル、すぐ戻るから……っ!!」


    　広場から運び出される担架へむかってそう叫び、ルカはロープを掴つかんで搭乗席に滑り込んだ。四か月前のダス・フロレス平原の戦いの際に同じ型を鹵獲したから操縦はわかる。


    　フットペダルを踏み込み旋転させると、敵随ずい伴はん歩兵が怯ひるんだのがわかった。ルカはためらうことなく随伴歩兵の群れへ踏み込んで、巨大な脚部で蹂じゆう躙りんする。機械兵が二機とも鹵獲されるとは思ってもいなかっただろう、守るべきものを失った随伴歩兵の間にも動揺が走る。


    「いまだ、撃て、撃ちまくれ!!」


    　住民たちの銃撃が勢いづく。敵歩兵は機械兵の陰に隠れることができなくなり、逃げ場を失う。投とう降こうするものが出はじめ、ほどなくして潰かい走そうがはじまった。壊れた落とし格ごう子しを踏み越えて、逃げる敵兵は深さ五メートルほどの空から堀ぼりへ飛び降り、大勢のものが足を折る。


    「夜は冷えるぜ、毛布代わりにとっとけ!!」


    　空堀の底で動けなくなった十数名の敵兵へ、住民たちがジェミニお手製のビラを大量に投げつける。おそらくは夜間、空堀の底の負傷兵たちを回収するために連隊兵が送られてくるだろうから、彼らと一緒にジェミニのビラも敵陣へ辿たどり着き、ゆっくりとその効果を発揮するに違いない。


    　城内からすべての敵を駆逐したことを確認し、ルカは機械兵を駐機させ、搭乗席から転がり出た。住民がすぐに駆けつけ、知らせる。


    「負傷者は領主の別宅に収容しました、アステルさんもそこに……！」


    　案内を頼み、ルカは息せき切らして住民のあとについた。周囲では戦勝に沸わき立つ住民たちがしきりにルカの名前を呼んでいる。だがルカは歓呼に応えることもせず、ただアステルの無事を祈り、走った。


    



    　ジェミニは戦いがはじまったときと同じく、門楼に佇たたずんで平原の風に吹かれていた。眼下、潰かい走そうする敵が空から堀ぼりに落下していくのを眺め、落ちて動けない彼らに住民たちが容よう赦しやなく銃撃を見舞うさまを冷たく見守っていた。


    　空堀の手前で五百名の兵団が手をこまぬいていた。先せん鋒ぽうの熟練兵が呆気あつけなく撃退され、主力の機械兵二機が鹵ろ獲かくされたとあって、進退窮きわまっている様子。


    　──今日のところは大成功。だが……。


    　親衛隊員の報告で、アステルが重傷を負ったことを先ほど知った。初戦から大きなつまずきだ。目撃していたものの話では、どうやら味方が撃った弾丸がアステルに当たったらしい。


    　──参ったな……。


    　これから王国軍が来るまでに、小ベルトラン伯爵の面めん子つにかけて、ウルキオラ連隊は何次にも及ぶ攻撃を仕掛けてくるだろう。アステルの戦闘力が頼みの綱だっただけに、初戦でそれを失ってしまったことは大きい。


    　広場から歓呼の声が響いてきた。敵兵がすべて潰走するか降伏したのだろう。ルカとアステルの名前を呼ぶ声が折り重なって、何度も何度も夏空を震わせる。ほどなくしてガヴーが石段を上がってきて報告した。


    「勝った。捕ほ虜りよが十七名。住民がたくさん、死んだり怪け我がしてる。アステルももうすぐ死ぬ」


    　手短な報告を受ける。ジェミニは片目をガヴーに送り、


    「アステルは無理？」


    　ガヴーは無言で頷うなずく。ジェミニは短く、


    「そうか。痛いね」


    　現在、領主の別宅を野戦病院代わりに使っているが、すでに負傷した住民でいっぱいであり、衛生状態が悪く、伝染病の危険が高い。基本的にいまの時代の野戦病院というものは、負傷した部位の切断、縫ほう合ごうを行うための施設であり、怪我した人間を回復させるというよりまとめて死なせるための収容所だ。救貧院と同じで入ったらまず出られない。


    　ジェミニは再び平原へ目を送って黙考に沈んだ。


    　思わぬ被害を受けた敵は今日の戦闘を諦あきらめ、再び包囲隊形へ戻った。少なくとも今夜は静かに過ごせそうだが、アステルを欠いた明日以降、状況は苦しくなる一方だろう。


    　──火はつけた。ぼくの目的はすでに果たしている。


    　住民を蜂ほう起きさせ、大貴族を領主の座から追い落とした。殺してしまったのは誤算だが、まあ事件が派手になったので良しとする。きっと今回のウルキオラ暴動の話は王国内に広がり、各都市に潜せん伏ぷくする反抗勢力に自信と勇気を与えただろう。こちらが粘るほど、暴動が各地に飛び火する可能性が高まるためできるだけ踏ん張りたいところだが、どうやらそう長くは保もたないようだ。


    　──あとは落としどころだけ……。


    　勝てる戦いでないことははじめからわかっていた。だからこそジェミニ自身は表に立たず、ルカとアステルを首謀者に仕立て上げてから暴動をはじめた。この反乱はやがて王国軍により力尽くで制圧されるだろうが、絞首台にのぼるのはルカだけだ。ジェミニ自身は我が家の地下の隠し部屋に隠れ、たっぷり三か月分は備蓄した食料でしのぎながら、王国軍が街を去るのを待つつもりでいる。


    　──ルカ。きみには悪いけれど、生いけ贄にえになってもらうよ。


    　──きみは充分、ぼくの役に立ってくれた。


    　──きみに会えて良かった。


    　そんなことを思いながら、ジェミニは感情のない白銀の瞳を平原へむけていた。


    



    　野戦病院代わりに負傷者たちが収容された別邸の広間は、肉体の一部を失ったものの呻うめき声と、血と消毒液と排はい泄せつ物の匂い、家族の悲哀が入り交じって、重く澱よどんだ空気だった。


    　六十名近い住民たちが銃じゆう創そうや裂傷、刺し創そうを負って運び込まれていたが、軍医がいるはずもなく、老婆や女房たちが中心になって民間のやり方で治療に当たっていた。


    　包帯もガーゼも明らかに足りていない。手足から血がとめどなく流れているのに、肩や腿ももの動脈を縛ることさえしていない。汚物桶おけが床に放置されていて、そのままにしていればチフスなど伝染病の危険が大きい。


    　そんな広場の一角に、アステルのベッドがあった。


    「アステル！　起きろ、アステル！」


    　ルカは何度も名を呼びつづけるが、アステルの目はひらかない。


    　世話するものが誰もいない。ルカが駆けつけたとき、アステルはひとりでベッドに寝かされて、銃創の手当てさえされていなかった。


    　周りを見回すが、看護師代わりの女房たちは怪け我が人が多すぎてアステルだけに構っているヒマがない。


    　アステルはじいっと目を閉じて、苦しそうな表情で、荒く息をついている。戦場生活の長いルカは、少なくともここの女房たちよりは、手当ての仕方を知っている。


    「……助けてやっから。我慢してくれな」


    　蠟ろう燭そくの火でナイフを焼いた。針と糸と包帯と消毒液を手に入れて、ルカはアステルを抱き起こし、白い上衣の胸ボタンを外した。血に濡れたシャツを脱がせ、腹部を確認して銃弾が貫通していないことを確かめてから、うつぶせに寝かせ、肌着を脱がせて患部を露出する。血の流出は止まっていた。ルカは消毒液を患部にかけて、焼けたナイフを突っ込む。


    「うううっ!!」


    　アステルの悲鳴が聞こえた。ルカは唇を噛かみしめる。


    「我慢してくれ。頼む」


    　言い聞かせながら、ナイフの先で鉛なまりの弾丸を掘り出し、摘出した。それからもう一度消毒液をかけて、麻ま酔すいもなしで傷口を縫ほう合ごうする。糸のついた針が縫ぬい付けられるたび、アステルが苦しそうに呻うめく。申し訳なくて仕方ない。縫合を終え、あらわな上半身を抱き起こして、包帯をたすき掛けに掛けていく。


    「……ごめんな。おれがバカだった」


    　剥むき出しの胸部をできるだけ見ないようにしながら包帯を巻き付けて、それが終わるともう一度仰向けに寝かせた。


    　アステルの表情に変化はない。


    　苦しそうな表情で、荒く呼吸し、胸元を上下させている。額に手を当てると、ひどく熱い。氷ひよう嚢のうがあればいいが、そんな贅ぜい沢たく品、あるはずがない。湿らせた布で何度もアステルの顔に浮き上がってくる汗の玉をぬぐうことしかできない。


    「あの白いスーツ、着せなかったからだな。お前なら大丈夫だろうと思ってたんだ。戦場はそんな甘いもんじゃねえ、って怒鳴りつけなきゃいけなかったのに」


    　いまさらどうしようもないことがわかっていても、悔かい恨こんがあふれてくる。


    「お前が動いてる間、住民に発砲をやめさせるべきだった。あんだけ撃ってたら、味方にも当たるだろ。おれが事前に言っとけば、こんなことにならなかった」


    　見つめるアステルの表情が、路上で凍死したシルフィと二重映しになった。


    　ルカの胸がえぐれる。こんなまともな医療品も食料もない収容所で寝ていれば衰弱する一方だ。これから負傷者が増えれば物資の欠乏はさらに深刻化する。アステルを助けられる環境ではない。


    　──またおれは大事なひとを目の前で死なせるのか。


    　思いが、呼ぶ声に変わる。


    「目、覚ませよ。メシ食わせてやっから」


    　戦いが終わったら、動けないアステルに給仕する約束だった。でもアステルは食事どころか目をあけてくれない。ここには医者もいないし、どうしたらいいかわからない。


    「寝てれば治るよな。お前の身体、普通じゃねえし」


    　自分を励ますようにして、そう呼びかけ、アステルの手を取った。暴動がはじまったとき繋つないでいた手の力が、いまはどこにもない。


    「死なせねえぞ」


    　ルカはアステルの右手を両手でくるんで自分の額に当て、祈るような姿勢になる。大貴族がパトロンにつくはずだったのに、それを断って自分とのふたり旅を選んだアステル。その選択の結果がこれだなんて、受け入れられるはずがない。


    「絶対、死なせない」


    　自分がなすべきことはなにか。アステルの手を握りながら、ルカはずっと考えつづけた。


    　──考えろ。


    　改めて俯ふ瞰かんするまでもなく、絶望的な状況だ。


    　敵連隊に隙すき間まなく包囲され、逃げ場はなく、味方の住民はろくに訓練されていない。籠ろう城じようするなら、少なくとも一か月は八千人の住民をまかなわなければならないのに、食料も全く備蓄できていない。ルカの見立てでは、あと一週間ほどで飢えがはじまる。さらに何回か戦えば、弾薬も弾丸も医療品も底をつくだろう。そして迫りつつある王国軍。このまま包囲されたなら、交渉の余地はなくなり、ガルメンディア王の沽こ券けんにかけて力尽くで制圧される。そして、首謀者ルカとアステルは絞首台で足をぶらぶらさせながら朽くちた身体をカラスに食われる。


    　──そんなことさせねえぞ。


    　どんな手を使おうが、アステルだけは助ける。
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    「おれがどうなろうが、お前だけは助ける」


    　いかに絶望的な状況であろうが、必ずどこかに光がある。


    　見つけたなら、それがどれほどわずかな光だろうと、手を差し伸べ、光域を押し広げて可能性を掴つかみ取る。そうやって、せめてアステルだけでも助けてやらねば。


    　ルカは考える。


    　負傷した住民たちの呻うめきと家族たちの悲嘆を耳の端で聞きながら、朽くちゆく肉体の腐臭に取り巻かれ、小さな窓から差し込んでくる斜めの陽光に苦悩の表情を晒さらしながら、空間の一点をじいっと見つめ、それからわずかな可能性を見いだす。


    　──ジェミニと話をつけなきゃ。


    　決意して、ルカはアステルの手を放し、熱っぽい額にそっと手を当てた。


    「……ちょっと行ってくる。待っててくれな。すぐ戻るから」


    　そう告げて身を翻ひるがえし、ジェミニのいる門楼を目指した。この状況を打開するために、なすべきことはもうわかっていた。


    



    「打って出る？　正気かい？」


    　ルカの申し出に、ジェミニは目をわずかに見ひらく。


    　時刻は午後四時。傾きはじめた太陽が門楼を斜めに照りつけて、ルカの足下は陽炎かげろうに揺れていた。あと三時間もすれば太陽は西の地平線に沈むだろう。


    「いまだからやるんだ。敵もまさかおれたちが野戦を挑むとは思ってない。思ってないから奇襲になる」


    　きっぱりと言い切るルカを、ジェミニは訝いぶかしそうに観察し、


    「ここの住民は戦闘訓練なんて受けてないよ。陣形も組めないし、行進もできない、統率するものもいない。敵は常日ごろから戦闘訓練を積んでいるプロだ。奇襲したってかなうわけがない」


    「戦場ってのは、計算だけで勝てるほど単純じゃねえ。さっきの戦いを見た感じ、おれはいけると思ってる」


    「跳ね橋の操作がうまくいったから勝ったんだよ。野戦ではああいうごまかしは利かないし、なによりいま、ぼくらにはアステルがいない」


    「このままなにもしないで待ってたらジリ貧なのはわかってるだろ？　物資の備蓄は不充分、せっかく手に入れた機械兵も、整備工がいない、交換パーツもない、燃料もない。王国軍が来たら、もうこっちに打つ手はなくなる。ただ力尽くでねじ伏せられるだけだ。この戦いに勝てるとしたらいましかない」


    「わからないな。ぼくにはいまこの戦場のどこにも勝機を見いだすことはできない。きみの確信の根拠はなに？」


    「変なこと言うぞ」


    「うん。いいよ」


    「予言しておくが、お前はおれの返答をバカにする」


    「バカにしないよ、こんなときに。真面目まじめな話だろう？　いいから早く、きみの考えを聞かせてくれたまえ」


    「ここの住民が、敵兵士に優るものがひとつある。そして、そいつをよりどころに団結したなら、勝てる見込みがある」


    「よりどころとは？」


    「愛だ」


    「……………………」


    「愛の力で、勝つ」


    　大真面目なルカの表情を見やって、ジェミニの口元に歪いびつな笑みが浮かんだ。


    「予言どおりだな」


    「いや、うん、バカにしてない。うん、愛ね、愛。愛って偉大だからねえ……」


    　そこまで言って、かろうじてジェミニは口元の歪みを正した。


    「三さん文もん小説によくあるだろ？　愛の力で敵に勝つ。あれだ、あれをここでやる」


    　ルカは至し極ごく真面目にそんなことを言う。ようやく失笑を飲み干したジェミニが、面つらの皮の一枚下の嘲あざけりをなんとか抑制しながらルカに向きなおり、


    「なるほど、きみはこれから三文小説のヒーローみたいに愛の力で戦うわけだ。それで、ろくに行進もできない愛の戦士たちはどうやってプロの兵隊に勝つんだい？」


    「おれが言ってる愛は、郷土愛と家族愛だ。近しい人間と、自分が生まれた街を想う気持ち。その熱量は、住民のほうが敵兵より遙はるかに大きい」


    「……………………」


    「敵兵はなぜ戦っているかわかるか？」


    「仕事だから」


    「違う。逃げれば味方の士官に殺されるからだ」


    「……………………」


    「敵連隊兵の約半分がこの街の生まれだ。なおさら住民たちとの戦いを嫌がっている。士官の目から逃れられれば、やつらは一気に崩れる可能性が高い」


    「……それでもリスクが大きすぎると思うけれど」


    「戦局を決定付けるのはなんだ？」


    「物量、火力、機動力。……具体的には騎兵、野戦砲、機械兵の数。兵数と装備、練度。決勝点へ速やかに移動できる機動力」


    「違う。歩兵の気合いだ」


    　ルカの返答に、ついにジェミニの表情にありありと侮ぶ蔑べつが浮かぶ。


    「もしかして精神論？　この科学の時代に？　はっきり言ってナンセンスだね」


    「お前は本物の戦場を知らない。本で読んだ知識だけで戦場を測ろうとしてる。はっきり言うぞ、戦局を決定付けるのは物量でも火力でも参謀長の奇策でもない、現場で戦う兵士の意地と気合いと根性だ。言い換えるなら、どんな窮地に陥ろうが絶対に諦あきらめず、何度倒されようが味方の死体を踏み越えて敵へ銃剣を突き立てる旺おう盛せいな戦闘意欲。それを支えるのが郷土愛と、家族愛だ。愛をしっかり胸に抱いだいている兵士は、士官が怖くて仕方なく戦っている兵士より遙はるかに強い。ここの住民が敵連隊兵に優るのは、愛だけだ。その愛が、こっちの最大の武器になる」


    「……………………」


    「これからおれが演説して住民をひとつにまとめる。うまいこと煽あおり立てれば団結できる。しっかり団結できれば、訓練していなくても戦えるんだ。おれに任せろ、勝てるとしたらいましかない」


    　ジェミニはしばらくうさんくさそうにルカを眺め、それから平原へと目を向けなおした。


    「……いったいどうしたんだい？　いきなりそんなにやる気になって。これまでずっとご機嫌斜めだったくせに」


    「アステルを助けたい。それだけだ。ここでずっと立てこもってたら、そのうち物資は尽きる。備蓄してる食料は、王国軍が来るまでもたないだろ？　アステルに腹いっぱいメシ食わせて、薬を飲ませて、清潔な包帯を巻いて、ちゃんとした医者に診みせてやりたい。もしかしたらもう手遅れかもしれないけど、おれにできることは全部やりたい」


    　ジェミニは片目だけをルカの表情に流した。ルカの表情は至って真しん摯しだ。なにか別の企たくらみがあるようには見えない。


    「不純な動機だね。恋人のために三千名近い住民を野戦に引きずり出すなんて」


    「恋人じゃねえよ。なんていうか……妹みたいなもんだ。シルフィはおれのせいで死んじゃったからさ。同じ間違いを繰り返したくない。動機は不純かもしれないけど、住民のみんなだってそういう理由で戦ってるだろ？　家族や友達や恋人が、貴族に踏まれないために戦ってるんだ。だからおれも、アステルを助けるために、ここのみんなと一緒に戦う」


    「きみの大好きな王女ファニアと敵対することになっても？」


    「ファニアだから戦えるんだ。ウルキオラ連隊に勝って、状況が五ご分ぶ五ご分ぶになったなら、王国軍だって力尽くの攻略は諦めて、交渉でことを収めようとするかもしれない。ファニアなら、おれたちの話を聞いてくれる。ファニアとの交渉に持ち込むために、今日の戦いに勝つ」


    　ふむ、とジェミニは鼻を鳴らし、しばらく黙考した。


    　──一理ある。


    　どうやらルカとファニアに親交があるのは間違いないらしい。ならばもしかすると、交渉の席に着くことも不可能ではないかもしれない。


    　基本的に、交渉というものは対等の立場同士がするものだ。


    　交渉の席に着いたなら、両者とも必ず譲歩しなければならない。だから一方が圧倒的に強い場合、交渉自体が成立しない。さらに現在の場合、こちらは大貴族を殺害した反乱軍であり、王国軍は面めん子つにかけて武力で押し潰つぶしてくるだろう。交渉の席に着くことは王が反乱を武力制圧できなかったということであり、それはすなわち王の敗北だ。だからジェミニも、交渉の可能性そのものを考慮してこなかった。


    　しかし反乱軍がウルキオラ連隊に勝利し、各地の反抗勢力が勢いづいたなら、王国軍も動揺してくれるかもしれない。王女ファニアがルカとの個人的繋つながりを生かし、周囲を説き伏せて交渉の席に着いてくれたなら……ジェミニは隠し部屋に三か月も潜せん伏ぷくせずに済む。


    　ジェミニはルカを振り返り、艶あでやかに笑んだ。


    「かなり細い糸をたぐり寄せないと、だね」


    「糸があるだけマシだろ」


    　ふふふ、とジェミニは喉のど元で笑って、


    「野戦になれば死傷者はさっきの戦いの比ではなくなる、下手へたをすればこっちが全滅することもありうる。具体的な戦術を聞きたいね。うまくいきそうなら、やってもいいよ」


    「日没直後に機械兵を先頭に打って出て、残照が消えるころ撤退する。作戦目標は敵兵の殲せん滅めつじゃない。こっちの本当の目的は……」


    　ルカはここに来るまでに考えてきた作戦の詳細を語った。話を聞くうちに、ジェミニの笑みは消えていき、最後は真顔になっていた。


    「……ふむ。なるほどね。不確定要素があるけれど、面白い」


    　頷うなずくジェミニへ、ルカは作戦の問題点を告げる。


    「問題は、森に隠れてる騎兵と連絡がつかないことだ。彼らがおれの思惑どおりに動いてくれるのを祈るしかない」


    「東の壁塔から青い狼煙のろしをあげれば、彼らは出撃する手はずだよ。隊長はメルヴィルといって、非常に優秀な騎兵だ。騎兵になにができてなにができないか、よく知っている。きっときみの思惑を汲くんで、それを超えてくる」


    「そりゃ頼もしい。ガヴーはいい歩兵隊長だ。メルヴィルってのもガヴー並みに使えるか？」


    「同じか、それ以上だね。無謀極まりないのが欠点だが、騎兵の運用に関しては信用できる」


    　へえ、とルカは返事した。ジェミニがひとを褒ほめるのは珍しい。


    　ジェミニは幾つかの質問をルカに重ね、その返事をすべて吟ぎん味みしてから決断した。


    「……やってもいいよ。だけど住民の同意は必要だ。作戦に参加するのは志願者のみにしてくれ。それなら、やる価値はある」


    「はじめからそのつもりだよ。こっちの武器は団結だ。やる気のない人間が紛まぎれ込むと全体に響くし」


    「住民を城門前の広場に集めよう。成否はきみの演説にかかっている。ちなみに経験は？」


    「兵隊の前で何度かやった。わりと得意だ、安心して見てろ」


    「実に頼もしい。だが一応、サクラを仕込んでおこう。あの黒マントは羽織っておきたまえ、民衆を動かすのに重要なのは、わかりやすさと演出だから」


    「あいよ。ちぃっとばかし待ってくれ、言うこと考えっから」


    　ともかくジェミニの了解を得て、ルカは平原に展開する敵陣を望遠した。


    　機械兵が二機とも鹵ろ獲かくされ、さらに散兵と随ずい伴はん歩兵に壊かい滅めつ的な被害を受けて、小ベルトラン伯は大慌てだろう。至急、士官を集めて軍議が行われ、今後の作戦について再検討するはず。その間、兵士たちは休憩している。夜営に備えて、炊事の煙もあがりはじめた。


    　──敵は、今日の戦いは終わりだと思ってくれている。この隙すきを突く。


    　ルカは身を翻ひるがえし、壁塔を降りた。野戦病院代わりの別邸に戻り、アステルの傍かたわらに座る。


    　アステルの表情は、いまだ苦しそうだ。見ているだけで辛つらくてたまらない。


    「待ってろよ。もうちょい、マシにしてやるから」


    　アステルに話しかけて、ルカは一時間後の演説の文言を頭のなかで整えていった。


    　ジェミニの前ではハッタリをかましたが、はっきり言って不安だ。大勢の前で演説した経験などない。住民が自分の思惑どおり動いてくれるか、勝算は五ご分ぶ五ご分ぶといったところ。


    　お手本はファニアだ。


    　カルナタカの戦いで、ヴェガの肩に立ち、軍旗を掲げて対岸の味方を動かしたファニアの演説。凜り々りしさと気高さがファニアの佇たたずまい全体からあふれ出ていて、煽あおり立てられた王国兵が熱狂のまま、敵の集中砲火も構わず狭い橋を渡って攻撃を仕掛けた。あんなふうに堂々と、味方の心に言葉の力を注ぎ込まねばならない。


    　──あんなこと、おれにできるかな。


    　いまさらながら、弱い気持ちも出てくる。ルカはアステルの手を握って、額に押し当てて、祈る。


    「やらなきゃいけないんだ」


    　このままアステルを死なせたくない。敵連隊を追っ払って、医者を呼び寄せ、食料や包帯や薬を補給したなら、アステルは助かるかもしれない。


    　もう手遅れかもしれないけど。でも自分にできるすべてをやろう。あとで後悔だけはしたくないから。


    「こんなのさっさと終わらせて、また、ふたりで旅しような。おれたち、ヴィヴィ・レインを見つけないと」


    　アステルに話しかけながら、ルカはおのれのやるべきことを見み据すえていた。窓の外から、住民の大声が聞こえてきた。


    「ルカ・バルカが演説する、戦えるものは武器を取って城門前広場に集まれ！」「大事な演説だ、動けるものはみな、城門前広場へ！」


    　雑踏のざわめきが伝わってくる。病院内の見舞いのものたちも、互いに顔を見合わせている。ルカはひとり、アステルの手を握って、じいっと座っていた。気のせいかもしれないが、アステルの手のひらがわずかに、ルカの手を握り直したように思えた。


    



    　傾いた日差しが城壁に遮さえぎられたころ、城門前広場は戦える男たち以外にも、女子どもや老人が集まってきて、全部で五千人近い住民たちが主役の登場を待っていた。


    　破壊された落とし格ごう子しの前に、バリケード代わりの土ど嚢のうが積み上げられ、その両脇に鹵ろ獲かくしたヘルヴォール型機械兵が二機、片膝ひざをついて駐機している。漆黒の兵装に黒の長マント、腰に長剣を吊つったルカが民衆の面前に進み出て、土ど塁るいにあがり、みなを見回すと、ざわめきが収まった。


    　いまの住民たちにとって、ルカは希望の光だった。


    　前評判に偽りはなく、先刻の戦闘でも見事に敵の先せん鋒ぽうを撃退し、機械兵を二機とも分ぶん捕どってしまった「悲劇の英雄」ルカ・バルカ。五千名が息を呑のんで、その最初の言葉を待つ。


    　ルカはひとつ息を吸い込んで、広場を埋める黒い森みたいな群衆を俯ふ瞰かんした。


    　期待と不安の入り交じった一万以上の瞳がルカに突き立てられる。おのおのの祈りがルカの内面へ流れ込んでくるかのよう。はじめて戦闘を経験し、住民のなかから死傷者を出して、いま城内に立てこもっている全員が不安なのだ。すがりつく誰かを求めている。そしてルカは自分に課された役割を心得ている。


    　──偶像になってやるさ。


    　──それで勝てるなら、なんだってやってやる。


    　腹を据すえて、大きく息を吸い込み、第一声を放った。


    「おれがルカだ。この戦いに勝つためにおれはここに呼ばれた。おれの言うとおりにすれば必ず勝てる。みんなの力が必要だ、おれを信じて協力してほしい」


    　ルカはなにもかも悟りきった表情で、淡々と告げる。


    「いま、敵は傷ついている。怪け我がした獣と一緒で、うずくまって傷を舐なめている状態だ。黙って見ていたら回復する。だからおれはこれから打って出ようと思う」


    　再び、ざわめきが爆はぜる。住民たちが互いに顔を見合わせる。


    「勝機はいましかない。敵もまさか、おれたちが野戦を挑むとは思っていない。おれたちを素人しろうとだと思って完全に舐めてる。舐めてるから無防備だ。一発殴ってさっさと帰れば、最小限の犠ぎ牲せいで最大のダメージを敵に与えられる。おれと一緒に行くものを募つのりたい。この街のために命がけで戦う戦士が必要だ」


    　呼びかけると、ちらほらと手があがり、呼応の声も散発的に届いた。だが圧倒的な多数ではない。さっきの戦いで戦功を立てたとはいえ、ルカの指揮に自分の命を委ゆだねられるかというと別問題のようだ。


    「このまま立てこもっていたら負ける。貴族たちは、おれたちを絶対に許さない。なにしろ領主を殺しちまったからな。ガルメンディア王国はじまって以来の大暴動だ。なにもせずにいたなら、ここにいる全員、縛り首は免まぬがれない」


    　人間を動かすには利益と恐怖が手っ取り早い。まずは恐怖をちらつかせ、不安を煽あおる。


    「ウルキオラ連隊を追っ払ったなら、王国軍が来るまでの間、商人の市場で弾丸や食料を補給できる。女性や老人、子どもたちをほかの街へ逃がすことだって可能だし、怪け我が人を医者に診みせることもできる。いま、そのチャンスが目の前にあるんだ。おれと一緒に戦ってくれ」


    　そして利益を後出しし、気持ちを揺らす。勇敢な住民たちから賛同の声が増えはじめる。


    　だがこれでは不充分。


    　──ここから先は、演出が成否を決める。


    　古今東西、名将たちはいずれも、演説によって部下や庶民を煽せん動どうできる演出家だ。優れた演出は兵に誇りと勇気を与え、喜んで死地へ向かわせる力を持つ。


    　突然ルカは語調を改めた。


    「おれたちは家畜じゃない」


    　いきなりそう断言すると、民衆は黙り込む。


    「おれたちは貴族の持ち物でもない」


    　重ねて言い切って、ルカは声を張る。


    「『人権』という言葉を知っているか？」


    　問いかけに、複数の住民たちが顔を見合わせる。聞き慣れない言葉だ。


    「おれたちは家畜じゃない、人間だ。人間には、生まれながらに権利がある。誰にも踏まれない権利。持ち物を奪われない権利。家族の安全を守る権利。全部ひっくるめて、人権という。王侯貴族は長い間、おれたちの人権を認めてこなかった。おれたちはずっと、家畜だと思わされてきた。だが、今日、この場所からおれたちは人間になる」


    　ルカの言葉と一緒に、徐々に、一万の瞳に力が籠こもりはじめた。


    「もう奪われるだけの生活は終わりにしよう。大切なひとの人格が踏みにじられたのに、泣き寝入りするなんて間違ってる。おれたちは人間だ。誰にも踏まれない権利がある。おれたちが人間であることを貴族どもに教えてやるんだ。そのために、命を捨てて戦う戦士が必要だ」


    　黒い森の狭はざ間まから、応じる声があがりはじめた。目をぎらぎらさせた男が、草刈り鎌がまを掲げて獣じみた蛮声をあげる。


    「ここにいる全員で人権を謳うたおう。こんな世界、間違ってる。家族のために、友達のために、大切なひとのために、いま、この場所から戦いをはじめよう」


    　聴衆が引き込まれているのはわかった。ルカはただ、彼らが求めているであろう言葉を胸を張って紡つむいでゆく。


    「人権は、命がけで勝ち取るものだ」


    　ルカの紅くれないの双そう眸ぼうが、静せい謐ひつな光をたたえて聴衆にむけられる。


    「家族のため、故郷のため、命を捨てて戦う男が必要だ」


    　言葉を聞いているものたちは、失われてしまったかけがえのないひとを思う。失うわけにはいかない、いまを生きる大切なひとを思う。


    「黙って突っ立っていたら、負ける。踏まれる。道の先にあるのは絶望だけだ。……おれは戦うぞ。たとえひとりでも戦う。いま、ここにいる男たちに問う。貴族に踏まれ、奪われながら生きたいか？　それとも、身近にいる大切なひとのために戦って死ぬか？　いまここで、どっちかひとつ、決めてくれ」


    　問いかけると、おそらくはジェミニが仕込んだサクラだろう、次々と雄々しい声が返った。


    「おれは戦う！　貴族の言いなりなんてまっぴらだ！」「このままじゃ縛り首なのはわかってんだ、どうせなら戦って死んでやる！」「おいルカ、ウルキオラの男を舐なめるな！　おれたちは腰抜けじゃねえ、死ぬことなんか怖くねえぞ！」


    　サクラの声が広がり、戦いを望む声が広場のあちこちから上がりはじめる。ルカの狙いどおり、男たちの間に同調の雰囲気が形成されはじめる。この雰囲気に流されないものは「腰抜け」の烙らく印いんが押され、街なかで生きるすべを失う。


    「おれだって怖くねえ！　母ちゃんや子どものためなら死んだっていい！」「おれの妹は領主になぶられて死んだんだ！　おれがこの手で、あいつらに報むくいを受けさせてやる！」「ここまで来たんだ、いまさらビビってたまるか！　命なんかとっくの昔に捨ててらあ！」


    　勇ましい声が次々に伝でん播ぱしていく。まだ様子を窺うかがっていたものたちも、形勢が野戦に傾いていくと、徐々にそちらへ同調しはじめる。


    　──我ながら、汚いやりくちだな。


    　内心で自じ嘲ちようするが、大勢の人間を死地へ駆り立てるには、戦いから逃れられない同調圧力を造ってしまうのが効率的だ。そのためにルカは「郷土愛」「家族愛」「人権」という、この街の全住民が否定することのできない「絶対的正義」を演説のお題目に掲げた。貴族にとって最も疎うとましく、平民たちにとって最も大切なこの三つの概念が、城門前広場に居合わせた五千人に共有され、合い言葉となり、同調しないものへ軽けい蔑べつの目をむけさせる。


    　黒マントを翻ひるがえし、ここでルカはさらに凜りんと胸を張り、今日はじめて語調を強めた。


    「厳しい戦いになる。城外へ打って出るものに腰抜けは不要だ。野戦に参加する男は広場に残れ！　参加しない男はいますぐ家へ帰るがいい！　ここで死ぬことを厭いとわない戦士のみ、おれについてこい！」


    　おおお、と男たちの鯨げい波はがルカの声に応えた。群衆の狭はざ間まから、興奮した声が湧わき上がる。


    「行くぞ、我らはルカと共に戦う！」「やってやる、貴族どもに報復するんだ！」「女子どもを踏みつけにしてきた報いを受けさせてやるぜ！」


    　住民たちに選択肢を与えたように見せて、実は与えていない。本当は野戦に参加したくないものも、ここで広場から去れば目立ち過ぎる。すぐに発見され、家族愛も郷土愛も持たない卑ひ怯きよう者の烙らく印いんが押される。ここを去るには、一生涯この街で排はい斥せきされることを厭いとわない本物の勇気が必要だ。そしてそんな真の勇者は滅めつ多たにいない。


    　ルカが掲げた「絶対的正義」に逆らえるものはなく、男たちはみな一様に野戦へ賛成の声をあげている。ほとんどのものが心底から熱狂しているが、ところどころ、雰囲気に流されているだけのものや、本当はイヤだけど仕方なくここにいるものも垣かい間ま見えた。


    　住民たちの表情を冷静に観察してから、ルカは腰の剣を抜き、剣けん尖せんを天へ突き立てる。


    「見事だ諸君！　諸君こそ本当の勇者だ！」


    　宣言すると、城壁を震わせる歓呼が黒い森から打ち上がる。


    「行こう、勇者たち！　いまここから、おれたちの革命をはじめよう！」


    　凜りんとした一声を放つと、たちまち熱波のような蛮声が応える。あちこちで農具や銃剣が天にむかって突き上げられ、戦いを欲する声がこだまする。


    　──こんなもんでいいかな。


    　はじめてにしてはうまくいったのではなかろうか。ルカはなにげない顔で土ど嚢のうから降りて、ぎらぎらした住民たちの眼まな差ざしへ剣尖を高く掲げ応えた。


    



    　広場に残った男性は三千名余りだった。だが弱い人間が野戦に出て、すぐに逃げたり死傷されたりすると士気に関わる。そのため高齢者や子ども、虚弱なものをジェミニの親衛隊員が選別し、別の一角に集合させて、守備隊の名目を与えた。内心でホッとしたものも多かったようで、それほど不満の声はあがらなかった。


    　それからルカは住民の体格や手持ちの武器を点検し、屈強なものを隊列の前面に立たせるよう配置し、野戦における具体的な作戦を説明する。問題はやはり、撤兵だった。


    「目的を達してからの引き際が最も危険だ。怪け我がしたものは近くの兵が助けてやれ。ただ、騎兵に追撃された場合、死亡したものに構うな。死体はその場に置き去りにするんだ」


    　冷酷なルカの言葉を、住民たちは息を呑のんで聞いている。


    「逃げ足の速さがすべてを決する。おれが合図したら必死に逃げろ。しんがりはおれが務める。おれが城内に入ったら跳ね橋を巻き上げるんだ」


    　水を打ったような静けさが、志願した住民の間に広がった。数時間前にはじめて本物の戦闘を経験し、怯おびえているものも少なくない。ルカはもう一度、落ち着いた口調で言い聞かせた。


    「勇気は必要だ。だが蛮ばん勇ゆうは必要ない。打って出る目的は敵兵の心理に打撃を与えることだ、敵をなぎ倒して英雄になることじゃない。油断に乗じて一気に突っ込み、一発殴ってさっさと逃げる。それ以上も以下も必要ない」


    　住民たちは決意を込めた表情で、ルカの言葉に頷うなずいた。


    　ルカは広場から、門楼にいるジェミニを見上げ、手信号で合図する。ほどなくして壁塔から、森に潜せん伏ぷくしている騎兵二十騎へ合図の狼煙のろしがあがりはじめた。暮れていく空へ青灰色の煙がたなびくさまを眺めながら、ルカは祈る。


    　──頼む、気づけよ、メルヴィルとかいう騎兵隊長。


    　騎兵が動かなければ終わりだ。住民の犠ぎ牲せい者も増える。風に散っていく狼煙を見送りつつ、会ったこともない騎兵隊長へ心のうちで呼びかけた。


    



    　太陽が沈むと、西の空が焼けた。折り重なった層雲の下腹が、滴したたりそうなほど血の色に爛ただれた。地平線の下方から打ち上げられる陽光が雲に切り分けられ、血の色の赤を幾条もの黄金が放射状に裂いていた。


    「出撃！」


    　ルカが号令を発すると、農具やカスコート銃を手にした三千名の志願者から鯨げい波はが返った。


    　ルカはマントを外し、すでに暖機を終えたヘルヴォール型機械兵に搭乗する。機体を軽くしたいため、鉄てつ鎚ついは持っておらず、手ぶらでの出撃だ。背面ハッチを閉めて計器類を点検し、シャフトとエンジン軸を直結させると、愛機はゆっくりと立ち上がった。


    　その傍かたわら、同じく鹵ろ獲かくしたもう一機のヘルヴォール型も地に直立する。操縦しているのはジェミニ親衛隊員、マルコという若い男だ。故郷では病気の妹と妊娠したての新妻が彼の帰りを待っており、戦いに勝ってがっぽり稼いで自分の畑を持つんだ、と意気込んでいた。


    　ルカは狭い覗のぞき窓を覗き込んだ。四か月前にファニアとミズキと一緒に乗った三座機ヴェガ型機械兵と異なり、ヘルヴォール型は単座機だから、自分で状況判断して操縦しなければならない。


    　守備兵たちが土ど嚢のうのバリケードを撤去して、機械兵とその後方からつづく三千人の志願兵の道をひらく。城門横の巻き上げ機が唸うなり、目の前の跳ね橋が鉄鎖を軋きしませ下りてくる。


    　ルカ機が先頭に立ち、その後方にマルコ機がつづく。さらに背後から三列縦隊の志願兵。先頭はガヴー率いる親衛隊三十名。志願兵たちは緊張し、強こわばった表情で、戦場へつづく跳ね橋が空から堀ぼりに架かったのを見届ける。


    　ルカはスロットルをひらき、自機を発進させた。左右のフットペダルを踏み込むと、全長五メートル半の巨体を、三千八百馬力のソーマエンジンが歩行させる。


    　跳ね橋を渡りながら、ルカは覗き窓のむこうへ目を凝こらした。橋のなかほどまで渡っても、まだ敵は銃撃してこない。空堀から敵兵団までの距離は約三百メートルほど。ルカ機が橋を渡りきり、マルコ機もそれにつづいたあたりでようやく、砲撃音が戦場に轟とどろいた。


    　──来た。


    　たちまち空気を切り裂く唸りが聞こえ、ルカ機の左方十五メートル地点に土煙があがり、細かな石片が飛び散った。榴りゆう弾だんではない、火薬の入っていない石弾だ。直撃すれば転倒は免まぬがれず、近辺に着弾しても砲弾の破片が兵を殺傷する。


    　──まだ照しよう準じゆんが間に合ってない。でも時間と共に合ってくる。


    　三門の野戦砲は、ルカの狭い視界からでは視認できない。だがいまごろ主任砲兵が遠眼鏡とおめがねで弾着を観測し、こちらの針路を予想して射角と方向を調整している。敵との距離三百メートルをルカ機が無事に歩き抜けるには、濃密な散布界──砲弾の降る範囲──を形成させないことが第一だ。


    　──四、五歩で針路を変える。


    　決意して、鈍重な歩みをつづける。真正面の敵兵団も、こちらが野戦に打って出たことに気づき、司令部で軍議していた将校連中が大慌てで自分の部隊へ馬を走らせるのが見えた。


    　奇襲のかいがあり、敵に気づかれずに跳ね橋を渡りきれたのは僥ぎよう倖こうだ。そしてここからが正念場となる。遅すぎるヘルヴォール型の歩みに苛いら立だちながら、ルカは四歩進んで右斜め四十度に舵かじを切り、また五歩進んで左斜め二十五度へ転てん舵だ、敵主任砲兵に針路を先読みさせない。


    　志願兵三千もぴたりとルカ機とマルコ機に追従し、絶え間なく弾着と土煙が湧わき上がる戦場を粛々と歩む。


    　歩むほど砲撃は激しくなる。徐々に散布界が狭まっているのがわかる。敵砲の照準が定まりつつあるのだ。はじめはまばらな範囲に着弾していた石弾が、だんだんと自軍の周囲に集まってきて、巻き上がる土砂、砕け散った石片が視界を閉ざしはじめる。


    　前方では、展開する三つの敵歩兵団の周りを士官たちの乗った馬が固めた。
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    　軍楽隊の伴奏がはじまる。待機していた青い軍服の群れが、横陣を組んだまま前進を開始する。ひとつの兵団に歩兵五百ずつが詰まっているから全部で千五百。数はこっちの半分だが、陣形も組まずばらばらに歩いている着の身着のままの三千名とは軍隊としての練度が違いすぎる。まともにぶつかったなら、農具が主武器のこちらに勝ち目はない。


    　住民たちの間に、だんだん、怯おびえの色が見えてくる。


    　ルカの演説のときは興奮し、死を恐れず戦う気でいたが、いまは本物の戦場の恐ろしさに圧倒されている。狭まってくる散布界、弾着と共に巻き上がる土砂、飛び交う石片、視界を閉ざす粉ふん塵じん、一糸乱れぬ軍楽隊の伴奏と軍靴の響き、前方に展開する整然とした兵士の壁、それらすべてが恐怖に変じて戦闘意欲を奪い取る。


    　──だが、まだ歩いてる。逃げるものはいない。


    　逃亡されると困ったが、住民たちはルカに従って進んでいる。素人しろうとにだって意地がある。これまで踏みつけにされてきた怒りと、家族を守りたいという愛情がある。だからこそ恐怖に耐え、また一歩前へ踏み出す勇気が持てる。その事実に一いち縷るの希望を託しルカはフットペダルを操作しながら、覗のぞき窓のむこうを睨にらみつける。敵兵団との距離、残り二百メートル。


    　こまめに針路を変えつつ歩んでいるが、そろそろこっちのやり口もわかったらしく、至近弾が増えてきた。さっきの一発は前方三メートルに着弾し、巻き上げられた土砂が覗き窓から機内にまで入ってきた。このぶんではそのうち直撃する。後方につづいている住民たちにも犠ぎ牲せい者が出る。


    　──騎兵、早く来い。


    　それだけ祈る。


    「急げよ、メルヴィル」


    　会ったこともない騎兵隊長を、ルカは急せかす。


    　敵の目はいま、いきなり真正面から打って出た三千名の住民たちに釘くぎ付けになっている。野戦砲もすべて、砲口はこちら向きだ。優秀な騎兵隊長であれば、ルカの意図を見抜けるはず。万が一、見抜いていなかったなら、この作戦は失敗する。


    「優秀なんだろ。だったらいまどこ狙えばいいか、わかるだろうが」


    　呼びかけたそのとき、空から唸うなりが近づいてきた。


    　空気の裂ける甲かん高だかい響きを聞いただけでわかる。これは至近弾だ。


    　──やばい。


    　舌打ちした瞬間、ルカの後方を歩いていたマルコ機が横ざまに吹っ飛んだ。


    　志願兵たちの間に悲鳴が起こる。天空の巨人が鉄てつ鎚ついを振るったかのように、マルコ機は地に叩き伏せられ、発火した。飴あめみたいに陥没した胸部装甲の奥には、マルコがいる。


    「くそっ、逃げろマルコ!!」


    　ルカは機内から怒鳴るが、仰向けに倒れたために背面ハッチをあけられない。住民たちはいきなりの直撃弾に戸惑い、マルコを助けようとするものもない。マルコは右腕を地に押し当て肩部ギアを動かし、なんとか上体を持ち上げようとあがく。しかし電子装置から発火したらしく、装甲の継ぎ目から黒煙が噴き上がりはじめた。


    　危ない。戻って助け起こそうと、ルカがフットペダルを踏み込もうとした矢先──マルコ機はくぐもった爆発音と共に尺取り虫みたいに身体を折り曲げ、一瞬、宙へ浮いた。


    「マルコっ!!」


    　ルカが叫ぶと同時に、マルコを機内に閉じ込めたまま炎上がはじまる。ソーマタンクに引火したのだろう、こうなったらもうなすすべがない。マルコ機は動きを完全に止め、内側から紅ぐ蓮れんの炎に焼かれていく。


    　機械兵の天敵は大砲だ。燃料機構の防火性が非常に低いため、直撃を受ければ転倒、発火、爆発の連鎖を止められない。なんとか砲を沈黙させたいが、敵は直撃を得て大いに盛り上がっているらしく、散布界はさらに狭まり、弾着は志願兵の左右を交こう叉さしはじめた。


    　兵列に直撃しないまでも、砕けた石片の殺傷力はすさまじい。至近弾が土煙を蹴け立てるたび、黒ずんだ薔ば薇ら色が土砂のうちに咲き乱れ、志願兵が血の華の根元へ倒れこむ。顔や手足に裂傷を負った住民がこの世のものと思えぬ悲鳴をあげてのたうち、ちぎれ飛んだ人間の手足が回転しながら散布界を舞い飛んでいく。


    「恐れるな、歩け、歩くんだっ」


    　ガヴーが住民を励まし、自みずからが先頭に立って歩んでいくが、志願兵たちの足はいまや完全に止まっていた。郷土愛も家族愛もあふれるほど持っているが、しかし、眼前の戦場はあまりに恐ろしい。粉ふん塵じんに閉ざされた視界に死が充満している。前方からはとても人間の集団とは思えない、心を持たぬ冷たい壁のような横陣が軍楽隊と共に迫ってくる。


    　手足を失いたくない。顔や腹や足を切り裂かれたくない。不自由な身体でこれから生きていくのはごめんだ。そんな無言の声が兵列に伝でん播ぱしていく。


    　──やべーな、これ。


    　ルカは歯がみしながら、しかし歩くのをやめない。足を止めたら狙い撃ちにされ、マルコと同じ道を辿たどる。いまはもう、前に進むしかないのだ。


    「早くしろ、メルヴィル!!」


    　思わずそう怒鳴った、そのとき。


    「……ん？」


    　覗のぞき窓のむこう、前進していた五百の兵団の足がなぜか止まっている。


    　歩兵たちが逃げないよう、周囲を固めていた士官たちが後方を振り返り、互いに怒声をあげている。歩兵たちも戸惑っているらしく、互いに顔を見合わせ、うしろを振り返ってなにか指さしている。


    　軍楽隊の伴奏が乱れる。敵の後方になにやら異変が起こったらしい。よく目を凝こらしたなら、兵団のむこうに砂さ塵じんが上がっている。そしてかすかな馬ば蹄ていの響き。


    　もしかしたら。


    　──やりやがった！


    　ルカは心中で快かい哉さいをあげる。なにも見えていないが、敵後方になにが起きているか、ルカにはわかる。


    　敵兵団との水平距離、百二十メートル。


    「突撃！」


    　すかさず右レバーを操作して、ヘルヴォールの片手を振り上げ、後方の味方に合図する。


    　すぐ背後を歩んでいたガヴーが呼応し、十字鉾ほこを振り上げて味方を振り返った。


    「突撃！　足を止めたら砲撃される、走れ、走るんだ！」


    　ガヴーの大だい音おん声じように、怯おびえていた住民たちが我に返る。


    「ガヴーにつづけ！　士官の馬を狙うんだ、行け、行け!!」


    　互いに声を掛け合い、まだ戦闘意欲を保っている数百名の志願兵たちがへっぴり腰ながらガヴーのあとを追う。


    　前方、敵兵団は前後に目を送り混乱している。士官たちの命令が錯さく綜そうし、対応できない。


    　ルカはヘルヴォール型を敵兵団のまっただ中に突進させた。


    　脚部を振り上げ、青い軍服の海を蹴け散らす。


    　敵に機械兵はいない。敵群に飛び込んだため、敵は砲撃ができない。


    　思うさま蹂じゆう躙りんしながら、ルカは覗のぞき窓のむこうを駆け抜けていく馬群を認めた。


    　青い軍服ではない、アステルが着ているのと同じ、白地に赤い縁取りの軍服を着込んだ騎兵たち。練度の高さは、密集隊形のまま全速を保っていることで明らかだ。先頭の騎兵が掲げたサーベルの先に、首がひとつ刺さっている。


    　それが誰の首なのか、ルカにはもうわかっていた。


    「優秀じゃねえか、メルヴィル！」


    　まだ見ぬ騎兵隊長へ、ルカは歓呼を送った。


    



    「無茶なやつだ」


    　サーベルの先に小ベルトラン伯の首を掲げ、敵兵団の背後を走り抜けながら、白い軍服を身につけた騎兵隊長メルヴィルは呆あきれていた。


    　壁塔から「出撃せよ」を意味する青灰色の狼煙のろしが上がったときは目を疑ったが、半信半疑ながら一応、森に伏せていた配下二十騎を待機させていたところ、本当に住民たちが打って出てきた。先頭を行く機械兵がジェミニでないことは明らかだった。ジェミニならこんな無茶はしない。おそらくあれが、噂うわさに聞く「悲劇の英雄」ルカ・バルカなのだろう。


    　──おれと打ち合わせもしていないのに。


    　あのまま正面から敵兵と当たれば、負けるのは目に見えている。なのに出てきたということは、恐らく敵の目をそちらへ引きつけるためだろう。


    　あの住民たちは、囮おとりだ。


    　ルカの本命は、森に潜んだ騎兵二十騎。


    　会ったことも話したこともなければ、事前に軍議も経ていない騎兵を勝手に信頼し、ルカは自みずから囮になって城外へ出てきた。この事態を、メルヴィルはそう解釈している。


    　──正気かよ。


    　呆あきれながらも、メルヴィルの位置からは敵ウルキオラ連隊の後方があらわだった。


    　不意を突かれた敵連隊は完全に、城から出てきた住民たちに目を奪われている。いまここで埋まい伏ふく騎兵がなにをすべきか、メルヴィルにはわかっていた。


    　メルヴィルは配下を振り返り、号令を発した。


    「敵司令部を襲う！　狙うは小ベルトランの首ひとつ！　つづけ！」


    　鐙あぶみを蹴けった。


    　森から現れたメルヴィル隊は疾風さながら、二キロメートルほど離れた小ベルトラン伯の陣取る敵司令部へ爆はぜる。


    　司令部の位置を確認し、ぎりぎりまで敵に発見されずに接近できる経路を見定める。平地の窪くぼみ、畝うね、灌かん木ぼくの茂みを巧みに利用し、ルカに気を取られている司令部の背後へ忍び寄り、勇ゆう躍やく、張り巡らされた天幕を馬ば蹄ていで踏みにじる。
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    　司令部にいた敵高級将校五名が、ぎょっとした表情で背後を振り返る。鳥の羽根飾り付き三角帽をかぶり、胸にたくさんの勲章をぶら下げた肥満体が、小ベルトラン伯だろう。


    　金の巻き毛に薄紫の瞳、いかにも貴公子然とした風ふう体ていのメルヴィルが、容姿に似合わぬ獰どう猛もうな笑みを口元にたたえ、短刀を引き抜く。


    　瞬時にして形勢不利を悟った小ベルトラン伯が慌てて両の手のひらを前で振り、


    「ま、待てっ！　投とう降こうする、人質になってやるから殺すな！」


    　ふん、とメルヴィルは鼻を鳴らし、


    「断る。貴君を乗せると騎速が落ちる」


    　一気に司令部内へ駆け込んで、敵総司令官の首を目がけ、騎速を乗せた短刀を薙なぐ。


    「神速こそ騎兵の本領、理解したかねバカ息子くん」


    　敵将校の悲鳴が天幕に響く。しかしその悲鳴は、後続の騎兵たちのひづめの下に消える。跡あと形かたもないほど敵連隊の脳のう髄ずいを踏みにじってから、メルヴィルは馬を下りて小ベルトラン伯の首を拾い上げ、語りかける。


    「はじめからこのくらい軽ければ同乗を許可したがね」


    　亡なき骸がらを相手に戦訓を垂れてから、メルヴィルは馬に戻り、長剣の先に刺した小ベルトラン伯の首を高く掲げ、戦場を駆ける。


    「連隊長を討ち取った！　司令部が壊かい滅めつしたぞ！」「小ベルトラン伯、戦死！　司令部は全滅だ、戦いは終わった！」「勝敗は決した、逃げろ兵たち、貴族たちはもういない！」


    　メルヴィル隊は口々に戦果を唱えながら戦場を駆け抜け、それから一気に敵野戦重砲へと肉にく薄はくする。


    　混乱した敵砲兵は騎兵の機動力についていけず、砲口をむけることもできない。メルヴィル隊は砲手たちを蹂じゆう躙りんすると、一部の騎兵が馬を下りて蹄てい鉄てつの釘くぎを砲の火門に打ち込み、馬と砲を繋つなぐ牽けん引いん具を破壊したのち、長めの導火線を付けた擲てき弾だんを後方へ集積されていた弾薬箱へ投げつける。


    　騎兵は拠点を制圧できるが、維持はできない。メルヴィル隊は一気に逃げに入る。その背後で弾薬箱の近辺に散らばった擲弾の導火線が燃え尽き、天地を震わせる重い響きとともに、真っ黒な入道雲が戦場に生まれ出る。恐ろしいほどの手際の良さで司令部と野戦砲部隊を無力化し、メルヴィルは跳ね橋をくぐって城内へ退避した。


    　騎兵は足を止めてはならない、襲撃も撤退もただ一いつ颯さつの風のごとく。理想的な騎兵の戦闘を完遂できたことに満足しながら、メルヴィルは城内の住民たちの歓声に迎えられた。


    



    　敵兵団に飛び込み暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くすルカは、騎兵が敵野戦砲を無力化させたことを立ち上った黒煙で視認した。


    「最高だぜメルヴィル、ここまでやるとは思わなかった！」


    　せいぜい後方を攪かく乱らんしてくれれば御おんの字、できれば野戦砲を沈黙させてほしい、くらいの考えだったが「きみの思惑を超えてくる」というジェミニの言葉は正しかった。わずか一瞬にして敵司令部と野戦砲隊を壊かい滅めつさせ、さらに小ベルトラン伯まで討ち取ってしまった鮮やかな手際は、こちらの期待を遙はるかに超えるものだ。


    　そして戦場へ目を凝こらす。


    　乱戦にはなっていない。敵の戦列歩兵と味方の住民たちは百メートルほどの水平距離を置き、散発的な銃撃を交わすのみ。ガヴー率いる親衛隊が散兵となって敵兵団に肉にく薄はくし、士官を狙い撃ちにしているのが唯一、まともな戦闘風景だ。敵は司令部が壊滅したために進退窮きわまっており、また敵歩兵も住民との戦いを嫌がって、まともに戦おうとしていない。


    　敵群に飛び込んでいるのはルカ機のみ。しかし機体に取り付いてくる勇敢な歩兵も見受けられず、こちらを遠巻きに囲むばかりで近づいてこない。


    　──めちゃくちゃ士気低い。


    　こちらが思っていた以上に、ウルキオラ連隊の兵士たちは一部の士官や熟練兵以外、まともに戦闘する気のあるものがいない。


    　そしてそれは住民側も同じだった。狙うのは敵士官ばかりで、戦列歩兵へ銃口をむけるものは皆無。突撃の号令を聞いて走ってはみたものの、途中で意志が萎なえて足が止まり、銃を持った一部の住民がぱらぱらと撃つくらい。いかに最初は威勢良く出撃したとしても、いざ戦闘がはじまれば、素人しろうとはこんなもんだろう。


    　──このくらいでいいか。


    　素人の集まりながら「騎兵の囮おとりになって敵の目を引きつける」という目的は果たした。犠ぎ牲せいは最小限に留めるべきだ。


    　ルカは機体を旋転させて、事前の打ち合わせどおり、左手を横へ振って城門の方向を示した。


    「退却！　各自、ビラを投じて退け!!」


    　ガヴーの命令が、住民たちへ伝でん播ぱする。予あらかじめ懐ふところに収めていた、敵の厭えん戦せん気分を煽あおるためのビラを住民たちが一斉にその場へ撒まく。内容は、貴族に命令されて親と子が戦わされたり、リングで市民同士を戦わせて観客席で楽しむ貴族だったり、今回の戦いを風刺したイラストだ。


    　ルカ機はしんがりとなって、撤退する住民の背後を守る。


    　敵は司令部が壊滅しているため、ろくに追撃も仕掛けてこない。敵騎兵がちらほら左右に展開していて、あれに側面を突かれると非常に面倒くさいのだが、命令が出ていないのか、戦闘意欲が萎えたのか、遠くから眺めるだけで動きがない。


    　住民たちがすべて城内へ戻ったのを見届け、ルカ機も悠々と跳ね橋を渡り城内へ帰還した。


    　跳ね橋が巻き上げられると、城門前広場に詰めかけた女子どもや老人が、盛大な歓声をルカ機へ送る。機内にいても興奮が伝わってくるほど、すさまじい熱狂ぶりだった。


    「ルカ・バルカ！　ルカ・バルカ！」「すごいよ、本物の英雄だ、おれたち素人しろうとが連隊相手に勝っちまった！」「ルカがいれば王国軍が来たって怖くねえぞ！」「このまま革命だ、おれたちの国を造るんだ！」


    　すでに夜や陰いんが優っていたが、篝かがり火びが煌こう々こうと焚たかれ、ひとびとの歓喜を浮き立たせていた。少し落ち着け、と言いたくなるくらいに、住民たちは野戦の結果に沸わきたっている。


    　背面ハッチをあけてルカが地に降り立つと、まるで聖人が降こう臨りんしてきたみたいな大騒ぎになり、ルカの名を呼ぶもの、スカーフやハンカチを振るもの、涙を流さんばかりに手を合わせるもの、大げさすぎる歓待だった。ルカにしてみれば、ここまで大勝できた要因はメルヴィル隊のおかげなのだが、戦場を見ていない住民たちにとってはルカが勝利の立て役者らしい。


    　広場にはベルトラン伯と小ベルトラン伯の首が並べて掲げられ、この親子にこれまで虐しいたげられてきた人々が悪あく罵ばを浴びせていた。


    　と、ひとりの騎兵が騎乗したままひとの群れを割って近づき、ルカの面前で下馬した。


    　年齢は二十二、三歳くらい。白地の軍服にところどころ血ち糊のりが見える。金の巻き毛の美び丈じよう夫ふは、貴公子然とした端正な顔立ちから親しげな言葉を紡つむぐ。


    「きみがルカか。おれはジェミニ親衛隊騎兵隊長メルヴィル。噂うわさはジェミニから聞いていたがそれにしても無謀だな」


    　ルカはにやりと笑って、言葉を返す。


    「おれもジェミニから聞いてたよ。騎兵隊長は優秀だって。あいつが他人を褒ほめるなんて滅めつ多たにないから、それに賭かけた。期待以上だったよ、あんたのおかげで勝った」


    　メルヴィルは勝ち気そうな笑みをたたえた。外見は優やさ男おとこ風だが、中身は荒々しい戦士であることが、その笑みからなんとなく伝った。


    「クレイジーな戦いは好きだ。また無茶を思いついたらおれに頼め。長生きする騎兵なんてロクなやつじゃない、戦場で死ねるなら本望だよ」


    　きっぱりと言い切るメルヴィルの周りに、若い女性たちが歓声をあげながら寄ってきた。外見どおり、やはりモテるらしい。しかし。


    「あぁ、うるさい、寄るな。これから馬具の手入れだ、おれのことは放っておけ！」


    　心底いやそうに女性を追い払いながら、メルヴィルは群衆のむこうへ消えていった。プレイボーイ風の見た目とは裏腹に、意外と身持ちが堅そうだ。そうこうしている間に、ルカの周辺にも街の少女たちが群れ集まってきて黄色い声を投げてくる。ルカは逃げるようにその場を離れ、ジェミニに戦勝を報告するため門塔に足を踏み入れた。


    「見事な勝利だよ。まさかここまでうまくいくとは。これはもしかすると、もしかするかもしれないね」


    　相変わらず門楼から戦況を見守っていたジェミニは、そんな言葉でルカを歓待した。


    　頭上はもう星が出ていて、篝火が焚かれ、カスコート銃を手にした夜番の住民たちが壁塔から平原を見下ろしていた。


    「最初の砲撃で住民に犠ぎ牲せい者が出た。数えてないが、たぶん五、六十人くらい死んでる。亡なき骸がらを回収しないと、遺族が文句言ってくるはず」


    　ルカが手短に報告すると、ジェミニは平原に目を戻した。


    「明日の朝の状況次第だね。ぼくの紙爆弾がいまごろ、敵陣で回覧されているはず。うまく機能するといいけど」


    　ルカも頷うなずく。今回の野戦の主目的は、厭えん戦せんビラの散布だった。ウルキオラ出身の敵歩兵たちの心理を狙い撃ちにし、離反させる作戦だ。


    　敵はたった一日の戦いで総司令官小ベルトラン伯が戦死、司令部付きの高級将校たちも全滅、機械兵は二機とも鹵ろ獲かくされ、散兵線を構成していた熟練兵もほぼ壊かい滅めつ、野戦砲は弾薬を失い、大勢の士官がガヴー隊の狙撃によって戦死した。ここへさらに厭戦気分を煽あおり立てるビラが加わったなら、歩兵の心理的ダメージは相当なものがあるだろう。


    「おれはアステルの様子を見てくる。明日の朝、また来るよ」


    「ベッドで寝たくてこの街へ入ったんだよね？　アステルはいま、ベルトラン伯のベッドで寝ているよ。あの野戦病院は不衛生に過ぎるから領主館に移動させたんだ。起きる気配はまだないみたい」


    「……そっか。きっとふかふかのベッドだな。さんきゅ。んじゃ、朝にまた」


    　礼を言って、ルカは領主館を訪れた。館の周辺は親衛隊が歩ほ哨しようとして立っていて、ひとの出入りを監視していた。ルカが案内を頼むと、世話役の女房が二階にあるアステルのベッドまで連れていってくれた。


    　天てん蓋がいから綾織りの薄いカーテンが下りた豪壮なベッドにひとり、アステルは眠っていた。


    　略奪品だろう、絹織りの寝間着を着て、長い睫まつ毛げを閉じ、表情はずいぶん穏やかになっている。


    「でも起きないのよ。ずっと眠ってるの。食事も受け付けないし……どうしたらいいやら」


    　説明を聞いて女房を下がらせ、ルカはベッドの傍かたわらの椅い子すに腰を下ろして、アステルとふたりきりになった。


    「とりあえず勝ったぜ。お前のおかげだ。あの連隊はもうぐだぐだだ、明日にはほとんど逃げちまってるはず」


    　報告して、じいっとアステルの反応を待つ。答えはない。


    「もうすぐ、おれたちを捕まえにファニアが来るぜ。こんなかたちでまた会うなんて、ひでー話だよな」


    　かすかな寝息だけが、ルカの言葉に答えた。


    「ファニアにお前の歌、聴かせてやりたいな。きっと気に入ってくれるぜ。そしたら宮廷歌手になれる」


    　ルカは湿らせた布ふ巾きんで、アステルの額をぬぐった。


    「早く起きろよ。お前が起きるまで、おれ、ここでがんばるからさ」


    　話しかけながら、ジェミニがここへアステルを移送したのは親切心ではないことを肝きもに銘めいじた。敵ウルキオラ連隊の包囲が解けようとしているいま、ジェミニが最も警戒するのはルカがアステルを連れてこの街から逃げることだ。館を取り囲んだ親衛隊は敵を警戒しているのではなく、アステルが逃げないよう見張っている。


    「心配しなくても逃げねえよ。逃げる必要なんか、もうないんだ」


    　ルカはルカなりに、この暴動の落としどころを見定めていた。最も少ない犠ぎ牲せいで、この街を平和で暮らしやすい街にするために自分がなにをするべきか、ルカはもうわかっていた。そのためには、ファニアを待つ必要があった。


    「お前が起きたら、もう大丈夫になってるからさ。ゆっくり眠ってろ。お前がこんなんで死ぬわけないんだから」


    　そう語りかけ、ルカは椅い子すに腰掛けたまま眠った。


    



    　翌朝──。


    　地平線を離れたばかりの太陽が遮しや蔽へい物のない平原を横合いから照らし出し、変わり果てた敵ウルキオラ連隊の様相をルカとジェミニの目に晒さらした。


    「こんなもんだろうな」


    「ぼくの予想より、残った兵が多いかな」


    　門楼から見下ろす敵の陣容は、一夜にして変わり果てていた。


    　展開している五つの兵団の兵列のあちこちに穴があいていた。昨日は一兵団につき四～五百名の歩兵が詰まっていたのだが、いまは二百数十名ほどにまで減っている。


    「一晩で半分近くの兵が脱走したわけだ。上出来じゃねえか」


    「士官がビラを回収したんだろうな。もっと逃げると思ったのだけれど」


    　この程度の成果では、ジェミニは不満らしい。ルカはなだめる。


    「今日も野戦仕掛けようぜ。敵はもう、やる気ねえよ。どうしたらいいかわかんないからこの場に残ってるだけだ。メルヴィル、ガヴー、いけるよな」


    　ジェミニの傍かたわらに並んでいたガヴーが無言で頷うなずき、メルヴィルが要望を出す。


    「もう不意打ちは通用しない。弾たま除よけとして機械兵が先頭に立って跳ね橋を渡ってくれ。橋を渡ったあとは、おれたち騎兵に任せろ」


    「おっけー。志願兵集めて、いまからもう一回やろうぜ。昨日の遺体を回収する、って言ったらきっと集まってくれるはず」


    　ルカが応じて、一時間もかからず志願兵が五百名ほど集まり、住民側は二日連続の野戦を挑んだ。


    　跳ね橋が下りても、敵ウルキオラ連隊の野戦砲は応射することもなく沈黙していた。機械兵に乗ったルカが橋を渡っても、むかってくる兵団がない。指揮系統の混乱は明らかであり、ガヴー率いる歩兵隊とメルヴィル率いる騎兵隊は無人の荒野を行くがごとく、逃げ惑う敵を追い立て、士官だけを狙い撃ちにした。


    　撤退時、武器を投げ捨てて両手をあげた大勢の敵歩兵が投とう降こうしてきた。彼らはいずれも城内に家族がいることを訴えていた。射殺してでも投降を止めようとする敵士官も見当たらず、ルカはほぼ無傷で三百名以上の投降兵を城内へ引き入れることができた。


    　城内では投降した兵の家族たちが押し寄せ、泣きながら抱き合って再会を祝った。戦闘経験のある投降兵は、これから頼もしい味方となるだろう。


    　また夜が来て、アステルの看病をしながら眠り、翌朝、敵ウルキオラ連隊は三分の一にまで減っていた。ここで決定打を与えたかった。志願兵を募つのると、昨日投降してきた兵士を含めて一千五百名が集まった。野戦を挑み、住民側に加わった投降兵たちが昨日までの仲間たちへ離反を呼びかけた。結果、さらに大勢の投降兵が城門へ押し寄せた。その次の朝、ウルキオラ連隊は戦闘継続を諦あきらめて、平原から姿を消していた。


    「ルカこそ我らが英雄だ！　王国軍が来たって、きっとルカがやっつけてくれる！」「王なんて怖くないぞ！　おれたちが団結すればなんだってできるんだ！」「革命だ！　おれたちの手で新しい世の中を作ろう！」


    　城じよう塞さい都市内に、そんな歓呼が充ちていた。立てこもった住民側が包囲した敵連隊を撃退したという一報は、またたくまに王国中に、いやグレイスランド中に鳴り響くだろう。


    「無理もない。ぼくの想定を遙はるかに超える、奇跡的な戦果だ」


    　誰もいなくなった平原を見渡しながら、ジェミニの言葉にわずかな興奮が紛まぎれていた。


    「どうだい、英雄になった気分は？」


    　尋ねられ、ルカは不機嫌そうに口元を歪ゆがめる。


    「なった気はないし、これからなるつもりもない」


    「周りはもう、そう思ってないみたいだけど」


    「英雄ごっこは終わりだ。王国軍と戦えば、この街に未来はない。ここから先は、現実と折り合いつけなきゃ。王国軍と交渉するために、領主の悪事を列挙した陳ちん情じよう書しよと、今後のこの街の運営に関する嘆たん願がん書しよを書こう」


    「交渉してくれるかな。王女が交渉を望んでも、周りの貴族が賛成するとは思えないけど」


    「暴動が飛び火したら、貴族も焦って交渉してくれるかもよ。せっかく包囲も解けたし、女と子ども、老人を街の外に逃がして、逃げた先でお前のビラ撒まきまくってほかの街の住民を煽あおり立てようぜ」


    　ルカの提案を、にやにやしながらジェミニは了承した。ウルキオラ連隊を追い払っても、いまだルカが協力的なのでご満悦の様子。ルカは構わず献策をつづける。


    「軍使を出さなきゃ。任せられる人間はいるか」


    「メルヴィルは名家の出だよ。作法は心得ているから、彼に頼もう」


    　ジェミニの話では、メルヴィルは領地経営に失敗して没落した貴族の長男だそうだ。十八歳まで苦労知らずで育ったらしく、ラランディア宮殿でガルメンディア王に拝はい謁えつしたこともあるという。


    「あとは交渉まで持っていくやり口だな。こっちの頼みの綱はファニアだ、ファニアが周りの貴族を説き伏せられるような状況を作りださないと」


    　ルカは西の地平線を眺めた。あと一週間足らずで王国軍がここへ来る。


    　かすかな希望は、ファニアの存在だ。


    　──ファニアはゆっくり時間をかけて、王から民へ権力を移い譲じようしようと考えてる。


    　──それなら住民と戦うことは避けたいはず。話し合う余地は、ある。


    　あの洞どう窟くつで語りあって、ルカはそのことを知っている。それで充分だ。あとはファニアの賢明さと、優しさに賭かける。


    　そう決意しながら、彼方かなたの地平線を見やった。


    



    　一週間後──八月二十四日早朝。


    　雷雲が沸わきたつように、西の地平線から真っ青な軍勢がすがたを現した。


    　先頭に王女付き近衛このえ連隊の連隊旗を翻ひるがえし、後方に長い荷馬車の尾を曳ひきながら、総勢一万二千のガルメンディア王国軍は粛々と城じよう塞さい都市ウルキオラを包囲し、複数のパーツに分けて搬送してきた大型攻城砲二門の組み立てを開始した。四か月前、第七次テラノーラ戦役において聖都カルロビバリの城壁を破壊した砲だった。口径三十センチの砲身が火を噴いたなら、反乱軍の運命は決する。


    　ルカは門楼に佇たたずみ、平原に展開する歩兵、騎兵、砲兵、そして機械兵部隊を観察した。城内から女性や子ども、老人はすでにおおかた退避させ、残っているのは戦える男性と街に残ることを希望したもの、全部で五千人ほど。


    　王国軍を率いているのは、やはりファニアだ。各種兵団の背後に天てん蓋がい付きの大テントが設営され、その前面に蝟い集しゆうする兵団には王女付き近衛連隊旗が翻り、懐かしい王女専用機ヴェガ型機械兵が一機、そしてルカがかつて鹵ろ獲かくしたトロイア型機械兵二機が塗装を青に改めて屹きつ立りつしている。


    　──あそこにファニアがいる。


    　漆黒のマントを風になびかせながら、ルカは大テントを睨にらみつけていた。


    　──こんなかたちで、また会うなんて……。


    　運命の不思議さを思いながら、ルカは東の壁塔から狼煙のろしをあげさせた。予あらかじめ平原の端に野営していた軍使役のメルヴィルと二名の連絡員が騎乗して、交渉の意志を示す三角の白旗を高く掲げ、王国軍に接近していく。


    　まずは陳ちん情じよう書しよと嘆たん願がん書しよを王国軍高級将校に手渡すところからはじめねばならない。ルカとアステル、八千人の住民の運命を決する手紙をファニアが閲覧してくれたなら、きっと交渉の糸口が掴つかめる。


    　──頼む、ファニア。そっちの貴族たちを抑えてくれ……。


    　王国軍司令部から王家の紋章旗を掲げた高級将校一騎と随員四騎が進み出て、接近するメルヴィル一行へ速歩で寄せていった。うまくいくよう祈りながら、ルカは両者が平地で対たい峙じするさまを望遠する……。

  


  
    



    　　　　　　三章　約束


    



    　焦しよう点てんを門楼に当てると、遠眼鏡とおめがねの丸く切り取られた視界のなか、漆黒の兵装に身を包み、黒の長マントを翻ひるがえすルカがいた。


    　顔の入れ墨と、意志の強そうな紅くれないの瞳。四か月ぶりに見た彼のすがたには、なにやら風格さえ漂っていた。


    　──本当に、ルカが反乱軍を統率している……。


    　ここへ来るまでは半信半疑だったが、真実だった。胸の動どう悸きを押し隠し、ファニアはウルキオラ城じよう塞さいの防備施設へ遠眼鏡をむけた。城壁も壁塔も薄くて高い、昔ながらの中世城塞だ。軍服を着ていない住民がカスコート銃を手に警戒に当たっている。


    「門塔を攻城砲で破壊し、機械兵を突入させれば終わりですな。楽な戦です」


    　同じくファニアの横で自分の遠眼鏡を覗のぞいている近衛このえ連隊長イシドロ伯が、そんなことを告げる。ファニアは遠眼鏡を目から外し、


    「住民から犠ぎ牲せい者を出したくありません。攻城砲を使うのは、最後の手段です」


    　きっぱりと言い切る。イシドロ伯は苦々しい表情を、同じく司令部付きの高級将校、マクシミリアノ大将へむけた。いまは亡き名将ブールセ参謀長のあとを引き継ぎ、今回の作戦を実質的に指揮する五十一歳の参謀長は、髪粉できっちり撫なでつけた白髪しらがの下、神経質そうな鉛なまり色の瞳をウルキオラ城じよう塞さいから王女へと移す。


    「ウルキオラ連隊と同じ轍てつを踏むおつもりですか」


    　痩やせて乾いた身体から、じっとりした湿度のある言葉が王女に絡みつく。ファニアは無言のまま、話をつづけるよう目線だけでマクシミリアノを促うながす。


    「王国軍の一翼を担になう連隊が素人しろうと集団の前に敗走するなど前ぜん代だい未み聞もん。これ以上恥を重ねれば陛下の威信に関わりましょう。なんでも小ベルトラン伯は、我が家の城壁が大事で砲撃に踏み切れなかったとか……。壁を守って自分が死ぬなど愚の骨こつ頂ちよう。城壁はあとで最新のものに建て直せばよろしい。今日中に決着をつけますぞ。鎮圧に手間取るほど、暴動が各地に飛び火する危険が高まります」


    　マクシミリアノ参謀長の言葉に、居並んだ将校たちや副官が頷うなずきを返す。


    　しかしファニアは。


    「国軍が臣民を殺すことは、許可できません」


    　十七歳の少女が、五十一歳の参謀長に対して一歩も引かない。


    「臣民は陛下の子どもたち。子どもがいてこそ、陛下は国こく父ふたりえます。もしも子どもを殺したならば、陛下は父の威厳を失いましょう。そのことこそ、王政の危機と考えます」


    「殿下。彼らはベルトラン伯をその手にかけ、陛下の威信に泥を塗った反乱軍です。もはや家族ではありません」


    「過ちを犯した子は殺すと？　陛下の愛情はそのような、条件付きのものですか？」


    「……………………」


    「寛大さを示すべきです。今回の暴動の決着は、臣民に陛下の愛情の偉大さを示すものでなければなりません。住民側からこれ以上の犠ぎ牲せい者を出さない覚悟で臨みます」


    　毅き然ぜんとしたファニアの言葉を受けて、マクシミリアノはしばらく平原を見つめ、不機嫌さを隠しもせずに黙考に沈んだ。


    「使者が来ます」


    　と、副官のひとりが平原の端を指さした。土煙を蹴け立て、白い三角旗を高く掲げた騎兵が三騎、こちらを目指して走ってくる。


    「迎えを出しますか？」


    「交渉など不要。追い返せ」


    「なりません」


    　副官の質問に勝手に答えたマクシミリアノを、ファニアが制する。


    「参謀長のご意見は聞きます。ですが決断するのはわたしです。彼らを司令部へ通しなさい。用向きを聞きます」


    　マクシミリアノは表情を崩さないが、面つらの皮の下の怒気は隠しきれない。


    　王国軍の総司令官は代々、王族が務めてきた。だがいずれも参謀長の意見に頷うなずくだけのお飾りであり、実質的に王国軍を指揮するのは参謀長、というのがここ百数十年の慣例だった。しかしいま王女ファニアはその慣例を無視し、自みずからが指揮を執ろうとしている。マクシミリアノにとって面白いはずはない。


    「軍使に対しては当直将校が接見したのち、用向きだけを殿下に奏そう上じようするのが我が軍の慣例。殿下自らが謁えつ見けんされる必要はございません」


    　マクシミリアノの提言にファニアはわずかに眉まゆをひそめるが、ここで参謀長の顔をあまり潰つぶすのも得策ではない。


    「……ではそのように。頼みましたよ、ウーゴ男爵」


    　今日の当直将校、ウーゴ男爵に出迎えを頼み、随員を二名つけて送り出した。展開する王国軍の直前、ひらけた平地で両軍の軍使は足を止めると、互いに鞍くらを下りて挨あい拶さつを交わす。


    　ルカの祈るような眼まな差ざしが、遠眼鏡とおめがね越しに確認できた。その表情から、ルカが交渉による決着を望んでいることがなんとなく伝わった。


    　──彼は無駄に住民を死なせる道を選ばない。


    　ファニアは、ルカも自分と同じく平和的な解決を望んでいることを確信する。


    　──殺し合うことは避けられる。わたしとルカであれば。


    　敵味方に分かれたとはいえ、虚むなしい戦いを回避したいという思いは同じだ。


    　けれど、たとえ交渉の席に辿たどり着いたとしても。


    　──ルカは反乱の首謀者だ。どう交渉しようと、最後は処罰されねばならない。


    　絞首刑は免まぬがれまい。彼はそれを覚悟して交渉に臨もうとしているのではないか。


    　──もしやはじめから、死ぬつもりですか？


    　遠眼鏡越しに問いかける。彼の真意を知りたい。言葉が聞こえればいいのに。手を伸ばしたら、届けばいいのに。


    　──会って、話したい。


    　──あなたの気持ちを教えて、ルカ……。


    　呼びかけると、意識の底に張り詰めたものが切ない和音に変じた。


    　紅潮した王女の両頬ほおを、マクシミリアノとイシドロ伯はその傍かたわらから冷たく見やっていた。そして視線を交わし、無言の頷きを送り合うと、ふたりしてそっとその場を離れる。


    　ファニアは気づかない。ただ反乱の首謀者となったルカを見つめ、意識の奥の旋律が言動に出ないよう、おのれを律していた。


    



    「噂うわさどおり、王女はあの罪人に惚ほれておりますな」


    「間違いない。軍使などお構いなしに、門塔のてっぺんばかりうっとり眺めておる。あれでは話にならん」


    　司令部の面々から離れ、誰もいない大テント前でイシドロ伯とマクシミリアノはそんな言葉を交わし、ため息を深くする。


    「このままでは賊軍と交渉をはじめかねませんぞ。王女はあのルカという罪人を見逃すつもりでおります」


    「全く以もつて嘆かわしい……。のぼせあがった小娘の思いつきで采さい配はいされたら、国軍の面めん子つは丸つぶれだ」


    「ここはやはり、アマンダ夫人に王への取りなしを頼むのが最善かと。王女が軍務に口出しするために軍全体が混乱していると、夫人の口から王へ伝えるのです」


    　アマンダ夫人はガルメンディア王の公こう妾しようとして、宮廷内では王妃に並ぶ権勢を誇る。王はアマンダ夫人の言いなりであり、イシドロ伯は貴金属関連の取引で夫人にカネを貸していた。


    「王の諫かん言げんであれば、王女も従わざるを得ますまい。早速アマンダ夫人へ急使を送り、仔し細さいを告げ知らせましょう。夫人はかねてより王女に反感を抱いだいております。必ず我々の意向を汲くんでくださいましょうぞ」


    　イシドロ伯の言葉に、マクシミリアノは頷うなずきを返した。閨けい技ぎだけで娼館から這はい上がってきた女にすがるなど面白くないが、王女を黙らせるためなら仕方あるまい。早々に指揮権をこちらに移し、暴動を鎮圧して、ブールセ参謀長を超える手腕を内外へ示したい。


    　王都ラランディアまではサウスランド大街道を西へ約二百キロメートル。街道沿いの駅舎は約三十キロメートル間隔で配置されており、早馬を乗り継げば今日中に辿たどり着く距離だ。アマンダ夫人を急せかして今夜中に王に親書を書かせたなら、明日には王女のもとへ送りつけられる。


    　──うまくいけば明日には、王女は指揮権を失う。


    　──今日だけはおとなしく過ごし、王女を油断させよう……。


    　マクシミリアノは自分へそう言い聞かせた。大人は時間の使い方を知っている。まだ年若い王女は、時間とともに状況が移り変わる怖さを知らない。


    　──見ていろよ、小娘。わたしを軽かろんじたことを後悔させてやる。


    　いつも取り澄ました王女の美び貌ぼうが醜みにくく泣き歪ゆがむさまを想像すると、マクシミリアノの溜りゆう飲いんが下がった。早く明日が来ることを祈りつつ、マクシミリアノは司令部の面々のもとへ戻った。


    



    　大テント内はファニアの居室兼執務室だった。床には絨じゆう毯たんが敷かれ、執務机と燭しよく台だい、ソファーや衣装棚などの家具があり、カーテンで区切られた寝室と浴室があった。


    　昼間だが暗いため燭台に火を入れて、ファニアは当直将校が持ってきた陳ちん情じよう書しよと嘆たん願がん書しよを執務机に広げた。今朝方これを届けた反乱軍の軍使メルヴィルは、応接室代わりのほかのテントでファニアの返答を待っている。


    　陳情書には、領主ベルトラン伯が住民に対して行ってきた非道について、目を疑う内容が並んでいた。以前から城じよう塞さい都市ウルキオラにおける領主権の行き過ぎは噂うわさになっており、ファニアも小耳に挟んではいたが、それにしても過剰な人権侵害だった。もちろん陳ちん情じよう書しよの内容をそのまま信じるわけにはいかず、後日調査する必要はあるだろうが、ベルトラン伯の性せい癖へきが暴動の原因だったことはどうやら間違いないようだ。


    　嘆たん願がん書しよには、今後のウルキオラの運営に関して、住民は自治を望んでおらず、王に派遣された新しい統治者を受け入れる、とあった。さらに住民の代表十二名からなる公安委員会を立てて、武装の解除と略奪品の返還、破壊された建物の修復に当たる旨が記されていた。


    　そして──最後の一文。


    『暴動に関する一切の責任は首謀者ルカ・バルカが負う。今回の暴動はルカひとりが計画し、実行したものであり、その他のいかなる住民も責任を負わない。ルカ・バルカの身柄の引き渡しを以もつて、今回のウルキオラ暴動の決着とする。


    　以上を認めるならば、住民側はいますぐに城門をひらき、一滴の血も流すことなく王国軍へウルキオラ城じよう塞さいを明け渡す用意がある』


    　嘆願書に、執筆者の署名はなかった。


    　ないけれども、行間からルカの意識が立ち上ってくる。嘆願書の体裁をとってはいるが、これはきっとルカが書いたファニア宛あての私信だ。


    「我が身を差し出して、住民を救おうというのですか」


    　思わず独り言がこぼれ落ちる。いまはひとりきりのテント内だ、構わないだろう。


    「なぜそこまで」


    　これはルカの真意なのだろうか。本当に彼は自分を犠ぎ牲せいにしてウルキオラの街を救おうというのか。


    　だが万が一、ルカがそのつもりでも、彼の命ひとつでこの事態が収まるとは思えない。


    　ルカの身柄ひとつで暴動を治めようとしたなら、イシドロ伯とマクシミリアノ参謀長、ほかの高級将校からも猛烈な反発をくらうだろう。ルカの命だけでは、犯した罪の重大さと釣り合わないし、わざわざ大金をかけて動員した王国軍を、戦うことなく解散させることになる。参謀長としての初うい陣じんで張り切っているマクシミリアノは、派手に戦って大勢の住民を殺し、自身の有能さを国の内外へアピールしたいはず。ほかの高級将校たちも、ここまで来て手ぶらで帰るわけにはいかない。部下たちも戦勝後の略奪を楽しみにしているし、首謀者ひとりの命を奪ったところで彼らが満足するはずもない。


    　──大切なひとの命を賭とした願いさえ、叶えられない……。


    　ファニアはおのれの力不足を心中で嘆く。


    　ルカの頼みを聞いたうえで、命も助けたい。その気持ちは私的なものだ。普通の少女であればその感情を大切にすべきだが、王女という立場では、個人的感情を優先することは許されない。それをやったなら、おのれの意志を超えて、悪意のあるものたちにつけ込まれ、各方面に波風が立つ。わずかなひび割れも、反体制派の貴族たちは見逃してくれない。あらぬ噂うわさを流され、王家の評判は失しつ墜ついし、宮廷に群れ集まる貴族たちの間に王政への不信感が芽生える。時代の過渡期であるいま、それは王家の致命傷になりかねない。


    　いまファニアが対たい峙じしているのは、今後のガルメンディア王国の盛せい衰すいに直結する、建国以来最大の反逆事件だ。厳しすぎるほど自分を戒いましめ、これまで培ってきたすべてを結集して、王家にとって最善の決着を求めねばならない。


    　──私心は捨てるべきだ。


    　──たとえ相手がルカであれ、手心を加えたなら取り返しのつかないことになる……。


    　自分の意志へ巻き付けたその戒めが、しかし痛い。王族としてやるべきことは毅き然ぜんとした容よう赦しやない裁定なのはわかっているが、ひとりの人間として、ひとりの少女として、ルカを助け、恩に報むくいたい。四か月前にルカが救ってくれたからこそ、自分はここに立っていられるのだ。その彼に死罪で報いたなら、自分は王女以前に人間ではいられなくなる……。


    　煩はん悶もんが尽きることはない。


    　だがぐずぐずと決断を迷っていたなら、状況は悪化する。


    　──恐らくマクシミリアノ参謀長はすでに、宮殿へ使者を走らせたはず。


    　ファニアが王国軍の慣例を踏みにじり、参謀長の意見と異なる決断をくだしたことは今日中に王の耳に入るだろう。きっとイシドロ伯が懇意にしているアマンダ夫人あたりがわめき立て、王はファニアを諫いさめてくる。王の親書が届くのは早ければ明日。指揮権がファニアの手中にある今日のうちに決着をつけなければ、王国軍は反乱軍を武力で制圧してしまう。


    　──それだけはさせない。


    　ファニアが考える最悪の結末は、王国軍が反乱軍を蹂じゆう躙りんすることだ。力尽くで反乱を収めたなら、国民は王家が敵であると認識する。そしてそれこそが、今回の反乱の背後で糸を引いている大貴族の真の狙いだろう。歴史を顧かえりみれば明らかだが、力による弾圧は必ず力による反発を招く。今回のウルキオラ暴動が、革命の導火線となりかねない。その事態だけは、避けなければならない。


    　──今日中に、交渉を決着させる。


    　──そのためには……賭かけに出るしかない。


    　決意を整え、ファニアは書記官へ口頭で嘆たん願がん書しよに対する返答を伝えた。


    



    『反乱軍首領　ルカ・バルカどの


    



    　タイタスの守護を信ずるならば、本日中に貴君ひとりで我が陣まで参られよ


    



    　ガルメンディア王国軍　元げん帥すい　シンフォリア』


    



    　書き終えて、書記官が首をひねる。


    「殿下の洗礼名はマリアでは……」


    　ガルメンディア王家において公式文書の署名は、洗礼名で行われる。洗礼名がシンフォリアという王族は存在しない。これでは公式文書として効力が発揮しないのだが。


    「それでいいのです。相手には伝わりますから」


    　ファニアは静かにそう言って、短すぎる返書をマクシミリアノ参謀長をはじめとする高級将校たちへ回覧させた。


    「敵の大将がひとりで来るわけがありません」


    　一読してマクシミリアノは即答した。イシドロ伯も頷うなずく。


    「前ぜん代だい未み聞もんの要求ですな。戦史上、総大将が単騎で敵陣に赴おもむくなど前例がありません。これに応えるのは大ばか者だけでしょうに」


    　ファニアは無表情に頷いて、


    「来ないなら、交渉決裂ということで」


    「ふむ。……確かにこれなら、交渉の機会を与えたことを、既成事実にできますな。ルカが交渉を断ったため、やむなく武力で制圧した、と世間に知らせることができる……」


    「はい。こちらに損はないかと」


    「この、タイタスとは？」


    「ルカが信しん奉ぽうする武神の名です。明らかな挑発を受けた敵は、かえってこちらに罠わながあることを警戒し、城に引き籠こもるものと」


    「署名を変えた意図が見えませんが……」


    「先方は嘆たん願がん書しよに署名しておりません。ならばこちらも正規の署名をする必要はないかと」


    　ほかに二、三の質問が重ねられたが、ファニアはあくまで、最初にこちらから歩み寄った事実を作るための返書であることを繰り返す。ようやく高級将校たちの承諾を取り付け、ファニアは軍使メルヴィルを大テントへ通すよう連絡将校へ伝えた。ファニアから書状を受け取ったメルヴィルは、今日中にルカの返事を届けることを約束し、右足を引いて黙礼し去った。


    　──お願い、ルカ。手紙の意味を見破って。


    　きっとルカなら、高級将校たちが誰も気づかなかったファニアのメッセージを受け取ることができる。危うい手段ではあるが、この事態を早期に決着するにはこれしかない……。


    



    　門楼が、いつのまにか反乱軍の作戦司令室になっていた。ベルトラン伯の執務室から奪ってきたウルキオラ城じよう塞さい周辺図を石敷に直接広げ、ルカとジェミニとガヴーの三人でここから直接見下ろせる王国軍の配置をチェスの駒こまで再現していると、メルヴィルが王女の返書を持って帰ってきた。


    「……この世ならざる、とはあの王女のことだな。……おれは女性の美び醜しゆうになど興味を持ったこともないが、しかし……」


    　そこまで言ってメルヴィルはなにごとか、もごもごと口を動かし、決まり悪そうに返書をルカへ渡した。


    「どういう事情かは不明だが、先方はかなり急いでいる。今日中に王女へ返事を届ける、と約束してしまった」


    「……了解。ちぃっとばかし、待っててくれ……」


    　ルカはその場に突っ立ったままで封を切り、ファニアの短い手紙を読み、ジェミニへ問う。


    「シンフォリアって誰だ」


    「王女の洗礼名……と言いたいところだが妙だね。確か、マリアだったはずだけど」


    　返事を受けて、ルカは短すぎる一文を読み返した。なんらかの意図があってファニアは、署名を変えたのではないか。


    　ジェミニ、ガヴーが回覧し、最後にメルヴィルも読んで、素直な感想を吐き捨てる。


    「大将ひとりで敵陣に行けるわけがないだろう。王女ひとりをこちらへよこせ、と要求してむこうが応えるか？　不可能な要求を突き付けて、こっちが断ったらそれを口実に砲撃をはじめる腹だ」


    　その言葉にガヴーは無言で頷うなずく。ジェミニは立ち上がり、王国軍を遠望しながら呟つぶやく。


    「のこのこ出向いたら確実に囚とらわれる。王国軍が来た初日にきみが囚われれば、住民は精神的支柱を失う。各地でこちらの情勢を窺うかがっている反乱勢力も気勢を削そがれることになる。むこうにはメリットしかなく、こちらにはデメリットしかない。あまりにアンフェアだよ」


    　ルカは黙って考えつづける。ジェミニはルカへ目を戻し、


    「王女との直接交渉は、敵味方全軍が目視できるよう、城と敵陣の中間地点で行うべきだ。もう一度軍使を立てて、そう主張しよう。でないと公平とはいえない。王国軍も住民と戦うリスクは冒したくないはずだから、譲歩する可能性がある」


    　メルヴィルとガヴーが賛同するが、ルカはただ文面を見つめつづけ、ファニアがこの文書に込めた本当の意味を汲くみ取って顔を上げる。


    「いいぜ、おれひとりで行く」


    　きっぱりと言い切ると、ジェミニは眉まゆをひそめ、メルヴィルは両目を見ひらき、ガヴーは前方を見み据すえて頷かない。


    「ぼくは反対だ。愚行すぎる。相手の手の内に自分から乗る必要はない」


    「その場で捕まって殺される可能性だってあるぞ？　おれが敵の司令官なら、きみの亡なき骸がらを見み世物にして、住民たちの士気を削いでから攻撃を仕掛ける」


    　ジェミニとメルヴィルがつづけざまに反対する。


    「ファニアはそんなことしない」


    「なぜそう言い切れる？」


    「ジェミニ、お前、小説もちっとは読んだほうがいいぞ」


    　ジェミニは目をしばたたく。ルカは得意げに笑い、


    「偉いさんと、ふたりにしか通じないやりとりができたりする」


    　ジェミニとメルヴィルが顔を見合わせ、ガヴーは腕組みしたまま首を傾かしげる。ルカが手紙に込められた王女の本当の意図を説明して十五分後、メルヴィルは再び跳ね橋を渡り、「本日これより反乱軍首領ルカ・バルカが単騎、そちらへ赴おもむく」旨を王国軍へ先触れした。


    



    　王国軍王女付き近衛このえ連隊第一機械兵隊は、総司令部前の丘きゆう陵りよう斜面からウルキオラ城じよう塞さいを見晴らせる位置に布陣していた。


    　中央に三座機ヴェガ、その左右に単座機トロイア型が二機、それぞれ膝ひざをついて駐機して、ミズキはいま愛機トロイア型の肩に腰を下ろし、遠眼鏡とおめがねを片手に彼方かなたの城塞を遠望していた。


    　一時間ほど前に、反乱軍の軍使が砂さ塵じんを蹴け立てて接近し、王国軍の軍使に迎えられた。今日で二度目の来訪だった。なにやら動きが慌ただしいが、ミズキたち一兵卒にはどんな話し合いが行われているのかわからない。


    　門楼に焦しよう点てんを当てて息を呑のむ。三人の人影のひとりは間違いなくルカだった。


    「なにやってんだよ、相棒……」


    　ウルキオラ暴動の首謀者がルカだと聞いたときは耳を疑った。ルカがそんなことをする人間でないことは、ミズキがよく知っている。きっと誰かに嵌はめられて、利用されているに違いない。ファニアにそう訴えたかったが、近衛兵といえども簡単に会えるひとではない。もやもやしたままここへ布陣して、軍付き商人から買った遠眼鏡でいま、確かに反乱軍を指導しているルカのすがたを目撃してしまった。


    「アステルがいないぞ。怪け我がでもしたのか？」


    　ルカの周りにいるふたりは、見たことのない男たちだ。長い銀髪をうしろで束ねた優やさ男おとこ、ブロンズ像みたいなでかい黒人。もしかするとあいつらがルカを嵌めたのではなかろうか。


    　心配するミズキの目の先で、ルカが黒マントを羽織って身を翻ひるがえし、門楼から消えた。


    　なにか悪い予感がする。トロイアの肩に乗ったまま、ミズキはあてどなく遠眼鏡を目に当てたり、外して裸ら眼がんで城塞全体を見回してまたレンズを覗のぞき込んだり落ち着かない。


    　と、肉眼で見る城塞の空に変なものを見つけた。


    　鳥……なのだが、妙に気になって遠眼鏡を当ててみる。


    「……フクロウ？」


    　白いフクロウが、尖せん塔とうの上空を何度も旋回していた。昼に飛ぶのは珍しい。そういえばカルナタカの戦いのときも、白いフクロウがヴェガの周囲を旋回していたような……。


    　訝いぶかしく思っていたそのとき、突然。


    「お!?」


    　動きがあった。ウルキオラ城じよう塞さいへの唯一の入り口である跳ね橋が下りて、黒い馬が一騎、橋を渡ってくる。


    　周囲の近衛このえ兵たちからどよめきがあがった。ミズキは遠眼鏡とおめがねを馬に当てる。


    「ルカ……っ!!」


    　悲鳴じみた言葉が漏れた。丸く切り取られた視界のなか、顔の入れ墨と紅くれないの双そう眸ぼうがはっきりとルカ本人を示していた。三角の白旗を右手に掲げ、漆黒の兵装に身を包み、魔王みたいな黒マントを翻ひるがえして、大きな黒馬の手た綱づなを握って単騎、悠然と橋を渡り終え平原にひづめを立てる。


    「おいおい、総大将がひとりで出てきたぞ、正気じゃねえな」「戦争をわかってないんだろ、あれじゃただのバカだ」「降伏する前に、お調子者に撃たれなきゃいいが」「あいつを捕まえて縛り首にすればこっちの勝ちだ、楽な戦いだぜ」


    　周囲の近衛兵たちのそんな野次がミズキに聞こえる。ミズキは頭に来て、思わず怒鳴る。


    「うるせえ!!　ルカはバカじゃねえぞ!!　きっと戦いを終わらせるためにひとりで来たんだ、わかんねーけど絶対そうだ!!」


    　近衛兵たちはミズキの剣幕を怪け訝げんそうに一いち瞥べつし、再びルカへ目を戻す。


    　総司令部となっている大テント内から当直将校が出てきて馬に乗った。随員二名を引き連れて一路、ルカの出迎えに赴おもむく。


    「やっぱり交渉だ、殿下は交渉するためにルカをひとりで呼んだんだ……！」


    　ミズキは独り言を言って、納得した様子でルカを観察する。整列した各科兵団の狭はざ間まを縫ぬって当直将校がルカの面前で下馬し、なにごとか言葉を交わしてから、ルカは三騎に周囲を取り囲まれて司令部へと馬首をむけた。


    「大丈夫、殿下はきっと、悪いようにしない……。絶対、大丈夫……」


    　ミズキは自分に言い聞かせるように、そんな言葉を繰り返した。


    「大丈夫だよルカ、危なくなったらおれが助けてやるから。おれ、絶対、お前を見捨てないから……」


    　遠眼鏡を覗のぞきながら、ミズキは遠くの相棒にそう呼びかけた。ミズキは王国軍の近衛兵ではあるが、相棒のためならいつでも立場を捨て去る覚悟だ。ファニアのことは大好きだし、役に立てるなら立ちたいけれど、でも、ルカの命が危なくなったら話は別だ。軍服なんてその場で脱ぎ捨てて、ルカのために操縦桿かんを握ってやる。


    　悲壮な決意を固めていたミズキのほうへ、近衛兵団の間かん隙げきを縫ってだんだんとルカ一行が近づいてくる。ミズキのすぐ背後がファニアのいる総司令部だ。


    　ルカのすがたが声が届くくらい近くまで寄ったとき、ミズキはトロイア型の肩に直立して片手を大きく振りながら、懸命に声を張り上げた。


    「ルカっ!!　おれだ、ミズキだっ!!　お前なにやってんだよ!?」


    　ふたりの間に壁となっている近衛兵たちが、怪訝な顔をミズキへむけた。鞍あん上じようのルカがミズキに気づき、へらりと笑って手に持った白旗を振る。


    「おー、ミズキ、いろいろあってさー！」


    　まるで道ばたで久しぶりに再会したみたいに、ルカは近衛このえ兵の壁越しに声を返した。こっちはこんなに心配しているのに、まるで知らん顔で安穏としている。


    「アステルが怪け我がした！　おれ、これからどうなるかわかんねーから、お前がアステルの面倒みてくれるとうれしい！」


    　司令部まで連れていかれながら、ルカはミズキへ首を回してそんなことを言う。ミズキはなぜか涙腺が緩ゆるみ、ぐじゅっ、と鼻を鳴らして返事した。


    「わかった、おれに任せとけ！　あとお前死ぬなよ、絶対死ぬな！」


    　不吉な予感に駆られて、ミズキの視界がにじむ。にじんだ視界のむこうで、ルカは手を振りながら馬を下り、大テント内へ消えていった。


    「……無茶ばっかりしやがって、バカ……」


    　ミズキは片手で胸を押さえ、大テントを遠く見やった。そしてファニアとの交渉がうまくいくよう、強く祈った。


    



    　ルカがひとりでここへ来る。


    　メルヴィルからその先触れを受け取って、ファニアは急いで大テント内のカーテンで区切った小房へ駆け込み、湯浴みして、侍女二名に手伝ってもらいながら化粧を直し、髪を梳すき、とっておきの香水を振りかけ、香こう炉ろを焚たき、軍服も悩みに悩んでから大礼用を選んで、舞踏会に出るときより遙はるかに着飾ってからソファーに腰を下ろし、澄まし顔でルカの到着を待っていた。


    　傍かたわらにはマクシミリアノ参謀長とイシドロ伯が居並び、その背後に作戦将校が二名、連絡将校一名、兵へい站たん将校一名と、副官二名が控えている。


    「本当にひとりで来るとはな」「さすが反乱軍の頭領だ、常じよう軌きを逸している」「いまさら詫わびで済むと思っているなら、勇者というより阿あ呆ほうだな」「相手は貴族ではない、貧民あがりの放免囚だ。貴族に逆らった見せしめにせねば、陛下の面めん子つは丸つぶれだ」


    　将校たちのひそひそ声は、あえてファニアに聞かせる程度の大きさだ。彼らは明らかにルカとファニアの個人的繋つながりを警戒している。


    　外から喧けん噪そうが伝ってくる。近衛兵たちがざわめいているのがわかる。ルカが近くまで来たのだろう。


    　ファニアは素知らぬ顔のまま、じぃっとテントの入り口へ目をむけていた。


    　──手紙の意味を汲くんでくれたのですね、ルカ……。


    　いちかばちかの賭かけだったが、やはり読書家のルカには通じた。百三十年前に書かれた冒険小説の名作『無限荒野の女王』において、勇者タイタスはひとりで敵陣に乗り込み、女王シンフォリアの心を射止めて、長い戦乱を話し合いだけで終わらせる。女王の側近たちはタイタスを仕留めるための罠わなを自陣へ仕掛けていたが、女王自みずからが罠の存在を彼に知らせてことなきを得る……。「タイタス」と「シンフォリア」に込めたメッセージを、ルカであればきっと汲くんでくれると信じた。そして彼は応えてくれた。


    　だがここからが本番だ。たった一度の会談で交渉を成立させ、今日中に休戦協定を結ばねばならない。


    　ファニアは、ただ優雅にソファーに腰を下ろしていた。


    　当直将校ウーゴ男爵に先導されて、ルカがテント内に入ってきた。


    　不覚にも、ファニアの胸の奥がどきりと鳴った。


    　──ずいぶん、大人びた……。


    　着ている衣服のせいだろうか、たった四か月しか離れていないのに、いつのまにかルカの佇たたずまいには風格のようなものが漂っていた。


    「殿下、こちらがウルキオラ暴動の首謀者、ルカ・バルカであります」


    　ウーゴ男爵の報告を、ソファーに座ったままファニアは受け取った。ルカの表情は特に緊張も見受けられず、ファニアと再会した感慨のようなものも見受けられない。


    「そちらへどうぞ」


    　対面のソファーへ座るよう促うながすと、ルカは一礼して腰を下ろした。その態度には不敵なところも卑屈なところもなく、あたかも友人の家に遊びに来たように自然でくつろいだものだ。


    　──もう命を捨てている……。


    　ルカの様子を見て、ファニアはなんとなくそう思った。命に執着していないから、敵地でこれだけの王侯貴族に取り囲まれながら平気な顔でいられる。


    「ひさかたぶりですね。書状は拝見しました。ベルトラン伯の所業については、調査する必要があると考えています」


    　ファニアがそう切り出すと、ルカはへらりと笑った。


    「そりゃどうも。もっと早くにやってくれてたら、こんなことせずに済んだんだけど」


    　まるで友達に話しかけるみたいなルカの言葉に、イシドロ伯が怒号を返す。


    「無礼者！　殿下の御前でなんという口の利き方を!!」


    　しかしルカはまったくひるまず、イシドロ伯へ顔をむけて、


    「こんにちは閣下。おれのこと覚えてます？　カルナタカの戦いで殿下と一緒にヴェガに乗ってた近衛このえ兵です。戦いに決着がついてから閣下が橋を渡るとこ、かっこ良かったですよ」


    　ルカの言葉は明らかな挑発だった。イシドロ伯はあんぐりと口をあけてから、マクシミリアノの冷たい目線に応える。


    「い、言いがかりですぞ!!　わたしは殿下の声に応え、先頭に立って橋を……!!」


    「渡ったことになってるな、あんたが連れてったヘボ作家の記録だと」


    「貴様、下げ郎ろうの分ぶん際ざいでありもせぬことをべらべらと!!　殿下、このものの言うことは間違っております、わたしはあのとき、殿下をお救いすべく真っ先に……」


    　すがりついてくるイシドロ伯へ、ファニアは冷たい顔をむける。


    「いますべき話ではありません。ルカ・バルカ、あなたも。わたしの臣下を侮ぶ辱じよくすることは許しません」


    　たしなめると、ルカはまたへらりと笑って、ソファーの背もたれに上体を預けた。


    「こっちの条件は嘆たん願がん書しよに書いたとおりだ。悪いのは横暴の限りを尽くしたベルトラン伯で、住民は自分の身を守るために仕方なく蜂ほう起きした。おれのことは煮るなり焼くなり好きにしろ。住民はこれ以上の戦いを望んでない、略奪品と武器はあんたらに差し出すから許してやってくれ。以上」


    　ファニアは一呼吸おいて、返事する。


    「あなたの身柄ひとつでは、犯した罪と釣り合いません」


    「だったら戦うまでだ。住民は最後のひとりまで、あんたらに立ち向かうぜ。おれはそう言い残してここへ来た」


    「………………」


    「おれは各地の地下組織と繋つながってる。ここの住民を皆殺しにしたなら、連中が黙っちゃいねえ。庶民はみんな、あんたら貴族の敵に回るぞ、その覚悟があるなら撃ってこい」


    　ルカの紅くれないの双そう眸ぼうが、今日はじめてぎらりとした熱を帯びてファニアに突き立てられる。


    　真正面からその眼まな差ざしを受け取り、ファニアの心がささやく。


    　──やはり、ルカは死ぬつもりだ……。


    　ルカは住民たちを救うために演技している。自分ひとりが悪者になって、戦いを止めるつもりだ。


    　──どうしていつも、そんなに自分を軽かろんじるの？


    　ふたりきりで過ごしたあの短い旅路でも、ルカは自分のことなど構うことなく、ファニアを守るために奮闘した。いつでもファニアを捨てることはできたし、ファニアを敵に売れば大金が手に入ることもわかっていて、それでもたったひとり、巨大な敵に立ち向かう道を選んだ。


    　あのときも、いまも、なぜ彼は自分を顧かえりみないのだろう。


    　答えはひとつ。


    　──気高いから。


    　粗暴な態度や言葉で隠していても、ファニアにはルカを貫く道徳が見える。どんな王侯貴族も育むことのできない、地にどっしりと根を張って天空へ枝葉を掲げる黄金の樹木が、ルカという人間の中心に聳そびえ立っている。


    　──わたしは、このひとが好きなんだ……。


    　ファニアは不意に、そう思った。するとなぜか、涙が流れそうになった。心から誰かを好きになれたことがうれしいのかもしれない。


    　それをこらえ、ルカの演技に乗った。


    「不敬に過ぎましょう。言葉を撤回しなさい」


    　威厳を以もつてルカに命じる。


    「いかなる理由があろうと、陛下が無む辜この民を殺すことはありません。罰すべきは無辜の民を先導した悪意あるもの。あなたの言葉は陛下に対する侮ぶ辱じよくです」


    　毅き然ぜんとしたファニアの言葉を、ルカは正面から受け取った。


    （それでいい）


    　そんなルカの内面の声が、眼まな差ざしから伝ったようにファニアは思えた。


    　──ルカはわたしが、背後の将校たちに語りかけていることに気づいている……。


    　ルカは賢い。きっとわたしの意図を汲くんで、望む方向へ議論を持っていくはず。


    「……言葉が過ぎました。……国こく父ふたるガルメンディア王が子どもを殺すなど……浅はかな考えを撤回します」


    　しおらしくルカは語調を改める。背後の将校たちは苦々しい顔でルカの謝罪を受け取るしかない。


    　本当は、マクシミリアノ参謀長もイシドロ伯も、ウルキオラ城じよう塞さいを武力制圧し、国の内外へ自みずからの実力をアピールしたい。彼らが最も避けたいのは、せっかく招集した王国軍を一度も戦わせることなく解散させることだ。だがルカとファニアは王の名前を持ちだして「王が住民を殺すことはない」ことで同意してしまった。何人かの将校が横合いから口を挟もうと言葉を探すが、探しあぐねるうちにファニアが議論をつづけてしまう。


    「陛下が住民を殺さつ戮りくするなどありえないこと、あなたが各地の仲間に伝えなさい。陛下と臣民は親子同然、愛し合いこそすれ、殺し合うなど未来永えい劫ごうありえません。この条件が呑のめるのであれば、あなたの嘆願を聞き遂げましょう」


    　ファニアの言葉にマクシミリアノが息を呑み、とっさになにごとか口をひらきかける。


    　だがルカの機転のほうが早い。


    　ルカは感極まった表情で立ち上がると、おもむろに右足を引き、胸の前に左手を流して、王族に対する礼儀を示す。


    「……非礼をお許しください、殿下。わたしはここに恭きよう順じゆんの意を示します。どうか殿下、住民たちをお許しください。わたしも殿下の御心を各地の仲間へ伝え、恭順の証あかしとしてこの命を捧げましょう」


    　議論がふたりだけで勝手に決着しようとしていることに気づき、イシドロ伯が口をひらきかける。


    「待て、いや、軽率な……」


    　しかしファニアがおもむろに立ち上がり、頭こうべを垂れるルカに歩み寄り、凜りんとした声で言葉のつづきをかき消してしまう。


    「書記官、速やかにいまのやりとりを休戦文書にまとめなさい。ウーゴ男爵、ルカ・バルカを伴って城門前へ行き、我が意向を伝えるのです。ファニア・ガルメンディアの名で休戦に合意する。住民たちは門をひらき、すべての武器を捨てよ、と。ペピト子爵、レネ子爵、あなたがたは近衛このえ兵を城内へ入れ、住民たちが自分の家へ戻るよう誘導しなさい。ルカ・バルカ、ウーゴ男爵に協力し、武器を供出するよう住民たちへ呼びかけるのです」


    「御意に」


    　呆気あつけにとられる将校たちを尻しり目めに、ファニアは矢継ぎ早に休戦と開城と武装解除のための指示をくだす。名指しされた貴族たちは日ごろから老年の将校と折り合いが悪く、ファニアに傾倒している青年将校と副官たちだった。彼らはファニアから直接指命されたことが誇らしく、胸を張って拝命し、テントから駆けだしていった。


    「ルカに拘こう束そくは？」


    　ウーゴ男爵の問いかけに、ファニアは凜りんと答える。


    「住民が武装解除したのち投獄しなさい。休戦文書に調印後、ルカは王都へ護送して裁判へかけます」


    「御意」


    　拝命し、ウーゴ男爵はルカを促うながして身を翻ひるがえした。


    　テント内から立ち去り際、ルカは一度だけファニアを振り返った。


    　ふたりの目が合った。


    　ああ、これでお別れなのか。ファニアはそう思った。この四か月間、どうしようもないほど会いたくて、こうしてやっと会えたのに、もうお別れをしなければならないのか。


    　ルカは口元だけでほんのわずか、笑みをたたえた。


    （ありがと、ファニア）


    　ファニアにだけ届くようかたち作られた一瞬の笑顔から、そんな音のない言葉が届いた。


    （きみに会えて良かった）


    　ルカが別れを告げている。声になっていなくても、それがわかった。


    　ファニアは、自分の心が裂ける音を聞いた。


    　──行かないで。


    　──ここにいて。


    　──あなたとゆっくり、お話がしたいの。


    　かけがえのないひとを呼ぶ声は、しかし音にならずに胸のなかへ消えた。


    　呼ぶわけにはいかなかった。ファニアは王女として背負わねばならないものがある。呼んでしまえばそれらは崩れおち、国が乱れ、民が死ぬ。


    　ルカはテントから立ち去った。


    　無言で立ち尽くす高級将校たちの冷たい眼まな差ざしを、ファニアは一いち瞥べつした。


    「……決着はつきました。無駄な血を流すことのない結末に、陛下も満足してくださいましょう。では一同、入城の支度を」


    「……………………」


    「さがってよろしい」


    　これ以上の議論は不要とばかりに冷然と告げると、将校たちは仏ぶつ頂ちよう面づらを並べて、足取りにあからさまに怒りを映し、大テントから去っていった。


    　ひとりになり、ファニアはソファーに力なく腰を下ろす。


    　うまくいった。今日中に休戦することができた。考えうる限り最上の結末だ。


    　犠ぎ牲せいはただひとつ、ルカの命のみ。


    「ルカ……」


    　張り詰めていたものが消えて、その名前の響きだけ王女の口から漏れる。いまはひとりだ、ずっと抑え込んでいた感情に身を委ゆだねていいだろう。王女ではなく十七歳の少女になって、体内を吹きすさぶ風を言葉へ変えてしまいたい。


    「これが正しいのでしょうか」


    　いうまでもなくウルキオラ暴動は、王に対する過去最大級の反乱事件だ。


    　すでに王の大たい命めいがくだっている以上、首謀者ルカ・バルカは処刑されなければならない。


    　ファニアにできることはなにもない。そんなことわかっている。けれど。


    「あなたが死ぬべきと思えないのです」


    　王に反する意志が自分のうちに芽生えている。それに気づいてファニアの中心が凍える。


    　それでもなお、ファニアはルカを想う。


    「あなたは二度も、この国を救っているのです」


    　ルカは第七次テラノーラ戦役を勝利で終わらせ、いままた、ウルキオラ暴動を自分の命で収めようとしている。たった四か月弱の間に、傾国の危機を二度までも、たったひとりの力で救っているのだ。


    　それなのにこの国は、ルカの功績に処刑で報むくいるというのか。本来であれば歴史教科書に載ってもおかしくないふたつの偉業に、王は死の恩おん寵ちようを与えるというのか。


    「間違ってる」


    　ファニアは自分にむかってそう告げる。


    「死すべきは、あなたではない……」


    　言葉尻じりがかすれる。やがてこの国を背負う王位継承者として言ってはならない言葉だとわかっている。しかしひとりの人間として、魂の裂け目からあふれ出る想いを抑えられない。


    　──このまま静観できない。


    　心がささやく。危険すぎるとわかっているが、でも、止められない。


    　──ルカを救いたい……。


    　ファニアの立場であれば、看守を買収して極秘裏にルカを逃がすことはできる。だがそれは大たい命めいに背そむくことである。たとえ王族であろうと、王の意志に反することは許されない。発覚したなら国家を揺るがす大スキャンダルとなる。四か月前に宮廷を吹き荒れたファニアとルカの密接な関係を噂うわさする声は、国境を越えて飛び火し、ガルメンディア王家の威信を大きく傷つけるだろう。


    　リスクが大きすぎる。大勢のひとびとを巻き込み、混乱させ、下手へたをすれば大乱のきっかけを作ってしまうかもしれない。そうなれば幾千の兵が死ぬ。街が焼かれ、民は職を失い、家を失い、手足をもがれる。ルカひとりの命と引き換えに、そのリスクを冒せというのか。


    「……どうすればいい……？」


    　誰にも聞かせられない問いかけを、ファニアは自分自身へ送る。答えは出ない。ただ切ない風だけが身体のなかを吹き荒れている。枕をきつく抱きしめて、ファニアは自分の気持ちを抑えようと努めた。まだ仕事は終わりではない、これからウルキオラ城じよう塞さいに入城し、住民の武装解除から帰宅までを見届けなくては……。


    



    　一方、大テントを出たイシドロ伯は、マクシミリアノ参謀長と共に作戦将校用の小テントへこもり、今後の方策について密談していた。


    「王女はあの罪人を、本当に処刑しますかな」


    「秘密裏に逃がすくらいのことは考えてもおかしくない。さっきの三さん文もん芝居ではっきりわかった。あの罪人と王女には、深い繋つながりがある」


    　事前に打ち合わせしているわけはないが、まるで心が通じ合っているかのように議論を方向付け、小芝居を打ち、こちらに止める隙すきを与えることなく休戦に合意してしまった。そしてルカの去り際、ふたりが交わした目線のうちに、マクシミリアノは純真な少年少女が交わす深い信頼と愛情を見た。


    「王女を見張るべきだ。必ずヘマを犯す」


    「あの娘は愚かものではありません。そうそう、軽率な行動を犯してはくれまいかと」


    「ならば、そうせざるを得ないよう仕向ければ良い。王女が自分の立場を捨ててでも、あの罪人を逃がさねばならないと決意するように。幸い、王女には友愛に篤あついという欠陥がある。市し井せいの人間の美徳が、王族の場合は逆に作用することを知らない」


    　マクシミリアノはそう言って、陰惨な笑みをかたちづくった。王の親書が届くのは恐らく明日の夕方。たった一日で休戦してしまったことは不本意だが、明日の夕方以降はこちらの思うがままだ。


    「我らを軽かろんじた報むくいだ、あの罪人も、王女も、地獄の底まで堕ちてもらおうぞ」


    　そう言ってマクシミリアノは皺しわばった唇の端を痙けい攣れんさせた。イシドロ伯はその痙攣の意味をはかりかねたが、しばらく経ってからあれはマクシミリアノの笑みなのだと理解した。


    



    　ファニアの迅速な指揮とルカの協力により、ウルキオラ城じよう塞さいの開城、王国軍近衛このえ連隊の入城、住民の武装解除と帰宅まで、困難が予想されたすべての手続きが円滑に運んだ。


    　住民側代表団と王国軍代表団によって休戦文書の仔し細さいについて協議が行われ、晩ばん餐さんののち、明日の午前中に城門前広場で調印式を行う運びとなった。


    　代表団にルカのすがたはなかった。ルカは住民の武装解除と帰宅を呼びかけ、それが完了したのを見届けて、円塔の地ち下か牢ろうに投獄された。ジェミニも加わっていない、ただの靴屋や馬具職人、酒場の主人など市し井せいのひとびとが雁がん首くびをそろえただけの住民側代表団だった。ファニアは停戦の条件としてルカの身柄ひとつを求め、それ以外になにも要求しなかった。王女の寛大さに住民たちは感激し、口々に王家の偉い功こうを讃たたえて、この街の新しい統治者としてファニア自身を熱望した。


    



    　長い一日が明けて、八月二十五日早朝。


    　休戦協定書調印式に王女ファニアと靴屋の主人が署名をし、ウルキオラ暴動は王国軍到着わずか一日にして決着した。迅速かつ寛大、平和的なファニアの交渉手腕は王国中に鳴り響き、暴動に呼応しようとした各地の反抗勢力は気勢を削そがれ沈黙する。


    　近衛連隊兵がウルキオラの街角に立ち、跳ね橋は下ろされ、旅人や商人の行き来も再開されはじめた十六時、王の親書を抱いた急使がウルキオラに入った。


    　親書を読んだファニアは王の意向に従い、これ以降はマクシミリアノ参謀長の意見にただ同意することとなった。指揮権を取り戻したマクシミリアノは早速、イシドロ伯と共に騎乗してウルキオラの街の巡回へ出た。


    　街中はまだ危険分子が存在していて王女が宿泊するには危険すぎる。平原の大テントで休息されるようお願いします。マクシミリアノのそんな言葉で、ファニアはウルキオラの街を出ていかざるを得なくなった。厄やつ介かい払いされたのは明らかだが、すでに休戦協定には調印済みだし、この結果は変えようがない。若じやつ干かんの不安を残しながら、ファニアはおとなしくマクシミリアノの言うとおり、最初に布陣した場所に建ったままの大テントへ引っ込んだ。


    



    　青ざめたウーゴ男爵がファニアのいる大テントへ駆け込んできたのは、日が沈み篝かがり火びに火が入ったころだった。


    「なんですって!?」


    　男爵の報告を聞いたファニアは大慌てで軍服へ着替え、馬に飛び乗った。


    「なんという野蛮な……!!」


    　マクシミリアノがファニアを城塞から遠ざけたのはこのためだった。自分の迂う闊かつさを悔やみながらファニアは夜道を疾しつ駆くし跳ね橋を渡った。


    　城門前広場はすでに、詰めかけた住民たちの悲鳴と罵ば声せい、それを押しとどめようとする近衛このえ兵が暗がりのなかで揉もみ合っていた。ファニアが馬に乗って駆けつけると、近衛兵のひとりが大声で王女の来訪を告げまわり、静粛にするよう呼びかける。


    　住民たちも、ファニアの来城を仲間たちへ伝え、徐々に騒ぎを収めていく。


    　静まりかえった広場内、馬を下りたファニアは、目の前の光景に唇をわななかせながら、血に染まった石畳をゆっくりと歩いた。


    　篝かがり火びが照らし出す血の道の先に、真っ赤な肉にく塊かいが転がっていた。


    　ぬらりとした照り返しを見せるザクロのようなものは、人間の背中であることにファニアは気づいた。


    　彼はガス灯の基部に両手を回され、両手首を鉄具で固定されていた。積み上げた木箱に上体をうつぶせ、両膝ひざは地についていた。


    　剥むき出しの背中は皮が剥はげて真っ赤な肉が露あらわだった。左右の脇腹には獣が爪つめを立てたような三本の傷が背にむかって走り、まだ血が滴したたっていた。


    　血まみれの肉体の両脇では、茨いばらの鞭むちを持った兵士と、鋭利な三本のかぎ爪が先端についた拷ごう問もん具を持つ兵士が直立不動の姿勢でファニアを迎えていた。彼らの傍かたわらのテーブルには、使用法を想像するだけでおぞましい、湾曲して先端が尖とがった拷問具が血を滴らせていた。


    　ファニアは地に膝をついて、罪人の顔を覗のぞき込んだ。


    　ご丁てい寧ねいにも古いにしえの聖人のごとき茨の冠が被かぶせられ、血にまみれた横顔は、この王国を二度も救った英雄だった。


    「ルカ……」


    　ファニアは耳を、彼の口元へ寄せた。そして縛られた手首に手を当て、脈を調べる。


    　生きている。


    　それを確認し、ファニアはゆっくりと立ち上がって、拷問した兵士たちに詰きつ問もんした。


    「誰がこのような指図を」


    「我々は、イシドロ閣下から拝命し……っ！」


    　兵士たちは中空を仰あおぎ見て返答した。群衆の垣根が割れて、マクシミリアノ参謀長とイシドロ近衛連隊長がファニアの面前に歩み寄る。


    「ベルトラン親子を殺した罰は、受けてもらわないと。彼らも報われますまい」


    　先に口をひらいたのはイシドロ伯だった。


    「貧民が貴族を殺したのですぞ。ただ処刑したのでは、罪の重さに見合いますまい。相応の苦痛を彼に受けさせねばなりません、陛下の威光のためにも」


    　マクシミリアノは穏やかな表情で、ファニアを諭さとすようにそう言う。


    　──いかなる事態に立ち会おうと、感情を表に出してはならない。


    　──常に無表情に、泰たい然ぜんとしていること。それが王侯の威厳に繋つながり、臣下を服従させる。


    　ファニアはこれまで幾度も内心で繰り返してきた戒いましめを、いまもう一度自分へ刻んだ。


    　それから目を閉じて、深く息を吸い込んでから、葡ぶ萄どう色の瞳をいっぱいに見ひらく。


    　王侯の威厳？　


    　そんなもの、どうだっていい。


    「このものは、王国を二度も救った英雄です!!」


    　ファニアの言葉は、静まりかえった広場中に鳴り響いた。


    「あなたがたは、救国の英雄を鞭むち打つのですか!?」


    　貴族も庶民も兵士たちも、居合わせた全員が王女の言葉を聞いた。


    「鞭打たれるべきは、無む辜この住民を殺そうともくろんだものたちではありませんか!?」


    　王女が大衆の眼前でルカを英雄と言い切り、参謀長と近衛このえ連隊長を面めん罵ばした。


    　恐らくこの噂うわさは明日にも宮廷中に鳴り響くだろう。ルカとファニアの関係を噂する声は、ますます大きくなるだろう。


    　──構わない。


    　──ここで黙っていたら、わたしは人間でなくなってしまう。


    　ファニアは周囲の住民たちへ顔をむけ、怒気もあらわに呼びかけた。


    「彼を解放しなさい、いますぐ!!　軍医を呼んで、早く手当てを!!」


    　まさか面罵されるとは思っていなかったらしく、マクシミリアノもイシドロ伯も表情が固まってしまっている。


    　感情を剥むき出しにしたファニアに気け圧おされ、住民たちが慌ててルカに駆け寄り、兵士たちに拘こう束そくを解くよう急せかす。傷ついた身体に水をかけるもの、濡れ布ふ巾きんで血をぬぐうもの、ルカに水を飲ますもの、それぞれが手当てしていたそのとき、我に返ったマクシミリアノが大声を張った。


    「なにをしている、勝手な真ま似ねをするなっ!!　手当てなどいらぬ、早く牢ろうに連れ戻せ!!　どうせ明日には断頭台だ、死人を手当てしてどうする!!」


    　その言葉に、ファニアはさらに目を見ひらく。


    「なにを言っているのです、彼は王都に護送してから裁判に……」


    「殿下、親書はお読みになられましたか？　陛下の意志に背そむくおつもりで？」


    「……………………」


    「もともと陛下はルカの首を持って帰るよう、殿下に命じられました。生きて王都へ連行したのでは、大たい命めいに背くことに」


    　したり顔でマクシミリアノは反論し、ファニアは次の言葉を呑のみ込む。確かにそうだ、総司令官に任じられた際、王が求めたのはルカの首だ。


    「罪人は地下牢に転がしておけっ!!　そいつは息をしている死人だ、手当てなど必要ない!!　さあ散れ、見み世物は終わりだ、帰れ、帰れ!!」


    　イシドロ伯が大声を張り上げて、命じられた近衛このえ兵が真っ赤な雑ぞう巾きんみたいなルカの両脇を抱え上げる。両足を地面に擦こすりながら、ルカは牢ろうまで引きずられていく。


    「………………っ!!」


    　ファニアはもはや、怒りで思考回路が焼き切れてしまっていた。マクシミリアノを睨にらみつけるその瞳には、かつて見せたこともないほどの憤激が詰まって、いつもの冷静さが失われている。


    「なにかご不満でも？　わたしは大たい命めいに従っているだけですぞ？」


    　マクシミリアノはしゃあしゃあと理屈を継ぐ。


    　ファニアはただ、言葉を失ったまま荒い呼吸を繰り返すしかない。この人間の皮をかぶった悪魔に対しどんな言葉が通じるのか、探しあぐねて途方に暮れる。


    「……民を恭きよう順じゆんさせるのは国こく父ふの愛情です、鞭むちではありません」


    　静かにそれだけ告げて、ファニアは踵きびすを返した。これ以上、このけがらわしい人間と言葉を交わしたくなかった。胸のうちにくすぶる怒りはやがて、大胆な行動の決意へ変じた。


    



    　王国軍が入城して武装解除がはじまったころ、ジェミニはなに食わぬ顔で我が家へ戻り、地下の隠し部屋へひとりで隠れた。ルカが罪を引き受けたとはいえ、王国軍の調査が自分に及ばないとは言い切れない。ほとぼりが冷めるまで、ここでやり過ごす予定だ。


    　夜更けになって、街の様子を見ていたガヴーとメルヴィルが隠し部屋を訪れた。ルカの鞭打ちと、公共の場での王女の激げき昂こうを知り、ジェミニは考え込む。


    「住民の様子は？」


    「広場にいたみんな怒ってる。明日はどうなるかわからない」


    　ガヴーの端的な説明を、メルヴィルが補足する。


    「兵士の話だと、夕方に王女から参謀長へ指揮権が移ったらしい。その途端、鞭打ちがはじまった。我らが英雄を目の前で罪人扱いされたから、住民の怒りはすさまじい。ルカの処刑は明日の朝、城門前広場で行われるそうだが、おれはすんなりいくとは思えない」


    　ふむ、とジェミニは鼻を鳴らす。


    「一ひと悶もん着ちやくあるかな」


    「あってもおかしくない。明日はきみにも、見に行くことを薦める」


    　メルヴィルに促うながされ、ジェミニは口元を渋くする。


    「友人の首が飛ぶのを見るのは辛つらいね」


    「なにをいまさら。はじめからルカを身代わりにするつもりだっただろうが」


    「否定はしない。ただ、まだ使い道のある人間だ。死なすのは惜しい」


    「ではどうする？　手出しするか？　やるならおれは乗るぞ。このままでは胸くそが悪い」


    　メルヴィルの貴公子然とした表情の奥に、獰どう猛もうな火が点ともった。その傍かたわら、無言のガヴーの佇たたずまいからも戦意があふれ出ている。


    「アステルは？」


    「十日間眠ってる。だんだん弱ってる」


    　ガヴーの返答を聞いて、ジェミニはしばらく黙考してから顔を上げた。


    「……状況次第だ。一ひと悶もん着ちやくあって、騒ぎを広げられそうなら波に乗ろう。なにもなければ、乗らない。いつでもこの街から逃げられる準備をしておいてくれ」


    　ジェミニの提案に、メルヴィルとガヴーは頷うなずきを返した。


    



    　朦もう朧ろうとした意識のまま、ルカは冷たい石敷に横たわっていた。


    　ここがどこなのか思い出せない。ただ背中が焼けるように熱くて、外気が触れるだけで痛い。頭から血が流れている。口の中も血まみれだ。少し身体を動かそうとしただけで体内に電流が走り、悲鳴があがりそうになる。


    　寒い。身体に血が足りていない。なにが起きたのか思い出そうとするが、記憶が曖あい昧まいだ。投獄されてすぐにまた外へ引き出され、ガス灯に手をくくりつけられたのを覚えている。


    　それから……どうなったっけ。


    　わからない。ただ背中一面が熱くて痛い。脇腹も切れて血が滴したたってる。まるで拷ごう問もんでも受けたみたいだ。いや本当に拷問されたのかな。


    　すると言葉が、頭ず蓋がいのうちに甦よみがえった。


    『反逆者ルカ・バルカを鞭むち打ちののち、翌朝、城門前広場にて処刑する』


    　イシドロ伯の声だった。そういえばそんな宣告を、広場に引き出された直後にされた気がする。住民たちが怒号をあげて抗議するなか、茨いばらの鞭で剥むき出しの背中を打たれた……ような。


    　──そうだ、思い出した。おれ、鞭打ちされて、明日、死ぬんだ。


    　ようやくかすかな記憶を取り戻し、へっ、とルカは鼻で笑った。放っておいても明日死ぬってのにわざわざこんなことするなんて、イシドロの野郎、ファニアの前でコケにされたのを根に持ってたんだな。


    「こんなの、屁へでもねえ」


    　泣きわめきたくなるほど痛いが、そんな強がりを言ってみる。大嫌いな貴族たちに一泡吹かせてやったんだ、それだけでも上出来だ。


    　──悔いはねえや。アステルのことが心配だけど。きっと街のひとが面倒みてくれる。


    　そう思い、ルカは身体の右側を下にして、暗闇を見つめた。牢ろう内には明かりがなく、ただ冷たく堅い石の床と、自分の血の匂いが混じった湿り気があるだけだ。


    　身体中が痛くて眠れない。人生最後の夜だし、朝まで起きててもいいか。


    　ルカは痛みをまぎらわすため、闇のなかへ昨日見たファニアのすがたを思い浮かべてみた。


    　──きれいだったなあ……。


    　四か月ぶりに再会したファニアは、内側に光源があるかのように輝いて見えた。そして耳に心地よい凜りんとした声こわ音ねも、千の星座が遷せん移いしたような葡ぶ萄どう色の瞳も、風もないのに白銀から薄紫へ彩りを変える髪も、どこからか漂ってくるいい香りも、あの敵中突破行のときよりずっと大人びて、天使みたいだった。


    　ファニアを想っていると、痛みが和やわらいで、代わりに幸せな気持ちになれた。あんなに尊い身分のひとと直じかに言葉を交わし、顔と名前を覚えてもらえただけでも、自分の人生は幸せだったのだと思える。


    「ファニア」


    　名前を呼んでみた。


    「はい」


    　暗闇から、返事があった。


    　ついに幻聴がはじまったらしい。ルカは構わず、言葉をつづける。


    「きみともっと話したかった」


    　暗闇へ、そう言葉を落とすと、ややあってから返事が届いた。


    「……わたしもです。あなたと、友達みたいに、お話を……してみたかった」


    　自分に都合の良い台詞せりふが、闇のなかから聞こえてくる。人生最後の夜だから、神さまがこういう幻聴をプレゼントしてくれているらしい。これまでずっとおれにひどいことしかしてこなかったから、神さまも最後に反省したんだろうな。いい夢だ、うん。


    　そのとき、きぃぃ、と蝶ちよう番つがいの軋きしむ音がして、わずかな光が外から差し込んできた。血ち糊のりが目元までついていてよく見えないが、光のなかに人影のようなものが見えた。


    　ぱたん、と木製扉が閉まる音が聞こえた。ルカの視界は再び闇に閉ざされる。


    　マッチを擦する音がして、琥こ珀はく色の光が爆はぜた。蠟ろう燭そくに火が灯ともされたらしい。揺らめくわずかな明かりのなかに、ルカは質素な身なりの少女を見た。


    　庶民風のイブニングドレスに身を包み、長い白銀の髪の下、葡萄色の瞳が蠟燭の火を映していた。


    「ファニア」


    「ルカ」


    　ファニアはそっとルカに近づき、心配そうに背中の傷を見やった。


    「痛みますか？」


    「痛いよ」


    　ファニアは木桶おけの水を、ルカの傷にかけた。ひっ、とルカは思わず悲鳴をあげる。


    「ごめんなさい。けれど必要な措そ置ちです、我慢して」


    「いいよ、うん」


    　ファニアは丁てい寧ねいに傷を洗ってから、消毒液を塗ったガーゼをルカの傷口へ当てていく。そのたびにルカは短く悲鳴をあげ、身体をびくりと動かす。


    「痛い？」


    「無茶苦茶痛い」


    「……そうでしょう。けれど、耐えて」


    　詫わびながらも、ファニアは皮ひ膚ふが剥はがれた部位へ消毒液を塗り込んでいく。もしかすると夢ではなく、本当にファニアが手当てしてくれているのかもしれない。だって夢ならこんなに痛覚があるはずない。


    　いや、でもまさか、王女がお忍びで明日処刑される罪人の牢ろう獄ごくを訪れ、手ずから介抱するなど天地がひっくり返ってもありえない。神さまがプレゼントしてくれたのは、どこまでも自分に都合が良くて、けれど痛みまでリアルに再現する、限りなく現実に近い夢らしい。


    　すべての傷にガーゼを貼って、ファニアはルカの両脇を抱えて上体を抱き起こすと、清潔な包帯をたすき掛けに巻きはじめた。はじめてらしくたどたどしい手つきだが、剥むき出しの上体に回ってくるファニアの両手と、時折触れてくる胸と、間近から漂ってくる息づかい、なんともいえない良い香りが幸福な気持ちを運んでくる。


    　ファニアは包帯を巻き終えて、ルカの身体を横向きにして寝かせ、少し思案してから、ルカの頭を自みずからの膝ひざの上に載せた。


    「頭も傷ついていますから、このほうがよろしいかと……」


    「全然いい。つーか幸せ……」


    　幸福のあまり、口元が勝手に綻ほころぶ。薄い生地越しにしなやかで張りのある太ふと股ももの柔らかさと温かさが伝わってきて、顔はファニアのほうをむいているから良い匂いが直じかに鼻び孔こうをくすぐり、傷の痛みなんてどうでもよくなってくる。


    　感触も、匂いも、温かさも、細部までとても現実的な夢だ。神に感謝を捧げ、ルカはファニアの膝枕に身を委ゆだねた。


    「生きてて良かった……」


    　率直な感想を伝えると、くすっ、とファニアが笑ったように思えた。


    「……あなたが良いのなら、このままでいましょう」


    「できれば、ずっとこうしてたい」


    　ほがらかな口調で、思いついた正直な気持ちを告げると、ファニアは少しだけ言葉を呑のみ込み、答えた。


    「……本当に、そう思っていますか？」


    「え？　うん。おれ、こんな幸せな気分、はじめて」


    「……………………」


    　暗闇から沈黙が返り、ややあって、ルカの髪の毛にファニアの指が差し込まれた。幼子に母親がするように、ファニアはルカの頭を撫なでる。


    　ルカはうっとりするくらい心地よかった。ファニアの手のひらの冷たい感触が、手袋越しに伝わってくる。


    「……尋ねてもよろしいですか？」


    「ん？」


    　突然、ファニアの真面目まじめな小声が降ってきた。


    「近衛このえ連隊を追放された件……怒っていますか？」


    「あぁ。全然。まあ、貴族のやることだし。あんなんで怒ってたらきりないっていうか」


    「わたしを憎んだり……しませんでしたか？」


    「なんで。そんなわけないじゃん。ファニアと一緒に過ごせただけでうれしかったし。おれなんかにもったいないくらい思い出ができたし、憎むわけないよ」


    　そう答えると、ファニアはほっとしたように息を抜いて、


    「……そうですか。……それは、良かった。……不安でした。反乱軍が配布したビラを見て、やはりあなたに嫌われているのだと……」


    「あぁ、あれはジェミニっていう知り合いが勝手に作ったビラで、おれも見て驚いたんだ。おれのほうこそ、あぁ、ファニアに嫌われるな……って思った」


    　告げると、ファニアはまた優しくルカの頭を撫なでてくれた。


    「……そうですか。あなたが作ったのではないのですね。なら……良かった」
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    　ルカは思わず笑う。さすがに幻覚なだけあって、このファニアはずいぶんおれに好意的な台詞せりふを並べてくれる。


    「でもまさか、ファニアが『無限荒野の女王』なんて読んでると思わなかったな。名作とはいわれてるけど、大衆むけの冒険小説だぜ」


    「あら、よく出来た物語ですよ。大勢のひとたちを楽しませるためにいろんな工夫がしてあって、わたしは大好きです」


    「意外だなー。まあでもそのおかげでおれ、ひとりで行っても大丈夫だ、って確信できたし。そうそう、交渉も面白かったよ。ファニアがなに考えてるか、全部わかった。あれって要は、うしろにいる貴族たちを黙らせるための芝居だろ？」


    　問いかけると、ファニアが微ほほ笑えんだような気がした。


    「……あのひとたちは手柄を立てたいだけなのです。相手が貴族なら敵でも過剰な敬意を払うけれど、相手が庶民なら同国人だろうと殺してしまう……。彼らの思うようにさせたくありませんでした。きっとあなたも同じ気持ちだろうと」


    「うん。ファニアなら、おれたちの話を聞いてくれると思ってた。ファニアがいるから、おれも、希望を捨てずに戦えたんだ」


    　ルカは正直な気持ちを言葉にして伝えた。これが夢じゃなくて現実であったらこんなことは言えなかった。


    　ファニアはしばらく無言だった。かすかな明かりのなか、ファニアの表情は見えないが、ルカの頭を撫なでる手のひらは、とても親密で優しかった。


    「ねえ、ルカ」


    「うん」


    「この世界の在り方を、正しいと思いますか？」


    　ささやくように王女は問うた。ルカは少しだけ考えて、答えた。


    「正しいとか、間違ってる、とかじゃない。おれたちみんな、完かん璧ぺきな社会にむかって、進歩してる途中だと思う」


    「……………………」


    「王政はいつか終わって、庶民が主役になる時代が来る。おれたちは、たぶん、その過渡期にいる。この街の暴動は、いつか来る本物の革命の前触れだよ」


    「……はい。……わたしもそう認識しています。……これから社会はかたちを大きく変えていくでしょう。時代の流れの必然として、王から民へ、権力は移い譲じようされてゆきます。そしてその過程で、多くの血が流れるでしょう……」


    　そう言って、ファニアは次の言葉を呑のみ込んだ。


    「お姫さま、問題発言っすね」


    　茶化してみると、ファニアはむくれたように、ルカの髪を指先に絡めて引っ張った。


    「あなただから正直に話しているのです。あなたも、正直に意見を仰おつしやってください」


    　他愛たわいない指先の戯たわむれが心地よくて、ルカは笑いながら答えた。


    「……ウルキオラ暴動でわかったけど、連隊兵は庶民あがりなんだよ。おれが住民を煽あおって野戦を挑んだとき、まともに撃ってくる兵士はほとんどいなかった。貴族に命令されたって、同じ庶民を撃つことができないんだ。兵士たちは貴族よりも、同じ身分の庶民に同情してた。もし革命が起きたとしたら……同じことが起こるかもしれない」


    「……王国軍の兵士は、蜂ほう起きした住民を撃つことができない、と？」


    「……少なくともおれが見たのは、そういう戦場だった。だから、もしも革命が起きたら……ろくに訓練されてない素人しろうと集団が、プロの兵士をやっつけることがありうるかも」


    「王国軍が負ける？」


    「そこまで言わないけど。でも、もしかすると、いい勝負になるかも」


    「それではかえって……多くの血が流れることに」


    「なるだろうね。戦力が拮きつ抗こうしてると死傷者は増える。昔に比べて武器も発達してるし、革命が起きたら間違いなく、兵士も住民も大勢死ぬ」


    　そう断言すると、ファニアはまた押し黙った。


    　ルカはなんだか眠くなってきた。夢のなかなのに眠いなんて変だな、と思いながら、目を閉じた。


    「…………」


    　王女の指先が、ルカの髪を梳すいた。何度かそれを繰り返して、言葉が降ってきた。


    「……あなたは……この国に必要なひとだと思っています」


    　静かだけれど、強い意志を秘めた語調だった。


    「光栄の至り。明日、死んじゃいますけど」


    「……死なせません」


    　ファニアはきっぱりそう言い切った。


    「……あなたを、逃がそうと思います」


    　ルカは目線だけ、わずかに持ち上げた。


    「……そのために、ここへ来ました」


    　ファニアは真剣な表情で、こちらを見下ろしていた。


    　──ま、どうせ夢だし。


    　そう思って、適当に返事してみる。


    「……そりゃ、どうも」


    「……立てますか？　表に馬を待たせています。痛むでしょうが、どうか立って……」


    　ファニアはおもむろにルカの上体を支え、身体を起こすのを手伝った。痛みに顔をしかめながらかろうじて上体を起こすと、ファニアがルカの肩を支える。


    「いてて……」


    　ファニアに支えられ、背中の痛みに耐えながらなんとかルカは立ち上がった。間近から、ファニアの真剣な表情がむけられる。


    「階段を上がります。よろしいですか？　目は見えていますか？」


    「あ、うん。なんとか、おぼろげに」


    　狭い通路の壁には、蠟ろう燭そくが据すえられていた。番兵らしきすがたがどこにもない。


    「買収済みです。門衛もすでに、わたしの召使いに入れ替わっています。すぐにこの街を出られますから、逃げてください」


    　ルカの肩を支え、階段をあがりながら、ファニアはそんなことを告げる。


    　重い足取りと背中の痛み、一段上がるたびに軋きしむ身体。直じかに伝う王女の身体の柔らかさ、吐息、匂い、それから眩まばゆい蠟燭の光。湿った石の階段と夏の夜の大気。


    　それらひとつひとつがルカの五感を刺激して、健常な意識を呼び覚ます。ルカはようやく、これが夢ではないことに気づきはじめた。


    「あ、あの……殿下？」


    「はい」


    「……本物の、王女殿下、ですか？」


    「本物です」


    「……………………」


    「なにか、おかしいですか？」


    「……夢、ですよね」


    「いいえ。現実です。あなたはこれから、この街から逃げるのです。アステルのことは任せてください。この街で暮らせるようにします」


    　力強くそう言って、ファニアは階段を登り切り、円塔の外へ通じる木製扉へ手をかける。


    　ルカは慌てて、目を大きく見ひらく。


    「ちょ、殿下、お待ちを！　殿下、こんなことしたら……」


    　王女自身が死刑囚を逃がそうとしている。それは言うまでなく、王に対する反逆罪だ。王女といえど発覚したなら無事では済まない。


    「覚悟は決めてきました」


    　ファニアは毅き然ぜんとした瞳を、肩を支えたままのルカにむける。


    　ぐっ、とルカは言葉を呑のみ込む。だが、しかし、いくらなんでも。


    「お気持ちだけで充分です。これ以上は、お立場を危うくします」


    「構いません」


    　ファニアの瞳に、決意と切なさが籠こもる。


    「あなたが必要なのです、ルカ・バルカ。わたしの願いを叶えるためにも」


    　ルカは言葉を返せない。ファニアの真意がわからない。


    「あなたには庶民の統率者になる資質があります。前回の戦役を勝利で終わらせ、今回の暴動に決着をつけたあなたの功績は、きっと、次の舞台で生きるでしょう。わたしは……あなたが革命の主導者になることを望んでいます」


    　ファニアの言う内容は、ルカの理解の範はん疇ちゆうを超えていた。ルカはただ口を半開きにして、ファニアの言葉を受け止めることしかできない。


    「あなたが反体制派のリーダーでいてくれたなら、話し合いができます。革命が避けられないのなら、せめてその首謀者は、わたしの言葉が通じる相手であって欲しい。それがわたしの願いです」


    「………………」


    「今回の暴動を、わたしたちで収めたように。さらなる大きな波もまた、わたしたちふたりできっと収束させられる」


    　徐々に、ゆっくりと、ルカはいつもの思考を取り戻しはじめた。そしてファニアの言っている突とつ拍ぴよう子しもない言葉を、ともかく理解することはできた。


    「革命を率いてください、ルカ・バルカ。この国を救うために。わたしと敵対する道を選んでください」


    　いつの間にか、互いの肩に手を回したまま、ルカとファニアの額同士がくっついていた。


    　王女の切実な言葉が、すぐそこにある唇から届く。


    「ここで死ぬことは許しません。あなたは革命を率いて、わたしは王政を守って、いつか時代の転換点で会うのです、無駄な血を流さないために」


    　絶句したルカは、まともに返事ができない。ただ、名前だけ呼んだ。


    「……ファニア……」


    　王女の葡ぶ萄どう色の瞳がそこにあった。


    　いつのまにか、互いの両手は、肩から背中へ回っていた。


    　王女を胸に抱き寄せて、ルカは放心しながらもかろうじて返事した。


    「……ちょっと、その、スケールが大きすぎて……」


    「あなたには、それに見合う器があります」


    「……おれには荷が重すぎるっていうか……」


    　ファニアは目線を持ち上げ、語調をきつくする。


    「……命令です。重くても背負いなさい」


    「……無茶苦茶です。……おれにメリットがない」


    「……報酬が必要ですか」


    「……ただ働きは、ちょっと」


    　答えると、王女の両手がルカの首のうしろにきつく回り、ふたりの唇が重なった。


    　しばらく黙って、ルカは王女の唇と吐息と、甘いなにかを感じていた。


    　押しつけあった胸と胸から、互いの鼓こ動どうが響き合う。見えない波紋が重なりあって、心音がひとつの生き物みたいに同調する。


    　あぁ。なんだこれ、現実か？　夢だろ。王女殿下が、おれとその、こんなことするわけ……。


    「……不足でしょうか」


    　唇の感触が消えて、王女が間近から決まり悪そうにそう言った。頼りない蠟ろう燭そくの光でも、ファニアの顔が紅潮しているのはわかった。


    「あ、いや、お釣りが……」


    　我ながらなんという情緒のかけらもない台詞せりふ、と絶望するが、思考回路はぐだぐだにとろけて使いものにならないので仕方ない。


    「……ふしだらな女だと、軽けい蔑べつしますか」


    　ファニアはなぜか、言葉に明らかな怒気を含ませて言ってくる。ルカは慌てて首を左右に振る。


    「い、いや、全然！　ていうか、あの、おれ、いまなにしました？」


    「お……覚えてないの!?」


    「いえ、覚えてます！　つーか、その、これまだ夢なんだろうなー、って……」


    　あたふたしながらそう答えると、真っ赤に紅潮したファニアは肩を怒らせ、上目遣いで睨にらんでくる。


    「……と、とにかく！　報酬は払いましたから！　わかりましたね、ここから逃げて、革命を起こしなさい！　わかったらさっさと行く、さっさと！」


    　いきなり怒り出し、ファニアは片手で木製扉をひらいた。


    　夏の大気が塔内に流れ込んでくる。もう夜更けだ。


    　ファニアに肩を支えられ、ルカはとにかく円塔の外へ出た。広場のほうに篝かがり火びが幾つか点ともっているが、この周囲は真っ暗だ。近くの柱に繋つながれた馬が一頭、荒い鼻息を立てた。一度大きく深呼吸して、いつもの落ち着きを取り戻し、ファニアが説明する。


    「この馬で城門前へ行けば、召使いが跳ね橋を下ろしてくれます。鞍くらのうしろの荷物に、当面必要なものは入っていますから。傷は痛むでしょうが、うまく逃げて……」


    　ルカは鞍のうしろに荷物がくくりつけられているのを認め、ファニアに目を戻した。ルカを逃がすために、わずかな時間でここまで手配してくれたらしい。


    「ファニア……」


    　感謝の気持ちを名前に込めることしかできなかった。ファニアは夜風に吹かれながら、真しん摯しな表情をルカへ持ち上げ、突然、語調を改めた。


    「わたしは……あなたにひとつ、ウソをついています」


    「……？」


    　ひと呼吸置いてから、ファニアは静かに告げた。


    「ヴィヴィ・レインを、わたしは知っています」


    「え…………」


    「ヴィヴィのこと、知りたいですか？」


    「そ、そりゃ、もちろん」


    「革命軍を率いて、わたしにもう一度会いにきなさい。そのとき、わたしの知るすべてを教えて差し上げましょう」


    　ファニアの瞳が静せい謐ひつな光を帯びて、言葉が継がれる。


    「ヴィヴィ・レインには時代を転換させる力があります。ヴィヴィを見つけるには、あなた自身が変革の意志を持たねばなりません」


    　今夜はずっと混乱するばかりで、ルカは思考力が追いつかない。ただなんとか事態を整理しファニアの言っていることを理解した。


    「ヴィヴィを見つけるには、おれが革命を起こして、殿下と再会しなきゃダメ……。そういうことっすか？」


    「はい。それ以外、道はありません」


    　ルカは片手で頭をぽりぽり掻かいて、顔をファニアに戻す。


    「……あんまり乗り気になれないんすけど。普通に会えないですかね」


    「すべて丸く収まれば、いくらでも会えます、きっと」


    「……何十年先の話やら」


    　肩をすくめようとして、激痛に呻うめき、思わず身体が前のめりになった。


    「大丈夫ですか!?」


    　慌ててファニアがルカの背へ手を回す。ルカは間近からファニアを見つめて、


    「殿下、けっこう、わがままですよね」


    「……そうかもしれません。けれど、あなたを信頼してる、か、ら……」


    　ファニアの言葉尻じりは、重なった唇のむこうへ消えた。


    　夏の星座がふたりのうえに静止していた。どこからか秋の虫の声が聞こえた。いつのまにか互いの背に手が回り、ファニアの背が反った。八月の風が、背伸びしたファニアの爪つま先さきを吹き抜けた。


    　言葉にする必要もなく、お互いがお互いの中心にいることを、ふたりとも理解していた。ファニアの髪をさらう優しい風が、恋の歌を歌っていた。


    　──ファニアと一緒にいたい。


    　──革命を起こし、階級差なんかぶっ壊して、このひとを奪い取れ。


    　魂の奥底から響く声を、ルカは聞いた。


    　そうだな。革命がうまくいけば身分差なんて関係なくなる。


    　ファニアはひとりの女の子になれる。


    「……二回も報酬もらったし。仕方ない、受けましょう」


    　ファニアの背に回していた腕を解いて、ルカはそう言った。


    　ファニアは後ずさりし、胸の前に両手を当て、ルカを睨にらむ。


    「……不意打ちは、卑ひ怯きようです」


    「おれ、基本的に卑怯者なんで」


    「…………受けて、くれますか？」


    「……はい」


    　それからルカは表情を引き締め、痛む背筋を無理やり伸ばして、騎士がするように王女へ約束した。


    「誓います。いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために」


    　ファニアは少しはにかみながら、答えた。


    「……はい。……あなたを待っています、いつまでも」


    　ふたりの微ほほ笑えみが交わされた、そのとき。


    「もはやこれは、黙って見過ごすわけにはまいりませんな」


    　無骨な言葉と同時に、周囲の暗がりが角灯の光で吹き払われた。


    　光のなか、四つの銃剣が閃ひらめき、ルカの首の直前へ突き付けられる。


    「…………っ!!」


    　反射的に、両手を挙げた。暗がりにうごめく、数十名の王国兵が見えた。いずれも着剣したカスコート銃を持っている。


    「ルカっ!!」


    　手を差し伸べようとした王女の前に、イシドロ伯が立ちはだかる。


    「お許しください、殿下。ですがこの身は陛下に忠誠を誓った身。誠に心苦しいですが、いまの行為を看かん過かすることはできませぬ。まさか殿下が罪人にたぶらかされ、貞てい節せつを捨ててしまわれるとは……」


    　言葉とは裏腹に、心中の快かい哉さいは盛り上がった頬ほおの肉にあらわだった。


    「見て見ぬふり、とは参りませんな……。殿下自みずからが陛下の大たい命めいに背そむかれるとは残念です。いまの淫みだらな行為は、殿下の地位にも影響するでしょう……」


    　闇のなかから進み出てきたマクシミリアノ参謀長からもまた、悲痛な言葉のむこうにありありと、ファニアの運命を手中に握った喜びがあふれ出ている。


    「…………っ!!」


    　ファニアは罠わなに嵌はめられたことを思い知る。一部始終、監視されていた。ルカの牢ろう獄ごくにひとり入って、介抱し、逃がす手配を整え、口づけさえ交わした、そのすべてをよりによってこのふたりに見られてしまった。勇気の代だい償しようは、考えうる限り最悪の失敗だ。


    　枯れおちた木の幹みたいなマクシミリアノの顔がファニアに近づき、木の洞うろじみた虚うつろな瞳が闇を深める。


    「殿下は少しばかり静養が必要ですな。みな、殿下を大テントにお連れし、決して外へお出しするな。あの罪人に身も心もたぶらかされておる、言うことを聞いてはならんぞ」


    　衛兵たちがファニアを取り囲んで、ルカとの間に壁を作る。イシドロ伯がほかの兵たちへ、荒い言葉を投げた。


    「罪人を牢ろうへ戻せっ!!　身のほども弁わきまえず、殿下の純潔を汚すなど言ごん語ご道どう断だん……！　処刑は明朝、予定どおりに行う!!　ぐずぐずするな、さっさと連れていけっ!!」


    　兵士がルカを引っ立て、円塔へ連れ戻す。ファニアはルカの名を呼ぶこともできない。ただわななきを抑え、その場に立ち尽くすのみ。こののち、門衛をしていた召使いたちも軒並み拘こう束そくされ、ファニアの命令だったことを認めるだろう。


    　ついいましがたルカと交わした遠い日の約束が、いきなり崩れ落ちてしまった。


    　ルカは処刑され、自分はおそらく重い処罰がくだる。王位継承権第一位という地位も、降格を余よ儀ぎなくされるかも。そうなればあとは、有力諸侯との婚姻でしか、ファニアの存在価値はなくなってしまう。


    　イシドロ伯に促うながされ、ファニアはほとんど強制的に馬車に乗り込まされ、城を出て平原の大テントへと連れ戻された。跳ね橋は巻き上げられ、城に戻る手段も奪われて、なすすべもなくテント内に軟禁される。


    「ルカ……」


    　周囲を監視の衛兵たちに取り囲まれ、ファニアはソファーに身を投げておのれの軽率さを悔い、ただルカの名を何度も呼び、何度も詫わびた。


    「ごめんなさい、ルカ、ごめんなさい……」


    　明日がくるのが怖い。夜が明けなければいい。そんなことを祈り、泣きながら過ごした夜はやがて、東の地平線から追い立てられていった。


    



    　夜の裾の紫が空と大地を両断し、天頂へと燃え広がっていく。陽炎かげろうの尾を曳ひきながら朝日が昇り、尾が切れて、まっさらな真しん鍮ちゆう色の光が世界を充たす。透き通った光のなか、平原に忽こつ然ぜんと、伏せた亀のようなウルキオラ城じよう塞さいが浮かび上がった。


    　城壁に遮しや蔽へいされた城内へ、朝日は入り込まない。ただ壁と建物に切り取られた狭い空に朝の色がにじみ、城門前広場に詰めかけた群衆たちの怒号がその朝へ突き上げられた。


    　広場の真ん中に、断頭台が設置されていた。


    　高さ一・五メートルほどの木組みの舞台上に、処刑人が斧おのを片手に罪人を待ち受ける。その傍かたわらに、罪人の上体を据すえ置くための木箱がひとつ。断頭台の周りを六十名ほどの近衛このえ兵が固め、張り巡らされた木柵が住民と断頭台を隔てていた。


    　跳ね橋は巻き上げられ、外部から侵入は不可能。


    　城門の広場側出口にはヴェガ型機械兵が一機、その左右にトロイア型が二機、暖機を終え、直立した状態で住民たちを見張っている。さらに円塔や隔壁、門楼の上からもカスコート銃を手にした近衛このえ兵が広場へと銃口をむけ、怒りに燃える住民たちを照しよう準じゆんしていた。


    「反逆者ルカ・バルカを引っ立てろ!!」


    　イシドロ伯の命令が広場へ響き、近衛兵たちが周囲を取り囲んで、円塔からルカを引っ立てる。ルカは昨夜からさらに殴られたらしく、顔を腫はらし、よろよろの足取りで、断頭台へと追い立てられる。


    　群衆の怒号がひときわ激しくなる。王国軍の横暴を非難する声が広場中に満ちる。木柵の入り口から中へ入れられ、尻を蹴けり上げられながら、両手を身体の前で拘こう束そく具に固定されたルカは断頭台の階段をのぼる。


    　イシドロ伯とマクシミリアノ参謀長もルカにつづいて断頭台へとあがり、ルカを左右から挟み込んで罪状を述べ立てる。民を煽せん動どうし領主を殺害、ウルキオラ城じよう塞さいを占せん拠きよしたことは、王政への重じゆう篤とくな反逆罪である、と前置きしたうえで、イシドロ伯は王女ファニアの貞てい節せつを汚した罪を誇らしげに付け加えた。王国内はおろか国境を越えてこの件の内容が尾ひれをつけて広まってくれれば、ファニアに期待する声はなくなる。王もファニアを見放す。あの生意気な小娘が、政治にしゃしゃり出てくることもなくなる……と期待しながら、ルカがファニアに加えた淫みだらな所業をたっぷり歪わい曲きよくし民衆へ語ってきかせる。


    　しかしイシドロ伯の期待に反して、ファニアとの件に耳を貸すものもなく、ただ王国軍の横暴を非難する声だけが大きくなっていく。住民たちはルカとファニアに同情していて、偉そうな貴族の話など信じる気はないらしい。


    　ルカの包帯に覆われた上体と腫れた顔が衆目に晒さらされると、女性たちの悲鳴が天空へと突き上げられた。


    「やめておくれ！　その子はこの街のために戦ってくれたんだよ！」「ルカは悪くない、悪いのはわたしたちを苛いじめたベルトラン伯でしょうが!!」「王は間違ってる、彼は王国を救ったんだ、それなのに首を斬るっていうのか！」


    　イシドロもマクシミリアノも、ルカの人気が面白くない。仏ぶつ頂ちよう面づらで傍かたわらのルカを見やる。


    「大した人気だな」


    　ルカは気丈に、殴られて腫れ上がった顔に笑みを刻む。


    「閣下のおかげで。おれを傷つけるほど、おれの人気は上がるんで」


    　イシドロは憎々しげにルカを見やり、


    「貴様の首を王都に晒し、腐ってから王女殿下に届けてやる」


    「閣下の品性に脱帽です。そんなだから殿下に嫌われるんすよ、もっと感性磨かないと」


    　死の間際にたってなお、ルカは臆することなく減らず口を叩いてくる。マクシミリアノが横合いから、


    「きみのおかげで、殿下は王位継承順を下げるだろう。大した手柄だよ、クラウディオ枢すう機き卿けいもきっときみに感謝する」


    　現王の弟、王位継承権第二位のクラウディオ枢機卿は、ことあるごとにファニアに嫌がらせをしていた人物だ。ルカとファニアの醜しゆう聞ぶんは、枢機卿にとってこのうえない僥ぎよう倖こうとなる。


    「この街の暴動をうしろから糸引いてたのは、枢機卿だぜ。ジェミニってやつとの関連を洗えばわかる」


    　告げ口しておくと、マクシミリアノの片眉まゆがぴくりと動いた。初耳らしく、つづきを促うながす。


    「ジェミニへの出資者は枢機卿だ。何年も前から準備してないと、一晩の暴動で領主を殺すなんてできっこない。おれはただの人ひと柱ばしら。ほんとの黒幕は枢機卿だぜ」


    　ひといきに告げると、マクシミリアノの唇の端が痙けい攣れんをはじめた。


    「……面白い話だ。ジェミニ、だな。調べてみよう。うまくいけば枢機卿も排除できるかもしれん。お前はいろいろ役に立った。思い残すことなく死ね」


    　そう言って、マクシミリアノは処刑人を促す。


    　乱暴な太い手が、ルカの背中を突いた。ルカは両膝ひざを舞台について、木箱に上体を押しつけられる。住民たちの悲鳴が、ひときわ高くなる。


    　とうとう最さい期ごのときが来た。


    　ルカは不思議に静かな気持ちで、目を閉じた。


    　わりと面白い人生だったな。みなしごの貧民上がりにしては、けっこうがんばったと思う。最後、ファニアに迷惑をかけてしまったのが申し訳ないけど、でも、素敵すぎる思い出ができたのは素直にうれしい。


    　アステルの怪け我がが治って、元気に暮らせますように。ファニアが幸せに、自分の道を歩いていけますように。


    　──シルフィ。お前んとこ行くよ。


    　──おれなりにがんばって、この街のひと助けられたし。褒ほめてくれるよな。


    　それだけ祈って、斧おのが降ってくるのを待った。


    　しかし、来ない。その代わり、住民たちの悲鳴と罵ば声せいの狭はざ間まに、高らかなソーマエンジンの轟とどろきが割り込む。


    「？」


    　木箱に上体を預けたまま処刑人を横目で見上げる。処刑人は広場の一角を見つめている。同じ方向を見やると、トロイア型機械兵が一機、群衆をかき分けてこちらへ近づいてくる。


    「なんだあれは、なぜ動いている」「おい、止まれ!!　誰が動けと言った、止まれ!!」


    　舞台上から、イシドロ伯とマクシミリアノが声を張り上げて静止させようとする。なんらかの故障かもしれない、と近衛このえ兵がトロイア型の面前で両手を振るが、トロイアは止まらない。右手に全長三メートルほどの長剣、左手に盾たて。五千八百馬力のソーマエンジンを猛たけらせ、全長五・五メートルの鋼鉄の騎士が、断頭台目がけてのっそのっそと歩んでくる。


    　ルカはすぐに操縦桿かんを握っているのが誰なのか思い至り、叫んだ。


    「ミズキ!!」


    　呼応するように、トロイア型のエンジンがさらに高い響きを発した。鋼鉄の巨人は、住民も近衛このえ兵も押しのけて、一心に断頭台を目がけ歩んでくる。


    　ルカの口があんぐりひらく。


    「思いつきで行動すんな、バカ!!」


    　回りは敵機械兵と近衛兵だらけ。どう見たってトロイア型一機では勝ち目がない。ミズキの軽率さに腹立たしささえ覚えながら、しかしルカは見ているしかない。


    



    「死なせねえぞ、相棒!!」


    　トロイア型機械兵の搭乗席に座り、狭い覗のぞき窓から断頭台上のルカを見やりながら、ミズキは両足のフットペダルを操作してトロイア型を歩行させた。


    　前方から悲鳴と怒声が交差して、逃げていく群衆とカスコート銃をこちらへむける近衛兵が見える。無茶は承知、負傷者だって出るだろうが、ルカをむざむざ死なせはしない。おれにできることをやらなきゃ。


    　単座機だから、自分で狭い視界を覗き見ながら四し肢しを全部操縦するしかなく、ヴェガに比べると忙しい。だが王国一の天才操縦士と称されるミズキの技量はむしろ単座機だからこそ発揮される。器用にひとの波をかき分け、むやみに同僚の近衛兵を傷つけないよう気をつけながらも、木柵の直前まで辿たどり着いた、そのとき。


    「うわっ!?」


    　いきなり後方から鈍い衝撃。機内に反響する金属音と、電子装置の火花。


    　見えないが、背後から自機とは別のソーマエンジンの駆動音。この音はヴェガか。ちくしょう、もう動き出しやがった……！


    「ルカ、待ってろ、すぐ助けてやっから!!」


    　覗き窓のむこう、ルカがなにか叫んでいる。きっとおれに気づいて、感極まって泣いてるんだろうな。ぐずっ、と洟はなをすすってミズキは決意を新たにする。ルカを助け出すには、同僚の機械兵二機を倒さねば。


    　ミズキは左右の操縦桿を互い違いに上下に入れて、左のフットペダルを踏み込んだ。愛機が素早い動作で旋転すると、覗き窓のむこういっぱい、ヴェガの胸部装甲があった。


    　機械兵同士の戦闘は、基本的に転ばせたほうの勝ちだ。ミズキはヴェガの重心を見極めて、躊ちゆう躇ちよなく左手の盾を突き出す。右脇腹を押されてたたらを踏むヴェガへ、さらに一歩踏み込んでから右手の長剣の刺し突とつ。


    「おらっ!!」


    　切っ先が、ヴェガの胸部ハッチの隙すき間まにめり込む。乗っている操縦士はミズキの同僚だ、殺すつもりはないが、負けるつもりもない。剣けん尖せんを引っ込めると、ロックを破壊されたハッチがひらき、搭乗席が剥むき出しになって慌てる同僚の顔が見えた。


    「お前じゃおれに勝てねーよ、シブリアン！　殺さねーからさっさと降りろ!!」


    　怒鳴りつけると、破壊されたハッチから三名の操縦士が次々と地面へ飛び降りてくれた。残り一機はいまようやく立ち上がり、戸惑いながらもミズキへむかってくる。乗っているのはミズキの友人、チコだ。いいやつだからできれば戦いたくないけど、ルカを助けるためだから仕方ない。


    「悪く思うなよ、チコ！　一発でおとなしくしてやる！」


    　近衛このえ機械兵隊で単座機を任されているわけだから、チコは王国の操縦士として最高ランクにいるのだが、ミズキは模も擬ぎ戦で一度も負けたことがない。それどころかいいパンチをもらったことすらない。チコが弱いのではなく、ミズキが圧倒的すぎるのだ。


    　歩み寄るミズキ機に対し、チコ機は早くも怯おびえた様子で剣尖を持ち上げる。勝てないのはわかっているだろう。チコに怪け我がさせないよう、できるだけ危険の少ない勝ち方を考えていたミズキの左足が、止まった。


    「ん……あ、やべっ!!」


    　覗のぞき窓の下方、近衛兵たちが集まって、ミズキ機の両膝ひざの接合部を攻撃していた。左膝はすでに数本の短剣が刺され、さらに何重にも鉄鎖が巻き付き、踏み出したままの状態で動かない。なんとか左手で払おうとするが、歩兵たちは巧みにかいくぐって、こちらの動きが鈍くなったのをいいことに腰にまで登りつめてくる。


    　やはり歩兵が厄やつ介かいだ。振り払いたいが、味方の随ずい伴はん歩兵などいるはずがない。動きを拘こう束そくされたミズキ機へ、チコ機がゆっくりと歩み寄ってくる。


    「うわ、マジか、ウソだろ!?　おいチコやめろ、やめてくれ!!」


    　都合のいいことをいまさら言うが、チコは日ごろやられっぱなしだった鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのか、どことなくうれしそうに近づいてくる。


    　絶望がミズキの涙腺を襲う。これじゃルカを助けるどころかおれまで縛り首になっちまう。


    「住民の誰か、おい、これ解いてくれ、頼む！　自分じゃほどけないんだ、鎖を外してくれ!!」


    　狭い覗き窓越しに住民へ呼びかけるが、彼らは事態の意味を飲み込めず動いてくれない。


    　そうこうする間に、チコ機が距離を詰めてくる。いま押されたら転倒は回避できない。転倒したなら、もうルカを救うすべはない……！


    



    「どうする、乗るか？」


    　群衆に紛まぎれ、事態を見守っていたメルヴィルが傍かたわらのジェミニに問うた。


    　ジェミニは背伸びして、群衆の頭のむこうのトロイア型を眺める。


    　確かに一ひと悶もん着ちやくあった。だが反乱のトロイアは瞬またたく間に鉄鎖で絡め取られ、動きを封じられている。倒されたヴェガは味方の歩兵の手を借りて再び立ち上がろうともがいており、もう一機のトロイアが、反乱機に歩み寄ってこれからトドメを加えようとしている。


    「ダメだ、乗れない」


    　この程度の騒ぎでは、リスクのほうが大きすぎる。反乱のトロイア型の操縦士、なにものか知らないが、やるならせめて事前にこっちと打ち合わせしておけ、などと計画性のなさを批判する。


    「操縦はうまいが頭がからっぽだね。乗ったらこっちがやられる」


    　ジェミニは動かない。ただ住民の動きに目を走らせる。いまのが契機になって再び暴動がはじまるか……と思ったがそうでもない。


    　──悪いね、ルカ、なにもできなくて。


    　諦あきらめて、断頭台の上のルカへ目を送った。


    　──きみのおかげで、ぼくはまた活動できる。


    　──誓うよ。きみのためにもエデンを倒すと。


    　思い返せば、この楽しい夢の契機はルカだった。ルカがいてくれたから、ジェミニは人生の放浪をやめて、大きな目標にむかって歩みはじめることができたのだ。


    「さよなら、ぼくの人ひと柱ばしら」


    　別れの言葉を投げた、そのとき──。


    



    　黎れい明めいの空を、白銀の稲妻が鉤かぎ裂ざいた。


    



    　刹せつ那な──。


    　処刑人の巨きよ躯くと大斧おのが中空高く舞い上がり、朝焼けの空に弧こを描く。


    　同時に、ルカの両手の拘こう束そく具が鈍い音と共に弾け飛ぶ。


    　広間の真ん中に発生した烈風が、周囲を取り巻いていた木柵を薙なぎ倒す。


    「!?」


    　イシドロ伯とマクシミリアノの見ひらかれた目に、一瞬、白はく皙せきの美び貌ぼうが映り込む。


    「ルカをこんなにしたの、あんたら？」


    　いま空から生まれ落ちたみたいに、いきなり断頭台に出現した少女がそんなことを尋ねる。


    　ルカの髪が、逆立つ。


    　空に充ちていく曙しよ光こうを背負い、輪りん郭かくに怒りの燐りん気きをまとう少女の名は。


    「アステル!!」


    　呼ぶと同時に、イシドロ伯とマクシミリアノの身体もまた、烈風に見舞われた木の葉みたいに中空高く吹き飛んだ。


    「その怪け我がけっこうひどくない？」


    　頭上を舞い飛ぶふたりの高級将校に構うことなく、アステルはいつもの呑のん気きそうな調子で、傷だらけのルカを見下ろす。ルカは幽霊を見るみたいな顔で、白いプラグスーツを着込んだアステルを見つめたまま返事しない。


    「あれ、ミズキ？」


    　彼方かなた、がんじがらめにされたトロイア型を指さして、アステルは呑気な調子でそんなことを尋ねる。口をあんぐりあけたまま頷うなずくルカに、問いかけた。


    「じゃ、あれに乗って逃げればいいか」


    　ルカは思考が追いつかないまま、ただ頷く。よし、とアステルは返事して、片手に短剣を握った。


    「動かなくなったら、あんたがあたしの面倒みるんだよ」


    　そう言って、アステルは再び一いつ颯さつの風になり、風が吹き抜けたその箇所へ、イシドロ伯とマクシミリアノが手足を折り曲げ落下してきた。


    



    　アステルは群れなす住民たちの頭上を一気に飛びすぎ、短剣を逆手に構えて、絡め取られたトロイア型機械兵に二颯、三颯の風を見舞った。
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    　膝ひざと肘ひじに巻き付いた鉄鎖が弾け飛び、機体に取り付いていた歩兵たちが吹き飛ばされる。アステルは覗のぞき窓へいきなり逆さまにおどけた顔を突き出して、


    「ばあっ!!」


    「うわあ!!」


    　脅おどかすと、機内のミズキが素すっ頓とん狂きような声を上げてのけぞった。


    「あははは、びっくりした？　変顔面白い？」


    「アステル!?」


    「あたしたち乗せて、逃げて！」


    「お、おう」


    　返事して、ミズキは操縦桿かんとフットペダルを踏み込む。機体が動く。アステルが鎖を解いてくれたんだ。それなら、よし！


    　ミズキは顔を上げ、すぐそこに迫っていたチコを戦士の笑みで迎える。


    「やめなくていいぜ、チコ!!」


    　叫ぶと同時に、右足を大きく踏み出すと、チコ機が慌てて後退しようとするのが見えた。容よう赦しやなくスロットルをひらいて一気に加速、左足の踏み込みと同時にチコ機の喉のど元へ剣けん尖せんを突き立てて、結果を見ることなくさらに素早い動作で断頭台を振り向いた。


    　断頭台に戻ったアステルが、ルカを抱え上げていた。ミズキは両腕を操作して、軽量化のため剣と盾たてをその場に捨てる。


    「いいぞ、来い！」


    　叫んだと同時に、後方から盛大な崩落音と悲鳴が聞こえた。重心を崩したチコ機が転んだのだろう。あとはルカとアステルをトロイアの腕に抱いて、ここから走って逃げるのみ……！


    



    「乗るよな？」


    「当然」


    　メルヴィルの問いかけにジェミニが頷うなずくと同時に、ガヴーは無言で敵近衛このえ兵へ突進し、鉄てつ拳けんの一撃で壁まで吹き飛ばしてから長なが槍やりを奪い取った。このときを待ちわびていたらしく、兵士だろうが騎兵だろうが目に映る敵を薙なぎ倒す。黒こく曜よう石せきの彫刻じみた巨きよ躯くが敵群へ楔くさびのごとく打ち込まれるたび、真っ青な飛ひ沫まつが飛散する。引き結んだ唇と青銅色の瞳は一切の感情を排して微動だにせず、ただガヴーの面前に居合わせた敵兵だけが紙かみ吹雪ふぶきさながら朝焼けの空へ舞い上がる。


    　一方のメルヴィルも馬を奪い、配下の騎兵を叱しつ咤たして混乱を助長する。武器を持たずとも悠然と敵群へ踏み込み、ひづめを以もつて蹂じゆう躙りんする。馬上では貴公子然とした佇たたずまいを崩すことなく、馬ば蹄ていには死しに神がみさながら血肉の航跡を曳ひく、光と闇を併せ呑のんだその異彩が敵を怯おびえさせる。


    　混乱する近衛兵の狭はざ間まを縫ぬって、引き倒された木柵を踏み越え、ジェミニは断頭台上のルカへ声を張り上げた。


    「逃げるぞルカ、ぼくらと来い！」


    「おうよ、あの機械兵乗り、おれの味方だ、あいつも一緒に！」


    「わかった、共に行こう、我が盟友！」


    　さっき人ひと柱ばしら呼ばわりしたことなど知らん顔でそう述べ、ジェミニは身を翻ひるがえし、広場脇の厩きゆう舎しやを目指す。そして繋つながれていた十数頭の手た綱づなをすべて解き、自分は一番良い馬にまたがって颯さつ爽そうと駆ける。


    



    　城門前広場はいまや大混乱、悲鳴と罵ば声せいと歓声がこだまして、住民と兵が入り交じり、子どもが泣き叫び、女性が逃げ惑い、親衛隊は大声で「参謀長が死んだ」だの「王女が逃げた」だの虚報を告げ回って混乱を助長し、狂騒の狭はざ間まを乗り手のない馬が勝手に駆け回っている。


    　いまだ呆ぼう然ぜんと断頭台のうえで突っ立つルカのところへ、アステルが風とともに舞い戻ってきた。


    「ミズキが乗せてくれるって」


    　そう言って、ルカを背中におんぶする。ルカはまだ、これが現実と思えない。


    「お前、なんで」


    「なによ。文句ある？」


    「いきなり治った？」


    「うん。フクロウが薬くれて、いきなり治った」


    　昨夜、変なフクロウが部屋のなかに入ってベッドの飾り板に止まり、くちばしの先の丸薬をアステルの口内へ入れた。フクロウは老婆の声で「人造人間も頭を撃たれれば死ぬから気をつけろ」と言って去っていった。夢かと思ったが、朝には全快していた。


    「……それ、白いフクロウ？」


    「うん、真っ白」


    　そういえばカルナタカの戦いのときも、白いフクロウが周りを飛んでたな……とルカが考えたとき、アステルは靴底に力を込めた。


    　胃袋を置き去りにするような加速荷重がのしかかり、失神寸前のところで、トロイア型が差し伸べた両手の中に収まる。


    「ルカ!!　元気か、ルカーっ!!」


    　胸部ハッチの覗のぞき窓から、ミズキが必死な顔をみせて、泣き歪ゆがんだ声を張り上げている。ルカはなんとか片手を振って、


    「おー、元気じゃねーよー。さっさと逃げてくれー」


    「おっけー、任せろ!!　全部振り切ってやっから、しっかり掴つかまってろ!!」


    　ミズキは赤ん坊を抱くみたいに左手を胸部ハッチの前で横へ流した。ルカとアステルはふたり並んで、その腕へ腰を下ろす。すぐそこに覗のぞき窓があるから、ミズキとも会話できる。


    「ちなみにあたし、掴つかまれないから。あんた支えなさい」


    　発進したトロイア型の腕のなかで、オーバードライブから一分間が経過したアステルがルカの身体にのしかかってくる。


    「ちなみにおれもひでー怪け我がなんだけど」


    　悲鳴をあげながらも、ルカはアステルの身体へ左手を回し、落ちないように支えた。軽口を叩きながらも、抱きしめた身体の柔らかさと温かみが、とてもうれしい。


    　イシドロ伯とマクシミリアノは失神しているらしく、指揮するものが誰もいない。広場は混乱し、ジェミニ一派がさらにその傷口を押し広げ、混こん沌とんへと落とし込む。住民たちもルカの逃走を手助けしようと、あちこちで近衛このえ兵を妨害し、巻き上げ機を操作して跳ね橋を勝手に下ろしはじめた。


    　住民たちの歓声を背に受けて、ミズキは重い足音を蹴け立てながら城門のアーチをくぐる。それを追いかけようとした近衛兵へ、住民から投石が浴びせられる。ガヴーの指揮する親衛隊は徹底して王国軍の馬を奪い、追い立て、敵から機動力を奪い取る。


    「逃げるぞ、みんな！」


    　鞍あん上じようのジェミニが親衛隊へ声をかけ、同じくメルヴィルが鞍上から住民たちへ声を張る。


    「おれたちが逃げたら跳ね橋を上げろ！　みんな世話になった、いつかまた会おう！」


    　ガヴーもまた、ひとしきり近衛兵を蹴散らしたところで馬を奪い、鞍くらにまたがる。


    「……………………」


    　これまでこの街で共に過ごした住民たちを一いち瞥べつし、無言で頷うなずいてから、ガヴーは馬首を返して城門めがけ駆ける。


    　城門前に居合わせた住民たちがジェミニの逃亡を手助けするべく、近衛兵を押しとどめ、ジェミニたちを素通りさせる。口々に別れの言葉を投げながら、騎乗した親衛隊員が城門を通り抜けたのを見届けて、跳ね橋が巻き上げられる。


    「なにをしている、橋を下ろせ、勝手な真ま似ねをするな!!」


    　近衛連隊の士官らが激怒して住民たちへ銃口をむけるが、住民は逃げない。


    「王国兵が民を殺すのか!!　お前たちはおれたちを守るためにいるんじゃないのか！」


    「陛下がそんなこと命令したのかい!?　王さまが住民を殺せって言ったのかい!?」


    　罵ば声せいを返して士官たちを閉口させる。ようやく力尽くで押しのけ、巻き上げ機を操作して跳ね橋を下ろし、追跡隊を放とうとしたが、肝心の馬がほとんどジェミニに奪われている。地じ団だん駄だを踏みながら、地平の彼方かなたへ駆け去っていくジェミニ一行を見送るしかない……。


    



    　平原の大テント前では、ファニアが遠眼鏡とおめがねの焦しよう点てんをウルキオラ城じよう塞さいの城門へ当てていた。


    　警備の近衛兵たちのざわめきに気づき、押しとどめようとする兵士を一いつ喝かつして下がらせ、テントの外へ出て異変を遠望している。


    　と、跳ね橋が下りてトロイア型機械兵が一機、ものすごい勢いで走り出てくる。それだけで操縦しているのはミズキだとわかる。ファニアはトロイアの腕に抱かれた人影へ遠眼鏡とおめがねを当て、思わず安あん堵どの声をあげる。


    「ルカ、アステル……！」


    　ぼろぼろだけど、ふたりとも無事だ。死んでない、生きている。それだけでファニアはうれしい。トロイア型の後方から軍服を着ていない騎兵たちが跳ね橋を渡って、平原を東へむかって逃げていく。


    　なにが起きたのかわからない。けれどルカとアステルが無事ならそれでいい。


    「頼みましたよ、ミズキ。うまく逃げて」


    　去っていく彼らを見送りながら、ファニアは祈る。


    　今回の件で、王国中にルカとアステル、ほかの仲間たちの手配書が配布され、彼らは王国内に居場所を失う。ルカはきっと国境を越えるだろう。


    　また、ずっと離ればなれになる。


    　遠眼鏡のなか、ルカと目線が合った。気のせいだろうし、むこうから見えるはずもないけれど、ファニアは微ほほ笑えみを返す。


    　──またね、ルカ。


    　しばらくの間、さよなら、愛しいひと。


    「きっと、また会える」


    　何年かかるかわからないけれど、きっとルカは帰ってくる。


    　なぜなら、わたしたちは約束をしたから。


    『いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために』


    　口づけの記憶と共に、ルカの約束の言葉が平原の風へ爆はぜる。


    　きっとルカは、この滅ほろびゆく王国へ戻ってくる。


    　この世界を変えるために、自みずから先頭に立って革命を起こす。


    　だからファニアも、約束を果たさなければならない。


    　──そのときわたしは、王国を背負っていなければ。


    　幾多の大貴族の悪意のただなか、権力を王から民へ血を流すことなく移い譲じようするための険しすぎる道のりが、ファニアの行く手に待ち構えている。それは他国の王侯貴族をもすべて敵に回す、階級制度そのものに対する戦いとなるだろう。


    　──けれど、行こう。


    　──またルカに会って、この世界を変えるために。


    　自分自身へそう誓いを立て、遠眼鏡を外した。地平線の彼方かなた、砂すな埃ぼこりを蹴け立てながら、トロイア型と騎兵たちのすがたが小さくなっていき、やがて消えた。


    　唇を交わしたときに聞こえた不思議な歌が、ファニアの意識の底からまた響いてきた。生まれたときから自分と一緒にあった旋律だった。ファニアはその旋律を抱きしめるように、自分の胸に片手を当てた。


    　歌はやがて風に溶けた。ファニアはルカたちが消えていった方角を見やりながら、巡り来る次の季節を思った。


    



    　平原をミズキは走りに走りつづけた。騎兵でも追従が難しいほどの疾走だった。ガルメンディア王国において、機械兵で疾走できる操縦士はミズキだけだ。ミズキの天才をすさまじい上下動で思い知りながら、ルカはトロイアの腕に腰を下ろして、傷ついた身体を鞭むち打ち、トロイアの胸部と挟み込んでアステルを支えつづけた。


    　動けないアステルは正面からルカの首に両手を巻き付け、赤ん坊みたいに抱きついている。


    　互いの耳元に互いの唇がある。傍はた目めから見たなら恋人同士みたいなふたりが交わす言葉はしかし、子どもじみた悪口だけだ。


    「いてーよ背中触んな、皮剥むけてんだよそこらへん全部」


    「え、どこ？　ここ？」


    「いてーって!!　わざわざ触んなバカ女!!」


    「うっさい、我慢しなさい野蛮人。あたしがいなかったらあんた首飛んでたんだから」


    　憎まれ口を叩きながら、アステルは心中でお礼を言う。


    　──ありがとね、ルカ。


    　──こんなんなって、あたしを助けてくれて。


    　撃たれた直後、身体は動かずに目もあけられなかったが、意識は覚めていた。ルカが付きっきりで看病していたときも、眠っているように見えただろうけど、彼の言ったことは全部覚えている。


    『おれがどうなろうが、お前だけは助ける』


    　その言葉を思い出して、アステルはすがりつく手に力を込める。


    「あ──っ!!」


    「うっさいな、わめかないでよ」


    「本気でいてーんだよ!!　頼むからひとの話聞けバカ女!!」


    「こうしないと落ちちゃうの！　あたしのおかげで勝ったんだから我慢！」


    　べーっ、と舌を出してアステルはルカの悲鳴などお構いなく、背中に回した手をほどこうとしない。ルカもルカで罵ば声せいを浴びせながら、アステルが落ちないよう常にしっかり片手で支えている。


    　──一緒にいてね、ルカ。


    　アステルは手の甲の「２４１２」の文字を見る。


    　──あたしが消えちゃう日まで、ずっと。


    　そう祈り、トロイア型が燃料切れで止まるまで、アステルはルカにすがりついていた。


    



    　燃料切れのために足を止め、膝ひざをついて駐機したトロイア型の周りに、ウルキオラ城じよう塞さいを脱出できた親衛隊二十四騎が集まってくる。


    　鞍あん上じようのジェミニが歩み寄り、地に降り立ったルカを見下ろす。


    「駅には手配書が出回ってるはず。街道を外れよう。夜や陰いんに紛まぎれてバール川を渡って、ゼノビアに入ろうと思う」


    「この先どっか、行く当てはあるのか？」


    「リヴァノヴァ帝国に少しばかりコネがあってね。ちょっと面白い動きがあるみたいだし、ほとぼりが覚めるまでは帝国で傭よう兵へい隊でもやろうかと思ってる」


    「へえ、リヴァノヴァか。いいぜ、どうせおれらも行く当てないし、一緒に行く」


    　神聖リヴァノヴァ帝国はグレイスランドにおいて最も強大な軍事大国だ。もしもグレイスランドを統一できる勢力があるとすればリヴァノヴァだと目もくされている。国土の東方には有う象ぞう無む象ぞうの国家群があり、彼らを従えようと頻繁に戦役が企き図とされるため、傭兵が稼ぐには都合の良い国だ。


    「ルカはぼくのうしろに乗りたまえ。アステルはガヴーのうしろ、天才操縦士くんはメルヴィルと一緒でいいかな。ぐずぐずしていると追っ手が来る、早く行こう」


    　促うながされて、ルカはジェミニの鞍くらのうしろにまたがった。アステルもまたガヴーに抱え上げられて鞍に乗せられる。


    「ガヴーは大きいから安心だね」


    　アステルはそんなことを言って、ガヴーの大きな背中にもたれかかって微ほほ笑えむ。ガヴーは無言で頷うなずくのみ。メルヴィルはミズキを見下ろして、手を差し伸べる。


    「女を鞍に乗せる趣味はないが、いまは仕方ない。乗りたまえ」


    「おれは男だバカ野郎!!　ギアで挟むぞクソ貴族!!」


    「な……おれは貴族ではない！　確かに昔は貴族だったが……だがそんなことできみにとやかくいわれたくない！」


    　面倒くさい言い争いがはじまって、ジェミニがあやしてなんとかミズキをメルヴィルのうしろにまたがらせる。


    「では行こう、我らの新天地へ！」


    　芝居がかった台詞せりふを放って、ジェミニは手た綱づなを叩いた。一行はサウスランド大街道を外れて道なき道へひづめを立てる。


    　ルカはジェミニのうしろにまたがったまま、背後を振り返った。


    　これから先、何年もガルメンディア王国へ戻れない。


    　生まれた国だが、持ち物は多くない。家族もいないし家もない。心残りはひとつだけ。


    　──ファニア、また会う日まで、元気で。


    　心中で別れを告げると、ファニアの甘い香りが唇へよぎった。きっと死ぬまで忘れることのない、あの夜、ふたりで交わした想いの記憶。


    　また、ファニアに会いたい。


    　けれど再会するための道は、あまりに遠く険しく果てしない。


    　だが、いま、ルカには旅の仲間がいる。


    　ルカは鞍くらの前のジェミニを眺めた。信用できない男だが、たった一晩でウルキオラ城じよう塞さいを落とした策士ぶりは相当なものだ。ガヴーは歩兵、メルヴィルは騎兵、ミズキは機械兵、三兵科の運用に長たけた味方もいる。そして一回限定ではあるが、局地戦を必ず制することができるアステル。彼らをうまく組み合わせたなら、いま平原を疾しつ駆くする一団はグレイスランド有数の戦闘共同体ギルドになるのではないか。


    　ルカは神聖リヴァノヴァ帝国へつづく道の先を見み据すえた。


    『いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために』


    　ファニアと交わした約束が、夏空に響く。あまりに遠くて大きい夢だが、共に駆ける仲間たちの背中を透かすと、予定された未来のように確信できる。


    　──約束を、果たそう。


    　その決意を新たにする。いつか王国へ戻って、民を率いて革命を先導する。その先に、愛しいファニアが待っている。


    『ヴィヴィ・レインには時代を転換させる力があります。ヴィヴィを見つけるには、あなた自身が変革の意志を持たねばなりません』


    　ファニアの言葉が風のなかに響いた。ルカが革命の道を歩むことはそのまま、シルフィの願いを叶えることにも繋つながるのだ。ならば迷うことなく、その道を行くのみ。


    　──待ってろよ、ファニア。きみの望みどおり、おれは王国で革命を起こす。


    　──いつか必ず、きみのところへ行く。


    　そう誓って、ルカはジェミニに提案した。


    「なあジェミニ。おれ、革命起こすわ」


    　馬を走らせながら、怪け訝げんそうに振り返ったジェミニへ、ルカは笑みをたたえる。こいつは信用できないが、秀でた能力があることは確かだ。


    「ファニアに頼まれたんだ。いつか王国で革命起こせ、って。手伝ってくれ。お前の力が必要だ」


    　大それた提案に、ジェミニは質問を返した。


    「いつまでに？」


    「特に時間指定ないけど。でも早いとこ」


    「……面白いね、きみは。ぼくを常にぞくぞくさせてくれる」


    　ジェミニは少し思案して、答えた。


    「いいことを思いついた。ぼくはリヴァノヴァ皇帝になるから、きみは革命を起こしガルメンディア王になりたまえ。ふたりでグレイスランドを統合して、エデンと戦えばきっと勝てる」


    　こいつ、いよいよ頭がおかしくなったのか。ルカはそんなことを思いながら、スケールの大きすぎる提案に適当に返事した。


    「いいよ。面白いし」


    「約束するね？」


    「するする、任せとけ」


    　適当なその返事がのちに数十万人の兵士を巻き込み、グレイスランドの運命を決する史上最大の会戦にまで繋つながっていくとは思いもよらず、ルカはジェミニの腰に掴つかまって、道の先を見み据すえた。


    「んじゃ、そういうことで。飛ばせよ、皇帝」


    「しっかりつかまってなよ、ガルメンディア王」


    　のちに「褐色の皇帝」と呼ばれる青年は、のちに「災厄の魔王」と呼ばれる少年を振り返り、凄せい艶えんな笑みをたたえて鐙あぶみを蹴けった。


    



    　道の先の入道雲が天頂へ湧わき上がっていた。ルカたちはもう振り返ることなく、砂さ塵じんを蹴立て、巨大な白を目がけて駆けていった。


    　強い風が砂塵を吹き流し、地平に陽炎かげろうが立ったとき、もう騎影はなかった。ただ無限の夏空が、世界を濃密な青で塗り込めていた。雲の山脈は尽きることなく成長をつづけ、やがて世界の半分をおのれの白に染め上げた。
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